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る事の渋だ大であつたこ と は過協のﾡみであ る。して此の 非常伐採 な る ものがﾡ行質施さ

たのは, 勿論常時の超非常時情勢が之を通府なしにﾡ求したのに因るものであるが, 一面 

合理的森林經營に關する技術上の信念が當時一般に歪められてゐたこ とに因るとと も嘘はれ 

ない事實で,之はヌ森林経ﾡの遊礎資料たるべき森林の復態が明かに されてる ないために, 

合理的森林後号の根據なる ものが如何様に もとれる如く常に動捕してゐたのに因る ものと看 

ることも 出來るのであつて,一に救術者の責任にﾡすべせ もの と 吾人は反省せざる を得な 

い。而して今や,過去は貴めぬとして,時求に到しでは干ト・技術の姿民歩に資ナるため 

cも, 技術ﾡの相元研端のめにも, 断る根據を確定し之を鞏固のものたらしめねぼ■ならな

いし,一面之が科學技術昔の平和日本を殖設する上に於ての設務でもある。

再言すれば森林經第上緊急不可缺の森林實態調査なる ものは,從來の観念からは,「何も今 

K」の観なきにしもあらすであるが,科學•技術の日々に新なる令日,當然常に新しを構想 

の下に之が實施を見なければならない。

北海道の森林は今や我國に於て殘されたる北方寒帶林の唯一の もの となったが,とが合理 

的hi 久経な登策の礎資料 を得 る ためにﾡ逃の区態調花が必要であ る と 同時に, 普つての北 

方林業のi項た り し障太共の他の) 匕方の森林世態に関す a資料も亦之を利用するに各であっ 

てはならない。

本報告は所謂北方林業地に於ける トドマツ ・ エソーツ祝ﾡ天然林の構広技に生育映況の 

一例を示して其の實相を闘明し,施業法に關し考察を加へて,北方林業經替に示唆を與へた 

ものであり, 北海述林業経ﾡ技術の向上に資するあらんものと思料せられる。即ち数にと 

を上枠に附 し公刊す る所以である。

昭 和 三十=年 一 月

• 北海道林業社驗毋長

地方技T 廣 田 實
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北方於ける ト ドマッ ・エゾマッ混浴

天然林 の構成加に 生育狀 況一例 

及其の施業法に關する考察

北海道発囑託 林ﾡ博士 三島 懋
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圖 版

. ' 緒 ,言 ；

北緯 50° 以南担太の森林は の領面ﾡの約 9割を占め,1910年頃にかては全島闘蒼た る 

トドマッ, エゾマツ政はグイマツル至は初ﾡ樹類の災朴を以て蔵はれ, 共 ’芾項約20a石と 

稱されたのであるが, の後主と して日本政府に依る樺太拓旅開發の進展に伴ひ搭積も漸次 

減少し來つたのである。然し昭和の初めに於て,ﾡ南神太北部地力のェソマッを主林分とナ 

る林ﾡは, 日本岡に於ける三大美林たる余のヒべ, 秋田のスギ, 木のヒノキに神太の= 

ソマッ を加へてル等を日木の四大美林と呼柄し得る位立派なものであった。

1939年度の H 本政府棒太森林統計に依れば, 林野面積 290 両町歩に到 し,蓄秋は針測史樹 

合計8U5千ﾡ石を示し, のト ドツ ・エゾマツは6億6千高石を占めてみるが, 現在 

はの後のヤッパキクヒムンの変延に因る基ﾡ的代探地に緊急的な州侵開係もあつて, 共の 

蓄品は相當に減少してゐる。
、 ゝ

然しながら, 市構太のﾡ林諾ﾡは一面所請権太材共のもの、特興性と相険つて, 依然日本 

の林政を左右するが如き像大なるﾡ力あるイ在を諦示し,東亜共築田ﾡ立後にかても, 木材 

資源の不足は依然深刻であるべきことが独想せられた關係』:,樺太森林の持つ使命は愈重大 

であつたのである。

而 して过下一般情況の要請に基 く 林木ﾡ産の途は, ﾡ太に映らナ叫に逃林事業の摘張にの 

みるものでな く,何んと訓つて も所調固定國有林而就の過半を占める原生林の施業法を合 

ﾡ的ならしめるのに近道の存ナるととが切賞に感ぜられる際に於て, 一度南ﾡ太林業の情 

c日を制ナれ, 各種の堺制は今や過去の亂代暴採よ り僅かに一步前進を許したに過ぎぬ狀 

況であり, 之れ願る述協のこと、請はさるを得ない。然しながら, 樺太に於ける日木林業沿 

茶史をﾡやかならしめた彼の山火事も赤松ﾡも(に古さ時代のことに島し 年の大氏倒 

被害木の整理 も既に終了 し,ヤ ッバキクヒ ムシ被害木の伐採薬现も終末に近づき,同時に談 

当許の菱低亦終知に近からんと してゐる今日 こそ,梯太に於ける森林旅業が共の木然の姿に 

退るべさ紹好の機合であり, 何れの國が又誰が之を経替するにしても酸早•人口の不足・技術

者の素質 度下等に法 口 して何時造 も ﾡ倣作撃に洲足すべさ ではない。

而 して樺太森林の趁業に關 して論ぜられたる ものは後述の如く 相常に多 く,- 您 共の根本 

的施梁方策は決定せられてあるが, 賞行上の細部の助に至つては今日ﾡ研究不ﾡ分なる動も 

あり, ﾡに於て改めて南棒太森林の質ﾡを凡ゆる角騰から再校付する要が あ る のであつて,
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之に關聯して現實の問題と しては, 柿太の現状に 即した實行の比較:的容易な る森林作業法竝 

に共の賞施指針と も請よべさ も の を 具體的に 示す こ とが人切で ある 樣に 思料せ られる。

神太の採伐作業は. 1926年3月材ﾡ6判木数2制以内で胸高直極27cm 以上の立木を伐採 

し同時に適営の防火樹帶を存置して更新の安全を期すると謂ふことに始つて,従來の胸高直 

極12cm以上の皆作業に依つた貨ﾡ慮分も, 又同時に官行研伐も,斷る押伐作業に依り實 

行される様になつたのであるが, 共の後の賞行統に後し,19389-19844に材積33-40%和 

度の採伐作業法(後出)を探用するととになつたが, 共の經過或は成績の見るべき迫なくし 

て 1936 年 10 月商市ﾡ太木有の脇風ﾡ米に依 り, 是等挪供施行林分 も 大部分風倒渦を蒙る處 

となつたが, 之は主と して所中部地方 (後出) の森林地帯に多量の風倒被害木を生じ未記 

弊の大惨事を私起したのである。 ・ ・

1944 年に於ては各種の小情に依り 上記採伐作業の施行せられてゐる 箇所も極めて 一部の 

地域に限られてゐる。然しなが ら従ポの行題 り 上から請つて も 商市ﾡ太の株林に於て探るべ書 

作業法と しては一ﾡ探伐作業法若は之に近似の作柔法が認められてよいのであるが, 科學的 

にmへば事前に先づ様太の森林が果 して所謂出伐林 と しての特性を行してろる かを賞験的 

に桧討するの要ある ものと思料せられ,又一應採仮作業法の如. きが認められてよ きものとL 

て も,從來の探伐作業が理論と して認め られながら賞務蜂広の所請中堅技術者に女持のﾡさ 

を思はしめる事實ありたるに徴し,災は偵行の間題に不安があるのではないか 例へば従ポ 

一般にの賞務上に至優なる代探木の週定基準の如さを明示ナる上にかて欠く る處があつた 

ものと思料せられる。

期ち木論父は南ﾡ太の森林特に 中部地方森林の代表的林相 を星する保呂地方 (ﾡ保日献駅 

林)のトドマッ ・エマツ混天然林に於て共の林の賞相を統計的に記ﾡしての林木の 

構成 と 生育 との状況を 闡明 し,採作柔法適ﾡのﾡ度に就せ考楽し, 共の採伐作業近似のも 

のを探用することを可なりとする結論に遊さ, 伐採木選定の基準を示す一方法を提案せんと 

するものであつて, 後者に關 しては長年月 に互る實験に基く ものでもなく直に探りて以て 

理想的なる賞行案とするにはﾡ研究の係地もあるであ ら う が, 之が務米市ﾡ太は勿論ﾡ太と 

林相を等しくする所謂北方林業圏に於けるﾡ種研究張展の端緒と もなれば望外の幸である。

本ﾡ女をナるに営 り, 本研究の施行中終始御懸切なる御指等と布をなる御示数と を賜つ 

北海道布国大み数投中島広吉博士に封し, ヌ木論交御投側の労をﾡつた前記中ぬ廣吉博士, 

北海道帝國大段敎授佐藤義夫博士, 同大澤正之博士に對 し談み て滿腔の感謝の意を表 し, 更に

北方に於け る ト ドツ・モゾ* ッ 混谓天然休 Q 懦城也に生育 状況一例 5・.------番率。マ-ャアマ帝率-室-。や---------や-----*--キ*-。キ。番*マ。*。。。。ン*-----.....=.*.xキママーマ装や。---------

本除文の取締めに關し熱烈なる初激的を與へられた る 元様太ﾡ中央試験所長山田ﾡ制博士, 

發刊.こ就き特別の御理解を賜つた北海道林業試驗場長賢田實氏,北海道魔造林課長林行伍氏 

共 シ他の諸氏に對 し謝意 を表す る。

・ ・

第一編 保呂地方、(元保呂試驗林)の概況

第一章 位 置

木論文の資料を得たる元保目試験林は元ﾡ太ﾡ中央試験所林業部に附ﾡし常時邦領ﾡ太の 

中央部に 位し,北緝 47。42' 乃至 47°51, 東任 142。2* 乃至 142。33' の問に介在する もので 

あり, 保呂川流域廣妻 7,655ha の地を占め, 東はオホ ック海に面し,西は梯太山脈に依り西 

海岸,地帶と隔てられ,北は南邊計破川,南は人工版朝線に依り夫々元農原林務出張所所管小 

田変撃ﾡと界し, 四のW劇ﾡめて明談であつて森林管理上自ら至便の地域である。

商して該伏験朴は所調市ﾡ太中部地力森料の代的林相を品ナるものとされてろるが, 然 

らばﾡ太にかける中部地方とは如何なるﾡ剣に依り示 さるゝものかに 就いて簡單に述べる 

と, 之は高時の行政K劇に依るのでもなく, 又林木の生方協域として區別され來った程のも 

のでもなく, 従來は唯緯度の高低に從って慢然用部地方或は北部地方,從つて又中部地方と 

呼稲してたたに過さない。由來南擇太に於ては南部地方の森林は ト ドマツ を主とし, 北部地 

方の森朴は=ソマツを優面木とすると研はれてゐるが (50)(9ゆ, 若し此の間に兩樹種混淆

合の略相しい地域があればとを中部地方の森朴とすると とも出來,、夫が亦神度の點から 

も都合良き場合はﾡだ論ﾡ的なﾡ分となるが, 斯る兩樹種［の混淆步合が略相等しい箇所は認 

めらるべき風域としては明旅には存在せす,樺太の東海岸地方では,馬群潭川以北に於て胸 

商高直優 14cm 以上の生立木にかてェジツの混済歩合大であり,ﾡ群減川以市にかてト ドマ 

ッの混淆步合が大となつて (98), 便宜上是等を北部系森林, 南部系森林と稱さ れろととも 

ある。 .

本論文に於ては南神太に於けるﾡ木の生ﾡﾡ域を分ける と と を目的とせぬこと 勿論である 

が, 中部地方林の位置的閥金を明確にナることは共の研究結果の適用と別ふﾡから必緊な 

c とである。神太に於ける濃業紙替準確立の爲め拠業氣祭の設ﾡから前市様太を7箇の地ﾡ 

にM劇されてあり (第1回参照), 之に依ると1ﾡは南ﾡ太に於て最も漫吸なる眞岡・本斗 

地方であり, 7 ﾡは恵須取・敷香地方で付時期の最も遅い地方に風する。而 して元保呂試
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第1岡 南陣太氣象地匹闘
監林は6Kに威するが, 今止の氣象地重聞を林業の 

立場から ﾡめろと 1, 2, 3,4, ﾡの地方に於ては 

殆ど原生林の分布を 見る ことなく,5,6, 7Kに於て 

のみ場ら2所在が示されてるのであるが, 果 

して然らば6ﾡが大間原生林分布地方と して氣候的 

にの 中ifを 得て ゐ る 様に 解評せ られ る。次 に此の

6 Kの範WPに於て も (ciべた樣に東海井鳳群深 

川の殺がト ドマッ •エゾマツの混靖步合變換 を示す 

事實と且後述の如く元保呂黄驗林に於ける兩樹師混 

清沙合も トドマツが相多き黠よ り, 此の馬群潭川本 

流の線を以て南北の區域に細分する見地 か らすれ 

ば,6 K内のDﾡ河川本ﾡ以南の小河川地域を級ﾡ 

的に中部地方の森林地帯とする を得べ く , 元保目ボ 

ﾡはﾡる意味にかて"部地方に鳳 L且スの位置 

的關係から 中部地方森林の代表 と して認めて可なる 

様である。 ・

第二章 地 形

該試験林中ﾡ高の 山岳 は梓太山 脈 中 の 大沼 山 で あ

2500

FiL川

なpけく

千地山

代川

ポダ川

さ川

第三章 地質及土嬢

つて海抜 686m を示し, 見明峠が 578m, 高災山が425m である。林地つ傾斜は一般に 

緩斜であるが,中央分水嶺に近く又保呂川河岸北面に於ては局所的に断広絶壁の演所もある。

保日川本沈は延長約33km であつて東してオホッ ク海に注ぐ。更に南計i川は該就譲 

林の北方の境界線となり, 共の大いさは保日川に亜ぎ之れ亦オホック海に注いでゐる。 の 

他オホ ック海に注ぐ 小流に附烈府澤,木無川. 第三眞苫小澤等あり, ス隣接林内を貫流する 

ものに真苫川,第二連苫川があつて,彼も共の上流は該試破林にﾡを役し下流は小田ﾡ図行 

林を通りオホック海に注ぐ。

斯くて元保呂試驗林は是等諸川の流域に於て一部に山岳林匕 一般には丘陵傾斜林を,N 

に赤海に近づくに従ひ地勢極めて不血なる不地林政は低林を形成する。(第2岡参照)

該試驗Mの地’賀系統を見るに,奥址の山麻林及に陵傾斜林地帯は大部分中生層に典 し,下 

地不血林に近き地ﾡは第3紀屈に属する。紙基地朴地は第4紀古層よ り成り, 又海岸森林地 

帶及草娱地帶は第 4 紀新ﾡの海成ﾡに風 し,河小阳葉樹林地帯は第 4 紀新盾に屬する。

該験林林地に於ける各ﾡ域の分布を看るに, 分布の般も廣きは粘板岩を母岩とする地 

土系* 壊であって,針葉樹林内の土ﾡはﾡ之に馬する。該 J 世帶は J 也味中瑋で臨面は明瞭な 

るボ ド ゾル型を 呈してゐる。河岸には粘板岩及砂岩に由來する砂壊土帯を混在し,海演は砂 

土帶 を なすこ と 勿論であ る。又平地平川.林地帶及海岸附近の第 4 紀古店地稲に は處 々 に商位 

泥炭地を形成する。所る泥炭地帯はでしく源涌であって,主忆蚱苔類共の他の植物の腐朽物 

ょり成り, の地積の比修的い簡慮にはトドマッ, エゾマッ,ケヤマハンノキ等の希木を 
・ «

存するが, ﾡ大の泥炎ﾡの厚 さ を加ふ る に從ひ,是等のもの も樹形ﾡ性 となり, 一方ヤマ

第 2 圖 元ﾡ保目試験林地形
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ドリゼンマイ, ミヅセヲ等を混生するに至り,途に事らホロムイヤナギ, イソツ、ジ, クロ 

マメノキ, コクモ、類等の流木, ス ゲ類,水如等のみ を生じ,所謂無立木地帶 とな る のであ 

る。河岸濶葉樹林地帯は所謂河流横溢土型であって植物養料に富む運制土から成り,土性修 

ね壌土又は地壊土に屬 し,地味肥であ り農耕に適する。

第四章 • 氣 候

1931年 1月より 1940年 12 月ﾡの該試験林に於けるﾡ地及林内に於ける氣象ﾡ測の結果 

に依 りの気侯状態を要設ナれば次の通である。

年平均気温は裸地,林内共に 1.4°C であつて, 年平均最為氣沮は裸地に於て 5.5°C, #内 

に於ては 4.6°C, ヌ年均政低条ﾡは裸地に於ては(-)4.2°C, 林内に於ては (-)2.2°Cであ 

る。月不均域高氣温は裸地に於ては8月の 20.6℃, 林内に於ては同月の 19.6℃ であり, 月 

最低氣湿は標地に於ては1月の (一) 18.9℃, 林内にぬては2月の(一)17.1°C である。1631 

年以降の最高最低極を見る に,裸地に於ける最高ﾡは 1938年8月 3 日の 31℃, 同 最低極 は 

同年2月14日の (-) 34.4℃ であつて, 林内に於ける最而極は 1933 年8月3 日 の 30.5℃ 

メ同ﾡ低ﾡは 1931年2 月28日の(一) 30°c である。

温度の年平均は裸地に於ては 83.8%, 林内にぬては 86.8% であって,月平均の最低は林 

内外共に4月に双はれ裸地にかて 777%%, #内に於て 80.5% である。ヌの最高は#門外 

共に 1月に現はれ裸地にかて 87.4%, 林内に於て 90.8% である。

降水量は操地に於て年不均越量 1,077.0mm を示し, 林内に於ける 6月より10月に至る降 

水量は 394.8 mm であつて, 同期間の裸地にかける除水量の約 04% に當る。而 して一般に 

11月より翌年4月逢は降雪を見, 融雪期は開裕地にかては 4月 下イー5月 上旬,林內忆於 

ては6月上旬である。

関向は夏手に於ては東前載は東風多く, 冬季に於ては北西或は西北西風多く,風力は:北西 

のもの一般に強く,冬季に於ては雪を伴ひ吹雪となることが多い。

日照時間は10協4不均1,291.88 時間であって其の ロ 照率は 2799% である。

今 1931-9140 年の 10簡年間のﾡ測を不均して一括炎示すれば第1表の通である。

第 1 表 元保日試験林気象表

ミ
-一---
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ﾡ新雪に開する砚測の平均値は次の通で あ る o

初 ﾡ 9月26日 (1931-1940 年 10 箇年平均)

終 ﾡ 5月24日 (1039-1940年 8箇年不均)

無新期間 114 日

初 雪 10月21日(1931-1940年10箇年不均)

終 雪 5月18日 (1931-1940 年 10 筒年不均)

降下明関 209日

に該試験林に於け る叙上氣象に關係ある 生物現象 を簡尔に記載 すれは第2 表の通であ 

るo
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第2 元保呂武験林生物現象 1934-1930 (昭和9-144)

当

花网

新地

物 
花 

111 
現

滿

四

送 
羽 
開

秋山

色 

菜现

蒋
・ 

始

初

期

盤

期

•

*

エゾノキヌヤナギ 17/v-
30/V

2/T= 
20/V

15/I- 
22/I

3/v- 28/- 
20/V

30/V- 
2/I

I17ほ、 i 1
----

エゾ=ヘドコ 3/V- 
Iと/V

30/y= 
12/V

5/V- 
I/VI

15/W- 
ラ/WI

21/V- 
1/VI

I5/K- 
6X

27/K- 
IOX

ケヤマヘンノ キ 19/y- 
3o/V

2/W- 
20/VI

20/K- 
30/K

29/K-_j 
IO/X

ナ、カマド 16/V- 
i/V

30/T 
20/WI

27/W- 
30/WI

26/T- 5/WI-
12K

1O/K- 
30/K

め協

エゾノグケカ ン 22/y- 
3/

2/W- 
20VI

20/y- 
うVI

30/▼- 
2ら/WI

6/- 
l7/V

2/K- 
20K

1o/K- 
2K

オガラベナ 23/y= 
13/VI

14/W- 
I9/VI 2/I I5/K 24/K

トカチャナ ギ 13/V- 
28/V
麻 17/g- 

ら/WI 7ハI 4/K-
20/K

15/K- 
10X

オホクカネベッ 26/V- 
7/W

30/V- 
23/VI

I5/VI- 
2ラ/WI

20/WI- 
Iラ/WI

エゾマッ 姬 8/ 3/I 恥 9/W- 
IO/WI

12/W- 
23ハVI*

トドマッ 9/u- 
2/V I5/ 4I 6/- 

8/V
9/- 

3/WI
I4/I- 

2/VI
エゾノリッウ 
キンクワ

28/V- 
2/V 28/v 11/y= 

30/V
20/y- 

6/I
脈

エゾノエ ンゴサク 1/V- 
26/V

"5マ

+ナドン I5/V- 
20/V

1o/
2mI

間 ""k w

ェゾ=ウ 23/v 26/WI- 
I/I

28/I-

オ*ハクナッ I8/IV- 
/V

キジベト I/V- 
&/V ; 3/uI

12/y- 
IO/VIエゾアカ ガヘル 2/v- 

22/V

エゾセン=ッ tS/Y= 
13/WI

25/V- 
うハWI

シマゴマ 2+/V= 
i/WI

クワク=ウ 24/V- 
2/

24/V- 
IoWI

何 1933年の調査例に依ると, とは該試験林内に通ナる國道ﾡは林内歩道の耐側地常に於け 

る上方全く開放せる箇所で年齢約20年, 樹高1m前後の卜 Fマッ, エゾマツ幼樹多數に就い 

ての成績であるが,トドマツに於ては6月20日前後に上長生長を開始せるものも多く, エ

じガにがける ト ドマッ・エグマッn然林のiパに生Y一び

最林に於けるろ大ﾡ木の肥大生長の状況を見れば大の通であろo

第二編 トドジ・ェゾジ 混淆天然林の構成 

に生育状況

マツに於ては6月13日前後に上長生長を開始せろもの没も多く, ト ドマツはェゾマツに比

しの生長開始明が週れてかる。ﾡして上生長の最盛期は ト ド ッにかて7月初めであ 

り, エゾマツに於て6月末日であり, ﾡ上長生長休 止の時期はトドマツ に於ては 8月15日

よ り8月29日の間, エゾマツに於ては7月 18日より 8月22日の間であり, ト ドマツはエゾ 

マツに比し造かに遅れて上長生長を休止する様である。一般に ト ドマツとエソマツとのる

生育期間の相違は肥大生長に關 して も全く 同様な傾向が認められる (50)(51)。商して談武

ト ドマツ,エマツに就いては該試験林内の各種林相の箇所よ り夫々數十本の標準木を選定 

して,是等の林木に於て樹幹胞高部の肥大生長を外部よ り測定"しなる結果の1例 (1986年)

に依れば, 其の生長開始はト ドマツは5月6日前後でありエゾマツは之よりもv。付共の 

生長の最盛期を求める と ト ドマッ7月 28日, ェソマッ7月20日と なつた。

所 く て既述せる處に依 り 該試験林に於ける生育期間政は期間中の氣条状態に生物現象の 

諸般に就いて 知悉する こ とを得る。

天然林に對する作業所の決定は一般に共の森林の地理的關係位遇,地勢,樹種或は林況等 

に應じて爲さ.るべきであると共に,該•僚林の成立状態竝に構造,換Bすれば樹種の混淆狀況, 

林木の大いさ或は年命及共の有機的結合状態地に生育状況等の詳細な る硏究結果に立脚すべ

途で办ること謂ふ迄もない。

1) 光守のれ半木に就きの樹件脳高tにがて L.H.REINEKR 氏の考案に係る PrecisionD)endrometerに依 

りW年Hの測定を行ひ肥大生調姉の頃を叶ひ, 生貴開始o日ょ ッ ・週間毎に定を懐行し生長体 

止の直前と 思科せ らる、頃よ り再び毎 H の測定を行ひ,をく生止 ッ と考へらる ・ に及び測定を中 

止した。। 而して dlal gauge に依る是な1運Iのi測定(は之を樹毎に平均し, m定のmを ・ として墳 

納に, 長量を * と し犠軸に取つて出 いた肥火生民曲级 を Robenson's autocatalytic renction の式には 
排 め 式中 の常敗を決定 し,之上 り生巡度量大の時期を求めたのである。此の場合に於ては

log o5二-=0.169(4-74リ)

lcg 0846二-=0.I64-(-6.24)
を得たo

獅る Robertson's autocatalytie reaction 式の適命度に就ては, ﾡtに ト ドマッ外 5樹種に就て 4 函4の賞 

驗感を荔礎にして檢紂せ•る處に依れば,適ﾡ度極めて高しとmよ、を得るもの、如くでおる (50:5)。

aj 、s
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ﾡしてﾡ太に於て原則的に探用されつ 、 ある作采種は※し営り批難さるべさ何物も持た 

が, の逃礎付けにかて仰充分ならさるものあるは否めない。念に態勢を整へばなら 

なかつなて時代に於て取極められたる作業団の決が何時ﾡも呼的映されナに不過さるべきで

W し,又隅々 理想的作業報であった と しても府來ﾡに之を確回不動にする爲めに行力なろ 

裏付けをする要があ り, 両して光等に開 しては前述せるが如き因子の究明に依 り 一沙宛足許 

を同めて行く必要があるのである。

市ﾡ太の ト ドマッ ・エッ ・ッ天然林に明しては今日ﾡ多数の人父に依り研究せられ, 特に 

村時士(54)(55)(56), ﾡ村博士 (85)(8の) 等り貴 帀 なる硏究成績は直接に樺太の林業 

経営上に重大な る指針を與へた ものと調ふべ きである。

然 し なが ら林業の木質か ら してﾡ太の林発艇営上に参考とな る べき資料は今 日ﾡの諸氏の 

研究成績を以て渡きた り とすべきでなく,一般に斯稅研究も他の科學 ・技術が然る如く 多 く 

の實驗を 重ね,抽線的供判に走る弊を避け一見猫と思はれて もづ継ての物の質御に関 し 

洋細に制査研究 する の必要があ り,所る 意味合に於て 冷太の トドマツ ・エゾマッﾡ天然林 

に開 してる, 長期明のﾡ定ﾡに級祭に依 り 適時適切なる森林経替上の指針を與へる と とが必要 

であつて, 元神太路中央試験所林業来怖にぬて も 其方附屬試驗林に於て数多の 各極試験地 を股 

定 して統績調先 を行ったの であ る が, M知の通 1936 年 10 月 様太 を 製つ た颱風の被害 (19) 

は特に中部地方の森林に於て甚人で,先等の  試験地に 於て は 貝: の林木悉 く ﾡ折載は倒伏 して

誠にﾡしたる協所もあり, 相総に轸状を呈したのをある。長期に直る森林の各棘實後を耍 

す る 永久試験地に於て四 々 ﾡの如さ 事態をﾡ起 した こと 忆浊て は,ﾡに 多種多校の数訓 を 

得たのであるが, 夫はﾡもと Lてル等試験地に於て優に利られなる式料の中幾何にて も之 

を夫々の目的に利用することは吾人の一應の責務であつて,此の際呆然出手すべきでない。 

斯の如き礪情も下に旣町奈里簿冊に礴納やられたる資料を以て, 標題の示すが如く南樺 

太 トドマッ ・=ソマッ混天然林のﾡ比に生育状況の一責を取頼め,4特に ト ドッとェy 

マツとの御画の比ば,地況と トドマツ, ソマツの生育状況との開係を調卒し, 所用採便林 

にWする系統的ﾡに照額せ し めて共の木質 を檢討せん としたも のであって, 直接に は地締 

の林分型○質値を究め間接にはの林木村積調測定上政はの他施業上の参考に式せんと した 

もの である。

従來林分の構成地に生の映況に開 し論 じられたる ものあるが, 吉田博士は植栽林の林 

木構成状況に開し統計的に研究され (95) (96)C97)(101), 森林は如何なる大いさ, 形映状政 

は慣価を有する樹木が, 如何様に相災つて結合し組成せられる ものであるか,共の状態の救 

見的統計的究明を行ひ研証研究方法に新生面を開かれたが,ﾡくて主と して林木要素の本数 

現川状況, 相開明係, 相關曲線に依り 其の傷成の實態を示し,又是等の状態 り樹極,地位, 年 

齢等に依る相違を檢討せられたる外,同一方法を以て同一生育環境の下に於ける各異樹翻の 

生長狀態の相違に 就き數朮的比皎 を行つて ゐる (100)。又 K. VANSEI.OW 氏はﾡﾡに於け 

るマツ類にあいての生育状況を 1)傾科 2)傾斜の方向 3)時曲度 4)ﾡ曲ﾡ 5) 

樹冠形 6 樹高5配分 7) 直径国分 8) 形状商竝に形状比 9) 樹幹横断面形 10) 樹度厚 

及樹皮形ル11う木座 の各要素を以て明示せられ新ﾡ軸を啓かれてみる (S7)。共の他画 

御配分に開する研究成ﾡ或は樹形のものに開する調布成績等あるが (25)(28)(29)(49) 

(48 (59)(96, 欲も林分の構成政は生育の状況を端的に示したものに外ならない。

而して一般に林分の構成状況忆關しては,共の測定上散主要因子たる胸高直徳に就いて先 

づ共の配分状況を統計数學的に精密に研究する を要する ものであり 又其の實驗例 も 多い (②) 

(25)(28)(29)(43) (48)(53) が, 之 は共の研究対象が如何なる 樹師,如何なる4輸つ林 

木であるかに依て其の研究方法も自ら定るべきであって,例へば異に南樺太に於けるグイマ 

ツ天然林の林木構成比に生育状況に就いて陥じられたる場合の K. PEAsOぶ 氏の度曲線の 

方法の如き (48) は,同齢革純林或は之に近き林相に就いてのみ試み らるべきである。即ち 

ハ知の如せ ト ドマッ •エゾマツの異齢混淆の天然林に於ては断種統計的研究を精密に行ふよ 

り は眼なる胸高直徑階別の本數配分曲線と して實相を把握する程度に止むべ きではあるま 

いかo

に年崎に伴ふ林木請要素の開係もグイマツ天然林に於けると同様, ト ドマッ ・ ェソーッ 

混淆天然林に於ても早急に之を決定し難いから,矢張り林木要素相互間の關係を相關曲線に 

依り 之を示す よ り外はない。

従つて抜に トドマッ・エゾマツ 天然林の構ル状況 を叙ナ るに盆り, トドマツとキ 

ツ との混淆狀況,樹団別駒高直ﾡ陽別域に樹商階別本数配分状況を逃べ 林木要素相互明の 

關係に就ては之 を胸高直径,樹高, 枝下高及樹冠の幅の 4 要索に就き耿も根種別に之 をg 味 

しなる外, 林木の生育狀況として,胸高位徑,樹商, 樹為と脳高直純との比 枝下高,樹冠 

○幅, 樹電の長さ, 樹冠の長さと幅との比,樹冠の幅と胸高直經との比,樹冠長率一等の要素或 

は形数, 材ﾡ等に就きの総計的不均崎をけてとをそ示し 尙直徑率に依り樹幹の形狀匕 

ヌ各興地上高の樹皮の厚さにﾡき樹皮率を夫文樹証別に記述し,ﾡ年齢, 年輪幅或は生長率,
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ﾡに林木の枯損等にﾡナる調在事項をも記ﾡし以て生映況をﾡふに遺協なきを期したので 

あり, 最後に是等の生育映況を区存現賞2探伐林の標消に照感して, トドマッ・エゾマッ 

添天然林の採林としての特後を如何なる程度にJ行するやを松討したのである。

第一章 標準地の後況竝に調査方法

木崎中第三卒第三節年齢,年倫術ﾡに生長率の項を除 く 他の各章各節に於て又第三篇の内 

樹木級に明す る 項に記造せるﾡ料を得たる調在際準地の紙況を述ぶれば次の通であ る。個 

し年齢,年倫領ﾡに生長率の項に 関する標準地及は責料 に關 して は後章に於て共の都度述ぶ 

る處あるであらう。 ・

上述の如 を標準城は元保呂試酸林に於て各種の址況,各様の林相にﾡき数多之を設定すべ 

きであるが, 敗試験林全般の地勢からしてﾡして西面の林相少く, 又北面の林相は多く 急後 

なる 特殊地形に限り 存在する もので, 従來も各種の試破を施行する上に於て多く期る簡所に 

ﾡ地を設定する こ と をせの。緒局東間の森林と南面の森朴とが該試破林の施業地の大部分 

を占める關係上,今回の標準地 も勢ひ斷る地形,林況の箇所に設定ナべくﾡﾡなくされた。 

標準地の數は多きを可とするに違ひないが,廣く該試驗林を踏査せる結果数多の標準地候補 

を選定じ共の林相を頑察したる後取選押を行ひ, 海投高及地位を夫々興にする10箇所の栃 

準地を設定 した。共の請積は一地に幼き教的均一同ﾡな林相のﾡ所を選んだﾡめに 0.25ha 

内外のものとなつたのであろ。mして本論文に於て面積の契る各松準地載は各種料相相立間 

の比核をする場合,共の面ﾡの相ﾡは僅少であり,改比似純果が面積の同一な らさ り しに因 

る形響を業 り しものとは認め られない。尙後以述べるが如 く 調の都合上臨時に 0.25ha 內外 

の多数の標準地をも設定したのである。

今標準地の槪況を一覚表示すれば第 3 表の通である。

調査の方法を述ぶれば,交の通である。

ﾡ等の標地にかて, 胸高直ﾡ 3cm 以上の全林木に幼き区述の如く樹聞別に, 胸高直徑, 

樹尚,枝下高, 樹冠の幅を測定 したが,胸商直極は任意の十生の2方向に於ける cm単i位のi 

定値の平均を以て示し,樹高はﾡ際よ り 梢端迄の距離の mW位の測定価, 枝下高は根際 よ り 

樹種の下部造の距離の m 般位の測定値,東に樹電の幅は樹冠の投射形の不均の価を行する 

と認めらる、樹種の幅の m ﾡ位の測定価を以て夫々之を示したのである。又樹怎の長さ は 

樹高と枝下裔との注であり,樹長率は勿論樹の長さの樹高にﾡする百分率である。mし

北に於ける トドツ・ ゾマツ混然林の構戦賞に生Y状況一例 15
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て是等の方法に依り夫々の要素を基木每に測定し或は計算せる結果に基き各標準堆に於ける 

平均出竝に偏差等を求めた。而して樹幹材故に關しては,生育状況の項に於けるものは該訳 

験林の○慣用の材積炎及元ﾡ太路材訓表を修用して定めたる胸商証優別材ﾡ数位に逃き胸商 

直ﾡ路別本数 り材準地飯の樹除材ﾡの不均位並にﾡ差を求め, ヌ樹幹胸高形数は新る材ﾡ 

製位と胸高直極踏別樹高曲線式に依 り 求め られたる樹高数位とにﾡ礎を置いて胸高直「極附別 

本数よ り橋i地征にの不均仙ﾡに個遊を求めたのである。樹幹の形映位に樹皮率は標地

に 於ける材秋計り:の標準木と 目 さる ・ ものに就き之をﾡ定し攻は計算して求めた。即ち樹幹 

の形狀 を胸高直便率一胸高以上の樹儲 を 後述の如 く 製等分せ る 各點或は特定の世に於け る r 

年と胸高部に於け る 直徑 との比率一を以て示 し, 一方樹皮率は後述の如 き特定地上高5の樹除 

にがけ る 樹氏ル を+字の 2 方向に測定 して得たる 数位の T均位 を共の皮付4標数血の不均崎 

に對する百分率数を以て示 したのである。更に樹砕の形映の他に開しては後述の如 く 別に 

桜地を選定 し全林木 を伐採 して調定調在を行つた秘合。ある。次に此の樹幹の形次の外年 

t, 年輪ﾡ, 生長率或は林木の枯損等に關 して も,上記標地の外附近の会考標準地よりの 

衣料に然ぎ計算せる ものあり,世等の調査方法な り 計算方法な り に就ては後流に於て反置 し 

て共の都度述べる であらう。 ・

第二章 ト ドマッ ・ エゾマ混ﾡ天然林の構成状況

丁. ； 第一節 樹種の 、

樹団の漫神状態は胸高直極 樹髙或は樹冠の幅の要素衽に共の本敷割合を以て 示 さるゝ, 

場合多く, 材研割合を以「て示ナととは直接門用の見地から必収であつても, 礎生態ﾡ的に 

は意確ﾡいものゝ様であり, ヌ本数割合から材積割合も自ら定される場合もあるから, 数 

には両む世団のﾡ映態を見るのに事ら本数割合を以て したのである。、

第一項 胸務直徑級別混淆

胸高直径級別に見た る混関狀態を掲 ぐれ第 4炎の通である。
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O cm

N i 近 經
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IOcm 以下 11-20 cm
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2.I

てろの5
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てるう 
10.0
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75.0
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32.2 67,8 36.9 63.1 63.5 36.5 54.5 45.5 40.3 59.7

(282) (ラ94イ) (284) ・(436) (230) (I32) (48) (40) (84+) (I.2ラ2)

5l.4 48.6 - 27.4 72.6 25.8 74.2 54.7 45.3 40.9 59.1
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(+ラ7,t1) (266.59)(245.35) (15.72)Q 1 (150.25) (85.I9) (102.79> (55.84 ) (955.80) (603.34
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第4 朋 75 径ﾡ別樹種済

福壇地

ﾡ 製

B高5i 名 
1Ocm 以下

ト ドマッェ ゾマッ

旳 富 iL 御 
21-30 cm

調diL役
1 cm 以上に

(%:
69.1

(950)

露 (% (%)

(425)
84.0 

(525)
16.0 

(100)

ゾマツ ト ドツ

(205) (35) (20

(2る て26)
73.3 26.7

(1,715) I (625)

F サ 括ﾡ内のﾡデは Ihnなリに換せる木ﾡを示すo

上炎に依 りるにトドマツとエゾマッと の清合は, 全様道地の全ﾡ高直極級の不均に 

於て略 61: 39 と なつて ゐ る が, 機消地に 依 り Eはエソマ ッの混ﾡ歩 合大な るものもある。ヌ 

優級に伏り相違すること勿論であつて, 例へば上炎に於ては腕高直御級を 10cm 以下, 11- 

20cm, 21-30m, 31cm以上の 4 路級に括約 して見たが, 今各標準地毎に胸高心役級と 混淆步 た 

との開係を討すればﾡ都級の増大と共にト ドマッe合の増加するもの, 此の反對に也 

毎級の増大 と 共に ト ド マ ッ のi治合の 低下する もの,直他級の増大 と 共に ト ドマツ 混歩 

合の増加する も の ・ 内でも 共の経過に於てﾡあ り , 鵬商5u毎 11-20cm 或は胸高直他 21- 

30cm の徑級に於て胸高直徑 10em 以下の極級に於ける ょりもト ドマッの活合低下し,亜 

いでﾡ高直ﾡ級の大と共に ト ドマツの清歩合の大するもの,直優級2増人と共に ト ド 

マ ッ ﾡ合の低下ナ ろもの、内でも 共の締に於て 多 少興 り 胸商直額 11-20 cm ﾡは胸 

商u御 21-30cm の徑級に於て我商在径 10cm 以下の径級に於ける よ りも ト ドマッの混 

沙合州大し, 亜いで胸高直ﾡ級の増大と共にトドマッの混が沙合の低下するもの, 等があり 

種々様女である。然し各標準地を通じての平均に於ては ト ドマツの混済歩合はル高直径級の
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増大に從つて增加してゐる。東に等の2ﾡ高直福級とトドマツ汗歩合との開係を簡mに要 

約する爲め に叙上の胸高直徑の範圍 を 20cm 以下と 21cm以上のu優級とに2分して見る 

と,前述のエゾマツの混淆步合大なる標準郎に於ても共ハ混淆步合は全的高直径級に亘つて 

大を示ナととなく, 多く胸商高直極 20cm 以下の毎級に於て之を示すにﾡさナ,ﾡ標修地2会 

林木と しては ト ド マツの混淆步合大で あつて も 胸商直極 20 cm 以下の直復級に於てエソ マ ッ 

の混淆步合大 を示すもの も ある。更に I I,m, V,VI,に於てはル高直極級の大なる場合 

ト ドマッの高歩合大で,IV,VI,VIII,Ix, X に於て は胸高直経級の大 なる 場合 トドッの 

混清步合小であるが,各標半地の不均は依然ル高直極級の大なる場合にト ドマッの清合 

大である。旣に該火驗林に於て加査せられたる ト ドマッ, エソマツの清態の調査に依れ 

ば, 胸高直彳更級別に見た る ト ドマツとエゾマッと の混ﾡ状況に就て は小径木に於ては比教的 

にエソマツの混沼•多く,毎級のﾡにﾡつての混ﾡ合をﾡ少する傾向ありと訓ひ, 又樹 

商級別に見たる混ﾡﾡ況に就ては直極砕別の混治ﾡ係に於けるが如き一定の開係は之を聞む 

るを得ないが一般に樹高級を通じてエゾマツは ト ドマツに比し下府に至るに従ひ本数配分の 

割合増大ナる c と大である こ と を認め得る となし (32), 又該試験林に近 く 前市方に位量す る 元 

東京帝國大學樺太演習林に於て調査せられたる ものに依れぱ,ト ドマッを主林木とする談 

歯林の混沿狀態に關し注意すべき事實として,エゾマツが中徑木及大徑木に於て比較的少く

第5表 樹種別直ﾡ

北方に於けるトドマヴ・エゾマツ汎清天然林のば空に生育状況一例 19

小徑木に却て多數なるこ とか率げられ,兩用航の混淆林に於て大徑木は主 と して玉 ソマツな 

ること が北海道及ﾡ太のつ殆 ど全般に共通 D事賞と認め られるに拘 ら す玆に於ては然 ら ず,而 

も前述の混淆状態は銀に一試験地の成績にあらす,演習林內一般に亘り協同一の傾向にあ ) 

と請はる (56:92)。何れにしてもi述の胸高直価級別の ト ドマッと王ソマツとのﾡﾡ状態 

は優に調在せられたるﾡと略一致するものであつて, 直極級のﾡ大と共にト ドマツの混汾が 

大となるとﾡは断言出楽來としても一般に唱へらるゝが如さ大任木はェゾマツに多く ト ドマ 

ッに少いと 請ふ事賞は改試輩朴及の附近に於ては認め られない。

ﾡび試験林の北部及市ﾡ際接林分たる小田変事業ﾡに於け る夫々の責料を数に ぐれば第

5表の通である。

之に依れば北邊計過川流岐,南計邊計施川流域及小田寒川本流々域に於ては胸讀;直徑級 

6-10cm よ り 22-30cm 又は 32-40cm ﾡト ドマツのﾡ沙合をﾡ次増加し, 更に胸商 

直理級が大と なれば ト ドマッの混済沙合はﾡ大低滅する。而 して眞苦川支流々域に於ては明 

お心複級の増大に件ふトドマツ混清步合の變化は認められず,眞苦川木流々域に於ては胸為 

直徑後の増大に伴ひ トドマツの混淆步合が漸次低減 してゐる。ﾡくて胸高直極の大小に依る 

トドマツ,エゾマツ混淆步合の變化は一律に之を云々出來ないが,該試驗林及隣接林分に於 

ては大麟胸為直郡 40cm内外ﾡの林木に在りては, 老大樹はエゾマツに多く ト ドマツに勘い•

級 別 木ﾡ配分 (lha 當り)

i径級

・ 私路川流場

トドマツ エゾマッ トドマ,ッ ニ ッ マ ツ

n合 木 盛 in合 * I uin合 * 致 in合

てcm) 
6-10 31.1

55冷

58.5

24.7
て%う

4.3 22.3
(% 

50.0 22.3
てる)

50.0 ・

12-20 134.1 95.2 41.5 99.0 49.9 93.2 50.1

22-30 98.8 62.9 58.4 37.1 79.6 58.3 57.0 41 7

32-40 53.9 6t.5 33.8 385 42.2 62.4 25.4 37.6

42-50 13.2 54.8 10.9 45,2 12.1 54.3 10.2 45.7

52-60 2.6 66.7 1.3 33.3 2.2 45.8 2.6 54.2

62—70 0.2 66.7 0.1 33.3 0.3 42.8 0.4 57.2

72-80 0 0 0 0 0.1 100.0 0 0

5,32 59.8 3,81 10.2 3,092 . 54.2 2,608

蘭 苫川 支洸々 成 商所古川木流スな 、 崎所 小田丸川木流々城
面千 3 ha 可ﾡ 5 ha 面私 5ha

ト r マ ツ マ ッ ト ド マ ッ エッ 〜 ッ 卜 P 
...........

・ マ ツ こ ゾ マ ッ

本 ﾡ i合 木 ﾡ歩合 in合 本 ﾡ 混n合本 ﾡ 漫清合 本 数 混沼步合

67
78

24
25

105
(2%) 

62.8 62 75
てろるj 

65.2 40

76 55.9 60 44.1 126 60.6 82 39.4 112 69.6 49 304

67 63.8 38 36.2 89 59.3 夕 40.7 68, 72.3 26 27.7

35 51.5 38 48.5 43 43.9 45 51.1 40 72.7 15 27.3

17 60.7 I1 39.3 13 44.8 16 55.2 25 67.6 12 32.4

3 14.3 18 85.7 0 0 7 100.0 4 50.0 4 50.0

0 0 5 ・100.0 0 0 2 103.0 2 0.0 2 500

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

265
=----

58.4
----

189 41.6 376 578 275 42.2 326 68.8 148 31.2

---
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と請事賞は広らないのであつて, 大ﾡ胸高直極 50cm 以上の林木にかては此の賞の認 

め られる場合があ ろ。然 しなが:ら該戦村地方の比教的ﾡﾡの小きい林相にかては之を一の 

傾向と して認むべきであるか否かは大Vに研究のﾡがあり,ろ皿なる一事賞と して認む 

べき程度 に止め置く を可とするもの、如く 考へ られる。ヌ北ﾡ 49° 附近の ﾡぶ都帝岡大駅ﾡ 

太法ﾡ林に於ては元保日試ﾡ林及共の附近とは著しく朴相を県に し,全Mと して トドマツの 

済が著 しく少数となつてるが, 此の附近で は毎級の加に伴 ト ドマッ のie 合が番

し く 減少 してゐて, 大徑木に就いては火半エ ノマ ツに依り占め られ (93 : 28-33), ヌ知取 

川流域或は馬お必行匕岸地帝•に於てはエ ソマッは何殺の増大と共に況浴沙合をﾡ加し, トド 

マッ は少 してゐるのみならす,鳳群派川市岸地ﾡにかCも久内調川城及野途附近にかて 

も全間的に ト ドマッのﾡは大きいが, 優ﾡ別に見ると極級の大となろに従ひエゾマツが増

第6変 樹 7高5 級 別

北方に於け ろ ト ドマ ツ ・ニゾー ツﾡ滑然林のばに止Y状況一例 21・..........〜.a....キ =ャw や科マや・れ太...a..で〜 .... ** w.〜. . w.... * ** ** . w*.*"*よ*。や会

加して ト ドマツが減少してゐる こと を報じ. 更に南市部の森林にかても此の事賞を認めてみ 

るが (95 : 78-87), 再三練返す通保呂地方に於ては,ﾡるト ドマツが小徑後木,中任級木 

に多く極教の大と共に=ソマツの混ﾡ歩合を増すと調ふことは認められないのである。

第二項 樹高級 別 混 清

樹高級別に見たる混海伏瓶を掲ぐれば第 6 炎の通である。

之に依れば, 樹商 5m 以下の密級に於 て ト ドマッの混ﾡ沙合比教的に大なるを認め, 樹 

商高5 6-10m の階級にかてのﾡ歩合を淡じ, 亞いで樹高級史に大 と なれば混淆步合湖増 し 

來り, 結局相高級の増大と共に ト ドマッの混ﾡ歩合がﾡして増加するととを認めることが出 

來, 之はﾡ高直何級 10cm 以下の場合にがてトドマツの混比校的大で亜いでﾡ高直径殺

ﾡ・種 混 清

標準地： #高G 5
--------_

m 以下 樹26 6-10 m 樹が6 II -15."

る ・ トドマツ ッ ・ , エゾマッ トドマッ エゾマツ

1忠)1 て夕る 
32.5

(死う .
7ら.t

' ・% 
2+.9

(%) 
80.2 19.8

1 (617.5)
* ♦

(297.5) (950) (182.夕) (487.5 (120)

Tr . 87.7 12.3 63.0 37.0 59.0 41.0
(96ラ) (I35 (160) (270う (I1ラ) (80う

ロ
79.7 20.3 78.7 21.3 83.9 lG.i

(IIO (28) (Il8) (32) (I46) (28)

Tr 49.7 50.3 509 49.1 • 73.7 26.3
IV (I90) (I92) (174) (I68う (1I2) (40)

Tr 89 J 10.9 92.3 7.7 80.3 19.7V (326) (40) (I92) (IG) (I96) (13)

33.5 61.5 31.8 68.2 45.6 54.4
(I60) (256) (200) (430> (405) (484)

53.1 46.9 38.8 61.2 37.2 628
(I72) 

♦
(I52) (103) (I7O) ' (I03) (I82)

33.0 61.0 50.6 49.+ 51.1 42.9
(夕.イ) (I20.3) (687) (G7.2 (37.5) (28.1)

K
59.4 40.6 48.5 51.5 40.7 59.3

(284) (I94) (256) (272) (196) (286)

x 47.9 52.1 568 - 43.2 51.6 48.4
(92) (IOO (302)

1
(230) - (266) (250)

T 均
66.27 33.73 56.93 +3.07 57.24 42.76

. (297.59) (151.18
マC、.たょたと で

(212.87>
■ご ニ： 一 广-

(183.77) (207.00) • (Iラ4.61)

樹高 i6-20m 揃G 21m以上
----------------------------------------------- - 

叶t

ト ドマツ エゾッツ ト ドッ エ ゾッ トドマッ エゾマッ

(宛%) て夕み5 てる)
・

て25う てる) での)--
70.6 29.4 73.3 26.7

(60) (25) ・ (1,715) (625)

100.0 75.9 24.!
(ラ) (I,540) (490)

84.8 15.2 、 69.9 30.1 79.8 20.2
(224) (40う (I30) (56) (728) (18キ)

83.3 - 16.7 ・ 583 41.7 58.4 41.6
(I20) (24) (56) (40) (652) (+4)

81.6 18.4 63.2 36.8 82.6 17.4
(372) (84) (IIO) (641) (1,196) (252)

49.8 51.2 40.3 59.7
(78) (82) • (81) (1,2ラ2)

26.6 73.4 60.0 40.0 49.4 59.1
(100) (276) (96) (64) (584) (8ポ

72.7 27.3 71. 28.6 58.7 41.3
(200) (75) (I09.4小) (43.8) (イ75) (334.1)

42.9 57.1 63.2 36.8 4.94 50.6
(72) (965) (48) (28) (856> (876)

368 63.2 85.3 14.7 57.6 $2.4
(I92) (II2 (II6> (20) (968) (7I2)

63.39 36.61 67.81 32.19 61.30 38.70
(141.80) (81.90 (66.ラ4 (31.58〕 (95580 (603.341)

個: ち 括ﾡ内のxヂは!hn常リに換せる不叱を示すo
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11-20 cm に於て其の混淆步合を減じ,更に之上り胸高直径級の大となるに従ひ混清歩合を 

比較的に增加する こと ・全くﾡを同じく してろる。然し之を仰々の標準地に効いて見ると, 

前述の胸制心彼級別のトドマツの沢沿步合の異選と同様に,各標準地征に夫々特異なる狀況 

を示す。即ち樹高級の大と共に ト ド マツ混泊步合の增加する もの,樹高級の大と共に ト 

ドマツ混淆步合の減ずる もの, 合の昆化は傾向として前者に属すべきも途中樹高 11

-15m 或は樹高 16-20m の階級に於て一度 トドマツ混清步合の甚だしく 低下せる もの,又 

混ﾡ歩合の變化の傾向としては後者に属すべきら, 樹高 21m 以上の階級に於て ト ドマッ 

淆步合の著L く 増大せる もの等がある。処等の脚係を更に簡明にする爲めに樹商級を樹高5 

10m 以下,樹高 11-20m, 樹高 21m 以上の3昨級に分ﾡせる場合の夫々の樹高級に於け 

る ト ドマッ, ェソマッ捉済沙合の状況を見れ,エソマッの混合の大なる断準地に於て

北ガにポけ るトドツ・エ ゾツ天然の構感文に生育状況一例 23*-----....................a.ioiiiiiii...i.......------.....................-------...........よi..A.a....

つ

も樹高6 10m 以下乃至樹高 11-20 m の下ﾡ木,中ﾡ木に於てエゾマッの混清人であるのみ 

で, 樹高5 21m 以上の上層•木に於て ト ド マツの混治愈 大であり,ﾡ行細cﾡ討すれば, 樹高 

10m以下の下ﾡ木に於てト ト, マッ混淆の大なる もの,樹高 11-20 m の中ﾡよに於て同校な 

るもの, 更に樹商21m以上の上府木にぬて同校なるもの等があつて, 必ずしも樹高級の増 

大に従ふトドマツﾡ合わ變化のﾡ向が認められ。勿論樹高級の大なると共にエゾマツ 

の混淆步合を増大するとmふが如き事實は認められぬ。

第三項 樹冠の幅級 別 混 t

樹冠の福の 階級別に見た る 混清態を掲 ぐ れ ば第 7 表の通であ る。

第 7 表 ・樹 ﾡ の 幡 級

* 4 * 樹をの幅 
199m 以下

5 ﾡ i 研 徳' あ 新 1
1.01 — 2.0! -3.C0 m 3.01 - 1.00 m

番 義 I- Fッ 1 エマッ ト ドッ エゾーツ トド" エ ゾー ツ ト ドマ ッ
ェッ

てろ5 てみあ) て% てるう て夕る (%) (%万 
70.6

(%)|

I 77.8 22.2 69.3 30.7 75.4 21.6 29.+
(35) (IO) (ラ75) (255) (750) (24ラ) (240) (I00) I

I 80.0 20.0 79S 20.2 69.2 30.8 65.7 34.3 i
(80) (20) (950) (240) (370 (I65) (75) (60)

Tr 100.0 74.1 25.9 8+.3 15.7 82.0 18.0
111 1 (う (80) (28) (280) (52) (200) (12

100.0 519 . 48.1 51.7 48.3 70.6 29.4
(4) , (I6O> (148) (I80) (I92) (80)

Tr 100.0 94.7 5.3 84.0 16.0 85.1 14.9・ ⑻ (216) (8) (356> (6S) (296) (52)|

u
333 66.7 33.3 66.7 40.4 59.6 48.5 51.5 ；
(I2 (24> (304) (603) (252) (372) (128) • (I36) '

W 66.7 33.3 54.0 46.0 16.3 53.7 28.0 72.。 i
(I6) (8う (136) (I!6 (I48) (I72) (84) (216) |

皿
66.7 33.3 50.0 50.0 31.9 68.1 63.6 36.4

(6.2) (3.1) (37.5) (37.5) (16.9) (100.0) (87.5) (50)

K 100.0 64.9 35.1 49.2 51.8 41.3 58.7
(I48) (80) (320) (344) (」72) (21)

V 100.0 58.7 41.3 56.4 43.6 53.+ 46.6 1
入 (9 I. (I48) (IOわ (352) (272 (220) (192)

m 4バ 73.1 | 26.9 62.9 37.1 60.9 39.1 59.1 409ク 吗

ピ------:-

(I7.72) (651)
ニニニニニニニニニニニニ

(275.45)
ニジニニニニニ

(162.45) (305.49) (I958) (I69.45) (1I7.10)
---=

別 樹種混清

5.01-600J

トドマツ エゾマツ

ﾡ。形る.パ 樹な み-紹-
7.OLn! 以上

----------ビ

トドマッ エゾマットドマッ ェゾマッ トドマツ エッマツ トドマツ

(%) 
6.7

(%) 
88.9

(%) 
ll.l

(2%) 
50.0

7 (る) 
50.0

(%) (ラるう (%) 
73.3

2?

(70) (5) (40) (5) (5) (5う (I,75) (625)

80.0 20.0 100.0 * 75.9 24.1
(20) (5> (9) (490)

71.9 28.1 78.6 ■ 21.4 57.1 42.9 100.0 79.8 20.2
(92) (76) (4キ) C12) (6) (I2) (12) (728) (I74)

G0.6 39.4 87.5 12.5 40.0 60.0 58.4 41.6
(89) (52う (28) (4) (8) (12> (652) (464)

78.3 21.7 75.8 24.2 47.1 52.9 100.0 82.6 17.4
(1S8う (52) (I0O) (32) (32) (36 (4) (L,196) (252)

53.7 46.3 72.2 27.8 33.3 66.7 40.3 59.7
(89) (76) (52> (20) (8) (I6 (8キ) (1,252)

31.1 68.9 35.3 64.7 52.2 47.8 50.0 50.0 40.9 59.1
(76) (163) (48) (88) (48) (11) (32) (32) (58イ) (84中)

66.7 33.3 67.6 32.4 65.7 333 69.0 31.0 53.7 41.3
(100) (59) (78.l (37.5) (56.3) (28.1) (625) (28.1) (475) (331-4)

44.8 55.2 62.9 37.1 80.0 20.0 14.3 85.7 49.4 59.6
(I01う (I28) (88) (52) (I6) (4) (4) (24> (856) (876)

54.9 45.1 714' 28.6 77.8 22.2 50.0 50.0 57.6 42.4
(1!22 (92う (60) (21) (55う (IG6) (I2) (I2) (963) (712)

56.9 43.1 66.4 33.6 • 53.6 41.4 55.0 45.0 61.3 337
(93.0) <70.4) (54.31) (27.15) (27,26) (I923) (20.2 (I6.68) (9558) (602.3す)

備 考 内は!haﾡリに換算る本敷を示ナ。
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・ c

上表に依るに,樹冠の価 1.00m 以下のものはエゾマツに殆ど之を見す, ト ドマツに関る 

如く であ り且共の本数も少いので,此の階級に於ける樹ﾡﾡの状況はﾡく之を論ぜナ, 樹 

狂の部 1.01-2.00m の附級以上の各ﾡ級にり之を通蔵するに, 网高® 結級及樹髙級別に 

見たる場合と略同様に,松平地に依ては樹の幅の埼人と共にトドマツの汗歩合が増加ナ

る傾向に在るもの, 之と反對に樹冠の福の増大と共に ト ドマツ混淆步合の減少するものあり, 

各 団各校で ある。而 して 標地 を通じての 不均的傾向 は 1.01-2.00 mの附級より 4.01- 

5.00m の離級迄は ト ドマツの混港步合の減少する場合多 く,501-000m の階段に於て急激 

にの合を加する。ﾡく掛電の幅 5.01-6.00m の路級に於て トドマツの 混淆步化 

著しく増加するが, 亜いで 6.01-7.00m 及 7.01m 以上の階級に 於て は海次其の混活力企 を
\

淡少 してゐる。

此の ト ドマッの混ﾡが合が樹定のﾡの増大に伴ひのﾡめ合を滅少し, "樹冠の幅 5.01 

--600m に於て急激法増火を示せる ものが, 史に樹冠の幅が再び增 人すれば共の混淆步合 も 

1 ﾡめ <級徐 c少するの 傾向を 示したつであるが, 之を既 に 述べたる 胸高 山径 級別 %

態位に樹商高設加状態と3照して見るに, 必等は孰 も共の最下級の階級に於て不規則件 

を示る外, 他は路級の 大 と なれるに從ひ混淆步合火と な り たる事質と全く反の向で 

ある。 ・

トドマツ,=ゾマツ共に後の如く胸高血ﾡと樹高との相関和座は高いが, 胸高直径と樹 

冠の幅との相開ﾡ度が低いことの事賞から, 此の場合必ずしも財高直縄や樹高の場合の様な 

混状態書 を呈しないことの 可能性 b 普定 されるが,全く傾向反封を示すに至れるは注目に位 

すると共に, 樹団の,林ﾡの構成を見る場合には, 胸尚直毎, 樹商に依る本数配分ル況 

を見ると同時に樹冠の占ﾡ面積に就いてもﾡ味をﾡする所以を知ることが出米るのである。

第四項 海数高 を異にす る 場合の 胸務直徑級別混淆

各標地地の海扱高と混状態との関係を阪の安にﾡせ見るに, 海数高人商 20m 未洲の 

低過林にかてはトドマツの合一般に著しく大であり, 即ち 746% を示すが,海抜高 

60m 未満の不出林に於ては共の沙合は前者に比べて小となり 65.3%である。更に海抜 

高が大となる頓科林に於ては 51.7% の ト ドマッ混合を示し, 低過林, 不虹林, 傾斜# 

の範圏内では海抜高の大 と な ると共に ト ドマ ツの混淆步合を減じェ:/マッの混活步合を増す 

こと を示してゐる。尤も兄等の樹準地は,海抜高と混所歩合とのﾡ係を求める爲めに特に設

_ガど一 3上・ 三ンニのパド®空に生ゴピーりリ 25

定せられたもので も ないのであるが,以上の事賞を以て して も海拔高の特に低い低湯林に於 

てはト ドマツの浴が比核的に多いと請ふことを認めることが出來る。町くてト ドマッの 

ﾡが比校的に価過朴載は不地不ﾡ林に於て大なるの事賞はGに論 じ られたる處 と 一致す る も 

のでもある (32: 22)。両して此の ト ドマツの混淆步合は海抜馮と謂ふよ り も森朴の立地ﾡ 

況にﾡじて變化すると請ふ方が本ﾡ的であることは勿論である。今該試驗林で共の全地域 を 

第 2園に示す如 く 上都森林地ﾡ (海扱高 200 m 以上),中部森林地帶 (海扱高5 100 m 以上), 

下部森林地神 (海商高5 100m 未済) c分ち, 是等の地帶に於ける トドマッと=エソマツとの混 

状態を到照して見れば第8炎の通である。尙該試驗林に於て海拔高 400m以上の地ﾡは 

所請ﾡ征地ﾡであり ト ドマツ,ェソマッの所請朴を見ないのが普通であつて, 前述の低退 

林, 平坦林は下部森林地帯に周し,傾斜林は中部森林地帶に風 する もので,上部森林地荷に 

於て林聖を表現する言葉を用ふれば山品林とするのが適書であらう。

第8表 森林地ﾡ別樹種の混ﾡ

10

Iづ

Iラ

IO

2O

37

43

4O

157

网
査
地
番
就

上部森林用带

トドーッ エゾ マツ

木ﾡ 歩合 木数 合

317
220

189

334

245

217

819

285

264
231

227
224

218

322

352

307

带 婚 林 煤 邰 中 下部森林地書

62 213 38 48

I87 37 4

(+ 77I 41

124 30 42

77 O9|2 4こ

70 10う0 40

1う7 3 3

う 225 3

7 ト イ 32

85 39 ・ 1う 25

81 57 1り 27

イ2 28 25

G7 93 33 9

64 120 36 8

○ I82 7 49

トドマツ エ ゾマ ツ ト ドマツ エ ゾマ ッ

木製 合 木败 合 ; 木ﾡ 合 本数 合

202
で2るう)
50 205

てる)
爭 1 449 ぽ 171

55 154 45 2 282 55 233 45
331 67 172 33 3 371 68 163 32
238 57 182 43 4 401 68 188 32

252 70 107 30 5 379 71 153 29

367 60 231 39 6 45 63 258 37

256 58 189 42 ・ 17 169 53 124 42

331 60 220 40 18 549 80 140 20

45 81 i6o 19 19 0ライ 76 177 33

329 69 149 31 20 502 78 149 22

309 47 349 53 21 26! 58 191 42

243 53 218 47 22 417 67 204 33

・ 307 63 178 37 23 398 62 241 38

330 54 286 46 24 427 61 270 39

283 46 334 54 29 225 71 9o 29

242 45 299 55 30 408 76 127 24

I4

38

り

イ
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L a •. 林地 ;
¥

申.,： 二二 m
査 
樂

下部 森林 地

トア嗓 エグマツ トドマツ エゾツ 卜Fツ エゾマツ

本撃 め合 木ﾡ 合 説 木数 合 合 本ﾡ 合 木ﾡ 歩合

52

54

61

62

66

63 
。

70

77

80

82

83

84

85 ：

96

四

202

348

227

305

192

330

282

294

214

253

347

267

137

194

I35

302

253 

空

96)

57

62

61

63

71

70

62

66

66

60

67

48

4

55

55

170 

•

138

227

120

210

132

122

93

15ラ7

182

136

92

97

149

319

238

213

1 $8)

38

38

43

38

32

29

30

38

94

34

)

33

52

51

45

45

51

53-

55

56

58

59

65

67

74

75

78

79

81

92

93

94

1

230

262

184

510

467

364

314

376

416

360

284

457

219

372

■ S

46

42

43

37,

83

69

58

69

54

60

60

49 ：

55

278

316

315

02

315

10ラ

210

264

139

317

•

238

221

303

259

309

然)

51

58

57

63

17

31

12

3r

46

36

40

40

51

45

_ ____ !

50

57

63

6t

7I

72

73

76

86

s7

83

89

90

91

427

388

327

320

381

553

521

fJ

515

380

399

843

655

693

403

(%) 
61

49

5

70

61

72

81

62

55

86

83

88

66

268

266

290

161

201

329

156

123

22

322

138

135

95

205

51

46

43

30

27

28

19

38

14

17

12

3

T 均 253 i c4o 143 マ。 r4 228 573 222 42.7 1
390 64.8 212 35.2

-------------------------------------------------- - --

備 考 上式のそ字は元保日放戦林内33留林ヴにNがて,1林ﾡにﾡさ2-4簡宛合計971の調 

査地にポけるBﾡ直ﾡ 12cm 以上の林木を洲定したもので 1ha 彼り木ﾡを示す。

之とに 伏 る と海校 とトドマツ, エソマツ の混浴と の開係は 然 く fユな ものと は認め られな 

い。上表の 平均隔の数字から見て,所調低林及不地平型ﾡを多く含む下部森林地ﾡにかて 

はト ドマッの混ﾡ合が大で,所ﾡ元欧ﾡﾡ林を多く合む中部森林地獄にがてはト ドマッの 

混流合が大減少し, ちェジーッのﾡ沙合はトドマッの夫よ り小ではあるが,下部森 

林堆帶に於ける よ り も共の步合を増加 してゐる。而 して海拔高 200m 以上の 上部森林地帯 

は第2園にかて見る超保目川の上地荷にﾡし林相良ﾡなる簡所は少いのであるが, Mの如 

き上部森林地帶に於て再び トドマツの混淆步合が大と なれる こ と は注日に価する事賞であつ 

て, 是等は トドマツ,エゾ マツ の生育適地忆關す る 一の示唆でなければ ならない。

北ガ於けるトドジ・エツ 潜の株成•に生-耿況一例 27

海抜に供る トドマツ,=ソマッのめ合の起化に就ては, 山総氏 (1986) は之を認め 

得ナと し(93:34),田小氏(1934)は山ﾡ川齢林に特に ・ ドマツの本數步合つ多いこと を認め 

てゐるが, 一般に激抜高5の謎化にﾡナる清め合の○提化は認められないと してみる (70:19)。 

mして海救の低き低過林は不地林にかては ト ドマッの混沙合が比桜的に大であると と 

に就い て は 新ぬ情ぶ士のへ らろゝぬも あつて此のﾡ諾設一致 してることになる 評であ る。

第二節 本敷配分

第一項 胸席直徑階別本數品分

統計数制的に林木のﾡ高直極ﾡ別木数の現出に載き例究ナる = との意義に關しては,最早 

共に論する造も な く 極めて朮要な る もの で ある が,夫は主と して 一済同齢軍純林若は夫に 

類似の も のc於でのmﾡ性泳認め られ る のであって, 各樹林混淆の異齢天然林に於ては低 

令樹穂別 にし て も 之 を 直に 前者と 同 様に取扱ふ ことの 可 否に就いては 多分に 研究の餘堆があ 

る。本読文に於ては, の封祭がを世種流の興齢天然林に属するの故を以て,ﾡく共の胸 

商iu価際yリノル至樹75ﾡ別の本敷現出状況を税計製供的労座歯線に公折め る ことなく,単に胸 

為広徑特別乃至樹高港別本敷空分狀日として玆に之を示し度い。

ち ト ドマツ, ソツの樹種別にﾡ商直任数価を範倒1cm の国復階に分類し一括丧示 

すれば第9の通である。

第 9 表 胸 商5直任 階別本救配 分 (ト ドマツ)

1 . j

」___徑關二

I ■ I K

(cmう 
3 22 35.5 5 8 10 5

4 365 52 8 i6 . 19.5、 18.5 1.5 24.5 7

5 26.5 40.5 5 82 20 [ 10.5 65 25.5 I1.5

6 ・ 29.5 30 7 ・ 22 4 10 5 14 1.5

7 27.5 23.5 2.5 7.5 I9.5 5.5 ； イ 2 17 18

8 18.5. 15.5 4.5 13 65 II.5 | 9 10.5 20

9 1o . 6.5 9 5 7.5 3 5.5 I 2.5 8.5, 16.5

ro 19.5 18 9 4.5 12.5 75 7 6.5 7 12.5
ii5 o 3 7 8 11 2.5 7 3 8
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\ e一建除上

I I ・ I ▼ uI 皿 X

(cm)
12 12.5 8 85 55 7.5 4 2 4 10.5

13 8 9.5 4 5 6 9 5 1 6.5 7.5

14 10 65 4 5.5 13 8 2.5 2 4 5

15 10 8.5 7.5 5.5 6 15.5 0.5 2 65 85

16 13 8.5 4 4.5 10 2 5.5 5 3 4

17 12.5 5.5 6.5 3 9 6.5 1.5 4.5 65

18 12.5 4 4.5 3.5 5.5 7.5 1 3 3.5 7.5

19 6 45 2.5 3.5 5.5 2 1 3 2.5 9

20 9 2.5 45 1 9 5.5 ・1 1 0.5 5.5

21 5 4.5 1 2 7 6.5 1 6 2 6.5

22 6 4 45 1 65 10.5 2 3 4.5

23 3.5 0.5 45 4.5 5 6.5 1 4 3.5 3

24 5.5 1.5 6 2 12.5 9 4 2 5 6.5

25 2 55 2.5 1.5 7 9.5 « 4.5 I 3.5

26 3.5 2 7 4 2.5 ラ.5 3 ・ 1.5 4 5.5

27 3 1.5 1 11 1 8 4.5 2.5

28 7.5 1.5 5 4 4 3 2 1.5

29 3 3.5 3 3 3 2 7 4 0.5

30 2 2 4 7.5 3 6 3.5 3.5

3! 4 4 2 7 1 5 3

32 1 7.5 1
・
5 1.5 3 1.5 4

33 4.5 0.5 2 1.5 1 4.5 2.5

34 イ 5 2.5 4 2 1 5 1 J.5

35 1 2 2 1.5 5 1 7.5 2.5 3

36 ・ 8.5 5 2.5 !- 1 2.5 6 2

7 1 2.5 4.5 1 2.5

38 1.5 2 1.5 2 2

39 1.5 - 1 I 2 1 4

40 1 1.5 1 6 2 5

41 0.5 1 1 • 4 !

42 1 1 3 0.5 2

43 2.5 1-5 1.5

既述せるが如く 林木の胸高直徑配分に關 し除 じ られたものは相営にあるが, 多 く は人工植 

栽林若く は同齡軍純林に於ける もので (28) (29) (43) (48), 大抵共り曲線が誤差の正規曲 

線の示すものと相似てゐると請ふのであるが, 異齢混淆の天然林に就いては 論 じられたも 

の少く (25), mかも共の多くは各樹ﾡ清の木数配分状況に就いて陥じられてゐる。技には 

前退の如く樹種別に共の本数配分を掲記しﾡ共つ配分ル祝を も圖示したのであるが,統計的 

の精密なる計算をする こ となく も大間岡の示す處に依 り 曲線の形 を 決定す ることを得る。 

今此の出検の形及坂多本数を行するﾡ附, 本數現出 の範圍 等 を掲ぐれば第10 表の通で 

ある。

是等の出線は共の映況ﾡめて複ﾡであ り, 各標消地 を 通 じ簡mに 且正確に之を 茨現す る c 

と 困難である。例へ I, IIに於ては小極木に本敷が多 く,胸高直押の増火 と 共に 曲線の下降 

する所部J 型曲線に近 く A.F. HovGu 氏の謂ふが如 く 異齢林の特徴を最も顯苦に示 し (25)
の他多くは此の J 型曲線に近き ものと所調 cocked hat 型 (16) の曲線, 面ち胸高直押の 

小な るとき は本敷少 く , 直径の増大 と 共に本数 も 新炎大 となり 亞いで直徑愈大 と なれば本敷
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第 10 表 ﾡ 7 直径附別本ﾡ配分 (ト ドマツ) 林木の平均 的高心徑が大とな る傾向 あ り とﾡふ賞(46 :10-11) と一脈相通ずる處である.

■準地露號 曲 部○形 する面種岡

----- L -
ﾡ税川 の

-一-------------
木ﾡﾡ川の

iL 強 階 ﾡ

(cmnう (cmm)
I 明むな J 梨 1 4 ・3-40 32

I 切い.な J 函 4 3-37 25

cockedhat 型 2) の細合せ 9—10 3-51 47

m J 型に近さ ものと 
cockedhat 型の紐合せ 4 3-7 40

v cockcedhnt 近の紐合せ 6 3-47 40

極めて不規則なる
cocked hat 2のﾡ合せ

•
5 4-36 32

u J に近さ ものと 
cockedhat 型の組合せ 4 3-56 45

cocked hat 型 27 3-57 46

K J型に近さ ものと 
cockcd hat 型の御合せ 5 3-66 4i

x cockcd hat ﾡの細合 8 4-56 12

港次小となる處の曲線,との組合せ乃至後者のみの組合せ を 示す。VIII に於て明かなcocked 

hat 型を示し断る場合林相を一見すると,之は区往の風害数地の如きにル立せるものとも想 

像せられる。所く極めて視維なる夫々の林相であり配分曲線ではあるが,是等を上炎の如く 

2, 3 のx業に依り表現せるﾡ果に就き設明を加へれば次の通である。

曲線の形は海抜高の低き低林に於てはﾡも明かな J 型を示し, 海抜高の高さ傾斜林にか 

て cocked hat 型が比較的明瞭に なる様に窺はれる。ヌ最多木敷を行する直極附は低過林に 

於けるより不ﾡ林政は傾斜に於て大となつてろるが, 之は旣に論じられた處 (92:12) と 

も一致する。更に本敷現出の胸高直極の範國はﾡ小直ﾡ際は各標準地にかてど同様である 

が, 最大直ﾡ際は低過林より不地林,不ﾡ林より傾斜林と海抜高の大となるに従ひ大となつ 

てろる。即ち海扱高の大なるﾡ腕高直極の大なるものが現出するととを示すもので, とは区 

に該試ﾡ林に於て調査せ られた處の,トドマツも王 ゾマ ツ も一般に前述の上部森林地に 

於ては中部森林地ﾡに於けるよ り, 又中部森林地帶に於ては下部森林地帶に 於 け る上りも,

l, 2) ﾡ等の呼研は W.P. ELDFRToN 氏の (I6) に依るo

大に王ゾマツに就て見れば第11の通である。 。

第 11 変 m 5 直 ﾡ 階 別本数配 分 (エシマ ッ)

勢 ! I ロ 、 V

T-マ-ママ-マ-

u uI u K x

(ci)
3 1.5 4 3.5 10.5 1 0.5 7.5 8.5 8 0.5

4 16 7 1.5 10.5 3 15.5 8.5 6.5 10 ラ.ラ

5 12 3 2 一 8.5 5 32.5 12 7 9 10.5

6 14 5 13 24 8 7.5 12 11.5

7 14.5 4.5ラ 1 12 2 20 7 1.5 19.5 9

8 6.5 3.5 2 11.5 1 . 、13 ・5.5 6 13 7.5

9 5.5 4 8 2 . 17.5 11 5 14 9.5

10 2 3 3. 2 1 25.5 2 4.5 13

II 4.5 6 1 4 25.5 9.5 3 ・7.5 13

12 2.5 10 1 1.5 2 15 4.5 4.5 15.5 75

13 1 3 2.5 2 7 7 2.5 9 10

14 2 5.5 2.5 15 12 2 11 10

15 7.5 1 2 4.5 9.5 5 1 9 10.5

'16 4 2.5 1 1 13 10 2 7.5 10

17 1.5 4 2.5 1.5 1 10.5 6 ・ 1 6.5 4.5

18 1.5 1.5 2.5 I.5 I4 5.5 I 5 4.5

19 2 5 2 1 4.5 4.5 1 1.5 5

20 1 4 ヽ 2 7.5 3.5 \ 3.5 2

21 2 3.5 ! 2.5 65 2 8 15

22 I.5 3.5 6 8 t.5 2 2.5

23 4.5 2 1 1 2 4.5 1 2 6

24 1 1 、1 2.5 5.5 0.5 4 2

25 2 1 3 0.5 4.5 1 1 2

26 3 1 ・ 2.5 3 6 45 1 2.5

27 1 1 45 7 4 1.5 2 0.5

28 1 1 1 3.5 4 3 5.5 2.5

29 I 1 1 55 1 4 3 1.5

30
・

1 1 ・ 5 1 2.5 3 

—
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募 I I I I W u K X

(cm) 
31 .1 1.5 2 2 2 1 3 2

32 0.5 2
一

3 3 i・ 1.5 1
33 一 1 6.5 1 1.5 5.5 3.5

34 1 05 2 2.5 0.5 I 1

35 I 1 1 4 2 1 0.5
36 1 1 1 1.5 2 1 0.5

37 - I 1 2 1.5 1
38 1 1 0.5 0.5 4.5 2

39 f 2 1.5 3 1.5 0.5 0.5 2

40 1.5 2 1・
4! ・ I 2 2.

42 0.5 2

43 0.5 ・ 3 1
4 2 1 1 2 0.5

45 1 2.5

46 1 1 1
47 1 1
48 1

4ッ
50 05
51 0.5

52 1 0.5
53 0.5
54 1
55
56 I I

57
58
59
60
61 1 ・

62 1 1
76

—
•

*

北方にポけろ トドツ・ エンッ清然の情ば空に生状況二例 33

上にき之を示すれば版 II の通であつて, 曲ﾡの状況は第12表の通である。

第12炎 ﾡ尚直任階別本数配分 (エゾマツ)

---------------------- 

機車地番號 ・°ﾡ 最多*数2r 
す る 面 便 商

本ﾡﾡ出 の
範 岡

ラ------------ 

木ﾡ現の 
面 ﾡ 商 宴

I Jﾡに近さ ものと 
cocked hat の細合

でcm
4

でem). 
3-39 29

I cocked hat 型の組合せ 12 3-35 27

I ﾡめて不規叩 3 3-62 33

cockedhat 型の組合せ 6 3—56 33

、 ▼ cockcd hat の細合せ 5 3-62 3&.

W 削め.なJ裂 5 3-41 • 34

cockcedhat 羽 5—14 3-43 40

I
Jaと cockkcdhat tとの 

合せ 3 3-+6 39

K、 cocked hat 型の出合せ 7 3—55 42

X 
- '• -----------

cockscdhat 班
ミ----二----------------------------

10-11 3-76 36
------- =-=

エゾマツに 於て は トドマ ツに 比 し本敗が 消しく少 關係 もあり,従つC ト ドマツ の場合の 

如く 一般に は 直極配分 曲線 も 制然 たる 傾向 を 示さぬが 如く 見える が,何 細に 機討すれば交の 

通である。即ち VII VIII の如きは ト ド マツの場合と異り小径木に木數の多い J 型,メは J 

型を主とするものであるが,I, Ix, X は小徑木 に史 に 本政が多く,孰も J 型曲線を示す もの 

と 着做されぬこ ともないが,奪ろ cocked hat 型の範ﾡに入るべきものであらう。

Mくてトドマツに比し,=ソッッツの場合一般にJ型をユする傾向はﾡいとGるととを得る。

ﾡル等の曲終に就いて, 更に低温林,平坦林,傾箱林の別に見れば,ﾡ多本製を布ナる直 

徑務は必ずしも ト ドマッの如き開係にかて認められぬが, 本數現出の胸高直徑の範團に就い 

ては, の最大直極階は大Iトドーツに於けるが如く,低過林にかて小で,傾科林に於て大 

であり, 更に本ﾡ現出の直ﾡ階ﾡに至つては明に低過林にかて小で, 傾斜林にかて大を示 

してゐる。

同齡林分りに於ては共の林木の胸高直徑配分は普通誤差の 正規曲線を 鹏する ものと されて 

ゐることはじ述の通であるが, 異齢林分に於ては全く然らず,夫は更新が常に不規則的な波

り 同節と創5、用出も北戦的のものであることあ協で, 正蔵に 全林木の 年齢が一定 し てゐ ないで,多少黒 

ること tあらうが, 林木相のげに於て大ﾡ政総抹みでも40年 以 Lの年Bの差のないのが普通 と さ北 

(64:1!l), x林木の4略に多少の益があつても外震上一斎林と書ﾡし伴る程度なら, 之を同齡林と呼 

ぶをりとナるともされてゐる (57: 2わ)。
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動として行はれるからであろ。ﾡくて正規粉を品する一ﾡ同的林分と優述の如さJ型攻は 

cocked hat 型を品する不押段林型林分と も稱すべきものとの中間に於て亦夫々の脚高直保 

配分曲線の茂る種の型を示すものであつて, 例へば F. S. BArEr 氏の示すぬに依れば(4:201)

第3曲 直径 に 對 する木数出繰

横咏は衽館,経同は本數を示し, 
C は二段林, D は不林, じ
Fは組合せの一例を示すo

A は典型的 同岡林,Bは岡, 
は 同 齢林分 の胖状に集合せ る 林※,

BAKER, F.S.: Theory and practicc 
of silviculture 1934, 丈 リ

大第3聞に見る通であるが, 以上述べたる 處に 依り'荒地 方 の ト ドマツ・エゾマツ混ﾡ天 

が如 實 に 然林 に 於 て 典型的一ﾡ同 齢林分 の示す 直極配分状況 は 認められぬ が,典型的な採代 

林型林分の示す直ﾡ配分曲ﾡのみでもな く, 極めて不規則な る もの ・ 混在するこ と が窺はれ 

るのである。 .

更c ト ドマツ と エゾマツの混淆せる ものに就き心胸高直極降別木数配分を見れば第13炎 

竝に圖版IIIの通である。

第13表 胸高 直 雑 階 別本 數 配分 (トドマツ・エゾマツ)

I I I I v u u m K X

m)
36.5 3。 8.s 18.5 14 0.5 17.5 13.5 21 0.5

4 52.5 59 9.5 265 22.5 28.5 27 s 34.5 12.5

5 39.5 43.5 7 17 25 48.5 22.5 13.5 31.5 22

6 43.5 35 8 21.5 22 38 18 12.5 26 26

7 42 28 3.5 19.5 21.5 25.5 11 6.5 36.5 27

8 25 19 6.5 25 7.5 24.5 14.5 6 235 27.5

9* 15.5 10.5 9 13 9.5 20.5 16.5 7.5 22.5 26

北方に於け るトドマツ・エゾマ ッ混浦天然林の構成比に 生行状況一例 35"番森 ﾡ率森等卒ペマ---------------マ-マ---------ィマママママーママママママ-ママ-マ--ママ-マ-マママママ率マ率率マ季等マママママママママママママママキ*マャマャ

I I I V uI K X

Ccm)
10 21.5 21 12、 6.5 13.5 33 18 8.5 11.5 25.5

II 16 16 4 11 8 36.5 12 10 10.5 21

12 15 18 9.5 10 9.5 19 6.5 4.5 19.5 18

13 9 12.5 4 7.5 8 16 12 3.5 15.5. 17.5

14 ・ 12 12 4 9.5 15.5 23 14.5 4 15 15

15 10 16 8.5 7.5 10.5 25 5.5 3 15.5 19

16 17 11 4 5.5 II 15 15.5 7 10.5 14

17. 14 9.5 9 4.5 10 17 10.5 1 11 11

18 14 5.5 7 5 5.5 21.5 6.5 4 8.5 12

19 8 9.5 4.5 4.5 55 6.5 5.5 4 4 14

20 10 6.5 4.5 1 11 13 4.5 1 4 7.5

21 7 8 1 2 8 9 7.5 8 10 11

22 75 7.5\ 4.5 1 6.5 16.5 10 7.5 2 7

23 8 2.5 4.5 5.5- 6 8.5 5.5 5 55 9

24 6.5 1. 7 2 13.5 11.5 9.5 2.5 9 85 ・

25 4 6.5 2.5 4.5 7.5 10.5 4.5 5.5 2 5.5

26 65 3 7 4 5 85 9 6 5 8

27 4 1.5 2 13 7 5 9.5 6.5 3

28 7.5 1 25 5 5 7.5 7 5 7 2.5

29 4 4.5 3 4 8.5 3 11 7 2

30 2 3 5 75 3 5 7 6 6.5

31 5 1.5 6 2 9 I 3 6 3 5

32 1 0.5 9.5 I 8 1.5 6 2.5 1.5 5

33 5.5 1 3 3 6.5 4.5 3.5 25

34 1 5 3 6 4.5 1.5 6 2 i5

35 1 1 3 3 2.5 5 5 9.5 3.5 3.5

36 1 9.5 5 3.5 2.5 2 4.5 7 2.5

・ 37 1 3.5 1 6.5 1.5 2 2.5 1

38 2.5 2 2.5 0.5 2.5 4.5 2 2

39 1 3.5 1.5 4 1.5 1.5 2.5 3 4

10 1 1.5 2.5 2 1 6 2 5
・

41 0.5 1 1 3
・

6 1
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I I u

・

K X

(cm
42 1 0.5 3 3 0.5 , 2

43 2.5 0.5 4.5 1.5 1

44 0.5 3 1 4.5 2.5 4.5 1
4s 1 1.5 3.5 2.5

4 3 3 1.5 2

47 I 2 1 2 I 3

48 1 1 1 3 1

49 2 3 1 1

5 0.5 0.5

5! 1.5 05 0.5

52 0.5 ; I 05

ら3 0.5

54
1 *

2 2

55 1 1 0.5

56 *
1 2 0.5

ラ7
・

2 •

59

60

61
一

62 I 1
8 --1. * 1

1
.. --

今岡版IIに依りの曲縦の形を校するに, 一般に ト ドマツのみ の胸高直理階別木數配分 

に見る曲線の形よ り も明MにJ型を示ナ傾向期著であり,特に VI にかて然るを見る。況や 

エゾマッのみの配分曲線に比しJ型を示すととﾡ警なるは営然のことである。

ちトドマツ •エゾマツ混淆天然林に於て,樹団別に共のM6Lイ階別木敷配分のﾡ況を 

見たる場合に,典型的一資林の示ナ配分状沈は之を認め得られなかつたのであるが, 雨樹岡 

公介のものに就ても自更斯る倾向なく,寧ろー好押伐林况林分の示す直徑配分状況に近づき 

たるが如くﾡはれるのである。

第二項 樹高 階 別本 政 配分

胸高直經階別本數配分の 場’合 と 同樣に ト ドマッ, エソツの樹種ぶに樹高数血を範園 1m 

の樹高階に分類し,一括表示すれば第 14表の通である。

第14表 樹階別本ﾡ配分 (ト ドマツ)

一樹逐
I ロ u 町 K

----

X

く,り
11.5 26 3 3.5 9 2.5 1 1 4

3 37 7.45 14 16.5 23 12.5 19.5 7 24.5 6.5

44 51 6.5 11 28 13 17.5 5 22.5 11.5

5 31 t1.5 4 165 21.5熱 12 5 6 20 5

6 24.5 18.5 4.5 13.5 12.5 10 6 35 17 15.5

7 36 30.5 8.5 10 8 11 7 65 16.5 12

8 16 12.5 is 9 11 11 6 5 95 15.5

9 I4 13.5 5 2 5.5 9 2 3.5 8 19

10 19.5 17 7 9 11 9 6 3.5 13 13.5

II 21.5 105 11 8 6.5 19.5 4 1 10 14.5

12 20 6.5 6 6 10 14.5 6 6 9 13.5

13 25 4 7 7 7 ・ 29 4.5 2 15 8.5

14 17 1 3 3 7 18 6 I 11 13.ラ

15 14 1 95 4 18.5 20.5 6.5 2 4 16.5

16 6 65 8 13 75 4 13 6 12

17 3 9.5 4 15 2 6 9.5 6 5

18 2 12.5 7 16.5 5.5 4 11.5 3 11
o ■

13 7 30 4.5 4 10 I

20 1 14.5 4 , 18.5 7、 20 2 10

21 11.5 7 11.5 ? 11.5 3.5 8

22 6 2 4.5 4 10 45 4

23 4 5 85 45 4.5 1 8

24 7 2 3.5 3 2.5

25 f • 1 4 2.5 1.5 3.5

26 3 3 2.5 0.5
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・さ I I I •VK K X

27

28

29

1

1

1

3

胸7高直径の例に散ひとをﾡ示すれば版 IV の如く, 又樹高階別本敷配分の出線状況沈は第

15 表の通である。

第15表 樹商階別本数配分(ト ドマツ)

概ポ地番映 曲線の形 最多木ﾡを 
す る 樹 W

本ﾡ犯 出 の
範 回

木ﾡﾡ出 の 
樹 高商数

てmう てmう
I J 型に近さ cocked hat 4 ? 2—20 18

I 明かなJ型 3 2—15 14

I cockedhat 型の銀合士 20 2-27 ' 25

I cockedhat の組合せ 3—5 2-23 '22

cocked hat 型の組合せ 19 2-25 24

W cockedhat の細合せ 13 2—19 18

W J型に近さものと 
cocked hat 21の紐合せ 3 2-29 26

m cocked hat dの仙合せ 20 2—27 26

K Jzにﾡe to 3 2-28 25

X cockedhat 型3 9 2—27 24

之に依れば,低滋林に於ても J 型を呈せざる ものあり,不型地林, 傾科林に於ては cocked hat 

型及共の組合せと認められるものが多いが, 又 IX の検にJ型と認められるものもある。然 

しながら修して曲線の形は胸商5「極ﾡ別本製配分のものに比し一般に J 型を呈する もの少く, 

寧ろ cocked hat 型のもの多いと請つてもょいが, さり とて曲線の形が對稱形に近きもの も 

なく, 從って樹為の一齊林と認むべき ものはない様である。最多本數を有する樹高階も同様 

に低ﾡ林に於て小, 平垣林に於て大を示し,傾斜林に於て再び小となつてゐる。然し木數現 

出の樹髙の範网は,最小樹高は執も 同様であるが,最大樹髙は低濕林に於て小,不林に於 

て大, 傾斜林に於て最大であつて,最大樹高は海抜高の大となると共に大を示してゐる。何 

本放現出の樹高階ﾡに就いても略同秋の結果が得られたのである。

次にエゾマジに就いてれば第 16 の通である。

窮 16 表 樹 部 階 別本数配 分 (= ソマッ)

・.シこ二て ― 二 
パea

I I I V WI K X

11.5 3 1.5 5.5 1 1.5 1 4 ・ 7 0.5

3 18 10 3.5 15 4 15.5 10 15 13.5 5.5

4 18.5 8 2 12 2 22.5 14.5 11 13.5 8

5 11.5 6 ・ 15.5 3 24.5 12.5 8.5 14.5 11

6 12 6 1 15 2 20 4.5 3.5 20

\ 7 7.5 12.5 5.5 13 26.5 13 4 11.5 10

8 5.5 !4.5 0.5 5 2 21 5.5 5.5 8.5 9.5

9 3.5 、14 1 7 19.5 12 4.5 22 9.5

10 8 7 2 20.5 7.5 4 6 13.5

II ! 8.5 3 2 1 27.5 9.5 1.5 10.5 16.5

12 8 4.5 2 、25 21.5 8 1.5 17 7

13 ? 1 1 4 2 30.5 6 2 17 10.5

14 5 4 2.5 25.5 10.5 3 13 17.5

15 6 2 ・ 4 16 11.5 1 14 11

16 3 0.5 1 1 11.5 1i.5 3.5 10 7.5

17 1 0.5 1 5 17 4.5 10 7.5

18 1 イ 2 4 2 - 17 4 3 5

19 3 1 8 1 15 5 1 6

20 1 2 8 I 8.5 7 2

2! 3 5 3 9 5 4

22 3 2 6 4 5 2

23 3 1 4.5 2 2 1

24 2 1 1.5 1 - 1

25 2 0.5 2 1.5

26 1 0.5 0.5

27 0.5 1

28 0.5

2 ヽ

30 1 ・
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上変に基き之を固示すれば園版Vの通であつて曲ﾡの状況沈第17変の通であるo

第17表 樹 高 階別本数配分 (エゾマツ)

標準地番械 ・換。形 最多本区を 
する樹 爲 W

本 ﾡ 現 Ho 本数現山 の 
樹高商塁

--------- 5 三 (mう) ・m
I cockcd hat の細合せ 4 2—18 17

I cocked hat 羽2 " 8 2-17 15

ロ cockcd hat 型の祖合せ 7 2—28 23

I cockedhat 型の組合せ 5 2-26 21

cocked hat 型の組合せ 19-20 2-26 21

cockedlhat ﾡ 13 2-20 19

适 cockcd hat 型 の 組合せ 17-I8 2-24 23

J型にﾡさ ものと 
cockced hat 型の組合 3 2-25 23

K cockkcedhat 型 9 2—26 22
ユ

X cocked h t 型 14 2—30 23
-

とに依れば, 胸高直徑の場合と異 り J 型殺と認め ら る ・ 場合な く ・ も cockcd hat 型攻 

は共の組令せと認むべき場合が多い樣である。最多本數を有する樹為階に就いては海拔高を 

異に する標準地に依 りの差を見出すとと は出米ないが, 本数現出の範阳の最制樹髙階に 關 

して は明瞭なる苦異を認め得る し,仰本数現出の樹高体ﾡにﾡしても同様なる差ﾡがあり, 

結局不地林, 傾斜林に於て樹高大な るもの、存在を示し,又樹高階數 も 海扱高っ大 となると 

共に大を示してゐるのである。

更に トドマッとエソマツのせるものに就きの樹向階別本製配分を見れば第18炎並 

に岡版 VIの通である。

第 18 表 樹高 階別本数配分 (トドマツ, エゾマツ)

型高陸、
----- -  |

I ロ
•

WI K

----- :--*

X

(m)
1 2 23 29 45 9 10 4 2 5 II os

3 55 85 17.5 31.5 27 28 29.5 22 38 12

4 62.5 59 8.5 23 30 35.5 32 ie 36 19.5

5 42.5 47.5 4 32 24.5 36.5 17.5 14.5 34.5 16

樹 喜
___ " m

1 I

1

I V u u K . x

. (m) 
6 36.5 24.5- 5.5 28.5 30 10.5 7 37 30.5

7 43.5 43.0 14 23 8 37.5 20 10.5 28 22

8 21.5 27 5 14 13 32 ・11.5 10.5 18 25

9 17.5 27.5 6 9 55 • 28.5 14 8 - 30 28.5

10 27.5 24 7 II 11 29.5 13.5 7.5 19 27

11 22.5 19 14 10 7.5 47 13.5 2.5 20.5 31

12 28 11 8 6 12.5 36 14 7.5 26 20.5

13 29 5 8 9 59.5 10.5 4 32 19

・14 22 1 3 7 9.5 43.5 I6.5 4 24 31

15 20 3 10.5 4
あ。

36.5 18 3 18 27.5

16 9 0.5 7.5 9 14 19 15.5 16.5 16 19.5

17 4 0.5 10.5 4 15 7 23 14 16 12.5

18 3 16.5 9 20.5 7.5 21 15.5 6 16

19 16 8 38 5.5 19 15 2 16

20 1
令

I5.5 6 26.5 1 15.5 27 2 12

2r •14.5 12 14.5 e 16.5 75 1 8

22 9 4 10.5 8 15 4.5 ; 6

23
ヽ

7 6 13 • 6.5 65 1 9

24 9 1 3.5 ・ 4.5 3 1 25

25 2 1.5 4 4.5 3 3.5

26 3
*

1 0.5 3 25

27 1.5 1 ノ
4

28 0.5 1

29 1

30 ■

今上表地に団版 VIに依りの血線の形を接するに, 一般に トドーッのみの樹5階別本数 

配分状況に相似を示すが, 一部ソマッのみの樹が5砕別本数配分状沈に近づきたる樣地も 

ある。商して胸高極P別木ﾡ配分の場合県一樹種の配分状況に比し剛樹種の配分状況 

が小徑級木に 本敷の 多きを 示せ る が如く,樹高間別本政配分の河合 も 取一樹種の場合 ょ り 兩 

樹ﾡ混の 配分映況が下ル木に 本数 を 加 す る 結果 を示したのである。

林分の構を示すべき樹冠の構成及共の特徹に似しては,』なる胸高直ﾡﾡ別本数破は樹
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商階別本配分に依らすして,ﾡれ5級別の樹種投影面も合計の分布を以て示すを可とせられ 

てゐるが (57), 独に は先づ樹高階別木数配分 よ り札冠の組成を,亜いで関高びﾡ附別木数配 

分の曲線に於て該林紙ﾡに属する林木のご御配の状況にﾡき考炎せん とする も ②である。

今樹団別に, ヌ胸高直極と樹商のﾡ別に共の本救配分曲線をﾡ示せるものに就き比桜的 

同型のものを夫々分類すれば次の通である。

こ と 勿論に して,大題に於て旣に唱へられたるが如 く之を不採代林型的林相を呈する もの
・\ ■ ,

と 認め らるべさものゝ校 であるが,之にﾡしては更に詳細に 後述 し結論を與へるであら う。

A型 I, II IX A型 I, V,VIII

トドマッ IV, VIII X =ソマツ B'型 m, v

C型 IIII V, VI, VIII C型 II, VI, Vu,IX, X

劇ち卜 fッの場合, 腕内直領の配分に始て, A型が県齢林の出線型をﾡもょく表現して 

ゐるが,他の製2 ものも同用林と II されるものな く ・ ヌ林短の状況を樹商配分山設に就いて 

見るに,A型にあする ものは下脣木に本 数が制しく 多 く 上騒小に於で赤或 し,當然小役級木 

の多い型であり,B型にあする ものばA郵よ り も上度木に本政を增加 して來、カモ下層木に依: 

然本数多 ・ も の及最早扱下店に本数政大を示さ a も の等を合む。Cに於ては上ﾡ木に著 し 

く 本数多 く ・ 商かも下ﾡ木にもﾡ営の本製を布し且"極絞木に比敬的本製の多い多代林を品

第三節 林木要素相亙間の和闌関係及相関曲線

第一項 胸高直征と樹高とのﾡ互間の相ﾡ関係

典点直押と樹高との相互間の和際 關係を 見れば第 19炎の通である。但し林木要業は総て 

連ﾡ的變量 と 石倣 し相な表に於け る階ﾡ叱分の 境目に あ る賞測位は之 を 2 スは4に等分して 

夫々のﾡ分に編入した (以下同ﾡ)。

第19表 胸高直役と樹w と の和豆間の相關関係

1バ「光

番 ﾡ

相 關係疑
研

+0.9299

比

ゾマツ

+0.9267 0.9617
土0.009 士0.0035 上0,0027

+0.9491
-土0.0038

+0:9450 0.9560
土0.0073 土0.4

蘭 cit径の 樹 5 i 人 nm 
に -」 す ろ る の 全相 比

0.990s o.9434 o.96si
I キ000ll 土0.0040 士0.0038

0,94S7 0.957+
士0.0091l 0.0032

0.9t94
土O.0057

0.9526

09577 0.9491

即ち ト ドマツのみに就て見るもﾡる林相は大部分異齢のﾡ活林乃至多じ林を呈するろもの 

とるととを得るのである。

同様に して エゾ マツに 就い "るに, トドマッの 場合の 様 c, ﾡ高山［補の 配分に於て鼻齢 

林の科徹を具してわるが, 本数ク少いととにも因り央は ト ドマツに於ける程明かに現はれ 

てゐなv。林冠の公況は A例 に 属す る ものは下府木に木数多 く」•屈木に於 て 木數満減する 

か, メは上店木に至るに従ひ一ﾡ減少しな木数がび州加して上ﾡ木と下ﾡ木との比外が明 

かに認められ, 一方小径級木と 大宿紋木と に分け知 ら る ・ が如書 ものであ り, B電に臓す る 

ものは上底木に於て本数若 しく 多 く 又大係木の多い朴相であり,C型に励するものはﾡじて 

各務に於て木數多く林冠の楮成が軍れなる樹茂徉の集合がら成立するやに見受けられる。而 

して ゾマッ と しては全般的にﾡして林短の構成は多段の部類に属す る もの と君る ことが 

出來る もの、採である。御トドマッ, キジマッの混せるものに就いては運績ﾡ林地に多役 

林の頓向稍ユ * とな る を 認め得 るのである。

とを製するに ト ドマッ, エゾッの提術4分はとを勘風別に選別除孫しても林紙屈は多く 

連ﾡ府林ﾡは多段林を星するるのであり, ﾡ樹師混活の現賞tお況に於ては一株的な らざる

+0.9338
土0.0061

+0.8981 0.9890
¥0.0912 土0.

.964S 
0.0033

IV

WI

1111

K

X
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土0.00うI
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北0.001+
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+0.85I8

I.9O41 (
00055 

,9780 0.9914 0.9669
主0.002 . キ9.9211

. 0.9807 0.9507
士0.0025 0.0035 土00038

.9638
北0.0071 0.9770 0.9t4

30.0034
0.9905

±0.0012 0.9725 0.9910

9673 0.9275.
士0.0119 0.9590 0.9545

os o9378 I o.9ts]
土0.C053 北0.0016 ± 0.0077

0.8701 ’
±0.0392 0.9271 0.9047

+0.8765 0.9352 0.9828
土 ・0103 キ0026 キ00016

1•0.9557 o.9405 o9721 o907
キ9パ0プ 主09パパI キ9パパプパI キoパo77

.0.8570 0.9392 0.9920 6.9269
士0.0979 :00!! 00デ 士0:0072 主00085

+0.8195 o.9526 0.9303 o931i
士0,0i66 北0.0010 土0.0068 土0.0058

I I I

+0.9344
±0.0071

0,9711
土0.0032

0.9433
士0.005I 0.9782 0.9633

+0,8759 
+0.0t27

0.9697
土0.0016 0.9240 0.9679

+0.9103 .9320
土0.0055 0.9351 0.91S1

+0.9122
士0.0073

9535 
士0.046 0,94I9 0.9420

想し得らるゝが如く, 胸高直和と樹高 と の問には術接なる相ﾡﾡ係の存在を示してみ

る。而 して ト•ド マッ と エゾマッ との樹ﾡの比桜に於ては興 を兄出し難いe 但し吉田博士

(1930b) の ト ドマツ, エジマッ天然林に就いての相ﾡﾡ係を求めたるものに依ると, ト ドマ

ツに於て樹高の胸ﾡ直径に雪する相闘比は 0.971- 0.0015,胸商ﾡのり樹にﾡする相開比は
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0.9660.0015 を示し, ヌェゾマツにかて樹高の胸高直極にﾡする相関比は 0.988士0.0013, 

ﾡ商高直ﾡの樹75に釣す る相関比は 0.989主0.0019 を示したる例 も あるが (98), ととても工y 

マツの方に於て格別相関關係密接な り とする例;こも當らないであらう。町に ト ドマッ, エy 

マッとグィマッ (49) と を氏較すれば前者に於て此の開係遙に高次である こと明潦である。

ﾡ低林にかては不林にかけるより も,又平加. 林に於ては傾斜林に於ける よ り も此の相 

関関係が夫 * 商接な る 弊にﾡへる。ﾡﾡ相脚ﾡ係は林木の年齢の増加するに従ひﾡ小どなる 

かの如き傾向あ り と加ふ事實 (95:22) に引照すれば低温林,平川林, 又傾斜林の年齢關係に 

於て低林上 り傾御へとﾡ大年齢が大となり行くかと調よに必すしも然らす。前の如く 

胸高直役或は樹%溶別木数現出の範囲に於て共の城大なる ものが低過林よ り もやM 林,不 

林よ り も傾斜林にかて大なる救位を行すると調よ事賞と, 後途の如 く 胸嘉直役或は樹高の平 

均値が低温林. て於て最小で平史林或は傾斜林に於て最大であ る と請ふ事賞か ら, 大なる林木 

にかける程此の胸感通組と樹海との相關關係が物接の程度を減するとい ふこと が想像され 

る。同校なる明係がグイマッの齢林に於ては老齢林にかけるよ り も密接である堺實 (48 

28) も 直接に は批ﾡ林と 老齢林 とでは林木の大 いさが者しく興ることに因るものであらう。

第二項 胸高直徑に對する樹高の相關曲線

胸高5直優と樹高5との相互間の相闘関係は極めて寄接であると と前述した通であるが,次に 

胸直採に 対す る樹高の相關曲探 を求 め,兩者の 端係 を 定めて見 る に,胸為直理 と樹高 と の 

相ﾡよ り 胸嵐直役に對する樹高 の 平均値を求め,胸席直役を横軸に,樹高を縦軸にとり胸 

為心役に/け る樹高 か 平均値を畫けば,是等の出線は各標巡地共もﾡに ト ドッ, 一 

ッ政は ダイマッ等にかて試み られたる 各極實除式に 當箱 まる べき こと が直に独恕される。而 

してﾡる貨線式の中何れが も よく 地裕す る やの一般傾向を見る爲めに, 全標準地の本数 を . 

合してﾡ風別にの適ﾡ度を松討しなが, 抑々標半地各例に就いて賞論式適座の機討をナ 

, る も それ は個々 の結果 を招來す ることもあるべく, トドマッ,エジツ夫々の一般に通ナ る 

もの 、檢时に•不充分な る ものあるをﾡ想して,各様ﾡ地の価ﾡは各べ極めて飾かにﾡなるが 

其の脚曲直純或は樹髙将別本数は夫 * の標準地の はみを表す ものと 看て夫"* の標準地の資料 

を合計せる ものは全曲 的の資料と して大間可なる ものと したのである。とは樹7商に到する桜 

下75の場合 も, 胸5直極に到する棚冠の幅の場合 も 同様であ る。

即ち探用 した實験式は次の通 でぁ る。

北方に於ける トドマツ・ ゾマツ混然林の成に生育状況一例 45

十 mイ) a.クx

ホ) 3三e 十 Tn

通の双曲繰

=acペ -+m
中島博士の式に常項を附加せるもの (48)

x+c
ツ ax+み

ハ 吉田博士の探用せる もの (95) ic して c=I

寺崎,山本博士の式に麻生氏が常数項を附加 
せるもの (3う)

ま華督オが提出せりと阳ふ式に麻生氏が常數 
項を附加せるもの (3)

数には優宜上ﾡ救地に常を表すのに一校の記説を以てし, xはﾡ直径, yは樹高を示

し, a,b, c は常,mは胸高 1.3m, 又 c は自然対數の底を示すのである。

今是等の式の常を最小自飛法に依り決定し夫々式中に代入して大式を得なのである。

ト ドマツの場合

イ) 3= 7148670590.057うG153デ十"

、 1.95071331 - ,
ロ) y=0.39599lx 0.590913 十m

、 .ti.as7ssん,,,

入 0.01973989 x+1.lI 3878804

3 三 0,571743x
1.0528652

+ m

9.27052314

ホ) 3= 20.3062 ・ 十 m

エゾマツの場合

・ J ー 1.12941019+0.02266003x 1

、 2.015S776 xー
ロ) 3=0.41 3461 x 0.565875 Y 十m

x+1.09321202m
ハ) 9 0.022i4335x+1.0う32102

、 0.99129523
=) = 0.637057 x ,+m

9.14915380

ホ) y= 19.8134 ・ ﾡ +m
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而 して以 上の各極實笈式中,胸5電径に討する樹高の線式と して一般に探用すべさもの 

を定する爲め,胸高直征に封すナる樹高の質位と各種ﾡ験式に依るﾡ川価と を地核し, 共 

の確立誤変を 求め た結県は次の通で ある。

ト ドマッの場合 エ ソマツの場合

イ) 7=+0.5510 7=+0.5138

P) 7=士0.3875 r=0.4658

ハ) 7=主0.5223 7= 土0.5150

=) 1=士1.3398 7=+1.3921

ホ) ァ=+1.0288 r=土0.8987 、

之に依れば前掲の實紛式中 トドマツの場合 y=0.395991x 0.590 % 3, X +m, エソ 

マッの場合 y=04i3e4x … 0.565875 ’ ' +m の確立誤差最小であり,從つて保呂地 

方に於ける ト ドマッ林木或は エ yマ ッ林木のﾡ高証ﾡに討する樹高5の曲紛式と して一般に 

y=ac" ～ +m 式を探用することが出楽る。即ち木式は常数位。の位の小なる場合に 

於て常に上曲換たり得ナ機大ﾡを行する性質のものであるが, 質此の開係が ト ドッ・ 

=ソマツ治天然林にかて認められる胸高直毎と樹高とのﾡ係であつて呼ろ一般天然林の正 

常なる状態である。

木式に依る胸高直徑に対する樹為數値に就き トドマツ と エゾマツ と を比較す る と, 胸商u 

毎21-22 cm 以下に 於 て は トドマツ は エゾ マッ に 劣 る が夫れ以上に 於て は 反封 で ある。衛 

H. Zreauri 氏 (1935) の採伐林 こ於ける Tanne と Fichte との比校に依れば一 般に前者 

は後者に劣り特に大径級木に於て然る様である (102)。尚 L. HUFSAGL 氏 (1989) の引I用間 

せる處に依る も,同一地位に於て世径級 16-24cm 以上にかては Tanne は常にFichte よ り 

も樹が小である (26)。

第三項 樹高 と枚下高 と の相互問の相關關係

樹商 と 枝下商高 と の相立の相ﾡﾡ係 を 見れば第 20 炎の通であ る。

同表に依れば樹商高と桜下崎との相開関係は胸商道ﾡと樹高 と の相關關係よ り も商接では

v。 之はグイマツに於ても同穩であり (48:60) 又內地人工植栽林忆於ても然るを見るが 

ら (95:22-24), とは樹ﾡの如何をげはナ女天然林,人工林の姉仰を叩はす定的な通則で 

あらう。

第 20 表 樹と 桜下 と の相Uﾡ係

rx "...
関

■ 1 W 戦 枝 下 商; の 樹 ; こ
予ナるも の

■ な ド 5 に 
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+ 07205
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+0.6728
土0.0544

0.762!
士0.0213

0.7793
土0.0390

0,78!1
। ±0.0193

0.7753
士0.0396 0.77!7 0.7778

+0.80!
士0.0185

+0.8586
士0.0187

0,8447
士0052

0.9032
士0,0123 

、1

0.8235
土0.0172
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土00163 08342 0.8846,

+0.8354
±0.0： I8

+0.83『4
0.0262

).8560 
土00104

0.8820 
キ001Sク

0.8791
土0.0089

0.8936
00179 0.8676 0.8853

+0.7645
土0.0193

+0:7652
生0.0158

o.8190
士0.0153

0.7913
土0,0112

08100
士00160

07711
士0015ラ 0.8i45 07813

へ
+0.8786

土0.0127
+0.8356

土0.0140
0.9135

土0.0092
08195

士0.0093
0.9010

土0,0105
0.8557

土0.0124 0.9073 0.8527

+0.6779
士0.0296

+0.8714
±0.015

0.7762
土0.0217

09590
00010

0.7922
±0.0201

0.9262
士0,0093 0.7842 09178

w ・ +0.7288
" 土0.0217

+0.7447
土0.0203

0.8527
土0.0126,

o803

土00158
08218 

士0.0159,
0.8034

土00158 0.8374 0.5033

x +0.7009
士0.022I

+0.7514
土0.0220

0.7916
±0.0162

0,7881
士0.0192,

0.7528 
キ00188,

0.8446
0,0145

--ル---=*

om724 08168
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胸高直優と樹高との相Uﾡ係よ り も樹商と本下高とのﾡ関関係は種座高 くはないが、共れ 

自間町相然商高次の開係のが在を示し, グィ ッと桜 しての開係を知ると とが山楽る。之 

はグイマッ林分に比し,トドマツ,エゾマリ林分に於ては,大小の林分が勢差してゐること 

・ 樹性が耐校性なるﾡめ樹商の大小に件ひ下枝も念巡には枯死 することなく夫々 の機冠形を 

保つ爲めとであり,ヌ々の事1よ りグイマツ老齢林に於ては,桜下商は埼一定の高さにぬ 

て一資林的にならんとする傾向あり, ト ドッ, ソマツに於ては然らさるを知るのである。

トドマツ と エ ゾマッと を比教す る と, 後者に於て極めて僅かながら此の関係密務笈 る桜に 

もﾡへるが, 樹種に因る相違として認める評にも行かないわである。係思他 平担林及ﾡ容 

林の此僕をすれば,トドマツ,エソマッに不堀料政は傾斜林に於ては低過林にかける」り, 

此の関係融座が高い称な傾向がある。田跡士(1920。) は樹商と桜下商5とのW係は株木の年 

聆附加, こ伴ひ密接となる事實 (95) を示されてゐるが,数では前せる閲高証任と樹高との 

關係に於けるが如く天然林に於ては年齢よ p も林木の大いさと開係せしめて設明するが可な
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る校であろ。 第21表 前直径と樹冠の幅と の相開開係

第四項 樹高に對する枝下高の相關曲線

樹高に對する枝下高の相關曲線と して探用 し得らるゝ ものは次の通である。

イ) 3=a

a

簡単なる拋物線式 (37) 

簡軍なる双出線式

但しﾡも x は樹高5, y は枝下5, a,b はは常数であるo

今せ等の式の常数を決だ し夫々式に代入 して大の賞験式を得たのである。

ト ドマツの場合

、 C.77917423
イ) = 0.806940 x

3= 1.58305074+0.01171980x

エ ゾマツの場合

,、 0.7928ウ67
イ) リ= 0.755367 *

- 1.67965501+0.04029228x

而 して光等の各種賞吸式の確立ﾡを求むれば次の通である。

ト ドマツの場合 エゾマツの場合

樹だの

ゾー ッ

士0.0136 士0.0115

+O.8617

樹ﾡのの聞高i 
径に登 するもの
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+0.7537
士0.0157

+0.7886
士0.0145

+0.7712
土0.0315

+0.7373
±0-0311

+0.7493
土0,017I

0.9392
土0.0077

-+0.8593 〔
土0.0121

0.8517
士0.0137

0.8740
土0.0092

0.9284
士0.0002

+0.804I
土0.0177

0.8819
±0.0103

0.7838
±0.0263

08992
±0.0073

0.9591
±0.0030

0.8609
士0.0220

0.86S7
• 士0.0114

0.8846
0.0185

0.8256
土0.0124

0.8434
土0.015S

0.7428
土0.0305

0.9701
土0.0058

0,8436
土00158

+0.8962 0.8780

0.8170

0.7636

0.9650

0.8978

0.8728

0.9050

0.8822

0.9593

0.8938

0.8871

0.9639

0.90S1

0.8010

+0.7718 0.8022 0.8571 0.8003 0.8358 ・
0 ann土0.0244 ±0.0130 士0.0160 ±0.0131 ±0.0181

0.8649

+0.8632 0.9052
士0.0160 ± 0.0095

0.930+ 
+0.0084

0.8412
土0.0154

).8640
±0.0159

6.8738

0.8501

0.8135

・+-0.8623
\ ±0.0117

0.8376
±0.0138

0.9070
±0.0031

0.8376
士0.0138

0.8906
0.0094 0.8376

+0.8188
±0.0153

+0.8721 0.8849 D.9349 0.8388 0.9114 n ・oっ
±0.0121 土0.0094 土0.0092 ±0.0129 土0.0086

イ) 1=士0.1939 T=土0.1749

T=土0.1745 7=+0.1608

之とに依れば ト ドマツの場合

エ ゾマツの場合

3 - 1.58305074+0.04171980

v = Tおれ55507 0の0こ52

のM立映小であり, 従て保目地方に於ける ト ドマッ林木或はエゾマッ林木の樹尚に對する

桜下尚2曲線式として一般にッ= 。こな 式を採用することが出來る。

第玉項 胸高直【征 と 樹煙の幅 と の相互間の相關關係 

胸高直福 と 樹の幅 と の相正間の相W開係 を見れば第 21表の通であ る。

上に 依れば胸高直徑 と 樹冠の新と のつ相間に は相當忘次の相般關係があ り ・ 共の開係程 

座 を 胸商5直紙 と 樹為或は樹髙 と枚下高 と の相正間の相側岡に 比桜す る と, 此の場合は前者 

に於けるよ り も 關係は密接でないが後者に於ける よ り も 關係程度高 きかの如く である。グイ 

マッ林に於ても同校の開係があ り (48 :00) 之は樹汝の如何を問はず天然林木に於て見る決 

定的な r賞であらう。トドマツとエソマッと を比核す ると紙してエッの 方に開係ﾡ接の 

如くである。更に之をグイマッ の場合 (48:54-60) と 比較 して見ると 柄樹団共に グイマッ 

ょ り も 遙に 關係密接である。

に低過林, 平坦休,傾科林の比故を して見る と,低温林に於ては平坦林に於けるよ り, 平 

坦林に於ては傾斜林に於けるより此の關係程度が低い。胸高直徑と樹高との相互囲の相関關 

係と反ﾡであ り,樹高 と枝下高相互間の相関關係と同じ傾向を示 L た。人工ﾡ 執林にかて此の 

胸商直ﾡと樹の幅との相ﾡ開係が年齢の相ﾡに因 り 製還すると と は認められすと されてゐ 

るが (05), 植栽林に於ては共の林木の發生,配置及生長にﾡしては然人工的なものがあり,

右地
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樹冠の幅 の損張に 開 して b 天然林に於け る程自由なる自 然的統守の祖に 在るものでないに進 

ひないから, ﾡる胸高直極と樹冠の幅との開係も夫々に趣を興にする ものがあるであらう。 

又グイマッ林に於ては此の關係は壯齢林に於て密接で,老齢隊に於ては旣に林木相互間の生 

存競争も我へて林相を安定し,又一方老齢林の樹冠が枝棺折損して船形を呈する等俄早明為 

直徑の増大に必ず しも根気の幅の増火が伴は ざる ものあるに因るものであらう (48: 77)。 
トドマツ,エソマッ天 然林では林木の 次為直徑 も 大小総差 し,且耐該性樹団の特徴 と して# 

木の大いさの小なるも のに於て も 相當する樹冠形を形成 テる開係上, 一定の樹冠の临を保持 

することになり,老齢林ともなれば一ﾡ樹冠の価を整正に横張するのがトドマッ, エゾマツ 

の特徴であり,之れ即ちグイマッ林に於けるよりもトドマツ,エゾマッ林に於て斯風要索相

正間の相開ﾡ係の 程度為 き所以で も あらう。而 し <前造の如 さ 低湯林,平坦林,傾斜林に 於 

ける是等の相關關係の議遷は年齢關係 よ り も朴木の大いさのﾡ係に依り合理的に設明するを 

得るものである。

第六項 胸高直徑に對する樹冠の岫の相關曲線

胸為直徑と樹冠の編との相互 間 に相當為次の相關關係のお在が認め られが, 胸商高直優に 

對する樹我の’腰の相期曲線は如何と印ふに,先づ一般に探用 し得らる ・ と溜め られる實驗式 

は次の通である。

イ y=d 簡軍な るﾡ物線式(37)
") y= ま 吉田博士の採用せる もの (95)

但しも z は胸高5直径, ッ は樹冠の補, ・bc は常數である。

今足等の式の常数を決定 し,夫々 の式中 に代入 して次の實験式 を得た。

ト ドマッの場合

、 0.43573755
ィ) 3= 0.871860 x

、 __ *+6.26802900 -
ノ ノー 0.03462974x+5.712I1293

ゾッの場合

•、 0.49024988
イ) 3= 0859200 x
n) _  *+5.55352304

ノ 3 0.05563328*+5.46347725

而 して等の 各秘實後式の確立誤差を求むれば次の通であ るo 
ト ドマッの場合

イ)r= 土0.1453
P) r= 土0.1225

之に依れば ・ドマッの場合

エゾマッの場合

王 ジマ ツの場合

ア = 士0.1954
r = 土0.1662

+626802300__
3 0.06462974*+5.71211298

一___ x+555352304
3 三 0.05563328-15.4634772ら

の確立誤差小であ り 従て保日地方に於ける トドマツ,= ゾマツ林木の胸高直極に釣す る樹冠 

の幅の曲線式として一般に y=一 式を採用することが出來るのである。

第三率 ト ドマッ・ エゾマツ混漁天然林の生育狀况

林分內の林木には校下高, 幹形, 枝の張り 等を提にして從って共の生育形自ら相互に異な 

るものがあり, ヌ清林内の誠即ち樹種の陰閥と生市形との関係に於て, 同じ番木の中に 

て も 天的にの高; さ cﾡ し て比較的に共D直御 の大なるも のち短 く て太就の ものと, 
・

之に反 してつ商 さ にﾡして比教的に共の直征の小な る ものち細長の幹のものと は,矢票 

り 生育形 を興にするものと見て然るべきであり, 更に 又混淆林內に 於 て 各樹置の樹冠の位置 

に高5低の差を生するのはの有する生育形の現はれで も あって, の下ﾡの樹種が比教的に 

陽性のものならば,共の生活は非常に苦境に陷るか,比較的隊性のものならば,上下2Hに 

分たれたﾡ治美林を現問 る も のであ る と は田 博士の唱へられ る 處であ るが(山林582 脱 
74-81, 第50企第5脱岡和6年,1981), 是等の小實 よ り して此の生育状況を各朴分に就き知 

窓ナるとと がﾡ本的に必要な る は 勿論, 叙上 ト ドマツ •エゾマツ 混淆天然林に於て も とれが 

呉ﾡ林でありﾡ押伐林的体ﾡを品するものとﾡ想せらる 、 を以て, 斯る天然林が操太に於け 

るグイマツ天然林の如き 同崎林的 であり 又一齊林的林型 を 呈する もの と 共 わ林木の 生育状況 

に如何なる •差異を示すかを見て,ト ドマッ ・ エゾマッ混淆天然林に於ける林木の正常なる生 

育狀況 を把握する こと必要で,ﾡる生育状況なるものを区の各林木要素の不均値載に低送 

を以て示す ことに就い ては亦遼義な し と せぬであ ら う。即ち本領こ於て胸高直盤,樹商, 樹 

髙と胸高直徑との比,枝下高,樹冠の沼,樹冠の長さ,樹'北の及さと幅との比,樹冠長率,樹 

冠の幅と胸高直狎との比,形数攻は材積の株木灰楽に就いて共の不均価地に価遂を掲けﾡ
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はス樹幹の形状及棚皮率に就き記述 して,夫 々の朴木生育状況を示す一端とする外年, 年 

価位に生長率政は林木の枯損等に就き所請 生長の質をﾡはんと するも のであ る。

第一価 林木要素の平均値竝に偏差

節一項 胸 為 直 徑

各標準地林分に於け る札麻別の胸::’池徑の平均加,標準偏差証に愛化係数を掲 ぐ れば第 22
*

表の通である。

第 22 表 調 高5 iﾡのボ 均価 位立に同益

• 番 勝

平 均 位 (cm) 標 準 個 萍 ccm 風化 係 敷 (%う

トドマッ エゾツ 卜 r ッ エゾマッ ・ドマッ エゾマツ

I 11.71 ±0.2788 10.37土0.4917 7.66士0.1971 8.15土0:3479 65.41士2.29 78.59土5.03
I 8.65土0.226t 13.24土0.4718 589士0.1601 ○.92+0.3396 69.09生255 52.27 ±3.12
町 20.58土0.6071 24.86土0.4917 12.14士0.4293 I6.86出 1.1857 59.99土2.71 67.82+6.69

15.57士0.585ラ 12.30+0.7276 11.03主01140 11.62主0.5145 71.16生3.77 94.47+6.99
1601 土04048 22.97土i.16II 10.38土0.2862 i3.66主0.8210 64.83士2.43 59.47主4.68

u 1566土0.4005 12.64土0.2914 8.63士0.2834 7.64土0.2051 55.11士2.30 60.14生2.15
u 16.920.8165 16.86土0.4666 14.63土0.5774 10.05土0.3299 86.475.39 59.61 土2.56

25.25士0.7263 '17.20土0.8256 13.28土0.5136 12.66土0,5838 52.59士2.54 73.60主4.89
K i468土0.5808 15.13士0.4759 12.81土04178 1o.514033%86 87.26土 4.52 69.16士3.13
x 16.46土0.4563 14:42土0.4566

にマてこ.ママな

10,73士0.3290 9.05 L0.3229 65.19土2.72
--------

62.62土3.00

上表に 依れは胸高也:徑の平均値は ト ドマツに於て約9cm よ り 25cmにﾡしスモゾマツに 

かては約 10em 上り 25cm にする。即ち平均値に於ては ト ドマツと エブマ ツとに於て大 

差なぎが如く, 各む準地別に見るとせはトドマツの力大なる場合利多が, 標準地の平均 

にかては殆ど塗興なきが如くである。即ち トドマッと= ゾマツ と のilic はﾡ高5直衝の大い さ

に大差なし と謂へる。但し(造せるが如く 該献感林に於て魔 7,655ha の全域に直り 林木蓄 

積渕査を施行した就時の資科に依れば,トドマツはエゾマツょ り も平均刑制直經が小さい 

(46:10-11)。但し此の砌合岡髙直徑 12cm 以上の平均値にして全立木り平均値にあらず。 

而かも尙之を グイ マツの胸島 直徑の平均値が 10-32cmであるのに比較し(48:91) ト ドマ 

ッ, エゾマッは一般に著しく小御であることが解る。ﾡして低林, 不林及傾科林の共々
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に就いて見ると,トドマツは低温林に於て小,平坦林に於て大,傾斜林に於て般大を示し, 

エソマツは低沿林に於て小,傾辞林に於て大,平坦林に於て最大を示す。而して前記該試驗 

林会域の不均に就さGれば トドマツ は所請上部森林地帝にかては 中部森朴地ﾡ ic かけるょ 

り,ヌ中部森林地術に於ては下部森林地ﾡに於けるよ りも林木の不均ﾡ高直毎が大なるﾡ向 

あり, エマツに於ても大ﾡ同様の帆向はあるが上都森林地荷に於ては中部森林地ﾡにかけ 

る より も 平均的髙直經が大きい と は調はれない (46 :11)。新の如くジマツは トドマッの 

如 く 必ナ し も 海拔高の大小に 依 り 共の胸高直徑の平均値が大小 を示す ものでもなき が如 くiに 
ﾡはれるが, 之は一面ト ドマッとェゾマッとの立地に到する適脳性を示すもの、様に思はれ 

るのである。

に械消地偏逃は ト ド マツ に於て約 6-15 cm を示し 又エゾマツに於 ては 約 7- 17 cm 
であり 大差ない樣であるが,變化係数は夫々前打 に於て約 53-87%, 後者にかて 52-01% 
を示す。各礼地別に見ると ト ドマッの方大なるもの, エゾマツの方大なる もの兩々 相半ば 

してゐる が,塗m的c はエソマッの 方の變化係数が打俣 なるが如くである。之 は矢張 り 改試 

瞬林の全域に直る平均に於て見るも ト ドマツの場合に愛化係数が小であり,=ゾッにかて 

僅かながら大となつてゐる (46:14-15) のと全く一致してゐる。グイマッと比較すれ,之 

は 25-77% となつてみゐるが, 一般には 40%を超えぬものあり (48:91-92), ト ドマツ,エ 

yマ ッ林にかてのル高直極の大小多差 してるととはグイ マッ林に比し 極めて大な るもの 

あるとと は 容易に 想像 し得 られる嶋である。又海拔応 との關係は一般に 明瞭でないが,ト ド 

マツは傾斜林にかて, エゾマツは不林に於て髪化係製最大を示してゐる。之を前せる該 

试瞼林の全域に就いての比較に於て見れば,ト ドマツは上部森朴地ﾡにかては中部森林地ﾡ

に於けるよ り, ヌ中部森林地ﾡに於ては下部株林地ﾡに於けるよ り も變化係數の大なる傾向 

あるを示し, ヌェゾッ は上部地に中部森林地ﾡにかて は下部森林地帶に於け るよりも 變化 

係敗が甚だ しく 大であり,上部森林地帯と "部株林地ﾡとの間には遊ﾡが ないと 請よ質 

(46:14-15 は, 前述の如き胸高直徑の變化係数が低说林,平坦林,傾斜林相互間に於て示す 

W係と一脈相題ナる ものと,思はれる。 -

第二項 樹 、 商

各標準地林分に於け る樹商の不均位, 標準個差ﾡに製化係製 を 掲 ぐ れ ば 第23表の 通で 

ある。
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第23表 -樹 7高5 の不均価ﾡに価ﾡ

== ーニーニ 

ﾡ 準 増

------------------ 

工 均 u (m)
ニニニ ニニニニー

差 (m)
ニニニニニニニニニニ-一

陸化保 動t (o) _

番 戦 トド→ッ こ シー トドマッ エゾマツ トドツ エゾマツ

I 8.06士0.1518 7.12± 0.2471 4.17土0.1073 4.33 士 0.1749 ラ1.74士1.65 60.81土342
I 5.45土0.1106 7.56土0.2114 2.88主0.0720 3.10士0.1495 52.84土1.44 41.01士2.28

14.10土0.3330 14.55生0.8294 6.66士0.2355 8.34土0.5865 47.23士2.01 57.22土5.24
I 10.48土0,3277 8.18土0,3662 620 土 0.2317 585+0.2589 59.16士2.88 71.52 土 4.50

12.21土0.2613 15.67土05720 6.70士0.1848 6.73土0.4045 54.87土1.92 42.92 ±3.02
10.49土0.2028 9.54土0.1533 4.37土0.1434 4.02士0.1034 41.66土1.59 42.14土1.32

u 11.94土0.4130 12.69 土 0.2701 7.40土0.2920 5.82 士 0.1910 6198 土 3.25 45.86 土 1.79
I5.51土0.3627 11.04士04684 6.63士0.2565 7.18土0.3312 42.75土1.92 65.04土4.07

K 9.25 土 0.2557 1005主0:2283 5.55土0.180S 5.01土0.1614 60.00 ±2.57 4985土1.97
12.81 ±0.2353 1I.I7土0.2537 5.89土0.1806 5.02士0.1794 4598土1.69 44.91土1.90

-----------二

上炎に依れば, 樹為の 平均値は ト ドマツに於て約 5mより 16mにしメモゾマツに於 

ては7m より 16m にﾡする。即ち 平均値に於て は トドマッとェソマッと に於て大差な く, 

各標準地に就いて見るもトドマツの方大なる場合,エゾマツの方大なる場合夫々相半ばし, 

又標準地の平均に於て も 大差なき が如く,結局 ト ドマッとエソマッとの樹高の不均にかて大 

数なしと看て塗女ない。姑等をグイマツ の樹高の 平均値が約 9mより 26m に述する 

(48 :92 の と桜ナ る に, 保目地方の トドマツ,エゾマツ 林木共に著 しく 樹高の小な るを知 

るのである。トドマツは低温林に於て樹熟最小であり,平坦林に 於て大となり,更に傾斜林 

に於て勉大となってゐるが,=ソツは低林に於て最小であり, 平坦林に於て最大を示し 

てゐ る こと は胸高道極の 場合 とﾡを一にしてゐる。

ﾡ準ﾡ塗は ト ドマッに於て約 3-7 m,工yマッに於て約,9-8mであ り 大逃な ざが如 く で 

ある。愛化係敷は夫々約 42-62%, 約 41-72% を示し, 又標準地別に見れば ト ドマッのガ 

大なるものエゾマツの方大なる も の用べ相ば して ゐる。然 し全m的にはエゾマ ッ の方の契 

化係数がﾡ大き く ・ 結局胸高直經の場合と全 く 同似の傾向と してェ ゾマツの變化係数が大な 

り と 謂ふこ とが出來る。グイ マッと比較する に共の能化係数は 約 13-54% であるから (48: 

93), 樹命に於ても ト ドッ, エゾマツは著しく商低不揃ひなるを知る。樹高は邢純には海拔 

商との【係にあいて認べき傾向を示さぬが, 唯胸高直經の場合と 同棵に ト ドマツは傾斜林 

c於て, エ ソマッは不担林に於て最大の継化係数を示す如くである。

• 第三項 樹為 と 胸高直徑 との比

樹高5と商高直毎との比 H: Di.a は脚ち E. Mvpscu 氏の形ﾡ比Schlankheitsgrad であ 

つて,氏は種に出來する樹ﾡ形の定的な影呼を樹納に閲ﾡせしめて, 種をﾡ別する特徴を 

形状比に求め得るものとされてゐる (s7)。ヌ吉田博士(1920b) は樹高と胸高直援との比を 

形率と納し (95), 更に松と扁柏とに就き地位別又方向別に形率の比校をされてゐる (100)。

各線準地林分 に 於 け る樹高と ル商iu編 と の比○不均位 標準偏差竝に 變化係 位 を 掲 ぐ n ば 

第24表の通である。

第 24 表 樹高 と的高直徑と の比の平均値竝に 個2

上表に依れば樹5とﾡ5直ﾡとの比の不均価は ト ドッに於て約 70より89 c地し, 又

こ ..； -

T 均 tt
こ ュ。。。 -。---。マ- 

ﾡ 化 係 当 (9)
番 ﾡ トドマツ エゾマッ

1 ごマででマー マギ ・ ― 
・ドッ ェゾマッ 卜 rマッ エゾマッ

I 76.9 土 0.5670 76.60 土 0.9020 15.54士0.4002 14.95士0.6378 20.32土0.63 19.52:086
I 70.7 7 ±05435 63.01土0.8903 14.12土0.3843 13.07 ± 0.6295 19.95士0.56 20.74士1.0
ロ 76.19+0.8003 71.52士1.6291 15.78土0.5559 16.38土1.1519 20.71主0.77 22.90土I.71
I 75.66土0.8297 76.81+0.814I 15.51士0.5367 13.30 ：.0.5969 20.50 ±0.81 17.32+0.80

▼ 83.03 土 0.6649 78.09 土 1.8S42 17.05土0.4702 22.17土1.3323 20.52 ±0.59 28.10+1.82
u. 75.33 土 0.8594 84,50 土0.7006 18.51 ±0.6077 1S:38土0.4954 24.57土0.85 21.75+061
uI 8651 土 1.2599 83.22主0.7531 22.57土0.8902 16.22主0.5325 26.09主1.10 19.49土0.66

69.97 ±0.9353 71.82土1.1670 17.10生0661 17.90土0.8252 21.44士1.00 2492+1:22
K 81J0± 1.3274 76.62土0.9171 28.72土0.9386 20.12土0.6485 35.41士1.29 26.25 ±050
X 89.01 土0.9781 85.65土0.9299 22.56 ±0.6916 18.39 土 0.6575

■ ・ • -
25.35土0.83 21.47主0.80

----一=

エゾマツに於て約 63 よ り 86 に述し, 更に各標泄延別に見れば ト ドツの方大なる場合多 

く , 結局一般に ト ドマッはエソマッより も樹高と聞高武種との比の平均値が大な る もの ・ 

如くである。是等に就きグイマツと比較するに (48:94), 共の不均価は約 73 より107に 

逆し, ト ドツ及ェゾーツとは著しき相違を示す。即ちグイ マツは一般に共の樹幹は極めて

細長である こと を物拓る ものである。海拔高に依る差異を見るに ト ドマツ, エゾマツ共に低 

添林忆於て小,平坦林に於て大,傾斜林に於て最大となつてゐる。グイヤルに就き調査せる 

も の では, 壯齡林に於て著 しく 大であ り 老齢林に公ては小を示す(48 : 94)。又博太産機部以 

外のもの例へはスギに就さ調在せられたるﾡに依れば, 年齢の増すに他ひ共の不均位は明輩
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に淡クする (95:17) と間ふ。 但し後に此のT均価は樹齢及地位にﾡし一定の傾向を認むる 

とと困難な り とせられた (101 :67)o

トドマツ及=ソツに統いては, 政述せる が如く 胸高 血徑 及樹高の平均値は ト ドマッに相 

りては, 傾斜林に於て は平坦林に於ける より も,ヌ不朴にかては低ﾡ朴に於けるよりも大 

となつてゐる し,又エゾマツは低温林に於て小,不ﾡ求は傾斜林に於て大となつてゐるこ 

と等に照應して,ト ドマッ, エソマツ共にのル商山極に樹高の大なる林木に於て大闘此 

の樹高 と的高直徑 との比の平均値が大 と なつてろる ことになり, 又該試験林に於て低泌林, 

平坦林及傾斜林の胸四也:徑,樹部の 他の 医業が一般に 抜高の増大と 共に大 を示せ る は主 

と して地位の調係に因るものとするのが至常である以上,Mる樹商高と胸高山極との比の低 

林,平坦林及傾斜林に 於 ける推移 も 地位の開係に 因るものと 丁感若察すれは斯 る比は地位不 

良なる低彼林忆於て小,地位良師なる不ﾡ林成は傾斜林にぬて大を示すものと似定し得。然 

る に樹約 と 胸高直径と の比は一殺的に地位の 不良な る種の価大 となるべさものなる が如く 

窺はれる を以て (95:17), 数に樹高5とル高直極との北が低朴に於て小,不型林政は傾斜# 

に於て大を示せるは年的関係に因る ものと して更に检时を加へねばな らY。

而して談試驗林に於ける ト ドマッ •エゾマッ混活天然林の胞高直徑或は樹制の大いさは必 

うしも 年齢に相應 しないので,林木全體と しての平均年齢の比較に於て特に然 りである。從 

つて トドマッ 及 エゾ マツ のル商iui紙が:低ﾡにかて小, 領斜林に ぬて大であつて も の林木 

の不均年齢は必すしも低林に於て若齢で, 傾斜Hに於て老齢でなく, 寧ろ逆に低淑林忙於 

て大, 領斜林に於て小を示す場合多さが想像せられ, 例へは標ﾡ地 I-X の夫々の隣接地に 

於て,ﾡ商高直ﾡ 10-20cm, 21-30cm, 31cm 以上の階級の林木から適宜調査木を選出 して 

ﾡ木毎にの年齢を布定し共の不均を求めた制果は第 25 表の通であ る。

第25 標準地別胸高直徑と年齡との關係

標 f 地
---------------- -

平 均 M it ﾡ(cm) T 均 4 K

番 説 トドマッ エゾマッ トドマッ エゾマッ トドマツ エゾマツ

I 15 15 23.5 21.3 143.7 163.1

I 9 9 17.7 17.4 193.5 222.0

I 15 15 27.4 26.7 130.7 130.1

15 iラ 24.9 25.1 137.9 149.5

V I5 15 26.5 2/:1 145.0 136.7

北方に於けるトド ッ ・ エゾマッ混淆天然林の講成敢:に生ガ状況一例 57

燃 増 過 木 致 平地胸高径 (cm) 年 動

書 映 トドマッ エゾマッ トドマッ ェゾマッ トドマッ エソマッ

W 15 15 245 27.1 150.9 122.7

u 15 15 27.1 26.1 136.7 128.9

15 15 、 25.8 25.3 111.6 11.1 、

K 15 15 26.9 26.7 143.5 125.8

X 15 15 25.3 25.4 133.9
--------

1273

上表上 り ト ドマッ, エゾマツ別に低過林, ボ担林, 傾斜林に 於て共の年齢 を 平均せる もの 

をぐればの通である。

樹 種 低過林 平林 傾斜林

ト ドマッ 162.4 141.1 131.4

エソマッ 185.2 134.8 124.0

贿くの如く低温林に於て年齢最大で,平坦林に於て小となり,更に傾斜林に於て最小记示 

すが, 此の数位を以て一般的に海抜高の増大と4齢の誠少関係を断定することは不可である 

としても, 木調の範圏内に於て, 樹高とﾡ商高直極との比がﾡ樹種共に低量林に於て最小で 

あ り, 傾斜林に於て最大な るの 事實を上記の年齢關係に依 り 設明する こ と は政て不書で も な 

く,即ち年齢の大なる場合に樹高と胸点直極との比は小さく, 年齢の小なる場合に斯る比が 

大となるものと 請よ を得るもの、如くであり, 此の樹高と 胸高直任 と の比の平均値の變化を 

年齢に開係せしめたる場合, の傾向はグイマツの場合攻はスギの場合とも全く一致するも 

のである。

ﾡ準仰遂は ト ドマツに於て約 14-29, エゾマツ に於て約 13-22 であり, 製化係数は夫々 

20-35 %, T7-28 % であり一般にエソマツにかて小である。變化係數と海拔高との關係を 

見るに, ト ドマツ,エソマッ共に低過林にかて小, 平坦林に於て大,傾斜林に於て最大とな 

つてゐる。

第四項 枝下商

各標準堆林分に於ける枝下高の平均値,標準偏差城に變化係數を掲ぐ れば第26表の通で 
こ 、

ある。
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第26 桜下高の不均位式に偏ど

T 均 a (o) 相 消 価 交 Cm) 塾化係ﾡ (%)

番 發
---*マ---ママ---------- 

ト ドマッ エゾマッ トドマツ エゾマッ ト ドマッ エ ゾマ ツ

I 4.13土0.0349 3.35土0.1299 2.33土0.0500 2.15土0.0319 56.42土1.86 61.18± 3.70
I 2.37土0.0357 3.03士0,0743 0.90士0.0252 1.09土0.0525 37.97 土 1.17 35.39士1.90

6.17土0.1774 5.48土0.3346 3.50土0.1254 3.36土0.2366 56.73士2.60 61.31土5.74
I 4.58士0.1441 3.20土0.1304 2.70土0.1019 2.07士0.0922 58.95±,2.90,. 64.69土3.91
V 5.96土0.1216 7.57士0.2734 3.12400360 3.22 ±0.1933 52.35±1.79 42.54士2.99
町 5.14土0.1025 4.72+0.0784 2.21土0.0725 2.06土0.05ら4 43.00土 1.65 43.64土1.38
u . 5.86土0.1745 5.70±0.l!4! 3.13土0.1234 2.46土0.0S07 53.41土2.64 43.16 土 1.66

6.01土0.1321 400土0.1685 2.11土0.0934 2.58±O.II9I 39.90士 1.78 64.50士4.01
K 4.30 土 0.1111 \ 4.85土0.1213 2.40土00786 2.66土0.0858 55.81士2.32 54.85土2.24
X 
=-

6.42主0.1190 541士0.1191
=-----マ

2.74土0.0841
=- --=

2.36土0.0842 42.68土1.53
-ミミ-キ-ョ----二三

43.62土 182

上表に依れば桜下高の不均価は ト ドマツ に於て約 2.4m より約6.4m に述しェゾツに 

於て約 8.1m上 り 7.6m に地する, 各標準地の比校に於て ト ド マ ッ の方大なる場合相多 

く,兩樹秋の比校忆於て ト ドマッの方が桜下尚5大な り と調へる。向グィ マ ツの枝下高が約 

4 m より 15 m に 達す るとと 及の機ﾡ地の不均と して示 さる、ぬ(48: 94-05 を見れ ば, 

トドマツ, ェゾシはグイマッに比し樹高が小なると共に共のﾡ下高も著しく低せことが解 

る。向ト ドマッの枝下高は低林から不埋林 平坦林から傾科林へと共の大いさ を増大して 

ゐるが, 平坦林 に 於 て般 大 を 示して ゐる こと は樹の 場合 と 全く 政 を一にし てゐ る。
\

栃消偏差はトドツにかて約 0.9-3.5m, エマツにかて約 1.1-8.4m であり, 樹種 

間に大差な3議であるが,愛化係数は夫々約 38-59%, 約 35-65% を示し, ヌキ地別に

るとエゾマツの方人なる 場合多 く ; 樹高の場合 と全く 同様に ト ト.マッ より エゾ マッ の變化 

係数が大な り と請よととが出米る。更に是等の援化係数とグイマッの共とを比較して見れば 

グイマッの 場合約 20-47 % であり (48: 75), トドマツ,エゾ マツ は グイ マツ に 比 し枝下75 

者し く 不ひの林相 を星すると とを知る。海扱高と の關係は トドマッ, エソマッ 共に不垣林 

に於て變化係数最大である。

第五項 樹 冠 の 価

各標準地林分に於ける樹冠の幅の平均値竝に偏差を掲ぐれば第 27 の通である。

第27 樹冠 の幅の平均 位竝Iに 偏 差

ﾡ 消 ﾡ ( (m)
------------------ 型化ペ ----------- 

ﾡ (%)

番 B ト ドマツ ニッ トドマッ エゾッ トドマッ エゾマッ

I 2.57土0.0331 2.43士0.057 0.91 ±0.0234 0.91 土0.0387 35.41土1.0199 37.45 土 1.8078
I 2.00土0.0276 2.21主0.0501 0.72+0.0195 0マ4土0.0354 36.00土 1.0979 33.48土1.7846
I 3.3840.0614 3.66土0.1339 1.23土0.0434 1.35土0.097 36.39土1.4459 36.89土 2.9259

3.10土0.0511 . 2.87土00723 I.I6±O.C«2 1.15土0.051! 37.42 ±1.5316 40.07土2.0395
▼ 3.36士0.0196 3.95 ±0.0133 1.27土0.0351 1.56土0.0902 37.50±1.1821 39.49士2.7177
u 2.80 土 0.0538 2.16 士 0.0428 I.27土0.0416 1.12土0.0303 45.36士1.5717 51.85± 1.7333
W 3.55士0.1010 3.90+0.0712 1.87土0.0736 153 ±0.0503 52.76± 2.5895 3923 士 1.4731

1.56士0.0978 4.09土0.1239 1.79土0.0692 1.90土0.0876 39.251.7367 46.45土2.5625
K 3.05土0.0564 3.46士0.0586 1.22土0.0399_ 1.23土0.0414 40.00土1.4983 37.28土1.3581
X

ニ--

3.40x0.0620 3.28士0.0636 1.39土0.0126 1.26士0.0450 40.29+1.4217 38.41土1.5626
上表); 依れば樹冠の辐の平均値は ト ドツにかて 20m ょ り約 4.6mc地し, ェソーッ 

に於ては約2.2m上 り 4.1mにする。然し標準地別に見れば,ト ドマツの方大なる場合, 

エゾマツの方大なる場合雨々相件ばし, ト ドマツとエゾマッとの間に樹冠の幅に於て大迷な」
、• 「

きものとして可なろもの、如くである。更に之をグイッの約 3-4m (48:95) なるに比 

教して も, 等も部間に樹冠の幡にかて大益なせが如 く である。而 して此の平均値は ト ド 

マツ, エゾマツ共に低混林に 於て小,不林にかて大, 傾斜林に於て最大である。今各標準 

地を通じ Iha 當 り 樹種別立木本数を低温林,不血林, 傾斜林別に見る忆次の通である。

樹 種 低過林 不林 傾斜林

トドマッ 1,516 &55 721

エゾマ、ッ 516 533 092

計 2,032 1,398 1,413

斯 く の如く 低浜林 よ り不出林, 下林 よ り 傾斜林へ と 推移す ろ に 従ひトドツ の本数 を淡 

し, エソマッの木数を増す。而 して共の合計木數は低源林に於て極めて多く,不型林, 傾斜 

林に於て少 く , 不林と傾斜林と を比較すれば不林にかて事ろ本数少 き かの傾向あ るが明 

かでない。前述の如き樹冠の幅の低温林に於て著しく小なるの小實は此の立木本數の比技的 

に多数なるに因ること明かであり,ﾡ不朴, 傾斜林の間に於ては立木木數に依り 此の樹冠 

のﾡのﾡﾡは設明されない。之 は 傾斜林に於て は平坦林に於ける よ bも トドマツに在り ては
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胸直径, 樹商共に大であり, 從って立木本數は兩林に於て同数に近く とも傾斜林に於ては 

大なる林木の集合ﾡを形ルしてみるから樹ﾡの幅も自ら大であるべきである。両してェー 

ッに於ては開髙直經,樹高共に其の平均値は平坦林に於ては傾斜林に於ける より も大である 

に拘らす, 前述の如 く 樹ﾡの幅が小なるの質則ち傾斜林に於て樹ﾡの幅の大なるの事賞は 

エゾマツは ト ト•マッ よ り も枝下高の低からんと ナる傾向あるとと, 從つて傾斜林に於ては地 

形 も 20-30 度 の級料政は念斜である 爲め本数の割合に ェマッ の樹冠の旅張す る上に 

於て, 即ち亦空間を占ﾡする上に於て好都合なる環境に在ること等に依り設明され得る もの 

であろ。

標準価差は トドマッ約 0.7-1.9m, エソマッ も約 0.7-1.9m で何等差異 を 見出し難いが, 

變化係数は前者に於て約 35-53%, 後者に於て 33-52%, を示し一見ゾマツの方變化係 

数前小なるかの如く であるが, 杯ﾡ地別に見れば=ソマツの髪化係数大なる場合ﾡ多きを示 

し結局變化係数も亦兩樹種間に差異なきものとすることが出來る。 のト ドマツ, エジマツ 

の愛化係數をグイ マツの夫と比較するに,後者は約 70-110% であり,批齢林のみに於ても 

約70-110%,老齢林のみに於てい約70-80% を示し(48:05), グィマッの樹冠の幅の製化 

係数が極めて大であり,トドマツ,エゾマッの夫がﾡめて小なるを知るのである。海ﾡ高と 

の關係を見るに, トドマツに於ては低林より傾科林に至るに従ひ大大となり, エジーツ 

に於ては低遍林に於て小,平坦林に於て最大を示してゐる。

第六項 樹冠の長さ

樹冠の長さは亦樹為と枝下高との差であつて,今各標準地林分に於ける樹冠の長さの平均 

価, 標準仰益ﾡに優化係敷を掲ぐれば第28表つ通である。

上ﾡに依れば樹ﾡの長さの不均価は ト ドマツに於て約 3.3m より 9.7m, エゾマツに於て

ﾡ 準 ﾡ

番 B
T 均 a (m) 橘負回ﾡ (m 型化係ﾡ (5)

トドマツ エゾマッ トドマッ エゾマッ トドマッ エゾマッ

u 5.56士0.1381 5.41 ±0.1072 2.97+0.0977 2.81+0.0758 53.42 ±2.20 51.94土1.74
u 6.29+02655 7.28 ±0.1852 4.76土0.1877 3.99土0.310 75.68土1.38 54.81土2.28

9.70 士0.2780 7.22 ±0.3329 5.08士0.1966 5.10土0.2354 52.37 ±1.63 70.64 ±4.60
K 5.11土0.1786 5.42 土 0.1593 3.86±0.1263 3.50土0.1126 75.54 ±1.88 64.58+2.82
X 6.58主0.1827 5.90土0.1773 4.21 土 0.1292 3.51 ±0.1254 65.20土1.80 59.49土278

約 4.0m よ り 9.2 m に迷し, 標準地別に見るも ト ドマツとエジマツとの間には樹冠の長さの 

平均値忙於て大黑ないが,之をグイマッに比核するに, グィマツに於ては樹冠の長さの不均 

位は約4m より 11mc迷し (48:96),樹冠の長さはグイマツに於てﾡ大なりと請よこと 

が出楽る。又 トドマツ に於ては此の平均値は低沿林に於て小,平坦林に於て大,傾斜林にか 

て最大を示し, エソマツに於ては低林に於て小, 平坦林に於て最大 を示す。

標準間ﾡはト ドマツに於て約 2.4-5.1m, ェジマツに於て約25-54mで大逃なきが如く 

であるが, 變化係数は前者に於て約 52-76 %, 後者に於て約 52-81 % を示し一見エゾマ 

ッの方大なるが如くであるが,各標準地別に見ればトドマツの方稍大なるかの如く窺はれ結 

局のﾡﾡは明談でない。ﾡグイマッ と比較するに此の場合不地位は 25-79% であら(48: 
96),グイマンはト ドマッ, エゾマッに比しﾡﾡの長さが一定してろるととが解る。mして卜 

ドマッc於てもヌェソマッ c 於て も 此の變化孫数 は不担林に かて最小で あ り 低林 (=yマ 

ッの場合) 或は傾科朴 (ト ドマッの場合) に於て最大であるが,之は林床の狀態,地形等に 

依り新く相違を楽せるものであらう。

. 第28表 樹ﾡの長さの本均位位に偏差

u 準 増 工 均 u cm) 当 準 @ 差 cm) 愛化係 ﾡ (%)
番 ﾡ ト ビッ エゾマツ ト ド マ ッ エゾッ トドマッ エゾマツ

I 4.21土0.0934 3.98 土 0.1761 555 土0.0660 2.92+0.1245 60.57土2.06 73.37土4.5i
I 3.30-0.0921 4.73 土 0.1718 2.39士0.0551 2.52 土 0.1215 72.42 士 2.82 53.28 ±3.21

&51 土0.2338 9.15士0.5347 4.61士0.1653 5.38土0.3781 54.17士2.47 58.80土5.43
6.24+0.2290 523土0.2672 4.28 士 0.1619 4.21+0.1889 6S.59士3.61 80.50+547

V 644土0.1722 8.28+03661 4.41土0.1218 4.31土0.2589 68.48士2.65 52.05 ±3.83

第七項 樹冠の長さと幅との比

各標準地林分に於ける樹冠の長 さと幅と の比の不均価, 標準偽薬竝に變化係数:を掲ぐれば 

第29変の通である。
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第 29 表 樹の長 さと幅と の比の不均価端に偏

# P 地
番 映

-ニ ニ------

トドマツ エIゾ マ ツ トドマツ エ ゾ・マ ッ 卜:ドマツ エゾマツ

I 1.44士0.0264 I.52土0.0566 0.72土0.0187 0.94土0.0402 50.20土1.59 61.79土3.50
I 1.54土0081 2.07 ±0.0732 0.99土0.0269 1.07土0.0518 64.33土2.36 51.83 土 3.10

2.55土0.0578 2.40土0.1098 1.14土0.0409 1.10 ±0.0779 44.53土1.89 45.94士3.85
F 、 182土0.0538 1.55土0.0538 1.00 ±0.0379 085士0.0381 55.26士2.65 54.86士 3.12
▼ 、180士0.041I 1.90土0.0689 1.05土0.0291* 0.80 士 0.0487 58.52士2.10 41.92 土 2.98
W 1.39土0.0466 2.24土0.0380 1.01 ±0.0330 0.99 土0.0268 72.27土3.39 44.43士1.42
u 1.57士0.0149 1.82士0.0361 0.80士0.0317 0.78 ±0.0255 51.14土2.49 42.71土1.6

1.96土0.0170 1.59土0.056 0.86土0.0332 0.87 ± 0.0399 43.95土2.c0 54.47 ±3.17
K 1.33土0.0377 1.72士0.0109 0.81土0.0266 0.90土0.0290 61.23士2.65 52.25 ±2.09
X 1.86土0.0396 1.76土0.0405 0.91 ±0.0280 030 士 0.0286 19.04+1.83/ 45.36+1.93

=ーママえ工てママ、

上表に依るにﾡ元の長さと幅との比の不均位はト ドマッに於ては約 1.3 よ り 2.6 に述し, 

ェマツに於ては約1.5 s り 2.4 に迷し大差なきが如くであるが, 標ﾡ地別に見ればエソマ 

ツの方大なる場合ﾡ多く, 結局卜 Fマツとエソマツとの比教にかてェマッの方樹冠の長さ 

と幅とのが大な り と謂ふを得。即ち =ソマッ の方が和細長なる樹冠形を呈す るととゝ 

なる。

樹冠の形はﾡに解ﾡナれば環境に依り左右せられる もので, ﾡ林のものや一方のみ個 

して明光に物出してゐる もの及孤立木の樹冠等は夫々若 しく 趣を異に してみる。然し一方樹 

対形の差異は亦樹幹や核の大い さ,枝の製等と共に樹和の特性に因るものとされてゐる。商 

して是の事象は自ら明で他の関係因子としての双ﾡ的なものととをW別するととはﾡめて 

容易である (4:25)。即ち生育状況を端的に示ナべせ要として樹ﾡの形を探刑するとと有 

利である所以である。

Fichte の樹冠形に關し研究せられた る もの に 依れ ば, 孤立木は一般に樹冠価動の角度が 

36度の三等三形の樹ﾡ形を品ナるものであると調よから (81:197). 之では樹冠の長さ 

と幅と の比は 1.5 内外となり 該試験林の エゾ マツ より も 細長 ならさる が如く 窺はれる。他グ 

イマツにかては一般に此の樹の長さと幅との比は約1.5 よ り 3.2 に途し,(48:96, ェy 
マツェ り も大であつて, 蜘の形一層•細長である。但しグイマッ忆在りても樹冠の形は胸高 

直優小なる場合は広ﾡﾡ形を星し, 直徑の大なると共に細長なる図錐形を示し,胸高直徑更 

に大となれば, 樹冠の形は不規則なる【U発形状を呈するものであり, 樹前の状況亦齢林 

と老船朴と にかて著しき相違を示し, ﾡ齢林に於ける ものは 多く 樹相通直で樹冠の 中心尖端 

部覊成し初冠の形尖頭である力;,老齢林に於けるものは大部分樹前屈聞して不頭をなすか 

ヌは樹ﾡ部にかて幹校分岐して樹冠価聞頭を品してるる (48:97)。ト ドマツ,ェソマツ林木 

に於て も樹冠の形は勿蹤,林木の大小,老幼の他に依りﾡ違を示し樹冠mの映祝況が頭の 

もo, ﾡ頭のもo, 成は平頭の もの等に分類出來る。 等の世班の形は例へば Fichee に就v 
て唱へられてゐるが如く,生活環境の當然の要素たる光線と,生育領城としての空間との開 

係から決定されるものであつて, 光線の要求に對しては樹冠の上面が廣大になり,塗間の要 

求 に対して は樹冠が尖頭回錐に なるととがましく, 従つて問国 と の競争の激 しかるべき幼 

ﾡ齢林木では一般に尖頭側ﾡの樹冠形を品し勝閉林中の老齢林木がの樹冠形を上方に投ん 

出てゐる のは最周圏 と の生存競争が終了 してるとと を示ナ ことになる (67:101)。
而 して樹冠の形は根本的に はMの如 ・原mに依 り定されるも ので, 該試驗林に 於て も - 

般に R.BAIIGEn氏 (1925) の採代林にかけるが如く小優級木には令状の樹冠を品するも 

の多 く,上長生長旺盛 と なれば樹冠は大叫能形とな り,著しく 老齢の超優勢木と も なれば 

樹ﾡの形は1 び叫頂を品す るが(5: 13), ト ドマツは Taanec似て老齢木に がてﾡ々 町柱 

映となり, エソマッは Fichee に似て老齢木に 於て谷々 Pyramia 形を呈する もの ・ 如く 思料 

せられる一面,該驗驗林に於ける二,三の世立木に就いての出! 察に依れば,是の開係は卜 

ドッとエソッとに於てずろ反劉の形を品するもの、如くである。

斯く述べ來ったが,此の梱冠形は事實 可成 り 网就な もので,例へば トドマツ,エソマッの 

場合に して も, 是は グイマッ の校に必ナ し も m な る 胸商直優ゐ大小のみに 因り 決定 さる、 

ものでもなくヌ齢の老めのみに因り決定さるゝ ものでもなく,極めて多岐多様にして複雑 

なる環境因子の駆響に因るととが想像せられる。例へほト ドマッ の老齢木に静からず存在す 

る様に見受けられるﾡのﾡﾡ価が情ﾡの附近にかて樹葉ﾡ生してﾡﾡを塁し, 之れ上 り下方 

2-3m の間に樹枝を欠き,更に下方に至るに及び再び改めて樹冠形を形成するが如き特殊の 

樹冠形は相當. 多年に に るカ ミキリム シ類の被害木に限られるのであつて,眞に精就な科學的 

森林施業を行はんとするならば, 財る樹冠形の研究及之に關聯せる樹木級類別 (後出) の研 

究の如きが先づ差當 り 必要不可欠の ことであつて, 之に關 しては更に後述する處あるでも 

ら9。

の樹冠の長さと幅との比はト ドマッ, ェソマッ共に不ﾡ林に於て最大を示し低過林 (卜
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ドマツの場合) ﾡは傾斜林 (エソマツの場合) に於て最小を示す。

標準信差は ト Fマツに於て約0.7-11, キソマッに於て約 0.8-1.1 で大差なぎが如くであ 

るが, 變化係数は前者に於て約 44-72%, 後※に於て約 42-62% であり, エソマッの»c
於て變化係数小であり,又標準地別に見ても然 りである。即ちトドマッより も エゾマツの方 

に於て此の變化係数は小な り と請よを得。グィマッ では此の愛化係数は約 33-00% で 

(48:97), ト ドマッ及ェゾマツに比し極めて小であり, 即ち ト ドマッ, エゾマツに於てはグィ

マッェ り も樹冠の形の變化が极锥なる を示し,之は容易に想像し得られることでもある。又 
/ ・*

此の愛化係数はトドツに在りては傾斜林に於て最小で不ﾡ林に於て最大, エマツに在り

ては平坦林に於て最小,低阻林に於て最大である。

第30変 樹兄長ﾡの下均価地に偏迷

第八項 樹冠長率

腕長率とは樹冠の長さの他為に對する百分率であつて,今各標準地林分に於ける樹冠長 

率の不均位, 標準偏差竝に變化係數を掲 ぐれば第 30 表の通である。

iポ増

番 ・

工 均 u (2) 標準 偏 袋 c%) 製化係弘 (の

卜Fマッ エゾマッ トドッ エゾマッ トドマッ エゾッ

I 49.42土0.5217 51.56 土 0.9777 14.30土0.3689 I6.21土0.6913 2894+0.81 31.44土1.47
I 53.13土0.6051 57.81土1.0405 15.72土0.4279 15.27 土0.7357 29.59 土 0.87ヽ 26.41+1.36
I 57.88+0.7861 61.30土15254 15.51主0.5559 15.34土1.0786 26.80土 1.03 25.02 ±1.83

5607土08347 57.39土0.9653 15.6040.5902 15.21+0.6826 27.82土1.13 26.50土1.27
4.73+06015 52.38土1.0486 15.52土0.4253 12.34土0.7415 31.21 ±0.94 23.56±1.49
50.90土0.6562 51.05土0.5691 14.13土0.4640 14.93土0.4024 27.76土0.98 29.25土085

u 48.97土0.8366 54.24土06589 14.99土0.5916 14.19士0.4559 30.61土1.32 26.16+0.92
59.57土0.8419 61.68士0.9080 15.39士0.5953 13.92土0.6421 25.84+1.06 22.57土1.62

K 52.00土0.7009 51.76土0.7963 15.17土0.4956 17.47+0.5631 29.17土1.03 33.75 ±1.79
49.61 土0.64や 50.67土0.7909 14.87生0.4560 15.65土0.5593 29.97土 1.00 30.89±1.21

上表に依れぱ樹冠長率の平均値は ト ドマツ に於ては約 49% よ り 60%, エゾマツ に於ては 

約51%より 62% に達し,女各標準地別に見るも ト ドマッょ り も エゾマツ の方此の做遙に大 

である。之をグイマツに比較するに, グイマツに於ては41%% 上り 60% にﾡするも (48:

97), 全標準地の平均に依れぱ ト ドマッ,エゾマツに比し過かに小なるを知る。ト ドマツ,エ 

ソマツ共にの不均航は不ﾡ林にかて最大を示し低林 (ト ドマッの場合) 或は傾斜林 (= 

ソマッの場合) に於て最小を示す。

標消偏強は ト ドマツに於て約 14-10%, エソマツに於て約 12-16% にして,ﾡ化係数は 

ト ドマツに於て約 26 -31%, エゾマツに於て約 23-84% にし て兩樹部网 に於て大差なき 

が如 く であるが, 各標消地別に見れば ト ドマツの方變化係数大なる場合种多 く ,即ち曲冠長 

率の變化係數は ト ド〜ッの方に於て大なりと請ふを得るもの、如くである。グイマツと比校 

するに,之は 23-38% にして (48:97), ヌ全ﾡ判地の不均に就き見るも ト ドマッ, ェソ 

ッに比し者しく大である。故に ト ドマツ,エゾマッはグィマッょ り も描冠長率途に大であり, 

又比較的に樹高に應じて樹冠長が建化してゐることを知る。尙トドマツ,エゾマツ共に此の 

變化係政は低温林に於て最大で平坦林に於て最小を示すもの、如くである。

第九項 樹ﾡの幅 と 胸商直征 と の比

第31変 樹冠の価 と 脚髙直徑 と の比のボ均価域に 価 差

各標準地林分に於ける樹冠の幅 と胸高直履 との比の平均値,標消価送並に變化係数をぐ 

れば第31変の通である。

ﾡ 単 A 平 均 位 担 準 ・ 化 保 ﾡ (2の)・
トドッ エソッ トドッ エソマッ

—
トドマッ エゾツ

I 29.21 ±0.4488 31.92± 0.7513 12.27 土 0.3173 12.45土0.5312 42.01+1.26 39.00±1.90
I 29.19土0.3855 21.22±0.5718 10.02士0.2726 8.39士0.4013 34.33 ±1.04 39.54±2.18
I 23.67 土 0.6251 23.91 士 1.3323 12.3340.4420 13.40 ±0.9421 52.09士 2.32 56.04 土 5.08

26.95 ±0.5668 32.96土0.7527 10.60土0.4003 11.85±0.5322 39.33 ±1.70 35.9818I
28.95:0.4697 26:27+1:1305 12.04士0.3321 13.30土0.7994 41.59 土 1.33 50.63土3.74

u 22.27 土0.3238 22.86ま0.288 6.97 ±0.2290 7.52生0.2028 31.30 1.12 32.90土0.98
30.68士0.6636 25.73士0.6251 11.89土0.4692 13.46土0.4420 38.75 ±1.74 52.31主2.14

m 24.31 土0.5437 33.32士0.8133 9.94 ±0.3845 ・12.47土0.5751 ,40.89±1.05 >37.42 ±1.95
K 34.72士0.7585 304 1 土0.53やラ 16.41士0.5363 11.730.3779 ■; 47.26士1.86 33.57 ±1.42
X 27.07土 0.4564 27.03 土 0.4682 10.53±0.3227 9.26t033!! 38.90 ±1.19 34.1941.36

上表に依れば描冠の幅と明高直徑との比は ト ドマツに於ては約22 よ り 35, 千ソマツに於

ては約 21より33 に迷し, 一見 ト ドマツに於て大なるﾡであるが, 各標地別に見れば=
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ソマッの大なる 場合利多 く,ﾡ局樹元の価 と 胸高直径 と の比は トドマツとエゾマツと のIに 

於て大差なしと看るを得べき もの 、如くである。又 ト ドマッ, エゾマツ共に平坦林に於て此 

の比が胡小であり傾科林に於て放大を示すもの、如く窺はれる。

標準偏差は トドツに於て約 7-16, ソマツに於て約 8-15 であつて, 變化係數は前行 

に於て約 31-52%, 後新に於て約 33-56% である。トドマツ と エゾマッと の此の樹冠の 

猫と附為直經との比の變化係數は,地の救位に依るとエソマッの方が大なるか如 くであり, 

ﾡ松地別の比核に於て トドマツの大なる場合とエゾマツの大なる場合と相半ばしてゐる 

が, ﾡ局ト ドマッ上 りもエソーツの方に於て此のﾡ化係数極めて位かながら大を示すものと 

して可なる如くである。又ト ドマツに於ては海投の大となると共に此の謎化係数は大を示 

し,エゾマツに於ては平坦林に於て最大,低温林に於て般小を示してゐる。

第十項 樹 幹 材 積

各標準地林分に 於け る樹ﾡ別の樹ﾡ材積の不均位 松価迷地に拠化係数 を 掲 ぐれば第 32 
表の通である。

第 92表 樹幹 材 積 の 平 均 航 位に価塗

梯 消 地 平 均 t (m) ' ゼ if 価 交 (□3) 塾化係 數 (%

・ドマッ エゾツ ト ドマツ エグマッ トドマッ エゾマツ

I 0.124士00057 0.117土0.0134 0.185士0.0047 0.223主0.0095 148.87土 8.94 190.51土23.36
0.062+00345 0.145士0.0121 0./15土0.0031 0.178主0,0036 185.97土14.22 122.83-11.86
0426 :0.0243 080s too7s ' 0.48ラ土0.0171 0.736土0.0529 113.94生 7.64 120.95 ±17.23
0.261+00199 0.219+00315 0.377土0.0141 0503+00223 144.52土12.28 229.63士34.56

V 0.256土0.0130 0.528土0.0453 0.333 ±0.0092 0.529士0.0320 129.96士 7.50 100.13土I0.51
0.2170.0112 0.146土0.0038 0.241土0.0079 0.232主0.0063 11083土 6.77 158.6310.52

uI 0.387土0.0355 0.280土0.0167 0.636土0.0251 0.359土0.0!18 164.21土16.39 128.18土 8.7!
0.631 土0.0333 0.354土00313 0.609士0.0236 0.480土0.0221 96.58士 6.32 135.56土13.51

K 0.267土0.0219 0.249土00193 0.474 土 0.0154 0.434士0.0!40 177.34土15.65 171.34土14.95
X 0.277+0.0178 0.174土0.0142 0.410主00125 0.281土0.0101 143.09 土 10.54 161.49 土 1444

上炎に依れば,樹砕材積の不均価は ト ドマツにかて約 0.06m よ り 0.03m にし, メェ 

マッにかては約 0.12m? よ り 0.61m c地し 平均値に於ては 兩樹師に 差異を 認め 難いが, 

標地別 に見るときはト ド マツの方火なる 場合納 多く,即ちトドマッとエジマッとの間には

樹材積の不均価に大をは認め難いが, ト ドマ ツ の方一般にﾡ大 なりとして可なる如くで 

ある。而して低過林,平坦林 及傾斜林の夫々 に 沈いて見る と,此の平均値 は ト ドマッの場合 

低過林にかて小, 不林に於て大,傾斜林に於て最大を示し, ェジツの場合低過林に於て 

小,傾科林に 於て 大,平坦林に於て奴大 を示し,ﾡる傾向ば胸高直価, 樹高等の示す一般的 

ﾡ向と全くﾡを一にするものである。

松準遂は ト ドマツにかて約 0.12-0.64m, ェソマツにかて 0.18-0.74mであるが, 婆 

化係數は夫々 111-186%,100-2806 に述しエゾマツに於て冊大なるかの如くﾡはれるが, 

各標準地別に見ても = ゾマツの方大なる場合稍多く,結局エゾマッの方に於て變化係数が大 

な り と請と と を得る。變化係数と海抜高との關係は兩樹新共低温林に於て變化係数特に大 

な る かの如く ﾡはれる外に格別の傾向は認められ。ﾡ樹幹材積要楽にかての愛化係ﾡが 

(退の如何なる他の要米にかける ものよ り大なるを示せるは, ﾡる林分にがて林木の大小が 

樹幹材積に於て特に参塗混せる ものある を如賞に順示ナ る も のであ る o

第十一項 樹幹 胸高 形 數•一

第 33 表 樹幹的高形數の平均値竝に偏差

各松判地林分に於ける樹種別の樹除胸高形撃のT均価,標料価さ域にﾡ化係数を掲ぐれば 

第33表の通である。

T 均
-------------

e 係 製 (2
番 試 トドマッ エソマッ トドマッ エゾマッ トドマッ ェ yマ ツ

I 0.727土0.0055 0.731主0.009t 0.150士0.0038 0.157 ± 0.0067 20.61ビ0.55 21.43土9.96
I 0.792 土 0.0057 0:666士0.0031 0.149 00010 0.119士0.0057 18.79土0.53 17.88土089
0 0.623+0.0070 0.6400.0150 0.140土0.0050 0.148+0.0106 22.52 士 0.84 23.065主 1.74

0.697土0.0084 0.70つ0.0030 0.159土0.0059 0.145+0.0054 23.17土0.91 20.42094
v 0.672土0.0050 0.615士0.0094 0.153 L0.0042 

・
0.102+0.0066 22.83+0.66 17.77土1.11

0.656土0.0059 0.657 ±0.0032 0.126土0.0041 0.083士0.0022 19.18土0.65 12.57主0.34
0.703土0.0038 0.612主0.0053 0.175 ±0.0059 0.115土0.0038 19.18 士 0.65 17820.60
0.588土0.0075 0.663土0.0097 0.137士0.0053 

ル
0.1490.C067 23.19土0,94 22.28 土 1.03

K 0.717*0.0077 0.655主0:0052 0.166士0.0055 0.1130.0036 23.18士0.80 17.30057
X 0.655土0.005! 0.643土00038 0.177+0.0036 00750.0027 17.88生0.57 11.65+0.42

上と依れば, 樹ﾡ胸高形数の不均価はト ドマツに於て約 0.59 よ り 0.79 に迷述し, 又エゾ
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マツに於ては約 0.02 よ り 0.73にし, 不均価に於ては花県を認め難いが各柄消地別にる 

ときはト ドマツの方に於て大なる場合稍多く,即ち ト Fマッと=ソマッとの間には樹幹腕商 

形数の平均値に於て大差な さ が如くであるが, 政は ト ドマツ の方に 於て一 般に樹幹的高形他 

の大なる場合めりとするととも出來る。

栃信交は トドマツ 忆於て 約 0.13-0.18, エゾマツに於て約 0.08-0.16 で あり,トドマツ 

cかて納大なるが如く製はれるが, 愛化係整はトド〜ツに於て約18-25%, エゾマツに於て 

約12-23%% を示し一見して ト ドマツの方に於て大であり,又各標準地別に見るも ト ドッ 

の製化係敷の大なる場合が多へ。愛化係数と海扱高との開係は トドマツ に於ては低浜林から 

平坦林,平坦林から傾斜林へと推移するに從ひ變化係數念大となり,エゾマツに於ては斯る 

傾向に反登に却て小となるものゝ如くﾡれるも明かではない。

第十二項 總 搭

以上に依り胸高直径,樹高, 樹尚と胸高在郡との比,枝下高,樹紙の幅, 樹冠の長さ,樹 

冠.っ長さと幅との比,樹延民中,樹電の価と胸盗書在との比政は形数 材精等の要索に就き 

共の平均値竝に偏装に基を各標準地林号の林相を吟味し,・ド ッと ジマツ との樹種の比 

教を行ひ併せて是等の樹顔をグ イ マ ッと比核して,所調一資同賞林的林相を柄成するグイ マ 

ッに到し一路不ﾡ探伐林的林相を風するものとル料せらる、トドマツ及ニソマツの特性を置 

識し,ﾡに該試験林にかて激扱高を夫々興にナる低林。 不代, 御4せの特性としての# 

相の比較研究に及び之を明かに したのである。共の結果は矣々典昭第一乃至第•+ーー 項に於て 

詳述した史であるが,今ル等を大略ﾡ括的に羽返 して見れば次の通である。

胸高直優,樹高等のﾡ業に開しそは本調充の範山内に於ては トドッとエゾマツとの間に 

/小の塗興は認められぬ。但 し前述の如 く 保目地方の全城に重 り胸商直種 12 cm 以上の朴木

を調査した結果に依れば, エッマツのガが欧商直解人と示した例もある。 樹短の幅に就い 

ても両樹種間に大小○塗県が認められなかつた。とに反 し桜下高5, 樹ﾡ○投さぐに於て特に

心者に於て兩樹師間に明かに大小の差異が超め られた。樹ﾡ○長さに開 し枝下窗に於け る種 

兩樹種間の差異が明瞭に認められなかった理由は,樹高に於て刚樹種の片異が認められなか 

った事實に徴し自ら明かである。商して是がの直接測定林木要にかて, 比較的に兩樹随間 

の差異が認められなかったのに對し,樹高と胸高直徑との比 樹○炎さと幅との比, 掛冠

長率なの間接調定林木災に於て両樹種間の差興が明媒に認め られた。但 し樹韓材積竝に樹
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幹胸高形數に關しては, トドマツに於てﾡ大ろ不均価を有するかの如くであつたが, 格別 

著し き 差異 を 示す もの と は認め られ かつたo

ﾡ局トドマツはエマツよりも桜下が大であり, 同時に樹冠の長さが小を示し 又樹商 

と胸高直極との比が一般に大であり, 樹冠の長さと幅との比及樹冠長率は共に ト ドマッにか 

て小である。

ﾡル等の開係はﾡ明林中にかける林木に就てのものである。

以上の事賞よ り ト ドマッ, エゾマッ 混淆天然林に於て ト ドマツと エソマツの夫々 の林木生 

育状況を示すに樹砕地に樹冠の形を以てするととが行数なるを知ろのである。

次に是券の要素の平均値が夫々低浜林,平坦林竝忆 ﾡ斜林にかて如何に推せするか をJれ 

ば,胸高也徑； 樹高, 樹高と胸高直經との比 桜下高, 樹冠の幅。樹冠の長さ及樹幹材琰 等は 

トト.マツの場合耿も低濕林に於て小を示し,平坦林に於て大となり,M斜林に於て最大を示 

す。然るに エゾ マツ に 在り て は低林にかて最小を 示ナが, 樹商 と 胸商直係 と の比, 樹冠の 

幅を除 き他つ製は不損朴にかて最大 を示ナ。 地等の関係は年ﾡと地位, 或は共の何れかに 

基因するものと考へるのが通であるが, 今年齢に之を開係せしめると ト ドマッ, 工ゞマッ 

共に前述の如く 林木の平均年齡は低温林よ り 平坦林,不料よ り傾科林に至るに従ひ小とな 

つてて, トドマッとェマッとにかてD傾向に交興なさを以て, トドマツは是等の来 

が傾斜林に於て最大 を示 しェゾマツは不型林に於て最大を示す こ と の設明に不充分となる。 

従つて是等のW係は地位にﾡ因せしめわばなら。然らばト ドマツに在りてもェマヅに在 

りても低林に於て地等の要素がﾡ小を示すが,此の低ﾡ林に於ては他に比骸して地位最も

下 位に 在る こと 明瞭 で ある 以上 マ ッに在りては不林 ょ り 傾斜林へ と 地位海次良好 と な 

り,ト ドマツの生育に好適となるに従ひ是等の意大とﾡりて傾科林に於て最大を示し, 

一方エゾツに付しては, 傾斜林よ り平坦林へと地位良好となり, エゾマツの生育に好適と

なるに従ひ光等の要業底大とな り.て平坦林に於て最大 を示すものとするを 得る もの、如く, 

結局トドマツと=ゾマッとではの生育適地を異にするものと思料せらる 、のである。而し 

て樹高 と 胸高直徑 との比,樹冠の長 さと幅 との比,勘冠長, 樹冠の用 と 胸高直徑 との比等 

に 關 しては地位 と の開係は之を認め難 く , ヌ年齢と の関係 も 樹高 と胸高直徑 との比を除き之 

を認め得めものゝ如くである。

次に變化係数に就いては胸尚直徑,樹高,枝下高及樹冠の幅と胸高直徑との比に於て,= 

ブマッのガト ドマッ上りも大なる位を示 し,樹 と 胸高 直任 と の比, 樹冠の長 さと幅と の比,
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樹冠長率に就いては ト ドマッの方ェゾマツよリ も大なる變化係般を示した。一般に林木要素 

の平均値に於けるよ り も變化係數の方に於て ト ドッ, =ジマツﾡ世種の相違を示した場合 

が多く,之を以て變化係数は是等の林木生育狀況を示すに適當なる要楽と溜むるを得る。

エゾマツがトドマツよ りも別u優, 樹為,桜下商5に於て大小不揃の程度者しせを示ナ 

ことは, 前者に於て小徑木の 多き ととを示すも のであって, 同時に 又孤立木的大押木の存在 

をも意味するものである。

既に胞高直徑階別或は樹制階別本數配分の項に於て述べた るが如 く, ゾマツに在りては 

の林ﾡ○概成が ト ドマ ツに比し連統的でな く, 軍ろ多層階段的の如 く 一見比較的單純に窺 

はれるに拘らナ, 林木胸部山優載は樹高等のﾡの不均位からの個務が トドッの場合に比 

し火であることは矛盾でもなく, 之は林未要素り火いさの最小限から俄大限迄の範阳と囲ふ 

偏差の大い さ に至大の開係を行する製宇的な問題は必す し も 林冠 構成 と 消ふが如き 総括的な 

問題と細部一致するとは叫らぬのであつて, 結局林茂の構成と林木要素の偏理とに關する 

ト ドマツとエゾマツとの比似にかて, 叙上の雨面の考楽を必収と すると とを系知すべさで 

ある。

林木訴災業の愛化係数が低型林,不堀林及傾斜ﾡに於て夫々相ﾡる映況は不均位の場合和 

明瞭でなく, 樹向とル高直征との比止に於て耐樹ﾡ共に低ﾡにかて小, 平坦林に於て大,傾 

斜林に於て載大を示した。此の外トドマツでは樹冠の幅, 樹の幅とﾡ高直ﾡとの比にかて 

同様の傾向 を示し,他は樹証, 災※の種類に於て執も利然なる傾向を認め難いo

最後に師造の林木ﾡ楽の不均値に備迷の示すﾡに依り トドマッ・ エゾマッ 混淆天然林が 

グイマツ軍純天然林と共の外級的生市形にかて相逢する動を進べ, ヌト ドマッ ・エソマッ 

清天然林の正常 な る 生育状を示 さ ん に次の通 りである。即ち 是等の トド マッ •エゾ マッ 混 

淆天然林に於ては胸高直徑の平均値は約 9-25cm であり, 樹高は約 5-10m, ヌ桜下高は 

約 2.4-7.6m, 桃冠のﾡは約 2.0-46m,樹置の長さは約 8.3-9.7m であ り, 樹の幅はヶ 

イマツ照純天然林に於けるものと大遊なき外は, 他の要索悉くグイマッ林に於けるものよ り 

もの値小であり, 又樹髙 と 的高直紀 との比 樹衽の長さ と 幅との比 は夫々 約 03--89, 約1.3 

-2.6 であ り,是等 を グイ ッ林に於け るものc比骸すれば, ﾡも後者に於ての不均位大 

である。唯樹就長率のみは約 49-02% であ り, グイ マッ林に於ける ものに比し大なる値を 

示す。即ち ト ドマツ ・エゾマッJ高天然林に於ては, 各種林木要の大いさはグイマッ林に 

比し一般に小であり,之は大いさの小なる林木の坐合せるﾡ果に外ならなく, 然るに樹冠の 

長さはよ り下ガに及んでみるが, 夫は林内に於ける立木度がﾡで間かも明の保持が充分な 

る事例竝に共の場合に於ける樹師か特性を也に聯想せしめる。更に變化係數に就いてはトド 

マッ ・ エゾマツ清天然林に於てはグイマツJ純天然朴に於けると同校に, 樹高と胸高直從 

との比の発化係数最小であり,之に亞ぐは樹冠長率であるが,トドマツ,エゾマツに於ては 

樹起の幅の偏差極めて小なる に反 し,グイ マッに於て は 之は林木要素中最大 の価zを示 し, 

又 ト ドマッ, =ソマツに於ては桜下商は樹高よ り もよく揃ひ,御髙は枝下高に比し不揃ひで 

あるが, グイマ ツでは樹商高の方が桜下高よ り も一齊林的であ り,ﾡトドマ ッ, エソマツでは 

胸高直經の變化係数般も大であり偏差の著しいことを示すが,グイマツでは然らずして,是 

等の事實は以も ト ト, マッ ・=ソーツJ林天然朴とグイマツJ純天然林との朴相政は生育状 

況の相違を如實に示すものでなくてはならぬ。 地等の開係を更に製字を以て示せば, トドマ 

ッ ・ エゾマツ混沿天然林に於て,變化係数は胸高直径の場合約 52--94%, 樹高の場合約 41 

-72%, 桜下高5の場合約 35-05%, 樹笠の幅の場合約 33-534 であ り, ヌ樹冠の長さの場 

合52-81% を示し, 樹ﾡの簡にかての鍵化係敷がグイマツにかけるものより著しく小な 

るを除き他は秋もグイマツに於けるものよ り大である。又樹高と胸高也径との比,樹冠の長 

さと幅との比の場合は共々 17-35%,42-72%であり, グイマツに於けるものに比しかも大 

を示す。 く して トドマッ・ エゾマラ混淆天然林に於ては各種林木要素の大い さがグイ マッ 

單純天然林に於け るものに比 し一般に小であ る に 拘 ら ず其の平均値 を 中心とする 關係的撒布 

座は一般に大であつて, 林木大小参益の著しきを示ナものであり;唯樹ほの幅, 樹冠長率等 

の樹冠關係要素に於て然ら ざる を見るが,之も亦トドマツ, エソマツの樹画の特性として是 

等林総向球成複維な る禅に在 り てﾡ樹の彼地の正常な る を示すに外なら’ない。

第二節 樹 幹 の形映ウ に 樹皮 -

第一項 樹件の形状

樹幹の形状を端的に直極即ち胸高部以上の樹除を10 等分せる各動に 於ける直ﾡと胸高 

部に於ける直任との比を以て示さんとする。而して此の直徑率は各標準地林分に於ける材 • 
・

秋の體準木と 目 さる、もの、皮村直極政位 り之を計尊して求め,ﾡ胸商直優にする地上 

尚5 0.0m に 0.3m に於ける直徑の百分率数を も算出 した。即ち斯る 意味の直径率を配列

示すれば第34表の通である。
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第34変 標準 木 の 直 經 率

概番 
マイ・ メr

平均 血 型 率

--------------------
(%)

1 1- / <
過説

________
ic種 年齢 93.。 q0.3 t qe qs q 1 * "s 7 9e "u T均

(cm てmう
ト ドマツ 4 18.09 12.87 116 124.8 111.。 958 92.8 87.3 80.7 72.1 62.0 52.1 38.。 19.3 71.2

___ j エゾマッ ! 14.18 12.19 142 153.9 131.4 103.8 98.7 89.7 80.7 72.2 59.2 49.1 33.。 I6.4 72.7

r ト ド ツ 3 16.30 9.55 167 118.1 106.3 94.3 88.1 8t.4 73.4 66.1 57.9 46.0 33.7 17.3 666

エグッ 2.
1

14.48 9.60 177 139.3 120.1 93.7 86.5 80.2 72.5 65.7 60.0
____ !____

45.7 33.7 28.7 66.6

rr 卜 rマッ
a

25.55 15.12 105 123.6 109.6 96.6 89.3 83.5 77.3
・
69.3 57.9 47.1 36.5 25.6 63.8

山
エ ゾ ツ

L * 
3 23.73 i787 102 I28.8 11.。 93.3 89.7 84.9 78.0 70.8 61.8 51.3 39.0 21.9 69.5

・ rッ 3 23.25 17.71 142 126.2 107.1 9t.。 89.7 84.1 79.0 73.9 658 55.5 1.6 25.7 71.2
I

モゾッ 2 20.16 18.83 i47 165.4 120.。 96.。 888 84.。 79.4 72.6 64.9 54.1 10.9 20.3 70.7

・ rマッ 4 27.67 19.28 131 158.8 115.。 95.3 87.4 85.1 77.9 66.9 59.7 48.2 33.9 205 68.3
V

」
エ ソマッ i 29.93 19.63 112 149.。 120.3 95.2 91.4 86.9 79.9 70.9 62.5 51.3 35.4 19.2 70.3

T トドマツ 4 26.25 1689 1I7 156.5 114.。 93.4 87.3 79.4 74.3 65.3 57.3 45.8 32.5 17.5 66.0

一

エッ 1 985 8.59 74 140.6 103.9 93.4 87.7 82.0 76.1 69.8 69.9 49.5• \ 37.4 21.1 67.9

ト ドマツ 2 23.29 21.73
&

174.1 1205 94.2 90.4 85.4 77.6 68.9 63.9 46.4 32.3 18.6 68.9
WI ;

***w# 業w
エ ゾマッ 3 27.50 18.53

学
102 160.7 124.1 91.2 85.6

ど :
83.2 75.1 66.6 554 45.3 34.。 199 66.0

u
トドマッ 4 3652 2083 137 I60.8 126.7 93.4 87.9 81.4 75.0 65.7 56.9 416.4 33.0 178 66.6

ェソマッ 1 22.05 13.27 128 169.6 I21.9 94.3 89.6 87.1 82.1 76.6 65.7 53.7 39.5 18.9 660

卜Fマツ 3 32.56 18.00 174 155.5 117.8 91.3 89.9 85.8 78.0 68.7 54.0 46.9 34.。 15.0 66.6
K

ニ ゾ ツ 2 28.12 21.09 105 140.4 120.2 92.1 37.1 83.1 77.1 70.4 63.3 52.0 36.2 19.3 71.6

マ
ト ドマッ 3 28.77 1565 109 141.2 116.1 92.7 88.1 82.7 74.0 63.5 51.9 36.2 27.3 14.2 64.7

入
= マッ 2 28.76 18.30 150 139.8 114.3 94.9 88.3 82.2 7ラ. 67.0 57.5 49.7

・
32.1 18.5 67.4

平 ト ドツ 32 25J3 16.77 134 144.5 i1.7 94.5 89.0 83.5 76.7 67.9 58.6 47.2 34.6 19.2 67.7

均 エソマッ 18 22.93 16.58 124 147.3 118.9 94.1 88.6 83.8 77.0 69.6 60.6 49.8 36.1 20.8 686

考 最右及ﾡの不均は qi-q。 のT均価である。

上表の数値のみに依 り 各標準地林木の不均年齢な サ, 共の他と直径率との開係を厳術に比

教するととを得ないが, 樹種毎に海拔高 との關係 を低温林,平林, 傾斜林に於て見る こと 

は大ﾡに於て迷女なく,即ちの通であろ。

r ドマッ, エソマツ共に海拔高の大となるに從ひ,直i伝の大小とも相関ﾡを保つて比の 

不均極事が小となる傾向が認め られる。

次に樹故の比絞をするに I,I, III, IV,VIII ではﾡ高師以下の動に於てェゾマツの方が卜 

ドマッょり も附高山:郁に対する比率が大であ り,V,VI,VIL, IX, x では此の反対を示す。 

勿論林木の大小に依 り 菱のある答であるがの大小に因る比較はﾡ論的には難動のある もo 

である。mjして各標準地の不均にかてはェソツの方がト ドマツより も大を示す。更に別商高5 

部以上の直径率に就いて 見る に,個々の分動に於ける直任率は標消地に依り ト ドマツの大な 

る場合あり又エゾマツの大なる場合あり, 更に同一樹ﾡに在りてもの部位に依り トドマッ 

の方大なるもの, エゾマツの方火なるものありて一定の傾向と稱するものを見出し難い。共 

の各分ﾡに於ける山径料の不均備にﾡて見ると,I, III,V, VI, X (平均直径 トドマツ 

26.12cm エゾwッ 24.89cm) に於てエジマッの方が大で,IV,VIL, VIII (平均直径 トドマツ 

29.16 cm エゾマツ 24.15 cm) に於て ト ドマ ッの方が大であ り, II (不均直極 トドマツ 16.30cm 

エソマッ 14.48 cm) に於て は差異がな い。而 して全標準地の平均値に於て は トドマッよりも 

エソマツの方が大であり, 且ﾡA動に近い2崎の分動に於ける山極*を除き他の7箇分動に 

於ける直径はﾡもエ ソマツに於て大である。但 Lﾡ商部以上の直径率がェ ゾマツの方忙於 

て大なるは林木の大いさ に も 關係する も ので, 数に標木と なれ る ものは我 も 所請中極怒木 

以上のものであ り ・ 此の 中徑 幾木以上の林木忆在 り て は後述 する が如 く 一般に= ソマッつガ 

が ト ドマツよ り も直御事大である。

ﾡ此の際グイマッ林木の直極率ど比地散する爲めに, 上表の トドマツ,エゾマッ林木の直徑 

の不均をグイマッの夫 (48:00-102) と併記ナれば第35炎の通である。

第35表 4 樹 種 直理 率 比 快

M m m
-- -― F Tw" 二* ギャ・パ〜ャイマバママ

径 1

ic ﾡ qA9 j qo.9 5 '12 ' qa 9 qe 9 1 Go i

卜 ド マ ッ
(cmmう 

25.13 144.5 ia7 94.5 89.0 83.5 76.7 67.9 58.6 74.2
。1

19.2 67.7

工 y マ ッ 22.93 147.3 118.9 9t.1 886 83.8 77.0 69.6 60.6 49.8 36.1 20.8 68.6

グ イ マ ッ 26.20 140.1 120.3 92.2 87.8 83.6 76.8 72.2 63,7 53.4 4o6
-=-

23.0 69.4

らグイマツ は共の平均胸高直種が大で ある に拘らず直鋭率の平均値は トドマツ, エゾ マ
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ッ より も大 であり,結局一般に グイマツはトドマツ, エゾマツよりも ［径大な り と調ふ を 

得るものゝ如くである。尙細部に就いて見れば,卬 及 q に於ては ト ドマツ大を示し, エ 

ゾマッ之に亜ぎグイマッ小を示すが,q 及qに於てはエゾマツ最大を示し, グイマツ之

に亜ぎ ト ドマツ最小となり, 途に以上ち脱ば動以上の樹5の牛ば以上に於てはグイツ 

のu毎率最大を示し, エゾマッ之に亞ぎ ト ド ツ最小を示すものであつて, 此の何向は樹 

種の一特性を示すものと調よを得るもの、如くである。胞高部以下に就いて見るに地上高 

30 am の所謂 復採曲の近徑 と ﾡ高直任との比は ト ドツ に於て最小を示し, グイマツにかて 

最大であるととはCにﾡじられたるﾡと一般する (西路事久治: ﾡ太山林命報第35説昭和 

12年,1937)。即ちグィマツに於て所請拠張り域も強く, エマッ之に亜さ, ト ドッにかて 

ﾡも弱いと請ふのである。但し地上00mの融に於てはﾡの如き関係は認められないが, 之 

は各樹能共地上高 0.0m の動にがける探取山盤の形が極めて不規則であつて, 新る山任率の 

ﾡせ比率を救めるのに正ﾡを期し得ゆ場合なきを保し離く, ﾡ張りを論する場合には,奪ろ 

団盤の形不規則ならざる地上高50.3m のMに於けるものに就さ之を なすを可とする もoで

ある。以 の如く ト ドマツ, エ

ゾマツ の胸高部以上の各分點に
第4岡 樹 酔 形 曲線

就いて 直径 を比較せる結果,

エゾマ ヅの所前根張 り が トド マ

ツより も大なるの賞は qu,q

に於ても認められる。 とはグイ

る。 全標準地の平均値に就いて

マツを比較し見ても同様であ

北ガにどける ・ rツ ・ニゾーッ型交性2型に生内映況一例 75

次に トドマツ,エゾマツの樹检の形状に動き触 5的に設楽すれに, 一般に樹体下部のﾡ張り 

に於て於軸, こ封 し凸形を呈 Fる樹除○曲線が重いで枠軸に到し凹形をユするに至つて生ナる 

樹除形の變曲ﾡは第 4 Nに見る如く , 明高以上の部分に在る こ と は明かであつて,トドマツ 

では 2.0 の分動附近に, 又エゾマツ では凡そ 2.。 及 3.。 の分監の中間に在るととが易に 

認められる。樹砕の前端附近にかては變山監の在は認め られい。

以上各標準他に於ける若干の除强 木に就いての ト ドマツと=ゾマツとの桃染形の核, ﾡ 

扱高の相達に因る立地別の樹神形の變化,政はﾡ木的なトドマッ, エゾマツの樹幹形等に關 

しﾡめて簡収に記せるか, 抑々樺太の天然林内にかてト ドマッと=ソマツとが色々な直味 

に於て密接不可離に混淆 してゐる關係上,現賞務上に於てト ドッと=ェゾマッとを別側に 

取扱ふこ と は稀である と しても, 然しトドーツとエソマツとは樹ﾡが県るのであるから他く 

迄 も 樹ﾡ2形ル も興るべきものと 一應考へられ る の が常識で,共の 差異が如何な る 程度であ 

るか, それに依 り質務上に於ける所樹団区別の問題が定 さるべさこと は謂ふ迄 もないとと 

であるが, 旣述せ云處では此の ト ドマッ, エソマツ商樹ﾡの樹体形の相に就いて論議ナべ 

き資料の乏しせを遺ﾡとする。ﾡも之はト ドマツ及ニゾマツをグィマッと比該到照する関係 

もあり, 一ﾡ優的 cグィマ ッに 開ナ る 報省記載の も の (4) と 同一方法に依り 樹除の形状 

を調布したものである。

而 して足’室の標準地の隣接地に於て 共の立木を皆伐 Lて仰 られたる比較的多致の俊倒木に 

就いて此の關係を見たるに次の通であ る。

供試木に就いては胸商部及ル部以上の樹高5を 10 等分 せる 樹幹上各部位に於て平均の皮 

付直優を次め, 廊高直衡こ対する胸高以上樹斡各部位の直徑の比率を求め, のuﾡ事の自 

飛不均価を府高直Iﾡ及樹高の階級に所ﾡ しめたのが共 x 第 36,37 表に示す處である。

直i極の迷は qa よ り清次大と

なり q7 に於て載大となる。勿

論ェゾマツの方 に於て大を示

す。 即ちﾡる場合にエゾマツの

方がトドマツより も完満なる樹

比ると, ト ドマツ, エゾマツの

形を呈するものであり, グイ

マツに於て一府然りであるo

第 36 表 胸 高 曲 徑 C ﾡする径

*革:二き*、イ-に*さ:

ﾡ高径級

コローニニニニニニ六ボルよ *ルA 
卜

基:ャ*はニニェニ
ド

********
マ ッ ・

*ャニュャや*3二なメギ
工 ゾ マ ツ

本 製 電 率 木 i
-でcm) て てうう

I一 3 5 70.61 —

3- 5 138 69.31 67 67.13

5- 7 153 ( 69.86 5 69.78

7— 9 105 69.49 52 68.15

9—M 85 69.96 36 68.78
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it御級
卜 ド マ ツ 工

• バ * ツ

it 型 率 本 数 径

て 
!1-!3 62

てのう 
70.18 29

(%)- 
69.23

13-15 56 6907 32 68.39

15-17 30 69.94, 21 67.43

17—19 29 69.46 15 67.58

19—2! 26 69.66 12 68.99

21-23 18 70.57 7 • 68.88
•

23—25 16 ,68.41 11 68.25 ・

25-27 10 68.61 70.47

27-29 66.24 7 ・ ・ 68.67

29-31 8 68.00 7 67.23

31-33 5 69.25 5 68.16

33--35 3 66.15 1 69.16

35-37 2 67.13 1 68.56

37-39 —

39-41 5 66.95 — —

41-43 1 60.94

43-45 — — —

45-47
-卜- . ・マ..- - ・ -..  -

—
------------------

I 64.53

第37表 樹 高に對す る直ﾡ率 ・

ニー ------ ーニ-- = _*

樹高彼

.. ! _____

卜 ド マ ツ 工 マ ッ

* u 径 率 木 ﾡ 血 型

(m)
1- 3 56

- (死%)-
68.12 23

(2るう 
65.74

3一 5 197 68.63 77 68.27

5一 7・ 137 69.41 60 68.81
7- 9 107 69.15 70 68.42

9-11 65 74.23 29 67.59
1 1-13 78 71.36 19 69.17

13-15 38 70.70 21 69.71
15-17 32 70.13 18 69.62

17—19 26 69.45 30 69.45

19-21 21 ・ 71.45 17 68.65

21-23
------- -

7 ・ 69.19 5 66.67

北ガにがける トドマツ・ エゾマッ混済天然林の推成垃に生育 状況一例 77

是等の変に依るに7山任に封ﾡせしめた直任率に於て, 同大の林木を比じす るとさに,一 

般に胸高直經の小な る 場合即ち胸高直經約 22-23em 以下の林木に於 て は ト ドマッの方が 

エソツ よ り もu極率大であり, ﾡ商高直極の大なる場合即ち胸高直極約 28cm 以上の林木に 

かてはエゾマツの方がト ドマツよ り も立徑率大である。樹為に対練せしめた直徑率は同大の 

林木を比較するときに, 殆ど全樹高級に重り トドマツ の方 が エゾマツより もu毎率大で 

ある。

以上のH質をﾡ合制訴するに, 所謂中巡級木以下の林木に於ては ト ドマツはエゾマッよ 

りも完洲なる形状を呈し,中径級木以上の林木にかては必すしも然らす, エゾマツの方ぶ先 

済なる形状を塁する場合もあると前ふととが出來る。H. Znanpn 氏 (1935) に依れば, 押 

伐林に於ける一例に於て胸高直徑 20cm 以上 70cm 以下の林木の形率(Formquotient) は 

常に Tanne に於て Fichte よ り大で あっ て,Tanne は Fichte よ り も完滿なる形状を呈す 

る (102)。 -

他林水の大小即ちル商山ﾡ成は樹7商5の大小に因る直ﾡ事率推移のﾡ況は前表の政位に基せ之 

を不滑化して描せたる第5,0回の血線に示さる 、、通り,胸高直經級別に見たる面径率は ト ド 

マッ,ェソツ共に胸商直優意大となれば直優率はﾡ次小となり, 又樹高級別に見たる直他 

率は兩樹極共に樹高の小な ると書 は直徑率小であつて,樹高5の 大となる に従ひ直優率大と な 

り, 亜いで樹高な大となれば山優は急激に小となつてわるが, 之は勿説所る 直径率に は樹 

商5の大Vさと共に胸高直極米の他が正に交ﾡし影響を及すものであ り, 直紙率に関して 

も天然林木の不規則性が如實に示されてゐることを承知すべきである。

第 5 岡 胸高直那に對する直徑率曲線
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第 6 圖 樹 高 に 對 する 直 径 率 曲 線
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第二項 樹皮奉

樹皮率に關しては樹幹全材炭に對する樹皮風の劇合を以て之を表示するのが普通である 

が, 虹用上の見地から即にﾡ材九太に就いて求める場合もある。此の場合には営然樹ﾡの下 

部のみに就Wて算出されたものであり, 前者の場合と必すしも一致した結果にならぬことも 

あらう。大ﾡの傾向として全樹枠を通じて求めたる樹皮率の方が機分大であると調はれてろ 

る (56 :113)。

玆には旣述せるが如く,トドマツとエソマツとの生育映況を此較するを目的とし, 樹幹部 

一定の高さに於ける牛優方向の樹皮の厚さ を見なもので, 即ち前述の樹幹形訓先の試料に就 

き地上高 0.0m, 03m, 1.3m 及胸高動以上の樹幹の中央部に於ける樹皮厚を 十字の方向に 

測定して得たる数値を平均 し,之を同位.那に於て同方向忆測定 して得たる皮付4極数価の不 

均値に對應せしめて其の百分率數を求めたのである。即ち次の通卷ある。

第38表 標消木の樹皮

ﾡ地

番 映

樹 木

数

T 均

胸. 高

ic 径

T 均

樹 高5

平均
樹ル (o)

地上s

0.0m 0.3 m
- 1----- ,

1.3m
H-I.3
-2一"

- -
平 均

卜 ド マ ツ 4
てさm) 

18.09
(m)

1287 116 4.69 5.53 4.14 4.94

----------

4.85
I

工 y マ ッ 1 14.18 12.19 142 10.22 594 5.74 5.53 7.13

I
卜 ド マ ッ 3 16.30 9.55 167 7.97 7.48 5.92 9.17 7.72

工 y マ ツ 2 14.48 9.60 177 48.7 6.29 7.78 749 6.71

ロ
卜

工

ド マ

ヤ

ツ

ツ

2

3

25.55

23.73

15.42

I787

105
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3.26
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396

a

3.72

3-77
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3.6S

卜

工

r

y

マ

マ

ッ

ッ

3

2

23.25

20.16

m.i

18.83
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5.20

3.98

5.21
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5.47

5.23
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5.35

483

IT 卜 ド マ ツ 4 27.67 19.28 131 3.37 4.11 4.27 5.30 4.32
V

工 y マ ツ 1 29.93 19.63 112 3.18 3.18 3.22 4.42 3.54

卜

工

ド マ

マ

ッ

ツ

4

I

26.25

9.85

16.89

8.59

117

74

4.17
パ

6.86

4.50

8.63

4.24

6.30

4.93

5.53

------------

4.45

690

u
卜 ド マ ツ 2 23.29 21.73 144 2.96 4.69 480 6.75 498

工 y マ ッ 3 27.50 18.53 102 1.82 4.25 3.33 3.99 3.48

卜

工

ド

y

マ

マ

ッ

ッ

4

1

36.52

22.05

20.83

13.27

137

128

3.69

2.83

3.72

6.04

4.9

6.80

5.19

5.65

4.24

5.44

K
卜 ド マ ツ 3 32.56 18.00 174 4.66 4.81 4.64 6.60 5.26

工 マ ツ 2 28.12 21.09 105 3.16 3.49 3.59 4.,26 3.6!

x
卜 ド マ ツ 3 28.77 15.65 109 3.28 394 4.28 5.10 4.20

y マ ッ 2 28.76 18.30 150 2.49 2.05 3.19 2.75 2.65

T 均
卜

工

ド

ゾ

マ

マ

ツ

ッ

32

18

25.13

22.93

16.77

16.59

133.5

123.3

4.46

3.74

4.74

4.53

4.66

4.62

5.85

4.64

4.90
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ト ドマツとェゾマツとの樹皮呼に就いては, 一般に前者に於て 大で後者に於て小である と 

認められてゐる。然し樹皮厚の樹砕区付径に到する割合』ちﾡに謂よ樹皮率にﾡしては簡 

單に想像を許さぬものがある。(住の広ﾡに依ると,ル商断面にがける樹皮市は小極木に企 

りてはゾマツに於て大であって, 大徑木に在りては ト ドマツに於て大であり, ち ト ドマ 

ッの樹区は直極の生長と共に略同一御合を以て増加し, 常に 10 %內外の樹皮率を保つに 反 

し, エゾマツに於ては樹区の生長は面ﾡに伴はすして, 幼時は構皮率大であるが大徑木にて 

は可成 り著しく低下するが如 し と叩はれてゐる (56:164)。又丸太に就いて:幹材様に對する 

樹皮率を ト ドマツ,エェゾマツに於て比核せろものに依れば,何大の直極のものに於てはエソマ 

ッはトドマッより も 樹皮の厚さ 及樹皮率が小で ある (94)。

扭上表忆掲げたる處に依れば,本數は少いが,胸高直徑及樹高を略婚しくするトドマッと 
・* さ

エゾマツに於ける各興地上商の前記樹皮率はﾡも ト ドマツの方に於て大であり,一般の傾向 

に反することはない。各異地上為の樹皮摩を獨逸の Tanne と Fichte とに就いて比彼せる 

ものに依るも女の通であつて Tanne の示す樹皮原が大である (103)。

Fichte (林内) 1.4 c上高6 1.3m 1.2 (tl6o2みの1) 1.2 5 上滞 18 n d

Tanne (林内) 1.8 c通上高6 13m 1.7 (樹れ652分の1) 1.2 (地上高 16m)

但し 製字は cm 単位の樹皮昭の 2倍 ・

各県地上商に於ける樹ど率を比核するに, トドマッ, エソマッ共に地上高の大なる秘樹度 

準が大 となる傾向あるもの、如くである。少くも 調布の範叫内では地上高 0.。 m に於て最小 

であり, 地上商高5 デ2 m に於て最大であると調ふを得る。之をグイマッ林木に跳Vて調 

非せる ものに比較すると,グイマッの場合には地上高 0.3m の部分の樹皮率が最大であり, 

1.3m, 2 mの順に小となり,樹砕上部にかて樹皮率一般に小であつて, トドマッ,ェ

ジツの場合と反動である。之は樹皮の外粗皮の描造がグイ マッ に於ては トドマッ, ェyマ 

ツ に比 しﾡ めて純ﾡし場いと請よ物徹 を行ナるととに曲楽す るものと鳳料 られる。 の グ 

イマツ樹比の外都区が側離し易い事賞は一般に認められてつるが, 之が自然狀態に於ても風 

雪共の他のき械的作用に因 り 創ﾡ ナるとと のだ し き は老齢のグィ マ ッ林木の樹幹周圍の地 

上に自然に剣ﾡ落下しな棚区の外ﾡ度がﾡ積せる賞に依り記明せられるものであるが, 同 

一樹除にかて共の地上商を具にするに雀ひ風雪の他の撮械的作用に因る制ﾡの種度が員る 

ことは之れ亦容易にﾡ像せられる。風のみの作刑にしても,グイマッ林の如き トド〜ッ, 工 

ゾツ林に比し疎立せる朴分に於ては, 下草や灌木共の他稚幼樹に依り 樹幹 を取卷かれ遮蔽 

せ られる 地上5 0.3 m 附近の过に於ける よ りは胸商部や夫れ以上の5 さ の樹替 の 部分に 

於て激しい風ﾡを受けるであ らうし, 又秋雪下に於ける風雪に因る作用にして も地上高 0.3m 

附近は勿鹼ま雪中に理沒 してわて, 多季風両に因る樹皮創離のﾡ合めい と と は明かである。 

然るにグイッよりも 一般に t閉商で もあり, 樹の構独の もの がグ イマッ の如 < 剝離 

し易からざる トドマツ,エゾマッ林木に在りては,ﾡの如き想係はされないﾡである。樹 

木の生理か ら 請へば, 樹ﾡの如何な る部分に於て最 樹皮の制か激 しいかは 自ら 定つてゐ 

る と とでもあらうが, 以上の考楽に伏ればグイマツが樹体の高き部分にかて樹皮率の小なる 

は,全くグイマッ 樹の特性に 因るものであり, トドマツ, エゾマッ が樹砕の高5き 部分にか 

て樹皮率の大なるは トドマツ,エソッの特性と請はん上 り樹木一般に通する傾向でもあ 

らう。

更に此の樹皮乖の低温林,不型料及傾斜林に於ける變化の状況を見るに, トドッ, ェッ 

マッ共に低過朴に於ては樹皮率量大であり, ーカェジマツは傾容林にかて最小を示すとと等 

注目される 賞で あ る。地位の 不良 な る 低型朴にかて樹氏 も大であり ス樹政者 も大なると 

とは經驗上囲め得られることであつて,所や如き立地に生育するトドマツの中には俗にオニ 

ト ドとﾡする樹ﾡﾡにして特に厚さを特徴とするものが多い。メェソマツに在りても同機 

に してﾡつ如き立地の ものは樹皮が明かに魚 F け状を呈し樹皮厚も大なるが, に海数高の 

商き高頃地に生市ナる= ソッの中にはシロ エ ゾと稱する ものがあ り,之はの樹皮の形映 

は僅かに樹枠遊部にかて魚ﾡルルを塁するに過ぎす, 一般に地上高5 0.3m よ り 上方は樹皮 

平滑であつて,ト ドマッ樹区相にﾡ似するものであ り ・ 且樹皮識さを以て共の特徴とする。 

M2如 く 樹皮の厚さ政は樹皮は保日地方の林木生育状況を示す確賞なるﾡ動とすると とが 

山米る。数に遊べたるは, 是等の特破に伏り提え楽つた林木に幼いての生育状況を調せ 

る も のではないが, 樹皮厚政は樹皮率が立地別にMなる強県を生する事質を指神し得た も 

のであろ。

第三節 年 ﾡ 4 輪幅 竝 に4生 長 率

(に逃べたるが如く,前ﾡ太の小部地方にがける トドマッ・ェマツ天然林はの外 

部的構成狀況 よ り 不齊探は林型的林相 を 呈する もの と 看た る が, 今更に 其の内部的構成成は 

生育の映祝を協討する公めに, 共の林木の年齢,樹次胸高恬に ぬける料簡 1 cm 間の年輪数よ 

り 求めた る 年輪幡ﾡに林木材ﾡ生長等に開 し得 られたる二, 三の事賞を 配列め味すれ ほ大
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の通であるo

第一項 年 論

天然林の一級的林木柄は映況聞ち共の外設的勝地にあいては(に機多の研究は績が狼炎せ 

られてるとと (の通であ る が, 共の内 ﾡ的構広政は 生府状況を示ナべき年齢及の 他 o 

生長ﾡ係に就いて張炎士 られた ものはﾡめてﾡい。

年齢は側初のﾡﾡとして, ヌ林的として林木生長布必の基礎となるばかりでなく, 天然林 

の成回問明の提ﾡと な り , 施 支 と造林の實行法儕決に東大 なる 役目 を果すべ を ものたるは今 

更賢言を要せぬ處である.。然しながら實際問題として,天然林に於て個樹の桃齢貝:のものを 

正確に求めると と ロh に實行上相當の困難が伴ふ と と は 經喩家の誰も が首行する處であ り, 

又所渊林齢を決定する と とに於ては實行は謂ふ迄も な く m論上に於ても多 人の困難がある こ 

とも周知の通であろ。 .

本調在のﾡﾡ内では相太の トドッ ・エソッ消天然朴べにかても政は林木の大小に因 

り 成 よ林木の大小 y 拘らず して 償樹の 年齢に相常の 滋興が あり, ヌ木数の配分も 年船階に 依 

り夫々考しき 差異があ る か ら, ・と等の年齢を原に不均して も意義の勘い場合が多い こ と他の 

例に洩れない (64: 111。山にﾡの如さ簡平なる不均仙を以て林輸と して之を生長胧係事項 

に用るこ とは却て渡だ Lv震 そを來たす埼分 も ある。特に抑林型を品する林分にかて期 

の如き不均はが在の意義なしとも調はれてゐる (2の)。

故に共に天然林の内部的柄成な り ヌの生育の映況な りを示すも○と して年齢を考よるな 

e, とを胸商直係, 樹商ぐのﾡ業を以つたと同様のな義に止め, 其の平均値なり,年齢耕 

別本數. 配分状況な り ・ の最高 年前な り を的に示 し以て 考察の資に 供す る ょル外な いであ 

らう。然しながらMる楽なるﾡなの下に4輸を論するとしても,質行上の不優, 煩雜は克 

く統計的多数林木にぬいての測定を許さ場合多く, 從って盘忆述べんとする ものも各種資 

料と 単に 整理配列 して 田 たる 史の 母太 に 於 け る 大然林木の年齢に聞す る -Wに 過ぎない。

仰樹2年齢は 多く樹の最下ﾡ側盤の4偽談を敗へ之に 四盤高を 生長するにせ し治干の 

年談 を加算せるものを以て示したのである。

(せるが如く1一口' は低温林若は平坦林と も稱］ べきであって,又談試驗林に於ては下 

都株林地布にあすべきであり, 城: も普遍的な林相&代表する ものである。今運等の I-IVの 

隣拠地に設定せ られた 1 飾所の面積 0.25 ha の調地 4 箇所にかて, の塗立木 を地上に接

北方に於け る トドマッ •エ ゾツ清天然林の及に生Yﾡ況一例 83-- --- ---- ------- ------------ -- - -............ 1 - ....... ・ a.a. * ^

して最 も低く 伐倒) し胸四直径 2cm以上の代倒木に就いて前記の如く 年齢を益定Lた。商し 

て是等の本位に 5 年行に先約せる ; 動懲仏をﾡぐれば第39炎の通である。

第 39 表 年 t ﾡ別本製配分 (2%78%,岡/)

4 的 岡
*

4 m 階
* 數

年 齢 隣

.マ～に

木

ママ.な*
、ト ドツ エプマッ ・ ドッ エゾッ 卜 Fッ エ ゾー ツ

30 3 2
・、 110 ・ 21 11 190

35 8 5 I5 26 ・ 9 195 0 3

40 I3 2 120 15 9 200 3 1

45 14 12 125 23 10 205 2 o

50 26 18 130 i!. 3 210

55 I5 16 135 10 4 215 0

6o , 30 22 140 8 3 220 0 0・
65 .32 12 I45 5 3 225 0 0

70 35 21 10 6 3 230 ・ 1

75 43 23 155 5 3 235

80 36 21 160 2 2 240 0

85 ・ 17 165 2 I 245 0

90 23 13 170 4 4 250 0

95 30 11 175 2 3 255 0

_ 100 30 14 180 1 4 ・ 260 0

105
こ」

1! 185 1 0 3t0 1

上炎に迷き之とを聞示すれば第7旧の通であり之にﾡいて曲線の型を程ろに,高直任2Sm 

以上J ち年除30 年以上各年齡階に對する 本政現出の曲線は トドマツ,ェゾマッ共に利左低す

'4 ・ w

※数はト ドマッ 大ﾡはそ ゾツ
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る cockcd hat 型を示す。而 して―•段に岡高直任 2cm 未滿の林木の年齡に關 して も,行田 

解氏の研究 (未我表) に依れば ・般に29-304年 未就の ものは 核端に本數多いが 20-30年 

以上の ものは其の本数筋である か又は假令相當;こ存在す云 と して 且夫等の稚的樹を此の調査 

心終网に入れた埸合を想像 して も,年齢 30年 以 止のt商別本数配分曲線はJ型山線を星ナ 

るに至る もの と は思料せられ ぬ。

炎に救多木数を行する厳ﾡは ・ドマツに在りては 75一85年, エゾマツに在りては 75 年で 

あるが, 本数現出のﾡ岡は前者に相 りては30 年 ょり280 年な る に; 後者に在 り ては 30 4上 

り 3104であつて, 一見してエゾッが ト ドマッょ り も商齢に共える事質と知るととが出ポ 

る。更に計算に依れば年齢の平均値は トドマツ 90.6 ±0.93, エソマッ 93.0 土 LG2 であり,再 

びエゾマツの高齡なるを示す。此 の 場合の中齡の平均値からの操準保差は ト ドマッ 32.86土 

0.660, =ソマッ 42.03-1.146 であり,又共の變化係數 は 夫々 36.27土0.819 (), 45.19 土 
2.168(%)となり, エシマッみ方が年船の擁布展大である。 ・

而 して上記の試料にめいて崩高山価に開ナ る 同様の茲係を 看る に,トド マ ッ では胸商山極 

の不均位は10.4土0.20(em, 最多木數現出直得階は (.0cm, 標ﾡ価差は 6.88士0.138(cm), 
製化係数は 66.15生1.819(%) であり,ェゾマッ では胸高近徑の平均値は 13.2±0 26(cm), 最 

多木数現出直倒階は40cm,ﾡ準偏益は 906士0.182(em), ﾡ化係数は 68.04士2608(%) で 

ある。即ちト ドッは=ソマッより も年命が若いと共にﾡ商高直径も小さい。

又同一の試料に於て樹高に就いて同法の關係を見る と,トドマツでは 樹髙の平均値は 8.2 
主0.137(m), 最多本數現出樹高曲は 40m,標優遂は 481主0.093(m), 製化係数は 58.66 

1.531(%% であり, エツマツでは樹高の示均血は 9.7 ±0.216 (m), 般多本數現出樹高階は 

4.0m, 標単信送は 5.61 ±0.153 (n>), 愛化係数は 57.84主20.37(%) である。即ち ドドマツは 

エソマッミ り樹高も小さい。

商してト ドマッ, =ソマツ共に貴の場合ル高山倒階ツ木数配分曲線は抜も明かにJ型出線 

を具し,樹高際別木数ﾡ分山徴亦J 型と問して益支ないのであるが, 前述の如く輪階別本敷 

血分曲線は必ずしも然ら え 之れ胸高点従,樹商高, 年齢つ3要栄問の開係を示ナ皿契なる一 

事實でなければならぬ。

にB高直ﾡ 掛高,4輸2姿化係数を比終するに, ・ドマッ, エゾマツ共, こ年齢の期化 

係数最も小さ く亜でﾡ商のﾡ化係教大となり, ﾡ商直ﾡの夫はﾡ大を示してゐる。即ちﾡ 

太の ト ドマッ ・ニゾマッ混天然林に於ては林木の年齢の大小は胸高直ﾡ政は樹高の大小に 

於け る程不揃ではないのであるが, 酒人が現賞に天然林内でﾡ商直優求は樹高の大小不揃の 

私度から受ける感じはのは直に年齢とﾡびさ場いものであるから, 此のが注Kを要する 

ものがある。

第39炎よ り トドマッ, エゾマツの年齢にく混ﾡﾡ態をﾡけば第40表○通である。

第 40 表 齢級別 ト ドマツ, エ ゾマツの混ﾡ

t 級

----------------------

ヴーW **
rマッ

-----------ゾツ
i合 本 致 M合

メ%) て%)
50未満 64 62.13 39 37.87

55— 75 155 62.24 94 37.76

80-100 162 68.06 76 3194

105-125 118 70.23 50 29.77

130-150 4o 71.42 16 28.58

155—175 I5 53.57 13 46.43

180-200 6 ・ 33.33 12 66.67

205—225 3 50.00 3 . 50.00

230 以上 1 25.00 3 75.00

It 564 64.82 306 35.18

之に依れば此の場合 ト ドマツ, エゾマツの混淆步合は全般として ト ドマツ 64.82%, エソマ 

ッ 35.18% であるが,ﾡ級別に見れば齢級の小なる場合と大なる場合とに於てトドマッの 

混歩合が全ﾡの不均よ り も小であり,中間の齡級に於て大である。而かも共の混宿力合の 

變化は極めて緩徐漸進的 であ り 130-150年の齢級にかて最大の トドマツ混淆步合を示して

ゐる。 ・

而 して是等の林木は單純に同時に發生,成立 したものとは思料せられぬが, の發生に先 

立ちﾡ賞の豊凶が樹種のﾡに支配的に大なる影なを及してわるとと も•事實であるから,一 

見ﾡ箱に して も共れ程に成立が徐々 に錯綜してゐるとも思料せられぬので,結局船級別樹種 

混ﾡ歩合に かてェソマツに就さ考楽ナれば, 齢級の小な る 場合から一定の齢級 に 逹 する 迄異 

の流歩合が湖誠 してゐるのは矢張 り →般に認め られてるが如く ・ 陽光関係共の他外部の 

被衛に劉す る抵抗性に関す るトドマッ との圈性の差に基因 して年數経過に伴ひエ ゾマツのガ 

が枯損木を生する割合が大なるに跡せしめるととが田來るもの、如く であり,ヌ更に齢級の
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大となるに及び共の混淆步合を淅そしてゐるのは勿論 ト ドマツより もエゾマツが為船に堪え 

る F質tあ る D 面がﾡ く 現 せられてゐるものと収料せ られる。

次に是等の試料に遊き年齢と胸高直任スは樹高との相瓦間の相以ﾡ係を"味すれば第41, 

42炎D通である。

第 41 表 年齢と胸為直彷との相互間の相關關係

-ニニニ---ニニジニ--

相關係数
5___ ______剛 ____ 比

-面高Cﾡの年ﾡに 
到する もの

年面の前面証に
___ 対する も2 全堀関止

トドマツ +0.393土0.024 0.466+0.022 0.475+0022 0.71

工。マッ

== =--- = =
+04080032 0.52840,028 0.526土0.028

----------------三

0.527

第42変 年齢と 樹5 と の相互間の相關關係

加 開係ﾡ
相 比

研 面 の年命に 
動すろもの

年 ﾡの 稲 ﾡ に
到るし2____ 全関地

- マ -

ト ド マ ッ +0.333 土 0.079 0.399:土0.024 0.335土0.025 0.368

= y マ ツ +0.308 土 0」10 0.463土0.030 0.528土0.028 0.497

之に依ればト ドマツ, エゾマツ共に年齢と胸高山径, 年齢と樹高との相万間に相営種度の 

相期關係か("E が認められる。トドマッと=ソマッとを比桜ナれば,4齢と腕高山ﾡとの開 

係はエゾマツ の 方に於て密接であり,乂年齡と 樹高 との週係に於て共の反對であるが,何れ 

も明かではなv。

トドマツとエゾマッとの止桜は, 北海道に於ける一例を見れば, エゾマツは齢階を増す 

と共に直徑 も樹高も増大する關係が ト ドマッより もﾡさであつて, 之は网樹師の特性に因る 

ものと考へられるとのととであり, 共の相關係數は 年齢と 胸為直徑,年齢と 樹高夫々 相五間 

に於て トドマツ より も エゾマツの方が 人 を示してゐる (22)。ﾡ吉田博士(1930) の測機区 

論にも北海道の一天然林にかける質験仙としてけられたる ものic, エ ソマ ッの方が胸商山 

礎 と 年齡との相關知係程度が高い例があ る。ﾡ太にかける ものは中村博士の解細な訳) 査があ 

り,共の責材に就いてるに年ﾡと腕高直ﾡとの関係はトドマツの方にかて相開開係利度が 

高い例が多いが,年崎と樹高とのﾡ係は=ソマツの方に於て相闘開係ﾡ雌の高い例が多い 

(56)。 ・,

に前述の村 よ り 年tに 務する胸点直經の關係を掲 ぐれば 第 炎の如く 之をに示すれ 

ば第8ﾡの通である。

第43炎 年齢に労する胸高径の開係

底 ・ m 智
4 E 4 ・

トドマッ エゾマッ トドッ エゾ*ッ

てcmj てcmm) てcrう) (cmiう、
30 4.7 4.0 140 13.5 ・ 25.3

35 • 55 78 is 19.6 12.7

40 4 5o 150 14.0 18.0

4s 5.1 5.3 155 9.s 18.7

50 - e7 7.t• ioo 11.0 16.0

55 - 7.7 I0.8 165 36.0 28.0

60 7.9 170. 16.5 i6.8

65 8.9 10.4 175 15.0 27.3

70 9.0 9.6 180 14.0 26.0

75 8.7 11.5 21.0 —

80 9.3 134 190 1.0 24.0

85 9.0 ・1o.2 195 — 16.0

90 10.1 150 200 10.7 18.0

95 10.8 16.0 205 11.7

100 119 12.9 210 12.0 27.0

105• 11.6 187 215

110 12.0 145 220 一

15 14.4 15.3 225 —

120 1.イ • 17.1 230 14.0 i4o

125 13.0 158 235 18.0

130 14.4 14.7 240 —

135 i6.6 ・ 12.5 31o 14.0

之に依れば, 年齡に對する胸為直径の大い さ は 150 年 頃には トドマツょリもゾッの 

方が大であ つて, 夫れ以上にかて は訓査木数の少いﾡ め もあり 円出躍の比後に不期川があつ 

て 充分でないが,ﾡ局工 y ッの方が胸高直徑大なる もの ・ 如 く である。
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第8岡 年齢に対する胸髙直径の關係

更 c 胸高 直經に對す る 年龄の關係 を掲 ぐれば 第 44 表 ク通で尚之 を 圖示すれ ば第 9 圖 の通

である。 ・

第44変 胸直役に封する年齢の開係

胸高径

7
4

胸 高 it ﾡ
ト ドツ エゾッ トドマッ ゾ マ ッ

てamう
・ 2 70.6 60.0

-てcm)
26 116.1 103.2

4 69.7 61.0 28 101.8 121.9

6 83.6 73.4 30 129.3 118.3

8 84.5 82.5 32 123.3

10 919 921 34 106.7 1350

12 104.3 95.1 36 105.0

14 119.0 116.0 38 190.0

16 96.7 100.6 40 123.3

18 104.4 125.2 42 ・ 165.0

20 106.8 96.3 44 180.0

22 114.4 113.8 46 210.0

24 98.3 80.0
---------------

48

之に依れば,胸商6直ﾡ 30cm 前後ﾡは ト ドマツよ り エゾマツの方年静小であり,此の傾向 

は小徑級木に至る程著しいのであるが,結局小径級木に於て は 勿論のこ ユ ー般にも同一胸

北方に於ける ト ドツ・エ ゾマッ混淆天然林の悔成蚊に生育状況一例 89

商5直紙階の ト ドマツはエゾマツよ

り も齢であるもの、如く, 即ち 

一般にエゾマツは ト ドマツェ り も 

旺盛なる生長をする と請こと 

は,岡高直理の平均生長量が大で 

あると前ふ意味にかてﾡひのない "

f質とて益支あるまい。

年齡に對する樹為の關係も第 

45表に見る様に年齢に到 す る 胸 

爲 直径の場合 と 大間同様 であつ 動 

て, 年齢に到する樹高は崎路を通 

じー般に不規則ではあるが, トド 

マツ より エゾマッ の方樹高5大であ 

る。然しながら樹高に對する年齢 

第9圖 胸窩直径に时する年齢の關係

の削係は第6表に見る通更に一店

不規則 で傾向 を紹め難いが,Cに述べた るトドマッとエゾマツと の開係に反する ものありと 

は認め られい。年齢と胸高直径との關係に於け る よ り 年齢と樹高 と の關係に於て不規則性が 

あるととは, 前述の年齢と胸高直徑,年齡と樹高との相互間の相闘關係よ り容易に窺はれる 

ぬである。

第 45 表 年齡 に 對 する 樹 商 との出係

4 B 4

----------------- 
_単

ト ド ッ ェ ソマッ エゾマッ
w..*..**.**.ママー

30
てm)

4.0

-
てう) 

4.0 65
てう 

8.3
てm) 

8.3

35 4.0 6.8 70 7.5 8.7

4.8 5.0 75 64 9.5

45 44 4.8 6o ( 8.0 11.6

50 6.1 6.0 85 7.7 7.1

55 6.5 9.8 oo 7.0 10.6

60
熱 -- ----------

78
・マ**ママ

7.7 95 8.4 11.1$
・ ・ "w"

\
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年
高

4
樹

4

卜 ドマツ- エゾマ ッ トドマッ ゾマツ

てmう てiう (m)
100 9.4 10.3 175 14.0 17.3

1o5 9.4 13.3 180 12.0 14.0

no 7.9 10.9 185 I6.0

115 10.2 10.2 190 14.0 14.3

120 11.0 12.8 195 10.7

125 9.5 / ・ 12 200 16.0 10.0

130 9.6 9.3 205 9.0

135
イ

11.2 6s 210 12.0 14.0

140 9.8 16.0 215 亠

I45 1适 93 220 — - ・

150
k ■

9.3 14.0 225

155 6.4 12.0 230 3.0 8.0

ico 7.0 14.0
彳

235 8.0

165 13.0 18.0 240

170 11.5 11.5 310 8.0
----------- --→ 一 --

第 47表 樹ﾡ 胸 高 部 に 於 ける

第46表 樹に討する年齢の 關 係

樹 高
4

樹 高s 
_____

'年
- マ--"に ギ

トドマツ エゾツ トドマツ エゾッ

てm) --- ()---
2 74.4 o9 i6 98.6 89.4

? 809 ～ s 104.3 101.0

6 84.7 86.5 20 124.4 121.0

8 97.1 102.0 22 132.2 144.2

I。 . 93.0 107.8 24 - 、

12 102.0 88.4 26 75.0

14 95.8
_ ___

97.9 っにュご立:こ基.益ユここつ ここ ごこ ごニ ・ ニニ
ヽ

第二項 年 輪 領

林木の生長開係は毎木つ脚砕折解調なり, 全林木の生長錐に依る年輪幅の測定冽査な り 

に 依 り 変定 される が,数に は駒直価 3-1 em 以上 (一部 10 em 以上) の 全林木 o 樹神ル 

高部に於ける材部の外部から半期方向に 1 cm 間の年給政を測定 し或は之よ り年於ﾡを求め, 

地等の制果を以て トドッ, ェソマツ大然林木の生育の状況をﾡよ一端と したものであつて,

材 部 1cm IIIJ の年崎数 (卜rxッ)

_______ 西 額 一

三--デ。-
"* 

I

本

番
4給長 ,

本

製
4給数

本

致
4格ﾡ

木

登
年給数

(cm 
3 14 17.21 9 21.83 1 10.0 7 12.93

4 3ど 21.16 18 26.17 2 18.75 17 18.76

5 23 21.63 20 25.13 8 17.00 19 ・ 19.63

6 18 18.03 24 26.t7 9 15.4+ 17 23.41

7 1O 22.95ラ 23 27.03 9: 15.イ 15 17.20

8 19 20.21 22 2489 28.50 10 29.0っ

9 19 21.84 20 28.95 3 27.67 10 30.10

10 24. 16.51 27 23.44 18 16.67 ' 14 17.54

33 15.82 22 25.54 7 13.63 15.14

12 37 16.62 21 25.81 13 18.96 9 16.67

13 25 15.05 16 25.04 10 23.r5 13 17.72

v
_ __ ___

I x
"en

本
4給量

本
年仲敷

本
年幡敷 4給書

製 歎 數
一 1 当

12 16.75

15 18.83 2ラ 15.44 5 15.60

14 ; 17.96 23 14.26 I2 17.67

I5 ! 17.63- ・ 15 17.60 13 20.00

17.17 • 17 I5.76 17 16.53

14 18.21 10 17.25 2! 18.14

3 ! 15.83 9 13.83 17 14.85

13 I8.96 6 17.00 7 15.29 7 20.21 9 1 17.17 12 17.96

8 20.88 10 17.35 3 16.67 5 11.70 4 14.38 8 1769

17.56 4 16.63 2 12.00 2 12.00 5 13.C0 ! 6 1608

61 2025 8 16.88 4 15.13 2 17.25 4
1488 |

10 15.00
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路 高 ごe動k 
直額

I I I

本

数
監

木1
4給獄

木
年用數

ボ
年給駿

(cmう) 
14 27 1566 15 21.50 9 13.61 10 13.85

15 25 14.40 12 32.36 17 14.08 9 19.72

16 27 12.06 13 22.50 5 10.40 6 15.42

17 32 13.67 14 22.21 8 14.63 4 . 11.88

18 26 12.51 5 26.60 7 17.43 7- 13.79
・

19 18 11.22 7 24.93 7 14.00 6 15.42

20 18 12.03 5 - 39.00 7 12.93 5 16.30

21 11 10.50 6 25.58 s 6.20 8 10.69

22 Is 13.60 • 7 24.93 8 12.06 4 10.88

23 13 9.73 3 17.50 8 11.25 4 12.13

24 20 10.73 3 21.33 9 9.31 4 12.00

25 7 13.71 7 33.21 7.88 4 11.75

26
ﾡ 1

10.00 2 24.50 7 12.14 6 10.67

27 8 10.63 1 18.50 7 10.29 4 12.38

28 10 11.65 20.00 2 9.75 6 11.33

.29 5 11.20 6 13.58 6 10.58

30 6 12.33 4 11.50 6 10.67

31 7 10.64 5 11.20 4 13.38

32 s 11.10 6 8.92 ・ 3 15.00

33 4 8.25 10 - 8.65 2 17.00

34 2 
(-

8.25 6 12.42 4 10.75

35 2 9.00 5 8.80 4 15.63

36 9 8.72 5 11.80

37 1 8.50 12.88 2 6.25

38 2 10.75 3 9.50

39 3 10.33 2 9.50

40 2 10.00 3 13.33 4 15.50

41 2 10.03 1 14.50

42 1- 1 7.50 1 ・ 16.00

43 2 8.75 1 10.00

44 一 1350 1 ・ 10.00

45 1 .
.....---- ....

1 I1.50 1 12.00

* TII K

木
4熱最

木
年給数

木
年鈴武

木
4量

*
4除整

本
年齡数

最 製 基」

12
・ ・
| 15.25 8 12.88

・
3 17.17 2 18.50 5 13.90 6 9.75

5 15.50 15 10.90 2 13.25 2 10.50 8 16.75 7 14.50

II ! * 18.36 3 17.50 4 11.65 s 16.00 3 16.50 4 9.00

9 17.06 5 16.90 5 11.60 1 14.50 4 16.00 s 13.50

5 13.80 8 9.19 2 9.25 2 9.75 3 13.83 7 8.00

6 13.00 2 20.00 2 10.50 3 12.33 2 8.75 9 9.67

7 15.57 6 14.92 2 14.50 1 11.00 2 17.50 8 11.75

8 14.00 7 9.86 1 6.50 7 10.14 2 9.75 7 7.43

6 12.42 11 11.27 2 10.75 3 9.00 1 12.50 4 9.75

4 11.75 6 11.33 1 12.50 3 9.50
ヽ

4 16.13、 10.50

14 12.61 9 11.67 4 9.25 2 13.50 4 13.75 8 11.06

7. 16.07 10 9.60 I 10.00 10.00 1 11.50 3 7.83

.2 14.75 5 8.30 3 11.33 2 7.25 4 ・ 8.75 6 7.75

12 11.2 I 17.50 8 12.43 4 13.83 3 8.67

4 10.38 4 12.25 ; 3 14.67 2 14.25 ! 11.00

3 11.00 4 8.63 ) 2 5.75 7 8.07 5 10.50

8 12.94 3 Il.l7 । 2 1I.75 6 10.75 4 17.50 3 9.00

6 11.03 1200 1 6.50 5 12.40 3 1i.17

7 il.14 I 9.50 ! 3 12.17 1 8.00 4 7.00

5 12.75 2 10.25 1 12.00 5 9.00 2 6.75

4 8.75 1 il.50 1 12.00 6 9.25 1950 2 7.50

1 10.50 5 7.70 1 1 13.50 8 10.67 2 9.00 3 I6.00

4 9.75 1 15.00 ' 1 7.00 1 13.50 7 13.79 2 9.00

3 7.33
メ

1 ・ 6.50 3 13.67 2 27.50 I 26.00

3 11.67 2 12.25 2 11.50 2 9.50

2 12.00 11.00 2 9.25 : 8.50 4 20.75

1 11.50 I 7.50 7 76* I 2 i 16.25 5 15.30

1 10.00 : 2 7.75 3 13.67 1 11.00 1 1003

2 12.50 J 5.50 3 10.83 2 ! 6.50

1 10.50 2 13.25 1 14,00 3 10.00

1 13.50 4 11.25 1 900 4 12.38 1 17.00

1 1600 1 13.50 3 14.03 ；
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第 48 表 樹幹胞 7 部に 於ける 材部1cm IIIJ の年航数 (エゾマツ>

\囚企場番u
w 通、Seu

直 優 一

--- --マ マ

I I
ー ロ

木

登
年除

本

最
4給ﾡ

* 1
e数

本

製
年輪数

で3
◆ I 1 11.50 2 26.00 21.50 6

------------------------- 1

11.75•
4 8 17.95 4 26.50 I 18.00 7 14.14

• ' ・ 
5 6 16.75 4 35.38 ! 14.50 7 15.64

6 9 23.61 9 25.12 4 17.75 3 12.67

7 5 16.30 8 28.38 5 22.42 7 9.14

8 6 17.50 5 35.40 6 ・13.92 7 17.00

9 3 31.17 7 30.14 3 16.50 2 8.50

10 3 11.67 12 28.71 8 13.50 8 11.44

|丨 6 15.67 '14 38.36 2 10.00 7 8.7,1

12 9 9.11 16 37.41 6 9.58 5 7.00

13 7 10.76 6 28.75 7 I5.57 7 10.64

14 6 133 12 39.04 10 12.70 5 9.50

15 5 12.00 11 38.55 8 9.56 5 4.20

16 9 12.06 7 46.36 6 12.75 3 4.67

17 5 12.50 7 31.93 II 11.14 2 5.00 1
18 7 1386 4 19.50 4 9.50 3 18.00

19 4 10.56 6 39.67 io 9.75. 3 - 6.67

20 5 6.80 5 35.90 7 8.21 3 5.33

21 7 10.57 4 33.75 4 11.88 3 8.50

22 4 7.63 5 33.30 3 8.83 3 5.00

23 8 9.63 3 24.00 3 6.00 2 8.00

24 5 7.10 2 27.25 4 6.75 2 475

25 5 9.00 ! 2 24.75 4 8.50 4 6.88

26 5 6.60 2 26.00 5 5.70 4 13.88

27 2 8.00 1 27.00 5 5.00 3 9.33

28 2 6.50 2 28.75 3 6.17 6 12.12

29 2 10.50 1 30.00 2 7.25 2 8.00

30 1 9.00 1 20.50 3 6.17 2 5.75

31 1 8.00 1 39.00 4 5.88 2 6.75

32
***-ママママママママママ*vマ*....

1 3.50 一」― 3550 4 8.88 3 6.17

u
-------i

木 木 本 1 木 本
1

年輸 4輸 年輸 年除ﾡ 4崎 1
致 數 !_________

i i ・ '8 15.31 :

13 19.69 9 17.83 6 18.00

33 18.36 II 15.95 16.27

23 1689
・

11 16.86 12 16.25

20 14.88 20 15.43 10 19.85

11 17.82 12 16.83 7 16.00

18 15.53 I5 17.13 11 17.73

I 16.00 25 14.26 12 14.00 1 15.50 4 13.25 11 I5.27

I 17.50 25 13.63 9 11.89 4 14.00 6 12.50 13 15.58

2 14.50 19 10.55 4 10.50 4 14.75 I5 14.73 10 14.75

2 11.75 9 8.28 10 12.15 3 7.83 I! 13.23 1o I6.85

3 18.33 13 8.65 7 10.21 1 13.50 11 1+.03 9 12.22

5 15.30 9 7.83 6 8.75 1 9.00 9 8.72 13.05

2 9.25 13 9.83 14 7.60 2 7.25 6 15.00 10 985

2 1 3.50 8 7.75 7 9.13 2 9.25 7 8.50 3 9.33

1 ,5.50 1 10.00 4 7.07 2 10.00 6 9.92 6 8.92

1 5.50 5 9.30 5 6.25 1 6.00 1 7.0 9.75

2 10.75 9 8.44 6 6.40 1 5.50 4 9.25 3 533

2 11.25 2 5.25 9 5.92 2 8.75 8 10.75 3 10.17

1 11.50 6 6.25 । 4 7.00 4 7.13 1 6.00 3 5.50

2 13.50 2 6.50 1 4 5.88 2 10.00 3 11.50 6 8.17

2 8.25 3 6.67 1 6 , 5.13 1 650 3 6.33 2- 625

1 6,50 2 1.50 4 5.63 1 11.00 2 8.25 2 4.75 •

3 10.00 4 5.50 4 4 9.13 I 4.00 2 6.75

3 6.50 7 5.57 2 6.50 2 5.50 2 11.75 I 5.00

1 10.50 3 6.83 -5 ,600| 3 6.83 5 | 1080 2 5.50

I 6.00 6 7.25 2 8.00 i 5 10.70 3 5.83 2 4.50

1 5.00 1 7.30 2 700 3 11.0o 2 703

2 5.50 6 4.00 1 9.00 3 6.83 3 10.03

3 14.00 : 2 6.00 ! 2 14.00 1 450 1 5.00
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数
年口数

木

数

木
年給数

木

宴
年般数

い 5.00 3 8.67 2 8.25

34 I 10.00 3 6.33 2 8.00

35 2 4.50 1 6.50 2 6.25 2 9.50

36 1 7.50
■

2 8.50 2 5.25

. 37 3 12.50 2 1I1.50

38 2 12.75 2 7.50

39 2 11.25 ・ 3 7.17 2 9.50

40 5.75 3 6.33

41 I 7.00 2 4.25

42 1 7.03 2 675

43 2 5.25 3 8.17

4 • 1 5.00 3 ・ 650

45 6.00 ・ 2 7.25

uI K X

木

製
4M製 4自量

木

登
4鈴ﾡk

*

製
年冷敷

木

數
年蟠數

木

致
4崎量

1 9.00 2 10.50 3 5.75 1 5.50 4 7.38
- ・

2 6.25 2 7.75 1 5.75 1 600 1 9.00

I 7.50 1 26.50 • 1 4.50 2 '5.75 1 6.50

1 7.00 1 5.50 1 7.00 1 10.00 1 6.00 1 6.00

1 5.50 2 5.25 650 6.00

I 6.00 6.00 4 4.50 2 7.25

2 5.75 2 5.50 1 I 8.00 > 4.00 1 6.00

2 6.75 ・ I 6.00 2 11.00

1 6.00 1. 5.00 ' 4.50 1 4.50 . 1 15.00

2 7.00 1 5.00 8.00

2 7.25 3 4.50 1 6.00 1 5.00

I lo.oo : 1 3.00 2 7.25

I 5.00 1 4.00 2 5.75

師遊の10崎所の標消地の欧接林分各約 0.25ha 内外の師所に於ける試料に基き第47, 48炎 

を得たのである。両して調ﾡ地のﾡﾡに就いて設明すナれば例へばIは(返のI標地の欧接 

地に設定せられたもの、番ﾡで, の地位, 海拔為等は I 標中地の夫と同一と若て差支ない 

のである。 .

即ち足等の表に依 り て各調地征に喪は低ﾡ林,不林,ﾡ斜林ﾡにの特徴を見出 しf 

るが如くであり, 今之を簡軍に一つ”平均値即ち各御左地毎に共の胸制直後竝に年輪數の平 

均備を求あ, 是等を相互對照 して其の大小に依 り 生育状況を比校せんに第 40表の通である。

之に依れば, ﾡ商5直ﾡの 平均値の大な る も のにかて 此の年推数が小と な るの傾向に從ひ, 

海拔為の推移に伴ふ低濕林,平坦林,傾斜林夫々の林相に於ける年輪數の承異が現はれてゐ 

るものであり, 此の胸高直便の大小と 年輪放の大小 と の関係は 第 47, 48 に も 明かに現はれ 

てゐ る もので あつて, 之は後述す る が如く 小極級木に被ﾡ木の多い天然林の特性 を示す も の 

である。更にトドマッとエゾッとの比俊政は胸高直ﾡの大小と年輪製との関係を一ﾡ明か 

にする爲めに,叙上を調在地林木の年輪敷仙を不均せるものを掲ぐれば第50変の通である。

第 49 炎 胸7直ﾡの不均価位に樹ﾡ胸部材部 1cm 間の年協数の平均値

爼査地
調 究地名 1 湖扱高

卜 ド V ツ コ / ・ ッ

番 製 闕高直徑 本 致 崎監 1 M商i種 本 致 4略量

I 低場林
耐 • (cm)

15.07 550 15.15
てem) 

16.36 154 14.77

I 保日海パ
低 期 林 10 11.44 323 25.59 13.37 175 32.80

ロ 保日川木流
平 地 林

30 , 20.52 262 13.55 20.62 170 10.49

保g海岸 
ボ林

30 16.16 ・ 279 i654 19.49 155 9.62

初 音深
不 坦 林 (I) 40 22.58 200 14.38 16.17 62 10.19

u 初 音河
平 m 林(II) 6 15.61 212 14.47 13.08 313 12.60

u 二淡丘酸 、 
旧 西 ﾡ 年 林

100 24.28 79 11.57 20.66 149 872

m 一文丘戦 
南面傾斜林

120 27.31 127 ' 11.33
' 2609 69 8.80

K 峯越山丘陵
商画 ﾡ 斜 林

120 14.05 213 ; 15.00 14.38 214 13.17

X ﾡﾡ山丘陸
北国組斜抹 120

****
16.35

** *..よいイパ.

27
•

14.02
: ---------

13.75 178 13.37
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第 50 変 胸高直屈に對する樹儲胸高乳材部 1 cm 間の不均年輪数

. 路路
・ ド コ ッ 1 エ ゾ マツ

路iGitﾡ
トドツ エメマシ

本 ﾡ
4商 ﾡ

木 ・ 年給数 本 ﾡ 4鈴致 木 ﾡ 年自数

で
43 17.18

(19.0つ) 18 •
I5.44 

(18.30)

てcmう , 
25 48 14.59 

(I2.20) 27 8.56 
(8.90)

4 114 19.75 
(19.30)

19.93
(18.20) 26 42 10.69

(I1.59) 34 8.70
(8.67)

5 n9 19.33
(19.60) 73 18.17

(18.20 27- 48 11.61
(Il.76) 28 7.60

(8.52)

6 III 20.59 
(I9.80) 7! 1854 

(I8.10) 28 33 12.06
(I1.6) 32 9.64

(8.61)

7 97 19.60 
(1I9.90) 75 17.19

(I7.90) 29 38
\

10.24 
(11.3+) 26 8.73 

(8.62)

8 99 21.37 
(19.96) 54 48.43 

(1786) 30 42 12.05 16 8.30 
(8.54わ)

9 81 21.92 
(19.74わ)

18.70
(17.46) 31 32 11.39

(11.01)
23 7.76

(8,45)

10 17 17.29
(19.02> 85 15.95

(16.99> , ・ 32 30 1O.47
¢10.82) 18 10.25

( 8.37)

1 111 17.96 
(I8.54 87 17.38

(I6.55) 33 31 9.94
(10.79) 17 /7.63

(8.13)

12 107 18.41 
(17.98) 90 16.35 

(16.01) 34 27 10,6 
(IO.87) 13 7.21

(7.95)"

13 98 18.37 
(17.35)

72 13.73
(I5.35)

31 10.92
• ¢11.01) 13 7.97 

(7.85)

14 97 15.56 
(16.63) 一

15.95 
(!4.80

% 30\
10.38

¢1133)
6.95

(7.70)

15 102 16.56 
(16.08> 70 14.46 

(14.23) 37 17 13.12
(II.64 10

8.90
(7.57)

16 81 15.18
(15.52) 72 i360 

(13.60) 38 • 14 1082 
(I1.72) 12 7.03 

¢7.41)

17 90 I55I 
(14.92) 54 12.56 

(12.99) 39 15 13.00 
(I1.76) 14 7.39

(7.24)

18 72 13.26
(I.35)

・
50 11.28 

(12.48 40 25 12.42 
(11.67) 10 .

7.12
(7.03)

19 62 13.67 
(13.23) 40 13.34 

(11.99) 41 11 11,09 
(1I.56) 8 6.31 

(6.79ン

20 6n I5.59 
(I3.53) 45 10.70 

(II.l ゃ 10 9.95 
(I1-40) 7 6.79

(6.60)

21 62 1I.54 
(I3.!1)

44 11.42 
(1O.89) : ・ 10 10.85 

(1I.20) 12 6.17 
(6.10)

22 61 13.39 
(12.85) 34 10.78 

(1O.3ラ 4+ 13 12.12 
(1I.0D 8 6.50

(6.20)

23 47 11.67
(12.58)

35 I0.00 
( 9.75) 45 7 13.55 

(10,70) 7 ら86 
(ラタ0)

24 76 11.71
(12.39) 30 7.73

( 9:19)

■

キ- =-1

個 考 括内のﾡ字は登動不均及回上修正に依る低正価であるo

之に依れば何れの財高心径階に於て も ト ドてッに於ては王ソマツにがける上 り も此の年輪 

数が大であり, ﾡ局樹納期高部に於て年ﾡ岡は最元約 5-20年のﾡ国内ではト ドマツ よ り も 

= y ツの方大を示すこ とになり, 新る意味にかて胸商直督の連年生長量は同大の腕高直極 

のものに於て ト ドマッム りェゾッの方大であろとして可なる如くである。ﾡ年齢の項に於 

て述べた るが如 く, 同大の胸高直従の ものに於ては トドマツ はエゾマツ より も商Mであ る か 

ら, 胸高 直徑の平均生長量 も 火龍 ト ドマッより もエジツの力大なり と考へられ, 等を線 

合して胸高直徑に關 しては トドヤツ より もエゾマツの方生長良好な りと請ふことを得るも 

のである。 ・

更忙 ト ドマツ, エソマツ共に胸商直極の大小と止の年総致との開係はiの如く胸高直ﾡ 

の小な る ものに於て年輪敷は大で,ﾡ流直極の大なるに従ひ年崎救は小となる。但しﾡA書 

極の公大 となる 場合に, 此の 年輸放曲線が 多 少乱れて年給改が却て大となる 傾向 を示してろ 

る場合あるが, 之に就てはﾡる胸高直ﾡの朴木の木敷が少きにも因るが, 一面腕高直任の 

特に大なるものにかて, 年 輸形成の 状況が 賞一般 と 異る もの ある こと を 示す もの と 考へ ら 

れる。今胸高直極とﾡる年簡必との相五間の相関係数を求むれ交の通である。•

トドマッ r=一 0.541 ± 0.0097

ェッマッ 7=一 0.923 + 0.0025

J期ち胸高直極大となれば,年輪数は小となり, 而かも此の關係は トドマツより もエゾマツ 

の方に於て密接である。之は一面に於て胸髙直徑の大なる ものに年愉府の廣き ものあるを示 

す tのであ り, 且=ゾツにかての傾向の特に著しきものあるもの、如くである。

更に林木の胸高部材部 1em 間の年輪数よ り 求めたる平均年輪福と林木の年龄との關係を 

見るに第 51 表の通である。

第51表 年齢に到するル高部材部1cm 間の年倫数よ り求めたる年恰幅

4 m

尸' マ ツ [ マ ツ
4 p

=ロ-
マ ッ

や--  ューマ
エ ソ マ ッ

* 4 N 本 ﾡ 年給幅 * 4 商 M * a 4MW

25 1
(cmnう) 

0.060
Ccmう

50 7
てcmj 

0077 0.107

30 0.030 55 10 0.059 8 0.056

35 \ 0.150 I 0.150 60 20 0.072 7 0.074

40 3 0.100 3
[• ■ 0.076 65 14 0.075 18 0.073

45 ! 0.038 5 0.070 70 24 0.067 9 0.097
・ - ・ ・.一

* t
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---------------

4 a
卜r-ッ エ ゾ マ ツ

4 ・
トド 

____

1
マ ツ
....

エゾマツ

お 數 4 ﾡ M 木 & 年匕価 * m 4 給 紹 , • 年給W

・ ・ (cmう 1 -- Ccmう (cm)
75 27 0.062 15 0.091 150 7 0018 2 0.050

80 28 0.057 10 0.119 155 5 0.048 4 0.075

85 % 0.062 8 0.110 I60 1 0.030 4 0.0t7

9o 27 0,055 13 0.110 165 4 0.037 4 0.057

95 31 0.090 12 0.125 170 2 '0.045 1 0.030

100 35 0.059 12 0.094 175 0.010 1 0.120

105 32 0.0 9 0.108 180 1 0.0t0

H0 28 0.050 12 0.073 185 2 0.050 3 0.056

I15 21 0.072 8 0.078 190 3 0.040 2 0.080

120 22 0.050 0.051 195 1 0.030 —

125 14 0.052 9 0.105 200 1 0.050 2 0.055

130 ・3 0.053 6 0.028 205 1 0.090 0.020

135 20 0.073 4 0030 210 1 0.090

- 140 10 0.035 4 0.132 215 I 0.030

145 9 0.068 10 0053 ■一
上に依るも各ﾡに豆り新る年特幅が, トドマツよリェゾマツの方に於て大なるとと明 

であり, 衛共の 年輪価は トドマツに於ては1 mm に地するものないが, モゾマッ の方にかて 

は 70-100年にかて殆ど各崎階共年総係は 1mmに並じてろる。更に年齢の増大と共に年 

崎ﾡが小 となる かの如く ﾡはれ る 今年齢と 年輪幅 と の相互間の相鈕關係 を 見れは第 52 袅 

の通である。

第 52 表 年齢と年偽術 との相剛関係

上表の示すﾡに依れげば共の相ﾡ程度はﾡめて低いが,年齢D増加に伴ひ年特幅の小と な る

樹 担明係数
相 關 比

年輪新の下面 
に空よるもの

4mの4繁新 
に型すろもの 全 相 型 止

ト ド マ ッ
て

-0.179土0.0304 0.373 . 0.0197 0.272土0.0229 0.326

工 y マ ツ -0.181土0.0128 0.460土0.0240 0.423土0.0256
= ---二、-----コ

0.442

傾向あることを知る。

前述せるﾡでは年齢と胸高直ﾡとの相正間には正の相ﾡ開係の存在が認められ, ヌ胸高面

北ガに於ける ト ドマツ ・エゾマツ池ﾡ天然林の情成位に生所状況一例 101

徑と年輪敷との相器關係は我であり相當高次であつたが,鼓に年的と年輪幅との相關關係が 

程度極めて低いながらに負を示 したことは, 勿論M等の關係の比校に於て執も全く 同一の責 

料に依らさりしを以 て正確に ﾡ定ナ る こと 困難では ある が, 大照次の如く 毋とて港支 な いで 

あらう。先づ考へ得 らる、ことは, ﾡ樹にかて年齢と 年輪幅 との制係が相常の大いさの林木 

ならば版して年齢の増大と共に漸く 年崎計狭少となる傾向あるのに徹し, 個電を駅にナる林 

木間に在りても lに 立関動 を置け ば盆然所 る 喋係が存在すべきととである。唯D商直径 と 

年輪數 との關係が負であ り且高であるととに効いては生長の良好なるものが即ち大径怒木 

である と 印ふ面が強 く 作用 してみるのであつて, 天然林に於ては大mにかて胸高直極と年齢 

とは或る程度正の相關關係はあるであらうが,然し何んとあっても被然木や優勢木等の鉛•綜 

せる競爭の關係に因 り 胸髙直律の火な る も のに優勢木があ り, 小役被喰木よ り も大任優勢木 

に於て所の年輪数が少 く 從って年倫財の廣い事實があ ること はﾡ然で, 地等多製朴木の年齢 

と 年崎Mと の關係 と 求 め な場合に, 勿論上記の 大経 優勢木に して年倫％ の廣い資料 も 當然相 

當有 效に作用 してゐるが,商M被木の年給ﾡの狭い も のや年論担営の年崎ﾡのものが是等 

の資料を蔽ふてゐる部面も あって, 即ち年龄典のものが最も強く爲用してゐるので其處には

大岡 M樹の年齢と 年輪細 と の開係に 似た も のが林木の年齡 と 年倫幅 と も 現示さ れ,

以上逃べた年齢と年崎幅とのRの低心相県和度を示したものと不倣ナべさであらう。

第三項 長N
・ドマッとエソマッと の生長映況の益興に就いては, 各極林木要素に基いて或は年齢の各 

顼段階に於て研究されてゐる が, 林木に就いては共の材積生長率に關し之を独よことがら 

實用的で ある。神太の トドマッ・エ ソマツ清天然朴にかては大極級木の材積生長事が トド 

マツよりもエソマツにかて大であることは一般に認められてろる (56:133), ヌ保目地方に 

かて も 以上述 ペた るに 依り ドマッム り も エゾ マツ の方が林木の生展關係良好な るが如く 製 

はれるが, 更に朴木の大いさと村積生民率どの開係を求むれば第53談の通であつて, とは前 

述の胸髙直徑階別年倫数と常該標準地及共の筋接林分に於ける資料 よ り求めたる甲木の胸高 

直徑階別平均材般と よ り 計算せられたものであって,材ﾡ生長の計算式と して Leibnitz 式 

P=(V一1)*100 を用ひ。は前蓮の4崎製,"及M は夬々 胸高2徑階 2em を隔 

てたる不均材積である。
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第 53 表 胸高直径階別材積生長

的為近任

*

ト, ド マ ツ 千 ゾ マ ツ

平一均材積 生 .系 率 不均材ﾡ 生中

てcmう てこ行 てるう て面) てるう

2 000I 0.001 —

3 0.002 0.002 —

4 0.001 7.45 0.004 7.92

5 0007 6.60 0.006 6.22

6 0.01! 5.24 0.0!1 5.19

7 0.017 4.56 0.015 5.25

8 0.025 4.20 0.023 4.77

9 0034 3.57 0.033 4.62

10 0.045 3.13 0.044 3.89

11 0.057 2.83 0.056 2.62

12 0.073 2.73 0.07 3.03

13 9032 200 0.087 3.59

14 0.109 2.44 0.107 2.81

15 0.129 2.33 0127 2.69

ie 0.150 2.08 0.151 2.56

17 0.175 • 2.06 0.177 29

18 0.204 2.17 0.208 2.60

19 0.233 2.07 0.241 2.61

20 0.263 1.90 0.275 2.18

21 0.297 1.86 0.311 2.37

22 0.331 1.81 0.350 2.36

23 0.366 1.67 0.387 2.27

24 0.404 1.62 0.429 2.2!

25 0.445 ・ 1.62 0.472 2.26
落•常

26 0.489 1.61 0.515 2.36.*
27 0.531 1.51 0558 1.98

28 027s 1.4] 0.602 180

29 0.6I6 1.32 0.645 1.70

30 066! 1.26 0.691 1.63

31 0713 1.34 0.745 1.72

32 0.767 1.38 0.802 1.80

胸 w 直 智
ト ド マ ツ マ

------ - 
ツ

工 均 材 飛 生 母 寄 T 均材税 生 率

てcm) て面の てうるう (E てラるう
33 0.82! 1.32 0.860 1.78

34 0.882 1:.29 0.922、 1.77

35 0.951 1.34 0.990 1.81

36 1.024 1.33 1.056 1.91

37 1.096 1.23 1.14! 1-89

3S 1.166 1.11 1.222 1.86

39 1.240 1.05 ・ 1.309 1.92

40 1.311 1.01 1.382 1.77

41 1.331 0.94 1.459 1.61

・ 42. 1.453 0.91 1.536 1.61

43 1.521 0.87 1.613 1.58 ・

イt 1.600 0.88 1.689 1.54

45 1.675 0.81 1.769 1.58

之に依れ ト ドマツとエゾマッとの不均材積は, 胸部直径 15cm ﾡは僅かに ト ドマツの方 

大であるが夫れ以上に於ては=ゾマツの方大となり共の塗はﾡ大大となつてゐる。

材試生長率を見れば, トドマツ, モソマツ共に胸高5直極つ大となると共にの生長率は清 

滅し, 同大の胸商直極の林木に於てはエソマツの方生長率大であり, ヌの大なる御合は胸 

高直徑の大な る も の程大であ る o

即ち以上遊べたる生長開係3項をﾡ合すれば利用可能林木の範回内ではェソーツは ト ド 

マッょり も生長良好であり, 特に材欣生長率に於て大てある と謂ふこ とが出來る。

ﾡトドマツとエゾマッとの生比止較に開ﾡして Tanne と Fichte 或は Fir と Sprue との 

關係を 見る と,材秋生及率は一般に Tanne 或は Fir に於て大であつて Fichte. 或は Spruce 

にかて小であり (42)(65)(103う, 必ナしも ト ドマッと Tanne 或は Fir, ェソーツと Fichte 

或は Spruce との樹師の近緣關係のみを以て断る生長驳係を律する こと 不可読で,之れ樹間 

の特性の如 きものも 地域的に之を 認むべさであること を示唆ナる ものでは之る主 かe

次に第53炎の材積生長事率,共の関係胸高直極放に胸商高部村部1cm間の年輪数を夫々 P" 

p と し, 是等を立木の生長率奔定式たる Schneider 式 P= ァ に常てﾡめ A なる常数 

を求めると第54表の通である。
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第 54 表 胸7直径別 Schneider の常數

ト ドマッ ェゾマッ トドマツ エゾマッ

てamラ てcmm)
4 575 577 25 49 503

5 647 566 26 500 532

6 623 564 27 479 455

7 635 653 28 458 386

8 671 682 29 434 / 425

9 634 726 30 421 418

1o・ 598 661 3! 457 451

"II 577 477 32 478 482

12 589 582 33 470 478

13 586 716 34 477 478

i4 568 582 35 518 497

15 552 574 36 542 529

16 517 556 、 37 ・ 530 529

17 522 572 38 494 524

551 5シン 39 496 542

19 5487 995 10 471 498

20 514 566 41 46 148 -

21 513 42 42 436 416

22 52 537 43 419 435

23 483 509 44 426 420

24 482 487 45 390 419

今上表の A の値を一定の胸爲直郎の施刚に於て平均して見ると次の通である。

胸高ui極級 トドマッ エゾマツ

(cmn)
4—10 626 633

11—20 654 580

21—30 478 479

31-40 492 501

41-45 423 434

乙に依ればトドマツ, エジマツ共に胸高直径級の増大と共に此のkの位はﾡ沙する。但し

兩樹樋共に胸高直種後 31-40cmに於て不規則的に大なる仙を示してゐる。

Sehncider の滞数は一般に100-900-S00の位をとるものとせられ, 夫々生長最も衰へたる 

場合, 生長○前終なる場合及生長城も証座なる場合に該営すナる。又我國内地の天然林に於て 

は此の A の位は各樹証を通じ大體 500-000 の問の位iをと り,D高直極階の大となるに従ひ 

共の他は次第に減少する 便向があつて,モ ミ では胸高直任 10-30em で 583, 胸高直ﾡ 32- 

60cmi で 493, 胸高直徑 10-60cm で 532 であるが, モミ及クリ, コナラ, ミゾナラ, ブナ, 

ミ ネバリ共の他に就いては胸高5直毎 10-30cmで550 円外,胸商高直極 32-S0cmで500 内 

外な り と前ふ (61)。同じく 毋齢の人工植栽林に於ては スギ 550, ヒノキ 546, アカマッ 560 

なる位を示し, 各樹ﾡを通じ不均資数は 550 と して差支なし とされてゐる (89)。更に此の 

A の位が同一樹枠にかての生長記中にする状況は,小島博士 (1934) の北海道に於 

け る エソマツに就いて調流せられたるものに依れば, 桜齢80 年以上 405 年迄の間に於て 052 

よ り 423 の間を 上下 して, の不均は 512であり, アカゾツに 動 しても512ス は 500 の 

常數値を用ひて差支な しと請 (00)。

期くて との位tは版数を用ひて差支ないことになつてろるが, にかてト ドッ, チソマッ 

天然朴木に応いてiの * のftを塗胸商直優に丘つて下均すれば, ト ドマツに於て 518, ェ 

ソマッ に於て 529となり,共の修数と して共々 520,530 をとるとと が出來る。今足等の根数 

をﾡひ P=-。 式に依り計算した材積長率と前遊せる第53表の材旅生長事とを比徴 

到川ナれば第55の通である。

第 55 表 P= テ 式に依る材钺生長率と Leibnitz 式に依る 

材積生及率との比較 ^

請T6it智
卜 ド マ ツ 工 プ マ ッ

I I
( 6•铲 てろ8う 

7.45
(%) 

一0.71
ヽ

7.28
-での) 
7.92

% 
-0.61

5 5.31 6.60 - 1.29 5.42 6.22 -040

6 4.38 5.24 -086 4.88 5.19 -0.31

7 3.73 4.56 - 0.83 4.23 5.25 - 1.02

・ 8 3.26 4.20 - 0.94 3.71 4.77 一 1.06

9 2.93 3.57 -0.64 3.37 4.62 • - 1.25

10 2.72 3.12 -041 3.12 3.89 - 0.97



1O6 北海道林数融動場報告 第十六

路高i流個
ド マ ッ ・ エ ゾ マ ッ

I _____・ 宏 -i 1 E :

てこmう () 1 (%) (%) て死) て
11 2.55 2.83 -0.28 2.91 2.62 + 0.29

12 2.41 2.73 - 0.32 2.76 3.03 ・ー 0.27

13 2.31 260 -0.29 2.66 3.59 -0.93
14 2.23 • 2.44 -0.21 2.56 2.81 -0.25

. 15 2.6 2.33 -0.17 2.48 2.69 -0.21

16 2.09 2.03 +0.01 2.44 2.56 -0.12

17 2.05 205 -0.01 2.40 2.59 -0.19

18 ・ 2.01 2.17 - 0.16 2.36 2.60 - 0.24

19 1.96 2.07 -0.11 2.33 261 -0.28

20 1.92 2.70 +002 2.32 2.48 ・ -0.16
21 1.88 1.86 + 0.02 2.32 2.37 -0.05
22 184 1.8! + 0.03 2.33 2.36 -0.03
23 1.80 1.67 + 1.13 2.36 2.27 + 0.09
24 175 1.62 + 0.13 2.40 2.21 + 0.19
25 1.70 1.62 +008 2.38 2.26 + 0.12

26 1.67 1.61 + 005 2.35 2.36 -0.0I

27 1.64 151 +0.13 2.30 1.98 + 0.32

28 1.60 1.41 +0.19 2.20 1.60 +0.60

29 1.58 1.32 + 0.26 2.12 •1.70 +0.42

30 1.56 1.26 +030 2.07 1.63 + 0.44

31 1.52 1.34 +0.18 2.02 1.72 + 0.30

32 1.50 , 1.38 +0.12 1.98 ・ 1.80 +0.18

33 146 1.32 +0.14 1.98 1.78 + 0.20
34 1.4! 1.29 + 0.12 1.95 1.77 +0:19

35 1.35 1.34 + 0.01 1.93 1.81 + 0.12
36 1.27 1.33 -.0.06 - 1.91 1.91 0.00
37 1.21 1.23 -002 1.89 1.89 0.00 *
38 1.17 ・ 1.11 + 0.06 1.88 I86 + 0.02

39 1.13 1.06 + 007 1.88 1.93 -0.01

40 1.11 1.01 + 0.10 1.88 1.77 + 0.11
41 1.10 094 + 0.16 1.90 1.61 +0.29

42 1.09 0.91 + 0.18 1.91 '-161 +0.30

43 1.08 6.87 + 0.21 1.93 1.58 +035

44 1.07 0.88 + 0.19 1.94 1.54 + 0.40

45 1.08
ニ ニ -

0.81 + 0.27 2.00 1.58 + 0.42

備 考 上表中IWのものP= ーー ー 式に依る もの, I欄のものは第53表の材窿颐 

率とす。
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今 た等術式に 依 る 材積生長の 偏 を 各種の

範風の胸窩直徑級毎に合計 す れ ば大の通であ

ろo
胸高直徑級 ト ドマツ エジマツ

(em) (の c2の
4-45 + 3.35 + 5.35

-7.05 - S.28
11-40 +2.34 +3.59

-1.37 -2.78
11-30 + 1.61 + 2.47

-1.26 - 2.74
即 ち胸商U行級 11-30 cm の範幽内 一之

は 大闘試験林に 於ける 利用 可 能の林木の範例 

に相する--にがてはﾡの材積生長率の価

差は正相殺するが如き状態であつて, 之に依

り の値を概敷としてト ドマツ 520, エゾマツ

580 を用ひて質用上差女なきものと制ふを

得るo

第 10 岡］ 材積生長卒計ﾡ表

ﾡ点どっ:りる外ﾡ劇

更に P= 。式の實用化を圖 り ト ドマッの場合 &=520, エゾマツの場合 よ=530 を

用ひなるも のPを式に依 り はせば第 10岡の通であ り, 之に依れば, 野外に於て も側樹毎に

又は林木毎に材積生長の逃算 も 可能である。

第四節 林木の枯損

林分の生長過程に於ける林木ﾡ損量を決定することの必要なるは今更前よ逢も ないEで 

あるが, 之は所ﾡ永久試験地にかける永4に重る定期的測定斜果にﾡつべきであり,更にそ 

れは該試験地の両ﾡが小なれば小なる程然りとする。ﾡ來ﾡ太の ト ドマッ ・ ェゾマツ迎ﾡ天 

然林に就ては,枯損木に關する吉田氏の「林木は枯損後 20 年間枯立木と して存在する」と調 

ふ仮設 (吉田義季: 原生林に於ける更新状館の研究武料として領ﾡ太商部に於けはる一事質 

林學會雑誌 第7映大正10年,1921) の下に. 損率即ち所謂員の生長率を算定 した結果が林 

木の生長率, 所謂正の長事と大差ないことになつてろて(50), 又祭の閲係は原坐生林にか
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ては林分の生長映館は不術を保つ と 請よ掘殺と例 々 一致するが故に此のﾡ張はﾡ小動かすべ 

からさ る定設の如く 思はれてゐ る が,勿踰樺太の トドマッ・ェソマッ Jれ天然林にかて も 各 ■ 

和を様の林相な り 又は成立の段階があるのでそれに依 り一般に正負生友率の一致を云々する 

こと は出来ない。即ち池叫:; ー氏の「ﾡﾡの話」(昭和10年,1935 探太新叩社發行)142 
に於て「再太ツ部地方の トドマッ, エゾマッ林 0調査に依れば ト ドマッ, エソマ"様 1ha常 

り不均生氏量は1101行であり, 枯損木け積は523行で之を組去50箇年にﾡ死せるものと最 

定して 1 箇年 10.46 石に常る こと、なり,不均生長量は枯損ﾡ よ り も 僅かに大である」と さ 

れて ゐ る が,當時現在の枯損 / が過去 50 崎年にﾡ死 じた と 小ふ假定 もあり得る のであ る。

而 して林木の枯損号 を僅かな資料に依 り 決定する ことは極めて危險 なことであるとして 

も,何時ﾡ。侵定の下に枯損基を推算することはされないﾡであり, の爲めに該試験# 

に於て も斯质林木木數の變化,或は蓄積り變化を見る爲めに各部地位,林況の下に標準地を 

多数設定してとを永久試験地と しての調布に常つて來 たのであるが, (述の通不学に し 

て 1036年のﾡ風被害に航く 大当』故 (69 のfめ, 各和論地に して壊滅の悲運に遭遇 し 

たものも あつなが, 利用 し得らるゝ限り の資料を 賞媒報ﾡ Lて此の朴木ﾡ損のﾡ没を松討し 

て見れば次の通で,之 を天然4ゐﾡの常態 と 微威害林分に 於 ける林率 とに分け て記 

を進める。

天然# の枯 担 の 常 館

優遊せ る 10 箇所の標準地が此の試驗地の標準地に 該社す るもので, 共の記載事項に 就いて 

はとが呼を省略する。敦 も 1032-19884の設定に係るものであるから, 1936年のM図時 

姿に満3一4歯年を老過したに過ぎない。 地等地に於ける 1932年ル至1986年の調在責 

料から 1haﾡり 1簡年間の該害及枯収致量を計京せる結果は第56表の通である。但し被害 

数景 と は平年の激雪害; こ因る例倒,挫折,倒费木を运味し,被害後一育期間を経ナして祐 

損木となるべ过見込のものである。

とに依れ社木は枯損木にし胸高直従現山の範画がめ少く, 而も ト ドマッの場合94cm, 
工ゞマッの場合 82cm以下のものにﾡられてるが, 枯川木 は ト ドマッの場合 50cm, ェy 
マッの場合 38em 座にc及ん e ゐて,小径級木忆は被害木多 く,大徑級木には被書木は少いが 

ﾡ損木が多 い と 請5質を 示してみる。

1932-1933 年當時の同一箇所の 1ha 當 り 平均蓄積に財し前記の林木林也或は被害の先を 

封敵 し めて足等が如何なる 枯損步合 を 示す か を 見れば女のﾡであ る。
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第 56 表 健全な る普通の天然林に於け る林木被害及枯損數呆

ト ド マ ツ

映応直任 彼 害 後 量 枯 損 ﾡ 量 :量量 ﾡ担霊量

木 当 材 義 材 ﾡた * 基 # R * 当 村 業

てcm) 
2

てr
0.163

て面) 
0.000163

(こう)
0.032

aoの

4 2.116 0.003461 。1.41, 0.005764 0.359 0.00t436 1.034 000tr36

6 2.236 0.024596 1.692 0.018612 1.219
ヽ*
0.012190 2.328 0.023280

8 1.627 0010575 1.469. 0.036725 0.615 0.014145 1.148 0.026404

10 1 665 0.074925 0517 0.023265
・

1.719 0.075636 0.354 0015576

12 0.392 0.028616 0.549 0.010077 0.930 0.066030 0.245 0.017395

14 1.268 0.138212 0.245 0.026705 1.3S7 0.148409 0.163 00i7t40

16 1.235 0.185250 0.598 0.089700 0.163 0.024613

18 0.588 0.119952 0.277 0.056508 0.245 0.0509%o

20 0.489 0.128607 0.435 0.114405 0.190 0.052250

22 0.163 0.053953 0.163 0.053953

24 0.277 1.111903 0.272 0.109888 0.082 0.035178

26 0.310 0.151590 0.354 0.173106

28 0.539 0.309925 0.032 0.017150 0.032 0.049364

30 0.501 0.331161 0.272 0.179792

32 0.163 0.125021 0.057 0.045714 0.032 0.065764

34 0.032 0.072324 0.190 0.167580

36

38 0.190 0.221540 0.082 0.100204

40

42

44

0.082 
チ

0.119146

ヽ
46 0.032 0.143254 •

48

50 0.032 0.167362

叶t '13.483 1.780158 9.318 1.919716 6803 0.524965 5.763
二*ニニ

0.321242
=-----二

例 考 上炎の計姉にﾡ後の計に使川した』lt径所別ボ均材積は託過の トドマッ •エゾ 

マッ均材謀であ り 核試險林に於て試発川 と Lてt川。 もので ある が,胸商i径 46
cmn 以上のものは共々曲ﾡを延良して之を元ﾡ大崎村積表の最位と止ﾡして, 卜r 
ッでは14地, ェゾマッでは34地の不均材讃をと り之に常てたのでおる。
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樹 税 生木材徒 松抑め合 7

(m) (m3) (%)
ト ド V ッ 230.1122 1.91972 0.83

ェソマッ 143.6344 0.3212 0.22

甲 / 373.7766 2.2409 0.60

是等の枯損は共の原因に就いては今はﾡするに出もないが, 何れの地に於ても風告, 落 

Tの者, 歯者, 数密, 姿寄, 彼ﾡのﾡの他ﾡ等の根秋的降書等がの主なるもので, 風害藩 

置の管は大径木に多 く,曲害は演の種類に依 り共の状況は千高別であ る。老齢木が永く 湖 

死の狀態を保つて遂に枯死する場合,直接な被害は多く好害に屈する。落田の由も土域に依 

り 然だ大きい ものであつて,大徑級木に少いだけに風害, 曲よりも大なる彼害材積を示す 

例もある (62)。該供験林地方に於ては胸高直極4,6,8cm等の小極級枯損木が此教的多いが, 

之は大部分被阳に因る枯死と看て差支なかるべく, 大優級木のﾡ慣は数衛な り 歯書な り に因 

るか, 又は所謂天喜に近をものが外界の剌較に依り生理的の平诃が破れて枯振木となると謂 

今校な経ﾡ そとつたものと 想像 される。

両して等のﾡ損木の外に未だ枯掘には至つてゐないが, 前述の如く風雪の害等に因る幅 

倒, 面粗又は挫折木と認められる被害木が多数あって,執も激死と謂ふ程度のものである。 

此の被害木数量 を 生木材所に 封ﾡ しめて其の被害步合 を 見れぱ次の通で あ る。

樹和/・ 生木村ﾡ 被害材位 磁害合

卜 F -V ッ
(ロ) 

230.1422
(n3)

1.7802
(%)
0.77

y マ ッ 143.6344 0.5250 0.37

計 373.7766 2.3052 0.62 ・

而 して前述せる處に 依 り ・ 此の被害木數量 も 枯損木製量 と 同校の意 しか有せぬ ものであ 

つて, 今此の被客木俗木両者を合したもの、材試が生木材積に剣ナる歩合をﾡ損事とすれ 

ば次の通である。 .

樹 和 生木材磁 被吿及枯世材蔵 枯 損 率

トドツ
(m)

230.1422
(m) 

3.6999
く%) 
1.61

ニゾマッ ・ 143.6344 0.8462 0.59 ・

計 373.7766 4.5461 1.22

以上の被害及枯損 材積の生木材状に列する步合を 枯損率と看•る と と は災用上の児地から調 

つても至當であって,斯る枯損率は假令多少の風雪に因る被害關係の分を含むとしても之を 

所謂平年の枯損率とお做し得べきもの、如くである。
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扱之とに依れば ト ドマツの枯損率がエゾマツの夫よ りも遙かに大である こ とは注目に値す 

る。而 して ト ドマッ, =マッの枯損に閲ナる北海道の一例に依れほ(35),試盛地設定盆時 

tha 常 り に換算して トドマツ328 石, エソッ 188 石の生立木に 對 し,滿 3 箇年経過せる後 

の枯乱 木は 1 ha 賞 り に換算して トドマツ 82石, エ マッ 1.8 石の材 徴 を示し,共の枯損毋 

合は トドマッ 2.50%, エソマッ 0.96 %であり, 之でも 矢張 りトドマッの 方が枯損 率が大 と な 

つてゐる。東に ト ドマのﾡ損は胸商uﾡ 5-6 寸以下のものに多く, エゾマツに在りては 

2人以上の老齢木に 多 く, 従つて林の原因 も 尺以上の ものはキクヒム シ類,ﾡ砲当別"の 

杏又は菌害等であり,尺以下のものは被聴の爲めであるとNはれてゐるが之も樺太に於ける 

觀察と略一致してゐる。

微親害林分 に於 け る枯損率

前述の如 さ 19364年 10月 のぬ呉に伏 り 壊滅に陽 した 永久試驗地の補足設定 を行つたのが 

1937年であつて, 等の補足試験地と して設定せられた標準地の記載を參考の爲めに掲げる 

・ と第57表○通であるが, ﾡポ等のﾡ消地と磁域を建れたﾡ述 H. VI, VIII, IX, X 等の督 

i準に於て (1 箇處か面積執も 約 0.25 ha に Lc合計10 崎)各種の調定ﾡにﾡ察等を試行 

したのであるが,1037年以楽保回地方に於てYッバキクヒムンの英延海大狙ﾡをﾡめ, 1937 
-19404に於てよ域盤期を現山 し,神太と しては彼の大正代のマンケムシの被害にも比ナ 

べな大惨を生したのである(69)。
第57表 ﾡ足標消地のﾡ況

標 準 地 者 ・位 置

デニ -.ニ

ii
画 平均MT 均 i i.

----に

ﾡ リ

デニニ

備 考
養

ダ「. ダr 
の度 のl向 トド

マツ
,ミ ジ 高底徳樹 15 木數

期日深丘ﾡ 
画傾【斜林

保日ﾡ験株
23林証イ小解

てm
120

(hoう 
0.20 公斜 m

(9)
60.4 39.6

・

(cm
16.35

(m
8.95

j 1
1,905

(ロ
405.578胸 高

直 径

わ さs び河丘W
用岡師銘林

同 上
同 上 100 0.25 級斜 商 40.3 59.7 17.76 9.97 1,152 261.114 3.0cm

以上

明管山ﾡ
面A斜林

同 上
12林究イ小ﾡ 8o 0.25 短斜 53.8 46.2 I4.8S 8.8t 2,222 353.656

初音深
不 埋 林

同 上 
I!林ﾡハ小班 30 0.25 wど 

不堀 —
・

16.17 9.12 1,936 351.190

谷水深 
ボ林

同 ビ
9株ﾡ=小ﾡ

6
ヽ

0.25 T — 73.9 26.1

----二
21.13 12.24 1,120

-

362.282

マャにこェ

而 して上記標準地に於ては執も部分的に其の被害を 蒙 り たる以外に,平年に見るが如く 多 

少の風雪被害木や枯損木を生じ,從って全題の所謂枯損炭 は相當の も のに迷する如 く 認め ら
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れた。然Lﾡ準地は状も会延の中心をﾡれ所調微林分に該常し, の被害の状況は未 

だﾡ状でなくI木ﾡであり, 之を一言にして形客すれば通常型数害林分とも訓よ.を得る。即

•ち大正 末期から昭和年代迄のヤツ ベキクヒム シの發生時代たる所謂第-:物型蟲害林分及今次 

のぬ風に亜ぐ大ﾡ生時代たろ所団第二期型当告林分はﾡも県常生型であり, 之に到し不年 

に於ける ものは通常發生型と謂 ふこ とをﾡるものである(09)。

而して前述の微害林分は,被相からり所的には被書木放ﾡ状に存在する故に, 局所的に 

は通常型認害林分の一例とする こと を得る。ﾡ県常ﾡ生型激者林分に於てはﾡ損事の如きは 

般『計算に乘らないので,共には徴数衛朴分のﾡ損率を設明するに止めるのである。而して 

光等の松地に於て, の設定以來ﾡる通常型数衛材損を主とする林木林損の映況如何を見 

る母めに 1940年11 月該標準堆に就ぎ調充測定せる結果は第 58 表の 並 で% る。

第58表 通常型徹経苦林分の林木枯損致荒

B 高 1 卜 ドツ. ハフ ッ 胸 高6 卜 ド" マ ッ 工 *ツ

* 致 4 ・ * 製 u 倒 木 ﾡ # ・ * 敷 材 硫

てcmう てiラ てEう てcmラ て面3万 てロ
2 0.266 0.003266 0.402 0.00 0402 32 0.975 0.747825 0.810 0.6196:0

4 3.+14 0.013556 1.760 0.007040 34 0.703 0.620046 1.164 1.073208

6 • 3.674 0.010+14 1.229 0.012290 36 0.644 0.659456 0.325 0.346450

8 2.694 0.067350 1.477 0.033971 38 0.703 0.819698 0.378 0.4619I6

10 1.802 0031090 1.991 0.037601 40 .0102 0.527022 0.703 0.971546

12 1.784 0.130232 0.668 0.047423 42 0.402 0.584106 0.461 0.708026

14 0.538 0.058642 1.749 0.187143 44 0.296 0.433600 0.189. 0.319221

I6 0.644 0.096600 1.430 0.215930 46. 0349 0617730 0.160 0.296000

18 0:886 0.180744 1.288 0.267904 48 0.189 0.368550 0.107 0.218280

20 0.591 0.155433 1.512. 0.415800 50 0.160 0.342400

22 0.810 0.276210 1.105 0.386750 52 0.325 0.760500 0.136 0.331840

24 0.786 0.307544 1.323 0.567567 5t

26 0993 0.488022 1.2i7 0.626755 56 0.160 0.1600 0.053 0.1526t0

28 0.508 0.292100 0.620 0.373240 58 0.053 0.165300

30
=...

0.756 0.499716 0810 0.559710 25.459 9.660552 2.122 9.483711
*や*王*をョ

f 考 上式の長は, 面種約0.25haのii内地IO協所に就いて,叩和I2-154の3簡4に 

EるD加優の Ihaﾡリ 1崎4ポ均のものでおり, の格&には前の武ﾡ 

木に相する ものも合まれてゐたる。

之に依れば トドマツ,エゾマツ 共に全胸為直径階に亘■つて枯損木を生じ,向トドマツ, エ 

ソマッ別のﾡ払木木ﾡ割合は 52 :48 となり, 當該標甲地か生立木の混淆步合が 57:48な

るに比しエゾマツの合が大であり, 更にメ(述の健全なる通の天然林に於ける 1ha 

り 1簡4の朴木ﾡ及林損木ﾡがト ドマツ 22.806本, =ソマッ12.566 本でありの割合が 

(4 : 36 となりな時○ﾡ該状地の生立木の混沙合が 61 : 39 であったこと 等被此比較し 

ても, の切合のェゾマツのﾡ損本ﾡが造かに多いことになるが, 之は勿論キクヒムン類8 

被書がエ ゾマツに多かつたのに逃因する ものである。此の場合小保級木に枯損の多いのは比 

逃の者通の4に於け る被害或は枯損の賞相 と 軌を同 こくする。

今此の枯損材出を1937年當時0生木材祖に對應せしめて其の割合を見れば次の通で,枯損

率は頗る大であり,特にエゾマ ツに於て然るを見る

樹 ・ 生木材書 *損材償 祐 i *

トドマッ 236.48J6
(m) 

9.6606
(%) 
4.03

モゾツ 147.0475 9.4837 6.44

t 383.5311 19.1443 4.99

而 してる枯損率は, 少 く も一施業ﾡ期に耳る調測定の結県に快たわば所請不均2林損楽 

と謂ふものは決定し難いであらうが,本論文に 於ける 枯損那! 先の二例は,前者は通2年に 

於ける簡山分の被な域もﾡせ場合○株 後者は題命墨脳当許Fを成りたる場合の林料 

を示すものとして令考に資するに足る ものあ りとナる。

所る枯出率を示す場合ハ該林分に於ける材積生長率 心 は然らば如何。之は 前者の例に 闌係 

するものとして トドマツ 1.475, = ソマッ 2.06%% 不均1.70% であつて, ﾡの林中は ト

ドマツ 1.61%, エソマッ 0.59% 平均 1.22%であつたととは前○iであり, 又後冰の例に 

础係する ものとして材殖生艮率は トドマツ 1.40%, ェyーッ217%% 不均1.73%であつて 

の枯山率は ト ドマッ 4.08%, 工 yマッ c.4t% 平均 499% であるから, 等23賞よ り保日 

地方の然林にぬては普知の4のつ被域い地い場合でも,光ﾡの大位分を占めるよドマツに 

於ては生長の増加は期侍し得す,エゾマツに於てのみ期かしれる狀態であり, ジマツの生 

艮増加は幸に前者な生 •長減退を補って様 りあるが,軍なる通常型は白衛と躍し, 正に尚被 

衛朴分と もなれば, 各樹師共に最か枯損尿は生を景を超過して帯私の注少を來すこと明であ 

り 材は生R中はtPan2定硫NのW6i倒岡川木ﾡ さ ・論の試惑件慣川T均村動憧 と 5 ツ 求め 方 次高

直徑階羽材破に, 之 もet並のBiitﾡP別村依生典を々乗 ビ, 其の他た る'は从 遗の徳和の原静 M に 

封するn•分率敷である。
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る。そ斯る斯春に依れば自然忙所に所, 孑を全う したかの如くに枯死ナる林木わ林損率と叩よ 

ものは微々たる ものであつて,奪ろ所調数なり氏雪おなりに因るﾡ山単と調よものは相高 

c大である。ﾡ北海の天然林に於ける例に依れば (8の) 枯出质 は見掛け上の林分生長 •ホの 

リ2ーリ 3 である と 謂ふか ら,之は所謂 普通の年の健全な る 体分に 於ける tのであらう。又共 

の際に枯損木はﾡ年同 品宛生す るものでなく,何かのル因に 氏 り 一時に 多彰の枯損を生 L, 

其の後は專 ら生長時代に 入る もの、如くであると され,仰 A. B. RpcNAGEr.氏(1939) の 

調先例に依る も,伐採施行の林分に於て暫く の後 Fichte 及 Tanne, 特に後者は著しく 生長

大し, 此の映ﾡがTanneのﾡ熟時代造融ﾡするやにﾡ倒に依り奈積の改少を生起するが 

uc次に Fichte の生長量増大を示 ・呼び#分と して材ﾡﾡ加を見る ものであり, ﾡる状館は 

改#分が桜盤相に到述する地員棋ナるが,更に侵探の行はれ叫り此の状催が前に保たれる 

と衢ふのであり(制),之れ助ち前せる如くﾡ団測定調在を永年に重り施行するを要ナる所 

以でもあらう。然傑日地方○森林にぬてはの朴水の4齢は越じて論 り 老齢でない振に見受 

けられるにも拘らず,林木の枯損率は意外に大であり,特にトドマツに於て然るを見るので 

あるが, 現企門太にぬての積の大前を推する北部森林地方のニゾマッの多い熱老 

齡林分忙於ては,トドマツの生長滅退は勿論最近の経書斐延の事實より共の器欲減少は想位 

以上のものがあるであらう。

第四章 結 論

抑々拝伐林の外貌を總括的に叙述せる ものは R. BALAIoEL氏(1925)のの記造を以て 

炎とナる。

「採林は道方からでもの特後ある外ﾡを望んで之を誠別す ることが出來る。樹の形 

は種々様々であるﾡめに,同命で林に於けるが如き放状を品せすして深は欠刻映を示し,時 

に富く突出するものあり,懈折たる山背では足等の蜘は暗き民繪の如く天空から浮き立つ 

て見えるのである。Jに内部のMﾡにはﾡ々に小させ樹木か帰が山川張り;#終には下木が 

ﾡ4し, 之が宛かも生用の如く に朴”を取り 困んでゐる。」(5:11)

両して本論交に於て杯木ﾡルルに開し遊べたるﾡに依り, 該り験#の ト ドマッ ・ エゾマ 

ッ提清天然ﾡはの外ﾡ上一前に於て一ﾡ林に近き林を星ナる場合あるやにﾡはれる外は 

大部分所調採役林的天然朴であるとと明かであるが,向一沙#内に足をぜめたる場合大,小 

の林木参交して共々○樹を形放す る樹の爲め攻は大ﾡ,御級にﾡする朴木の樹仲に 依

P上ドヴニン ジ世会卜2戦型に生アー型 I1 ラ

り遮へ切られ,前方○見ほしが刊かざるに非ざるがﾡぜめて不充分であると調よが如せ状館 

を現川ナる。たも行田ﾡ氏に依れば,同氏は該状客朴の一部#ﾡに就せ之を5ぬの酬系" 

に分ﾡし各群ﾡ毎にの片木情依状況を見たるﾡ果, 林の情ル上より考奈ナるに oT9 

に於ては横冠借•は常に城上部よ り下部型械的であ り下藤木が苦しく 多故を占めてゐるが, 

oT→VT→DT→DCT となるに從ひ,樹冠脣は漸次上部と下部と に分崖 し,更に下部樹 

盾を構成する中居木乃至下層木は次第に共の数を減じ,樹冠層は上部に於て愈高く且一齊と 

なり, 林冠の組成は次第に單純とな、る。然しの究ﾡの状態に於て再び下屈木の加を示L

cみるが, 之は更生達上に於ける林ﾡﾡ化の一所面を示ナものと考へられるとあるが (未裂 

表),此の場合6樹紙ﾡのJ純に一資となる場合はR行で, 旦現在 も 斬る林相の箇所は全般的 

に少いととを認めてみる。

の ト ドマッ ・ = ソマッ天然林が採口的朴型を示すことに叩してはﾡに問明せられ 

てゐる 世 もあり,古川氏 (1932) は保呂地方の トドマッ ・エジッ然林の林型に関ナる調 

ﾡにぬて5 崎の林型 を分肌し, 地等の朴型 を 寺崎博 士の分知 らtた る天然生林々 型に 町 

し,共の国 保變異曲線に於て,一部 ne に相常する外大部分 に相當する もoと認められ 

る動もある旨並べられ(9), 中村博士は (1930)前の如く該試験林の市方に位のする元 

東大ﾡ太油ﾡにかて, 外ﾡよ り見たる トドマッ ・=ゾマツ然林は不資朴神に型械ﾡ# 

(崎博士の Ia) の特徴を備へ,一資林型を見るとと稀なりとし, 仰一般には一ﾡ型天然 

朴もがﾡﾡに非る旨用記されてつる(5の)。更に 同師士は天券林を 外観に依り―•齊林型と不 

獅林型とに大別すると. もは, 元東大樺太演習林の ト ドマッ •エソマッ混汚林は殆ど全部後者 

に属 し不卉林型天然林は押伐林に酷以すると され, 更に力烟木が極めて多數に して, 胸高u 

都の加につれて本ﾡが念激に減少する林分を外ﾡよ り 見て寺崎博士の IIaに属ナるものと 

し,略法正採林の特性をへてろるものとされてろるが, 又一方天然林に於ては外貌が掲

1 5崎のﾡとは次の如さものでおるo
Abics sachalinensls - Piccn jczocnsis - Osmunia cinnamonea sociation (OT)
Abies Kachalincnsis - Piccn jczroensis -・ Vaccinium chnmissonis sociation (VT)

lies sachalinenasis - PiCCA jezoensis - Dryopteris amurensis sociatlon (Dr)
Iryopteris amurensis - Carex socintion (ICT)

Ablcs sachalinensis - Pice jczocnsis-Snsn sociation (

2 ) oT = OaunundnTypts
vT = VacciniumTypus
DT = Dryopteris Typus

aICT = Dryopteris - Carex"Typus
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伐林の特性を示すから と て, ［に賞西も採役林に近しと訴する こ と を得ざる ものもあると 

請はれてつるが(5の), 南岸太中部他方の ト ドマッ ・ エゾマッ況清天然林は外設的には寺ﾡ博 

士のIIa に相するこ.とに於て相なく, 且之を採林的天然林とﾡすることに於て大記県

論なきが如くである。 一

何寺崎博士の各林型叩にの生育本数を示せるものに依れば,1町なり胸高5山保 3寸以 

上の ものに就て

I. 200- 600 木 下均 400.木

IIr 400- 800 本 平均 500 木

. IIa 200-1,200 本 不均 600 本

I 1,000-1,600 本 平均 1,200 本

となり, 更に共の天然生林の林木直役變異曲線は

I に於て高士山型を示し,ちﾡ附の全範の中共部に近さ位置にがてﾡ多木文 

百分率を示す。

III - に於て最多本数百分率を示るもの、位置は事ろ小なる直毎ﾡに在りて, 商かも 

共の■小直镖階の本數百分率 は共 り数他忙於て L. の%のよ り も大且山ﾡﾡのﾡが 

り は幾分減する。即ち最大直従は L の ものに於て最大に Lて IIr 之に亜ぐ。

113 に於てﾡ多本数百分料を示せる直ﾡ階は述に最小u係ﾡに秒りたる b, の数価 

は著大な eナHu何除つ範WはIIr り 縫分滅却する。

Ie に於て最多水数百分ドは na の曲線にﾡ以して同 ヒ く 域小直經附に在る b, の 

数備は ma よ り も著しく大,心役階の範网は きしく減却する。

とある (75)。

本論交に於て も 胸高直保 10 em以上のトドマッ, エソッ 林木の 1ha 當 り 木 数 は 多く 

500-1,000 本不均 800 本内外である と と, 樹延ﾡ○開係,D高直便W別 本数配分曲線の狀況 

等よ り所調 心 のものが大部分を 占める ことはﾡ場に想像されるが, 又行山,古川氏等(前山) 

も請よが如く必すしも nz のみでなく, 一行林的の もの もあり 或は 寺崎博士の分類法に當用 

らぬものもあることは認めらろ ・でもある。

次にﾡ等の林木の構ルﾡ態を内部的に協討ナれば, 之もeに逃べたるが如く 各量地に伏 

り 共々特後ある業県を示す如くであるが, 前述の如く 胸窩心徑竝にぬ高階別本數配分曲線が 

J 型報をユするり合に もt砕別本永記分曲線は必しもJ 型曲線を示さ｝等ろ對稱ゝに近.
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づきつ、ある例もあり, ヌ朴木の年鈴の大小不ﾡは胸高びﾡの大小不描の○ﾡ度から受ける座 

じ秘大でない と調よ.が如 き 話から,所訓林木のP 節的構成は比校的緩粒な らさる如く製はれ 

る一面もあるが, それにして もD商山伝と4齢との相正間に商次の相盟開係の存する ト ド

ッ・ェソーッJ天然林に於ける県齢性は, 他のグイマッ林やカンバ林。.如き少く も外観 

上の同齢#的天然林と比散するﾡもなく, 之を認めざる を得ないのである。

中村博士(1930)はﾡ太のト ドマツ・エジマッ天然林に於て, 大いさの同一な る林木の年齡 

に神 し き茂典があ り 又年齢同一に して法だ し く 大小の別ある林木の 多き ことの事實を認め ら 

れ, 之は何れの天然林にかても共通的なるが如しとせられ (56 :102), 樹種別年輸の調に 

ぬて ト ドマッの604以上の林木にﾡいては齢極別求数配分が採代朴の法正映館にﾡしと請 

ふも過旨にあらすとされ (56 : 88),又胸高u年3cm未流の立木中にも相ﾡ高齢に地せるも 

の少からすとする も,30-50年生の林木にこしせは元東大神太波ﾡ林の天然朴一般に共通の 

小實なるが如く, 監を除けばの大多数は外S的に不ﾡ林の特性を備よるに止らす, 共 

の年齢脚係に ぬて も 法正採伐林 と 大差な ・を知るとせ られ, ヌェソマッ は提混沙合小な る の 

みならナu極別木数配分も小極木にこしtを以て, の年齢型係は一般天然朴の特性を示す 

ものと信に継く, 即 らエゾマツ は各船級に 立 り 殆 ど同一木数 をすし採伐林 と して法正な ら ざ 

る も,同齢件にあ らざるとと 勿論で明かにﾡ齢林の特徴を備よるものとされてわる (56:88)。

光。 ト ドマッ ・ エソマッ混淆天然林の異龄性に關 しては,兩樹種の立地に關係する特性 

中旣に闘明せられたる諸事項よ » して亦容易に推察疗定せらる ・でもあるが, 新く保目地 

ガの ト ドッ ・ エゾマッ混淆天然林は大開に於て外限 内部典に不齊採伐林的林型を呈する 

林相の随所多く,一部一齊林的のものあるを認めざるを得ないとしても,之を施電的見地か 

ら見れば, 共に多分に異龄性を帶びたる採伐林的天然林と して取扱ふを可とするもの ・如く 

である。 /

ﾡく て以上述べたる處に於ては,南樺太元保吕試驗林の ト ドマッ ・ =ゾマッ天然朴木 

情は状況は之を不済採伐林的情盤を示すものありとして可なるが如きを一竜所定せる外に, 

ト ドマッ ・エソマッ天然朴の正常なる生育形をJ条的に談示し,更に又の生育状況が 

夫々 樹師に 依り,地 位地に 依 り著しく 相違す る監を明かにせるものである。

而して木章に於ては,共の林木の構成狀況よ り して採伐林的なる ものあ り と窺はれたる前 

記ト ドマッ ・ エソマツ加天然林はﾡ然の生育状祝に於ても採代林的なるものあるべきを

想 し,前せるぬに き気は旣往か調査成績に據 り 等の生育状況を採ﾡ林の標的な る
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もの、夫に比ぶ期服して,ト ドマツ ・ エゾマツ清天然林が役林の特徴を如何なる程度に 

具彳けるやの一面を再び檢时して,林木の情成状況より見たる制果と, の生竹状沈より見 

たる緒果とより, o ト ドマッ・ニソマッ逃天然林が採#と して適恰する其の程度如 

何を台合的に決定せんとナる ものであり, 即ち"の ト ドッ ・=ゾマッ清天然朴の生育 

の状況上 り BALSrGEn氏の請よ押伐林の系統的雄準 (cinheitlicheNorm) に那ふ ものあり や 

否やに依り, 押伐林の標に 適裕す る の程 を 除味せ んとナるに外ならない。

BAISrGrn 氏がTanne 探伐林○標準と して示したものに依れば,「Tanrie押代林の構造, 

著読. 生民数果, 4齢及性ﾡ興係を示ナBめにﾡに一例を抑けんに, 之は廣き舞伐相也域の 

一部分であり,其の詳細なる調充結果は2曲以て比校研究に供し得る標準的なものである」 

(5:15) とあるが, BArsrGEn 氏の所る一例に 依れば樹木形数は Tanne 大ﾡ級木 (胸 四直經 

36 cm 以上) で 0.58,中毎級木 (胸高5直毎 22-35cm) で 0.60,小ﾡ級木 (胸が5u保 12- 

21 cm) で 0.68 であ り , Fichte の大ﾡ怒木で 0.48,中概級木で 0.52,小御級木で 0.58 であつて, 

阿樹団共に大御級木に於て樹木形ﾡは最小であ り,小何級木に於て最大を示すとと を知る。 

従つて樹砕の形映も樹木の小なるものに於て完済でメ Tanne は Fichte よ り も稍完滿なる形 

状を品ナるを知るのである(5:20)。該状験林のト ドマッ, エゾマッ樹砕腕高5形数は. 胸高 

u年 36cm 以上に於て 0.51, 胸高直係 22-35cm に於て 0.52, 胸高山極 12-21cm に於て 

0.56 を示ナ例あ り (45),改述の形数に開ナる調例に依る も胸高山毎 36 cm 以上に於て 卜 

ドマツ 0.495 エソマツ 0.543, 胸高"徑 22-35cmにかてトドマツ 0.514, エゾマッ 0.549, 

胸高直毎 12-21cm c於て ドドーッ 0.008エソマッ 0.C03 を示ナ。所くてト ドマツ,エゾマ 

ッ兩樹種共に大役級木に於て樹件胸為形數は最小であり,小從級木に於て最大を示し,且又 

明樹種の比散に於ても, 統の山極率事の比校に伏る も所る形数の比校に依る も 一般に小林級 

木に於ては ト ドマツの方がエソマツより も済流なる形を示すととを知るのである。

上長生長量と して 1 年枝わ長さ を測定 した ものに依れば,Tanne は大ﾡ級木に於て 24 cm 

であり, Fichte は之よ り小なる値を示すが,該がﾡ林のト ドマッ, エゾマッツの比散は, (t途 

の林木の樹高の平均値と 其の年齢シ平均値とよ りして極めて大席的ではあるが, 林木○大い 

さの特に大な る もの を除けば, 不均世高生長は トドマッムりもエソマッに於て大を示ナ こ と 

ﾡ想され, 此の動 Tanne と Fichte との開係と一致ぜものがあるが, 之は トドマッ, ェy 

マッの中, 大徑後木の形敢力 Tannc. Fichte の夫との比校过に ト ドマッ, ェソマッの生長比 

較が Tannc, 及 Fir, Spruce のにL核と二致しなかつた前例とりを同じくするいの
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• え

である。然しなから樹ﾡの止較はﾡもとして,ﾡに至るﾡ川なろ生長を試ける Tanne, 

Fichte の生長山相は トドマッ, エソマツにﾡても然るを見おのである。

に肥大生に就い て見るに, 一般には該伏な朴の多くの林木に於て特に所請央年やﾡ 

(cngringizcKern) と認bられるもつを行するものもあるが, 又明跡に之を認め問ものもあ 

る。之に関しては勿論林ﾡに依り全林木をiじ極めて著しい現像をユする場合はの燃因よ 

り 共の 更生状態を 道: に聯思せしめる ものもあるが (布田界氏: 未ﾡ炎),一般には此の現象は 

個樹的に現示されるもので,尙トドマツ,エゾマツの別に狭年輪核の存在に関係する樹械の 

は明かには認め られない。 倫ﾡにﾡいての設然政は調査を深刻に賞施すると と 勿論必要 

であつて, 之にUして所訓位年崎の成因にﾡしても同様に研究の歩を進める要ありとﾡ 

料せられる。而して所る年怆 のとして BAISIGER氏の掲げたものに依れば(5:22),

"Tanne

I熱額
(Imn)
2.1

比EK船領 
(nm) 
0.4大径級木

Fichte 2.0 0.5

Tanne 1.7 0.3
中 電級木

Ficle 2.3 0.5

小徑級木 Tanne 1.5 0.5

となつてるる。

今談広林のト ド～ッ, ェソマツの4俗幅の不均位を見るに, ﾡ等は味開年除ﾡと座該年 

輪帯とにﾡ別されてんないが, 大極怒木のト ドマツでは0.88mm, エゾマツでは 1.46mm, 

中利級木の ト ドマッでは 0.87mm, エゾマツでは 1.15mm, ヌ小極級木のト ドマツでは 0.66 

mm, = マ ッでは 0.76mm であつて, 新の如く 兩出峽共に一般に Tanne よ り も Fichte の方が 

年輪幅の大なる傾向あること は ト ドッ上 り もソマッの方が年総術大なるﾡ向あるのとよ 

く 一致 して ゐる。aL BALSrapn 氏は樹林に依る生長狀態の相違と して Fichte は生阳,退 

cかて Tanne と變ることはなく, ヌ生事の如さは Tanne よ り も良釘で？'当が,生長は氷 

く 続かず生長休止期は早 く 到迷ナ る とされてゐる (5 :2。※木の材旗生量域大なろ も 

のは一般に老大木であつて, 胸高直林及樹高の小なる も ハ n材枝生長 号: は淅次減少 してたる。 

(t往10商4川に 於け る 1 haﾡ り 連年生長を計克せる も のに 依ろと, 大行級木の Tanne では 

材ﾡ生長率2.4%Fichte 2.8%,御級木の Tanne 2.8% Fichte3.3%,小極級木のTanne及 

Fichte2.3% となつてろて(5:28), 一般的には極木に於て材ﾡ生長準が大である。之 

を該丛験村、の トドマッ,ェゾマッに就いて見るに,前述の如く材秋生長率は胸高直極階の大
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となるに従ひ小となるが, 極級別に之を括約不均してるに, 大ﾡ怒木では ト ドマツ1.02%, 

エゾマッ 1.73%,中極級木では トドマッ 1.46% エゾマッ 1.95%,小毎級木では トドマツ 2.22 

%ェゾマッ274%を示し, 常に=ソマツの方に於て生長ﾡ大である。

御Tanne と Fichte との少合を則るに,Fichte. の方は大混級木に越ては中低級木に於 

けるより も著しくの本ﾡ割合がじてつるとあるが (5 : 23, 之に關 しては% 述の如く 該 

試酸林に於ては胸高直掘 40cm ﾡは新 く の如せﾡ向あるを確認し得るのである。

• BA rsroEn 氏 は樹の映態及樹ﾡ と 樹幹 との開係と 各樹木の生長能 力 と のlllic ﾡ接 なる開 

係のが在ナるを超められてろるが, ﾡの際に樹ﾡの大いさは特に生樹葉量としてヌ生樹葉 

の商度, 色深等をも併せて之を考慮する場合, 盆該樹木の生長館力を良く利断し仰るものと 

せられてみる (5:24)。之 に就いては氏述の通り 該試験林の ト ドマッ, ェソマツの樹ﾡ及樹 

幹の映態に開し同りせられたる慮を金照ナる外に更にﾡに該試ﾡ朴にかて調査扱炎せられた 

るど(47:30)にﾡさ叙を進めんとする。

胸爲追雑に対する軍木の針葉 IE是は胸高直 崎 8-10cm に於ては ト ドマッ 3.792kgエy 

マッ 3.975kg, 胸高優級 11-12cm に於ては トドマツ 12.933 kgエゾマッ 31.688 kg, 胸高 

直任級23-35cm に於ては トドッ 43.383kg エゾマッ 85.776kg, 更に胸高山極級 36cm以 

上に於ては トドマツ 93.719kg エソマッ 146.025kg を示し, 各御級に於て此の針外葉量は ト 

ドマツ上りもエソマッの方大であり, 国: に述べたるが如く トドマツ より もエゾマツ の方生長 

量大なるは是等の生樹葉のﾡ能に閲ﾡして同大○胸高山優の林木に於て ト ドマッょ り もェシ

ツが針葉皿量大なろの事賞に因る ものとする ことが出来る。又 同一樹地に 於て は 勿 後 彳的級 

の増大と共にﾡ木の針業I量は一ﾡ念激に増加するが, の増加の状況はエ ソマッに於ては 

トドマツ に比し役級 11-22em に於て葉量のﾡ大割合が特に大である。

胸商5L係に到する生針求100の重量は胸諾5u毎級3-10cm に於ては トドマッ 1.169g ェ 

ソマッ 0.835g,@商6世t御級 11-22cm にかては ト ドッ 1.488g ェソーッ 1.165g, BGut 

級 23-35cm に於ては ト ドマツ 1.009c エゾッ 1.098g, 更に网高直振級 86cm 以上に於 

ては トドマツ 1.456g ゾマツ 1.554g を示し, ト ドマッとエソマツとの比徴にかてm一針葉 

の重派は胸商出ﾡ 22cm 以下に於て トドツのガ大で,胸高山極 23cm 以上となればの 

羽殆ど認め難い。期ち征級の大小と皿一針葉の重量との川にはU著な傾向はなきもの、如 く 

である。ﾡ樹冠の上下各部に於ける針葉血量を各ﾡ級の不均に就いて見るに, トドマツに於 

ては上部 1.805g下部0.954g,エゾマツに於ては上部 1.391α下部0.016g を示し, 兩樹画共 

樹上部のものはI武大で樹冠下部のものは量小である。之は勿論主として樹冠上部の針 

葉は卜部の夫に比核して形状大なるﾡである。

次に木の樹証に合主る ・ト葉数に就いては, 胸高u任扱3-10cm c於てト ドxッ 

31 9,303 エゾマツ 476,302胸高山【極級 11-22cm cおて トドマツ 869,101 ェソマッ 2,718,985 

胸5山i極級 23-35cm に於て ト ドマツ 3,948,037 ェゾマッ 7,814,370 更に胸高山任級36cm 

以上にかて ト ドマッ G,496,188 エ ゾマツ 9,396,234 であるが, 之に依れぱ同大の胸高直保級の 

下に於てはエソッは ト ドッ上 り も多数○針業数を行ナるものであり, 特に胸高直任ﾡ11 

-22em の優級木にﾡ然ナる林木にいて此のﾡ向が締しい。Mくてト ドマツとエゾマッと 

に於ては, 前者」りも後者の皿木の針葉重載が大なるは軍木の世ﾡに合まる ・葉数が人 

なるに因るものであつて, 之は前の生針葉の量が事ろト ドマッの中極級木以下に於て大 

なるのV賞をﾡよてろるめであるが,ﾡ大に皿ード葉の葉面積の比校をすナれト ドマッに於 

て 0.732026cms 工 ゾッにかて 0.504706cms を示し, 更に 車木の樹冠に含まる ・t葉の全 

葉価積をJれば, 胸高山ut級 3-10cm に於て ト ドマッ 23.374m エソマッ 26.807m,胸商5 

u優級 11-22cm に於てト ドマッ 63.021 m:ェソマッ 153.543m, 胸高直［任核23-35cm に 

かて ト ドッ 280.007ms エゾマン41.282m, 更に胸高山何校36cm 以上に於ては ト ドマッ 

471.146m エソッ 590.611m:であり, ト ドッム り もソマツに於て樹電針葉々商積者し 

く 大であ り,特に 11-22cm の役級に於て然 りである。最後に一定標準地に 於ける全林木に 

就せの針業々面ﾡを計算せる ものを抑ぐれば大のmである。

トドマッ ェゾマッ 計
林 73,139m 53,9Im 125050m

A年林 95,793m 10l,830m 197,623m

ち林木としては不地林に於てはトドマッの針葉々面積が大であろが, 傾斜林に於ては針 

々商積はェゾツの方に於て大である。一般に ト ドマッ ・エソマッ林に於ては全林木 

の針葉々 面植は林地而他の大略 13-20 倍である。

以上述べた る 處 に 依り エゾ マッ が ト ドマッょりも 生長良好な るはェゾマツの樹冠を構成す 

る例赧の葉面制が トドマツの夫より も大であ ること に因る もの ェー感の說明が 出來る ので 

ある。

に4齢に就いて処るに,皿木ﾡに4齢が著 し も 相違 を示すとと 總ての枉後に於て 然 り で 

あり, 共の林木の年齢の統計的平均値に對する關係的微俗度を示す個差の程度は配に述べた
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るが如く胸高血係の場合よ り も小であり, 恐らく樹高の變化係数に依り示さる ・価迷よ り も 

小なるととﾡふべく もない。 BAtSrGEit氏に伏れば,採伐林のﾡ準木にあいて見るに大極核 

木の Tanneは 140 -252 年 Fichte は125-173年を, ヌ中毎設木の Tannc は 110-217年 

Fichte は 60-210年を, 更に小毎級木の Tanne は 46-189年生示したのである (5:25)。 
改験林にぬける年齢に開ナる開布例に依れば一般に ト ドマッとエソマ"との間には新るﾡ 

著な年齢のは認め られが, 同人の林木に於ては ト ドマツ はエゾマツ より も前高齢なる 

が如くﾡはれる。

更に BALiGEnt氏は年齢に炎る採伐林に開ナるﾡ楽事項として, 樹齢2004にもすべ 

き大任核木も幼齢時代にはﾡ断をﾡり微々たる生長起を示すナに過ぎ子且北の年格幅は細ﾡ 

であると されてゐる が (5 :26),等の現象は該試験林に於て も例示する迄も な く 竹返的に認 

められるものであり, 所調性務時代が50-60年に及ぶものはﾡらしくなく, 是等の林木の年 

齢に側しては師に中村博士 (1030) がた東大ﾡ太河習林に於ける責料にﾡき逃べられたる 

處と同様であり, ちス BAr夕IGEIt氏の逃べられたるﾡとも一致するのである。但し 

BALsrGrEi氏o探用せるﾡ木の約件数が 200-300 4生のものであることに此校して, 該 

試験林の林木はト ドマッ, エソマツ共に若少であり,仰 BALSropn氏は生育の持横期間は各 

樹木毎にﾡるが一般に Tanneに於て大であるとされてつる(5:25)のc比し, 該状監林に 

於ては年ろエマツに於て然るをﾡる。同氏は年齢の平均が 100-200 年である とされてゐ 

るのに登し, 該試惑林に於ては区の如く胸商ﾡ3cm 以上の林木に於て共力平均値が多 

く 100 年未 を示して ゐる こと は前違の設明を神 足ナるに足ると 請つて よ い。

觀是依之 BAtaiori:氏○ﾡ準木に僕る年齢調査と改状絵朴の塗件木にﾡる4齢』とは 

五に同似のﾡ果を品し, 前者の場合は材木をとりたる公め年齢の不均が:大となり, 後者の 

場合は被艦木 も 合む全 木ろ不均を 見た る 爲め年齢の平均が低下 して 小 を示した る の相達 あ ・ 

るに過ぎず,共官に互に相通する投代林の異齢性を窺ふに足るものがある。

次にﾡ蔭ﾡ況 (Ueberschirmungsverhaeltnis) c就いては樹知山極を以て示せるものに依れ 

ば,大任ﾡ木ら Tanne では平均樹冠直径 7.3m Fichte では5.8mであり,1haﾡり木放が 

夫々00及7 としてﾡﾡ面秋は 1ha 賞り 2,520ms 及 182ms であ り,中毎級木の Tanne 
では不均樹短山極 5.3m Fichte では 4.4m であり,1ha 當 り 本數が夫々 120及25と して, 

比断面積は 1 ha % り 2,610ms 及 875m であり, 更にイ佟級木の Tanne では平均的底直役 

3.0 mであり,1ha 高 り 本致が 330 と して魔蔭面秋は Iha 當 り 2,310 msであり, 等の Tanne
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及 Fichte o外に提ナる Buehe の庇陸面就 を も含み,更に脚高u価 12am 以下の幼稚樹 

をも見込み, の塗樹冠度務面請は 19,200m となつてろる (5:27)。今之を該試験林の林 

木に就い て見るに 既述の如く 胸高山「毎の大小に伏り相なを示ナべ・胸高直優路別掛○幅 

は, 胸商5直価 36cm 以上の K 押後木では ト ドッ 4.99m以上での不均は 5,48m, エ ソマ ッ 

5.62m 以上での不均は5.61m を示し, 又中屈後木では ト ドマツ 3.93-4.92 m T均44m, 
ェゾマッ 4.02-5.07m不均4.57m そ, 更に 又小林級木では トドマツ 2.92-3.82m 不均3.40m, 
エゾッ 2.97-3.93m ボ均3.7m を示し, ﾡ胸高u 12cm 未滿 3 cm 以上の林木では ト 

ドマッ 1.49-2.80m 平均 2.21m, =ソマッ 1.49-2.85 m 平均 2.23 m を 示すのであ る。数に 

見る如く 胸爲直徑に対する樹は直律乃至樹近の福の大小關係が Tanne と Fiete, トドマツ 

とエゾマツにかて, の樹ﾡの近終ﾡ係のみを以てして徹し得ものがあり, 即ち Tannc は 

Fichte よ り も樹冠 直 徑一 般に大であるが,ト ドマツではエゾマツ よ り も 植冠の幅一般に小で 

ある。 .

扱以上の ト ドマツ,エ ソマッの世の幅に相なナる 1 木當 り 樹冠占領而技即ち庇藤画欣と 

"の数位の間られたる箇慮の1haﾡり本数とよ りの林地の 1ha盆り座西面ﾡを事北 

るにの通である。

ﾡづ前の不均ば冠の幅に逃く大極ﾡ木 1本の座ﾡ価積は ト ドマツに於て 23.10m = y 
マ ッ cかて 24.79 m, 中 徑級木に 於て は ト ドマツ 15.48 mェッマッ 16.42 m, 又小保 久木に 

於てはトドッ 9.08m エソマッ 9.45m を示し, 胸髙直径 12cm 未満3cm 以上のもので 

は ト ドマッ 3.83mェソーッ 3.90ms となり,状もエソマツに於て魔設面積大である。1h営 

り本ﾡは, 大押級木に於て ト ドマツ 82 エゾマツ 45,中ﾡ級木に於て ト ドッ 241 エソマツ 

132,小ﾡ級木に於て ト ドマッ 299 ェソマッ 237, 更に胸高直m 12 cm 未滿 3 e 以上の もの 

では ト ドマッ 613 ェソマッ 401 を示ナを以て, 是の基字を逃礎に じて1 hah 當 り 鹿蔭面積 

を計算ナれ, 大役級木忆於ては ト ドマッ 1,809.12m ェソマッ 1,115.55m, 中年級木に於て 

はト ドマッ 3,777.12 m- エゾマツ 2,104.80m, ヌ小優級木に於て ト ドマッ 2,714.90m" ェゾマ 

ッ 2,230.65m となり, 東に胸高山ﾡ 12cm 未満 3m以上のbのでは トドマツ 287.76m 
エソマッ 1,503.90ms を示したのである。のて全樹冠魔蔭面旅は大約 17,822.85m となるo 
である。即ち立木地面積の 3/以上が所調二座ﾡになる ものと看ることか出來るので,於 

の場合 BArArGHnt氏のmよ採代林の準たる座ﾡ製係 (5:27) よ り も一府濃密た内田を示 

したのである。 BALsrGE氏の場合はﾡ高5直ﾡ 12 cm 未済の幼樹の場合を除き一般に小ﾡ
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級木2施西面積大で, 大彼後木の夫は最小であるが, tの場合は中行級木に於て最大で大 

’保幾木に於て最小である。

更に BArSrGEn氏は押伐林木の樹ﾡの形に就いて大の如 く 設りをしてろる。即ち「Tanne 

の老齢木に於ては機冠つ形はの下桜が自mに依り ﾡ下ナる公め cex と製化せしめられ 

る。要に又次の樣な ことが一般的に観察せられる,それは樹ﾡが上方に新しく絶えナ形なせ 

られるﾡめに下桜が藩次枯死するてとである。」 ﾡ次の如き設明もべられてみる, それは 

「刷林分が主朴木に地つて米るﾡめに, 共力樹冠の枝下が上がる 様に なる。Mくの如くに 

して樹ﾡの広部が狭くなつたり又ﾡくなるととは一般に認められるであり, そして主料分 

の掛冠が機増にﾡ張ナると間ふととは, 歴々地べた嶋であるが, 之は心配の要らととであ 

る。押段林に於ては確かに同ﾡ林分に於て歴々 見る様 こ急激に 且不自然的に樹冠が高く 發建 

せしめられないものである」(5:28)。

叙上 BALAIaEr氏つ記になる等の事賞は, 該試驗林に於ても認められる思であり,後 

段の事實に關 しては中律級木相无叫に於て も多く 認め得られ, 大杯ﾡ木の桜が著しく ﾡ度 

忆城張することか典田林分中に於ては餘り試められないが,柳茂が急激に且不自然に發達す 

ることも該試驗林なト ドマツ :ェソマッ加然件に於てﾡ像されないﾡである。

故後に樹皮の厚さに就いて Tanne は Fiehte よ り も 樹幹材私に 対する樹皮率が大であり, 

一般に之のみにては採伐林木と しての特微を明かになし仰ないが,Tanne の如きは樹幹上部 

c於ては老齢に至る並止の樹皮が不で資白色を星することが-の希しい現象であるとされ 

てわる(5:28)。 トドツと=ソマツとの樹皮の比核は(述せる通であつて, の所樹部 

の開係は Tanne と Fichte との關係と同以である。樹度に關する採伐林木ク特徴と しては皿 

に樹皮呼クもの、みならす, 之を樹皮の色澤,形,'新生或は存生の地衣,群苔等に關係せし 

むるが適當と思料せられるが,一般に保呂地方のトドマツ,エゾマッ林木の生育狀況を特徴 

付ける ものに樹皮の厚さ,色,形が適切なるﾡ米であらうとは(に述べたﾡでもある。

以.上採ﾡ林にﾡする系統的"の一資料に到略せしめた該状ﾡ#の ト ドマッ •ょ ソマッ 

天然の内部的帰ル映ﾡ, 樹木形状の他』般の生市状からして, 慮に耐ﾡ元にm 

ずる採伐林的天然林の彫相を窺ふこ とが出來る ものであって,tふ胸高直係路別載は樹高5 

P別本数配分の状祝と共に之を考楽すれば,等のトドーッ・ェソ〜ッi天艦山ﾡを押 

林的林型は採段林的取収を 可とす る料相 と 看似 して可な るが如 くである。
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於て も 凰力,独等の如せ災害に因り局部的に更生されたものとでめられる朴分もあり, 又 

神太の他の地方に於ける調例 (84)に伏るも災ﾡに国る更生は原生林に於て或るﾡ度認め 

られてよき もの、如くであるが, K. MupL.uPn氏 (1929)に依れば Sucdoesteuropa 地方の 

原生林は何等かの 災害即ち一般には大山 火に囚 り 成立した もので Phoeni が火災の境けた灰 

の中から 出で來た り しが如く, 原生林の林分史生は山火に因る ものにして他なし と 印ふので 

あるが (52), 一方 J.Fnoru.cn氏(1032) は原生林中？単純林と難 も,共の成立は災害に 

因る ものでなく,夫々の樹岡の生物み的特質に因るか, 極端な氣候的又は土堆的關係に因る 

ものであると 謂 ふ(17), 梓太の森林全般と しては恐らく地等柄氏2設9外に前述風, 数許に 

因る災書關係が夫々 にる こ と ・ 旭せられる。ﾡ本ぬ文に於ては更新樹ﾡに関する調 

の如舎 も亦施行せらる ・ ことなかつた。Mくて優造の如く生育状況の他に開し原生朴攻は 

採伐林 と一應 の 比校 を行つな が,更新論的研究にはﾡるゝととなかつた。然し玆に観察に依

り多少の考祭そがみるならば, Fnoru.rair 氏の Suedoesteuropa に於ける調布に於て,押林 

の神微は #内に多数の 前生種効樹 りむ る こと で ある が, 原生林に 於 て は 必ず しも 然 ら ず, 寧ろ 

前生稚幼樹の少い ことがみ取され,ﾡに之は押伐林に於ては常に到るﾡ群圏飛に存在するが 

原生林では稀に之を見るのみであり,又原生林では凡ゆる役級の林木か存在し共の仟診閲係 

は特に不ﾡ不同であり,ﾡ堪も著な遊県は朴冠の映況が原生林に於けるものは一般によ く 

取用されてゐるが, 伐朴では孔状部が多 く 地に前生稚幼樹がT状に役生してろる ととで 

あつて,ﾡ被証代は原生#に於て一耐長期にHるのであるが, 材法生藤の狀祝は原生林に 

かて は拝伐林に 於ける もの と同似で, 期 く て原生林は特と採伐林型 を品ナるものとは認 めぬ 

が一原ﾡ通ナるもの、あることがﾡはれるとある (17) のであるが, 該乂验林の トドマツ. 

エ ソマッ沈天然#は正にtの中間的のものであ り,林内に時に孔狀部あって稚幼樹祥の發 

・ 生. 生長を見ること もあり, ス軍木的に小園状に枯死する老大毎ﾡ木を心にしてJ新群の 

發展するあり,之を以てすれば是等の天然林の實相は史新上よりするも採伐林に近きものあ 

るべさこと客以に想像せられ, 旦 又 FnoEr.rcr氏も請よが:如く採代林ﾡ業者は原生林の構造 

に關 し學ぶべき出多 しと昭ふ観念の分析檢时に於て も,叙上のト ドツ・エゾマツ沈れ天然 

林の特磁をﾡナれば, 勢ひ先づ之を採伐林型に近き ものと して押伐朴的に及扱よ.ことが必 

要となるのであつて, 從って前述の如く ﾡ熱木の多 き特に上層木に過熟老齡木の多き該試験 

株の ト ド〜ッ.yーッ混ﾡ天然料相を押伐林的収扱政は押代的作業 (99 : 113) の杯用を

して本論文に於ては林分の更生戦は成立に就いて味することなかつたが, 該試験林に 可とする林型とﾡて大過ないであらうo
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第三編 ト ドジ・エゾマジ 混淆天然林の施業法 に 

關する考察特に伐採木の選定に就いて

前細に於て ト ドマッ ・エゾマッ況冷天然林の構成ﾡに生育映況に就いて, 樹ﾡ別に之を解 

祈して論じ, の構地益に正常なる生育形をJ糸的に炎示せる外に, 夫々の樹ﾡの特性を究 

明すると共に,ヌ是等が立地にﾡする種々の變化の映沈を同明し, 更に其の生育狀況の一部 

を区往の所請ﾡ良林の頃準に常ﾡめたるﾡ果の線合的制断と して,該状験林の ト ドマッ ・ エ 

yマ ッ済天然林は一般に押(林の本質と締せ ら る ・県齢性と 複報性と を相當程度に具備 し 

てる外, 細部の話に於ても,所請探伐林の系統的にﾡ合致してゐることが認められた 

のであるが, 又同時に所る採伐林的林型を呈する天然林に於て, トドマッの況治多き場合に 

該林分はエゾマツの存在に依りて僅かに生長増加を持続しつ ゝ ある もので,ト ドマッ自體に 

於て 自然の傾向 として最早生長減退せんと しつ、ある事賞を確認し, 又エンマツの混所多き 

場合には数許に因る林木ﾡ加を招米 して林分の生長亦急激に衰へん とするものある を喚想し 

得たるを以て,間施は北に樺太に於ける先等 ト ドマッ・エゾマッ清天然林をﾡにﾡ地的 

施葉林に誘算する爲めに取るべき手段如何と謂ふことに到達したのであるが,神太の天然林 

の総括的取扱に就いては變多先輩諸學# の意見 も賂確定 し (r4)(55)(56)(85)(86)(88), 

履ある.技術當局の事固たる信念の許に採伐作業法が遵守され來つたのでもる。然しながら近 

年にかて, (つ如きﾡ風の審やヤッバキクヒムシの大会書等の事件が頻ﾡナるや, 之と開 

除 して現行の採伐作 業法 を 批難する ものもﾡ山出せるかの如 く,或は更に是等の批理に対し反 

駿する ものは,新る事件はﾡ分史的な事卜であつて興例つことに属し, 現行の施業法の 

否と無關係のものなり とする等,豊分たる状ﾡを品したかの如くであつたが, 結局採伐 

作業法採用の根木方針に何等のﾡ更が加へられすして今日に至つてかる。由來林業は百年の 

計と将せられてみるととからmつてい, 梓太の林業に於て相常の年月の終驗と幾多の迂餘曲 

折を経て涌く押伐作業が施業の主型態に取り入れられ,而も夫が實施されてから崖何の年數 

も起せ中に, 早く もﾡ本的に之を改魔するかつ如き論はゆく もﾡ卒の減を発れ得ない。 

然しながら,吾人が直面したﾡ風のやャッベキク ヒ ム ッの大一此の明をはの論U性を 

持ってゐるのであるが一,更に往年のマツケムシの大ﾡ等の事件は停々 20年足ら寸の間に相 

亜い で起つた所団株朴の被書で あ る 以上, 歴史的事件であ るにしても,之を 異例扱ひ に し森林 

施業来計樹立上のﾡ策無 しでが主 されぬ如 く ﾡ料せられるが, 此の問題に關する給議乃至
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解の力法等はﾡく他に之 を該り, 番人はMっ如く 論mの別象と なりつ、あ る採伐作業法の 

賞行状況が如何な も のであるか, 即 ら技術的立場から多く の苦ﾡを排除して確立されたる採 

伐作業法が処何なる状況に賞行されつ ・ あるか, 之に就て反行する必要がある。拝ﾡ作業法 

を批難する者のhには, の賞行状況を部分的に見て一施を以て塗局を制断すると調よ設つ 

た方法に依り,押伐作業は不可であるとなし,亞いで釵念の飛躍に依り例へば皆伐作業を再 

歌すると請ふの識者があるこ と は想像に難 く ない こ とであつて, 結局採伐作業の實行に就 

いて潔ﾡにﾡRをﾡナるﾡあ ると共に, 技術的に は我 も 根本的な採代木の選定に我 し一層利 

然と した根據のあるk準を實行者に示すことが最も大切な り と信ずるのである。 ち欄題の 

下に記述を進める所以である。•

第一章 南樺太一般の ト ドマ・ •エゾマッ混流天然林に於て 

採用せ られたる作業法特に採伐作業法のﾡ要

#太に於ける林業ﾡ営調の経ﾡを見るに1906年から 1f08 4年にEる前柄太森林権況調 

を最初のものと し, 亜で19094から 1910年に項る全島森林の細術調布,1916年から1925 

年に K る簡易施業案調車,10334から1998年に武るぬ飛案詞布を質施し, 本ﾡ文執筆時に 

於ては 10384以降のぬ業案第1次協定調布位に之に引試さ 1040年上 り第2大協定調査賞行 

中である。

ﾡくて以上のH調査斜果にばり明かにせられたﾡ太森林の賞相にﾡき夫々確立せられたる 

神太図行林に於ける施業の方針ぬにの作繋法に就せ,ﾡん○主ﾡ事務修型 (10404度)に 

記逃せられたるを見れば次の通である。

「ﾡ太図行林を営の目的は生ﾡつ保ﾡと牧益の増殖と を旨と し国土保安の他公をの保持 

に努むるに在り,共の施業方針は各事業順に依り相違すること勿除であるが, の主災監は

1 各研ﾡﾡ共の朴力と作ﾡにﾡする松年伐北をﾡ出し,此の範叫内で先づ各団の 

地元川材識輸○閲を叫り,ﾡﾡはバルプ責村, ﾡ木ルの他に充なせしむる方針でとに 

依り牧優の永道の保績と島内産ﾡの助成をいるとと。

2 区往の如せ無税序つ代探を燃正し隣ある供給統御を状配して, 地方的林力の保績に 

力を注ぐこと。

3 國 土保交 ・限致保健 ・ 水函蓄業 ・防風専・防火其の他の保安林及特殊帝物保護の保護 

林の他剛樹体 . 試験林等の施業御叫地等を設し, 特に山火防止の爲め主耍なる半通
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り民地界等の森林を防大林と して保行する外, 人工防大繰を併用し締合的防大ﾡを過放 

するとと。 ■

4 省略

5省ﾡ .

6 俊探の 方法は立木材u 3 割内外伐採の採伐作業竝に所川特殊前史作業を採用す る森# 

多 く ・ 林分の實相即ち林型 ・ 長州 ・述微共り他の關係に應 じ夫々合理的伐採率及伐採 

期間を必め, 山新のﾡ価安全と牧優グ加保ﾡを計るとと ・ し, 特別の場合の外は從來の 

14 cm 上作業を避くること。

7 更新は天然新を原川とし, 天然更新の見込なきﾡ跡地等には主として針業樹の人工 

地#を行ひ急逃のル朴とﾡ訪のﾡ大を計り, 樹団は主としてトドマッ, エソマッ, グイ 

マッ, カべ規, ヤナギ類等の寄土樹所を選定し特別の場合は右の外共ハ地に適常する も 

のを用ふること。」

以上が元ﾡﾡ太範諾局の森林施ﾡ方針の主なるものであり, 更にの中の第6項を布行して 

前市様太よ森片作発法殊に押ﾡ法と題して記並されたるぬに炎れば次のiである。

「 南岸太の森林作業法に は現在採 佻 •皆伐 •前史作業はに 2 段痛高作無があ る が, ﾡ去に

・ 於てはﾡﾡが多く今後にがては押伐ﾡに前更作業が最も多 く なるべさ ものである。地等の作 

業風を決定 タ るのは林相 を 徴氐的に調査 し,ヌー略需給脚係をも考広した上のことであつて, 

従來の採伐には材快率25% から 70% と調よ高率のものもあるが, 採伐更帝に於ける伐採

は最大叫立木材ﾡの約3割内外をﾡ度とナべきものである。 ；

市排太の森林はのﾡ状上 り推ナも 38% 程度のものが全般的に見て標準となるべを もの 

であつて, 従つて現在採伐作業とﾡする 中に於でも 之が一番多いのである。

南樺太の森林資源は共の拓颓上から も許ス日 本の産業上か ら も 實に 乘 要な位琏 を 占めてゐ 

るのであるから,(往の未立木地川ち拠跡地には嵌力盤林し, 又伐採跡地等にして天然更新 

に依る べtぬに は天然更新の請種のチ入, 始育作業を加へて小期広林を促し, 塗ぬ報化林力 

充實 を 期して ゐる ので ある が, 現のﾡ太森林に と つて 何ん と調つても 現在の原生林を大切 

に取扱ひ流物を生産せしめると同時に, 將來永久に多額の生産を為し得る様に立派な森林と 

ナるととかﾡも大切である。

此の目的を並するﾡめに原生朴の政扱に就いて従米共苦心研究してゐるが, 結用弱度の擇 

伐を爲し全林をﾡ交に改警するのが最誓の方法ど考へるに至つたので此の採伐作業を基訓と 

してゐるのである。」

ﾡ く 元ﾡ太回な局は採作業法探用になて設明してわるが最後に押ﾡ作業の利動と Lて

「1 資源保績上冇利である こと。

2 押伐は普伐に比し生流多量であること。 ・

3 ﾡ伐は逃林費を節約するととになること。

4 採伐は山大に到し抵抗性がﾡいこと。

5 風書. 曲許に到する抵抗性は押伐林に於ては原生林に比し多少先るのは常然であるが, 

然し採代林を倒す様な颱風は又原生林にも被害を與へるのであるから所樣な場合天災と 

考へる外ないのであつて, 所る 被害が若し何十年に一同あつ た と しても之を以て作飛法 

の良否を制ナる資とはなし得ないのである。数害殊にヤッヤクヒムシの被害は改開せ 

さる健塗林分ではろ少いのをﾡとナるも, 元米林ﾡに非常な開係を有し原生林に於 ・ 

て激を見る場合もあり, 一方合ﾡ的な押代は朴内の調木をﾡ探し残朴をﾡにナる 

のであるから元來被ﾡの少いのがﾡﾡである。(以下此の項省府)

6 揮代は住民に落済を與へる こと。」

等を述べてゐる。而して結談的に「南枠太の森林に對し更折上,経濟上合理的にして實行し 

間べ し と 思料せ らるゝ 作 業法は 立木 3 分の 1 の伐法な りと信ナるも のであるが, 樺太森林 

の分布, 共の構成状態竝に 各個樹の生育狀旗,生長側係等を取楽ナるとさは全ぬ刻一的に副 

度押伐作業に依り施撃するは, 更新上の立場よ り も林ﾡﾡ替上の設動よ り も不合理なろべき 

場合に作業の不可能なる場合あ ら う こと想係に難く なv。例 へ ば拝伐林型を呈せざる森 

林,又は採伐林型誘称を不利とする森林,被害林其の他利用上特殊の掣肘を蒙り事情日むた 

得ざる場合等には, 可及的特殊前史作業即ち保離樹保僕の借伐更新作業を施行 し, の他の 

森林に封しては押代作葉を依探の逃訓とすること,ち皆ﾡ作業を叶行せるﾡ度採代作撃の 

孫用は樺太天然林を統演的施業林に等を收夜最多の保融作業を期し縛る及も合灯的なる施業 

法なりと信する」と述べられてある。

之を以てげ太に於ける押代薬を修ﾡしたのであるが,此の挿代施行直後の林分の風断当 

害に對する抵抗性に就いては必ずしも大なる ものあ り と は叩へぬが,今次の励風•書が歷史的 

なるもので天災不可抗力に近く,從って原生林に於ても共の被びを免れ得なかったものある 

ととは高人の認むるぬでめつて,大ﾡ太ﾡ朴に於ける断るﾡ県省の現状よりして共の 

施来紫をﾡせられて居る松功殺投(1940) は次の如く 相はれてゐる。
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「東大旗習林は前つ如く現林分の成立以後には大ﾡﾡの形跡は見られなかつた。然し 

神本の艦史 を破ナる c大風省 はしてfで はない。四富 林蔵の 探注記に も 大ﾡ倒の事賞が認 

められ, 又九大植村牧授,田中助殺投の研究に炎るも場去に大面積のK倒が生超したことを 

示ナ森林は島内各所に見出される。現に東大召朴も今回の如きﾡ害をﾡつた以上之に到し 

技術的に適切なる防衞策を攻究するは我々の責務であらねばならぬ。勿論生産力特に俱値生 

産カの低下を伴はざる防衞策を最善 とするが, 之と仰突する場合は更に深い省祭を必要と 

する。 - '

ﾡ太に於ては大面ﾡの風倒地のﾡ生に依て火災の危路が著し く 大し, 又ムに引I試いて 

ャッベキクヒムシを始め分種の害が猖默を極めてゐる。川度の採伐が山火に対し抵抗性の爼 

いことに異めはないが,天然ﾡの第1同坪伐B地に数書が多いととから押伐○ものが客曲 

に對 して抵抗性弱 きかの如き議論を なすナ人も 相常に 多い。然 し忸に皆伐跡城の前処的更新林 

木に船宙が少いから と可つて,之をﾡ移せしめた一林の老齢ﾡ主でが数衛だ安全な り 

とおふるのは, 例々勢力町座なる staxeにあるとと、混同 して條件の ギ畀と 石•過した 朮 大な 

る科學的結品である,……但し肉ぼに多い老齢網熟木の骑生した林を如何に して位全な押代 

林へ導くかは重大なる研究の課照である。

林条都替上忘れてはならないのは生産保績の町則である。ﾡに現する老崎水を早く代探 

するのが行利であり, ※術上前更作乗が:行利であるとしても, 短必間に全林の大径木の全 

都た伐っては近き将來に收险れ斯遇を惹起する。之に対他ける方策なくして急激なる伐採を 

ﾡ行すればﾡ々しき事館を招き, 之を考施してﾡ採計正を樹てれば更新面は小となり, 殘る . 

大部分の森#では地逆に老齢過熱木の整理がﾡれること、なり,所期の目的をし難くなる。/ 

史線は多少難易の差はあるが合理的技術を適用すれば押伐,前史共の他の作業法の何れで 

も道破の見込はあると考へるが, 各種の要件よ り押区作業が現状にがては欠張り一番切な 

作業であると思ふ。東大演習林も押伐作業を愛史する意途はない。」

斯の如く梓太の春林に於て今日依然として採代作業法が堅持されてゐるが,謂ふ迄もなく 

ﾡ太の ・ドッ ・ エソマッi清然#が押科伐林型を星してつる崎所に於て本作業法を賞施す 

べきは常然であるが,一般にはﾡ太のトドッ. エゾマッ清天然朴は急ﾡに一巡代探整m 

を受すべき熟の巻齢体分からル立 してゐる から,Mる 場合採川すべ世整H的幽前依探は如 

何なる作業形館に依るべせかと請よに, 既に述べたるが如き異船性及投雜性を帶びたる天然 

林に於ては,當然一應は採伐作業形能を採るべきであり,整町的採伐的作業を質施するを 
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要するものである。ﾡiせるが如く好る採伐的作業もの貨行の状況を協討すナれば, o 

方式政は賞行方法に改普を加へるﾡ地が多分にあることは技術つ逃歩少が日に月に新なる今日 

益し然のことである。共の一つに採正木の選定がある こと は前述の通であるが,之に開し 

て項に於て述べるであ らう。

第三章 ト ドマッ・ エゾマ混清天然材 に於ける伐採木の選定

ﾡ太に於ける押作系賞施の版績に鑑み, 改普致せしむべき事項はﾡ諾に多数あること 

・ 最料せ られるが, 押ﾡ賞施上最もﾡ木的な代探木のﾡ定に就いて一技術的にﾡﾡある方 

法を確立ナる c と もの一つに属する ものである。元ﾡ太路の森朴経替面に於ての料業技 

術者は求的に員据が大 であり,坪代木の運定等に就て要よを商に して徒にのn指を大に 

し陡率の低減を招來する こと元よ り利策でなかつたが, N知○延採区作ﾡから商度の技術を 

除去するならは殘るルのは何んであるか,即ち優良木の掠奪作業あるのみである。之れ勿論 

探るべさものでもなく, 山にiにAﾡの大となることを助がんとするならば, 要は朴政部画 

に ぬてm脇的に 技岡 a 向上複領化せ しめ,事務 を 略式通素化 L/C 人口配備の適正 を 国 るべき 

であつたのであり, 所る見地から叩へば押仮木の選定然準の如2に就いて更に数はの吟味を 

mる= とWて情太C森林に開 してoみな らず同似の環境に在る北方林業の經蕊上亦港簇な

しとせぬであらう。本邦一般の天然生林に於ける伐採木の選定基州に就いては主と して 

絡博士(1923)(1025)(1929) に依り委酬 が盡く されてろる (75)(76)(77)(78)(79)。

即ち同博士は天然生休に於ける林型設を拠示せられると共に天然生林にかてﾡ竹及更新上 

代探すべき樹木の選定は人工株救林の間方法に於て指示せられたるﾡﾡ別に従て分類けする 

こ との客易なる を示され, 他Mくの如く 週別されたる樹木を如何ﾡに如何なる程座に代採ナ 

べきかは林型と朴木のuﾡ現山状ﾡに開係してﾡ化ナべさ もoであるとせられてる。

商して崎N士のN験間代ﾡ都に於ける樹型とは, 樹冠層を構成せる竭令に於て主と して 

現れる樹木つ見掛けの新交であつて, 特団のもの、樹型ではない(78:54)。同博:の所る 

樹型に関するは(に古く 19024に一青同崎件にの分期を献みられたるこ とに始り,後 

述○津村氏の樹型分類及大和の 普r野川域地方に於て 10004代上 り賞施 られたる間代法 

に於て同叫士が 10054にとと確せられたるM種片型分週と共に,本邦にかける樹型ﾡの代 

表的の もので ある (78:82)。
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方が短波長成勢型一乱反射強勢型なるもの,長波長過反射型一近射光投光型及共の中間であ 

るoに登し, 樹冠外國協の見ﾡけの形が夫々ﾡ電集合上仲製一倒刷型, 樹冠分散横施 型一超 

型及の中町型を品する ものなるを提唱されてゐる (79:41)。更に同博士に依れば採伐的握 

m侵の選木に 關 しの印付をナ るには, 夫々 の#の構に立脚 したる長 ・を験と 賞験のル 

果とにﾡみて, 個樹の樹型と生態と を観察し,更に隣接木との相開をﾡ染し, 樹町としての 

調例的平宙狀態 そ品せしめ る上に現に務來必要なる樹木と, の状態をﾡさ Lむるに 

現に女際あり又近さﾡ來に女際を楽すﾡありと認めらる、樹木と, どMの如書状態を公し 

ヌロさしむるになき樹木とをﾡ別ナるを要し, 斯く鑑別する狙ひ所は,結局陽光エナジー 

を夫々の樹木が之を利用し得る形態をなしてみるか,又如何に利用 し其の利用の效果の表れ 

が如何係であるかに在るもので, 両してル等の押像的格育叩伐を普及 し一般化する手段と し 

て 1) 林の構造の莲察 2) 林の構造か軍位たる樹詳の構成の観識 3 樹群を構成せる 

銀木の樹型の鑑敖 4) 間役及のﾡ用たる採伐的抵育間役の型式 の理解を後ﾡされ,何此 

の型式の衝用簡易化の一手段と して地相と林ﾡとの相ﾡ地に樹団夫れ自身の関光ェナジーの 

利用の特ﾡを同明ならしめる要あ りとせられてる (79:43)。要するに施業の一般的手 段と 

して地相に相關せる林相に就き,林ﾡを構ルナるJ位の樹町の特磁との分布の特後とに立 

関したる不衛的調印映態を刊せしUべき押伐的路育間代をなし, #と しての冇機的生活を恒 

ﾡせしむべさであると調のである (78:50)。

松川氏 (1933-1935) はヒバ天然林を情広ナる樹木晴ﾡに共の他の林物ﾡの成立及掃に 

關する研究を發登せられ,林分構造の分類に於て樹冠詳力識別を提唱し,之を林分構造の瑕 

位とせられてろるのはﾡし従米の劇一的単木施業に警告を興へられたものであるが, 是等の 

所設押伐木のﾡ定に開係ある事項は修h次の通である。

「ﾡ物群の内に合主れる各側和には, 元※同一環境の下に共生して來たものである母め 

に, 生長上商接な開係を行ナるものがあつて, 此の内部構を知ることは森林施業上重ﾡな 

事項である。一例を舉げる と,林木樹冠山ﾡの逃年生区量に就いて変配木と被女配木の閲係 

を施时した結果に依れば,兩者の生艮傾向が同じ場合,相反する場合があり,斷る現象を招 

來する原因は前井 の 場合は 件の支配木に變化な く,T全ﾡが外部の環境因子クみに女配され 

て生便 して來た爲めであって,後者の場合は耐の女配木にﾡ化あつた低めにの女配下にﾡ 

する共生木の生長に影置を及ほしたものである。斯くて森林構成群を形成してゐる植物帰り 

構造を檢すると,地床ﾡ物群と林ﾡﾡとの2ﾡに分類することが出來, 林冠ﾡは優命木ﾡと
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従ﾡ木ﾡとを合み, 此の肝は森朴の上ﾡ部の形成に聞ﾡしてわる。尙林冠昨はヒパの 軍純群 

に就いてはﾡとJ木とに分類される。而 して同一群種開の移相に對する施業法と しては, 現 

在状館のﾡをの隆日的とする場合には各極ﾡにﾡじてﾡ営な施染をとれば北2叶の河績を 

期待川來る。多居林又は也居林に就いては,各極級にIり一の運期を以て伐探を繰返ナこ 

とに依り更新及育の目的を性することが出來る。而 して伐採木の選定に當つては,現ﾡ林 
・

内に合主 る 、 不健全木の除去と枝打ち,桜ﾡ しに依る疎開の程度を速め您附する こ と を探す 

るが, 合京的施業の行はれなかつた現賞分に於ては, 林木査本として計3することの出ポ

・ ぬ も のち竹楽会 く 生長の見込なき不健全木を先づ第一に印付けせ ら るべきであ り ・ 第二に 

は特殊の場合を除いては形及生長の不良なるものを印付けすべさであり, 第三には初めて 

源査積に及ばナべさ も のである。

最後に代探木○選定に常つては皿一立の樹木は大ﾡにかて優勢なる支配木のﾡ述したも 

のであ り 生戻形質共に良好で, 体ﾡﾡ正のものが比校的多いから現賞林では印付けをしな 

いのが普通である。」(40) (41)

之を要するに森林施業の要諦は森林構成の即位を 再 してゐる森林構成群の構造と共の循環 

交代の移相ﾡ態と布根的制合態と を仔細に型査觀察し,以て森林構成/を基礎とせる合理 

的施業を行 と と に 開結する と請ふにあるのであ る (40)(41)。

更にﾡ太と一女符水の北海道の森林に於て,村氏 (1923)は(に量く採伐作梁林の選木法 

に関する 探伐作業林幹級別表を 提示されてわるが, 當時北海道 の 森林の 大部分が採伐作業法 

にﾡり攻扱はれてわたことは事賞であり; mもの採伐作業法たるや計に於て清次改普せ 

られたるﾡを見るに拘らナ直接賞行の方mに於ては未だﾡれてたる設があり, ﾡ代作林に 

於ける主代間代に相なする施業は押代林に在りては同一の協に到し同時に之を行ふの必要 

あるが故に, 現資の林にﾡし適ななる採代を行ふにはの林分の内容に就いては評細に之を 

調査め味せばならとし, 寸ﾡ博士の天然生林の林型を遮され, 採代林に於ては上層 •中 

ﾡ ・ 下ﾡの林冠 上り 成立つと見られる IIr・Ia 型右 く は 之 に類似の林 を 茶礎 として 共の株 

木の冠級を阪別されたのである C82)。後日同氏(1925)はNに北遣天然生朴に於ける後ﾡ 

林 *の歯育間ﾡ を論じられ た際に,前記押代林幹級別 の實施效果 を 確認せ られてわる (83)。

原田氏(1936Qは北海道の天然林に對する伐採木選定の根據と叫して,天然林の取扱の遊 

勢よ り論を起し,選木上のﾡﾡも亦共2 立地の生態的結合狀態を若慮し, 環境因子の變化と他 

因子との補先和度を考慮し,稚樹の年齢 . 大いさに從ひ共の可期性に注意し,環境海に於ける
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生活空町に感じた施行法がなければならぬとされ, 従つて代探につても林元の細織スは店 

階に就き考慮し 上層優勢木の斷閉 を疎開 I 前生樹の生長又は後粮樹の•發生を 促し,塩o 

孫めに劣勢木の一部を保疗し,又は更に新たに下ﾡ木を仕立てることを要求ナる等, 多屈的 

ヌは 多角的に操作か波及する處を考察するを要す る と 別はれ, 又北海道天然林り安定度選移 

の形式 と 選木上の概念 を論じ,林床ﾡ生の 附 を 形成ナ ろ 所以は納局ﾡ生生可に関ﾡする環境 

の如何に依るもので, 換すすれば投生生向の局ﾡ作用に依る現祭と考へられ従つて店ﾡ別に 

構成群 を認 識判定し,林怖生とﾡ締し北つ通診状態を襲楽して歴ﾡスは米流毎に執るべさ 

方法を決定すべを boで, 伐探木の遭さに常つても全林を通じ一般的スは権括的にJ純劇一 

の方法を決定して之に依らしtるととは出茶ないと し, 更に和樹の占行せる排味上に於て延 

木ナる場合は, 俊探によつて前生樹に波及すべさ影ﾡ聞度をお感して行はるべく, ヌ私樹の 

広立可良なる慮にﾡしてはﾡ度の選木を行ひ依探を施行するも可であり, 同齢林分等にて- 

ﾡ的林型を示すものにﾡしては従米の間依的選木をイするも可であるが, 稚樹り小なるもの 

に声 しては伐/に依る林床の乾燥狀態等を考慮して微少なる伐採に止むべく,従つて延木に 

登するﾡをはﾡづ稚掛のル立との在価仙に就いて社注意すべさであるとし, 更に北海道の 

天然林に感用せ ら る ・操作としてﾡ映部の設定を必要と し,過去の刻一的な選木方法を離れ 

て多角的な小面ﾡ群状部情成の作を締合的に行よこ と を 同的と して木するこ と を提"さ 

れてみる (21)。

松井氏 (1690) は北海道天然林施業り基礎的考察と題し,北海道に於ける主要御無樹天然 

株は絶器的に取れば主と して採伐林を構成する ものであ り, 共の施業案計選に際しては押伐 

作業発に依り 速かに過熟木, 理理木の經濟的利用 を期ナべさ も.一な る作業ﾡに依り 施行 し得 

さる bocして, 從って天然林り合理的施業法の決定には生態學的に現實林分の構成と共の 

推移の趣向とを考察し,銀朱竝に林分の機構と共の結合狀態を究めることの必要を唱へ,史、 

に選木に際しては腐朽苗,昆急被冬木を第一とし,•亞で氣象的被害に基く形態上の不然木と 

すべく, 而して足*の伐採に際しては林分の均倒を破壊せざる様,特に樹木群の構成と共の 

過熟, 健否, 配置比に地ﾡﾡ"を考息し, 地況林況にﾡじて夫々J木ル至群状の融題性あ 

る採R方法を探るべきであると設いてゐる (80)。更に小山氏(1933) は北海道の天然林か 

ては,押代木の選定に常つて設る程度年齢を無ﾡするも何述女なく, W状のﾡ広状館に在 

つて多年被曝を受けたる小程木は必すしも要代採木たらす,如何に見掛けは若くあつても大 

毎木たるに於てはﾡ伐探木であつて立地に依る一定の幹形の制定と共に之と同ﾡとのmに
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於ての要代採幅該の状定は選木に際して先づ考へばなら口間uとしてある (95)。ヌ送 

氏 (1915) は同様に北派道の森林にかて, ○現が林木が齢区的に見て群園映となしてつる 

ことは否定出來ない事實な り と して,・映的に代探することを推してわる (38)。 の他各 

氏○lナる (4) に供れば拓代作来に於ても軍木的採伏にﾡ討の厳地があ り とし群狀抨 

伐が推奨されてゐる。

而 して軍木的伐採が可な り や群狀的伐採が可な り やの議輪は別と して, 採代木の遭定に営 

つてi記引せる諸設に於けるが如く特にﾡ合的技術上の見地から之 を決定ナると と必gで 

あるのは常然であるが,具血的な運木基準はﾡ令側法的な ものであつて も亦當然な く てはな 

らこと之れ亦(造○通であるが, 更に之を繰り返すならば俸太に於ける ト ドマッ ・エジマ 

ッi天然林○施発艇諾を一ﾡ科的に行よ.には, 伐採木力印付即ち選木に關する極めて正 

確なる知識と正確なる代後の林分生長脚係事mと を量するととが必援であって, 之れあ 

つd初めて代探後の#分をﾡ良の状態に置くととが叫來るのであり (77 : 8068), 同時に選木 

基準 も (往 pafHのFWe 改 Lmbmic してﾡを iるも のが寧ろ加論的な る も 複ﾡに過さ る 

ものょり も 實行上便利である (77:871) ばかりでなく, 又樺太に於ける天然林施業の现況か 

ら して切でもある。

商してW木的に押すナるにせよ,Wル的に採代するにせよ, 一臨株木をの構ぬﾡなり又 

はJなる集合昨なりにﾡひ解析するととが仕事の順庁であつて, 夫には先づ一つの方法と し 

て樹木紋の分知法を適川することが必要であり,前述の如く團狀に船級が配置されてゐると 

しても, つ範山内と於て必ナやﾡ別さるゝべき樹木ﾡのが在が認めらる、管であり, 町ち 

之が採代木週定の雄準と なるべきであらう。

然るに樹木級類別に關しては,元米人工ﾡ救林CM政は主と して関性樹団然朴の推育 

的伐採に際しては如何なる林木を伐採木と して又はﾡ『木と して選ボべきかの必災から"へ 

られて來つたのである。抑々用伐或は庶方代の效果如何と印ふことは最a我に論する迄もな 

く, 既に經嗡的に認め られて即論的に証明されたことであつて, 林木に適ポな時期に適常な 

生育版域を贝へることは共の生産量を増大する所以であると今は常的にも考へられてゐる 

が, て Prof. Dr.WrprsANs は必卞しも然らすと されたのに野し反対治の蜂起せる こ 

とあり, 特に H.Wpor 氏は生仃領域 と林木の容姿或は生長悪係 と をの如 き 岡式 を以て示 

し,亞で詳知に理贰的に生育旗域と林木の生 同；:との關係の密接不離なるこ と を譲明された 

3rtもあり (o1), ヌの他同似の論文を も散する (92)。
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- 因千型
年 齢 ' (樋,遣何糸質)

• I_______ , _______ I
5 位,, 淤土# 1 ma場

賞 ュ a (謝木の形映と生長)

Mくて採伐木選じの準を定する際に; 同的一済林にかて我述したる間伐の方法及秘度 

を定する益準と して用ひられる蟀級或は検木級は,林分を描成する各個樹を一定の標通に 

依って分類 したぬ後であつて,林分の成上狀態の大別的 R 分た る 優勢木 と 劣勢木 と の伝iを 

. 飽く逆樹高に求めてゐるので, 採伐林等の県齢複店林には適川し難いと調ふ倉見のある (18: 
91) ことに一盛注意して的く必要があると共に,同齢林分に於ける川の程度決定の爲めの 

樹木ﾡの頬別は事ら勝狂級の分類でもあつて, 一般に然く 復雜な ものでないに も拘らす,而 

かも仰之を極簡なる分類に止め置くのが布利な りとされてたるが(4:260),探代林にﾡ 

用 し得 ら る べき樹木級類別に關 して も 同様で, 餘 り にKﾡのmい形式は之を必*す る に困難 

を悠t, 實行が不正確となり,ﾡには共の木來の目的から過設して了ふ様になるﾡがあるの 

で, 新る場合事ら賞用数果を狙よものだけに一ﾡ考をﾡよ必要がある。

M く の如く 採伐林に於ける伐採木の選定に關 しては, 人工植栽林或は之 に類似の林相に於 

て定されたるﾡ式をの位使用ナる ととに就いては多分に研究つﾡ地あるこ と明であつて 

D.Duxxro氏(1922)は, 樹冠の位mに礎を置せたる樹冠ﾡは一般に認められてつるが, 

之は明伐に於ける手引としては混淆異齢林に於て共り價値少きを唱へ,即ち所る林分に於て 

は小毎述齢木は似令林冠下にあつて もの活力政は生長関係に於てﾡ勢なるものあるこ と を 

認められたのである (14:379)。同氏はの後政米ﾡに於てﾡに確立されたる多くの樹木 

級分題法は蓄積の豊高な構成ル館のﾡ単なる同ﾡ林分に適用すべせものであるとし,同氏は 

年齡關係,被里關係及樹船の混活關係に於て特徴を方するselection fogstりに就いての樹木 

l selecrion foreat の定義に网 しては R. C.IIAWLEY氏は次の如く記してゐわる。
According to the Principlc ofthe selection method the oldest orJargest trees in a stnnd nre harvestcd.

After one or more yenrs another cutting of the Same character is made. This process is repeated at 
intervals throughout the rotation. The trees taken in a single cutting mayoceir singly or in small 
g'oups. A standl is never complelely cleared off, but instend small opennings are made here and there. 
After each cutting reprorluction should start in the opennings just created. The necessary seed and 
Protection willbe fnrnishedby the trees standing arround I he opennings. In connection with the har- 
vesting of the oldest or largest trees intermediate cuttings maybe made among the younger trees where 
needed to relieve competition.(23 : 74)
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級分知法を改めて提唱されてゐる(15)。

此の不ﾡ押ﾡ林に於ける樹木ﾡ類別に就いては, 是等の採仮林的天然林が旣述の諸説の如 

く 略同船林木に依り/狀構成か保たれてゐそ, 両 もm毎に攻る融度の年齢の遊県があ るもの 

とすれば, 牛胖げに樹冠級分類なり樹木級類別な り を實施することが出來,小實理龄的にも 

だ しい不合理はない (4: 206)。然 し完全な るﾡ木怖版ﾡの採林型の分に於てはﾡる適 

用はﾡか不合ﾡであり, 且此○際迫切なるﾡ木ﾡ頑別を賞施して然る後のﾡ果の正諾を期 

するととは定に必ではあるが困ﾡのこ とゝせられてゐたのである。mして前の如く 

DuNNr。 氏 (1028)はﾡる要よに臨へて, 冠級分類に年齢,樹冠の發達,樹勢共の他の要素 

を加へて樹木級類別法 (15) を創特し共に一新生面を開かれたのである。

M く て樹木認ﾡ別は今や押伐作飛政は押代的作業賞行上必災不可ﾡのものとなつたが, 神 

太の株に於てﾡ切なる樹木級ﾡ別の確立は然 く 場なものでな く, 假令提海が出來て も之 

は水せ年月の 継過に ピ り 吟味 され ねばならぬ ので ある。然しながら 今や北方林業 本然の姿 に 

立灰るべき絶ﾡの機合に随み称すに時日の論前もなきを以て, 不取敢釈朴初步的な樹木級類 

別であつても之に依り現下※ﾡの要ﾡに一ﾡづ脳へ, 將來潮次郎論と實行との兩方面に於て 

補崎し之をﾡﾡなるものにﾡづかしめんことを期付して, 以下選木方法に關聯する樹木級制 

別を採代木選定消と して示さんと欲するのである。

扱元ﾡ太ﾡに伏り用された押木定の消を数にげて, 以て共の技術的集約度を示 

し同時に賞地/つ可能性ある樹木紙刻挑の逃ﾡ的参考町項と致し度い。ﾡ北海道の図 

行林に於ては豪町に してﾡの如き規定あろを聞かし, 御H林に於てもﾡの如きは現地の間 

題と して地方的解決に之を委ね,精局北海道の中央諾局と して新るもの、標準の如きを確立 

されたるを聞かめのである。

1938 年6月 元ﾡ太崎流産部炎通謀の「法 - 依ル 處分立木期充要項 二 關 スル」に於て

下記の通誌されてある。 ・
\

1. ﾡ域ノ決定 ・

イ. 省 商

分調K域ハ塗林型プ換メ』在研究ッ可広朴沈ノ巣ナル徹=K型スルヨ ト

ハ. 省 締
\ .、

2. 防大樹術ノ他制駅地ノ設定 省 略 、

3. ﾡ消地調 4 ﾡ
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4. 採伐木ノ選定

ィ. 松地地誠ノ州果-*別紙ﾡ式=コり各百分率ヲS川シ採代木型定ノ逃卜〜右 

=非キ北ノれt地内=於チ選木スルコ ト

ﾡ地門 ノ揮我木選定 =當リ テハ必ズキ地毎木野帳ヲ携行ッノ野役=選定ッタ 

ル採木へ赤印ヲ附"番究へ毎木調在ノモノ ヲ製用スルコ ト

初地内 ノ 探率 へ必 ズ施業案 ノ定ムル範回ヲ超エザルコト

採ﾡ木選定=際ッテハ第1項(") ノW城域ヲ更=約20ha毎に賞測ﾡ劇っ選定ノ緒

果 ガ果 シテ所定 ノ 押率 ノ範囲內 ナルヤ否 ャヲ 此 ノ网則 = 付協定 スルコト

前記協定 ノ 結果採伐率 =別スル超ﾡ4ガ20%以内ナルト* 八次国副以後 =於み適 

當減少スペシ,若 シ 20%ヲ超過シタル トキハ選定シタルモノ ・中ョ りノ超組シタル 

分ヲ削除スルコト

〜 採ﾡ木へ森林帰成ﾡﾡ=ノ移欄状態ヲ判新シッ、後電樹ノ現状況=恵ジﾡ定ス 

べキ*大約下記ノ項=依ルコ ト ・

(A) 採以木ノ置定へ下記ノ畑位～牧り行フ=卜

(1) ﾡ力=利用スル=非レベ刊用価位ヲフ失フ=至ルモノ又ハ次ノ回好年座生イノ 

見込ナキモノ

(み) 次ノ回ﾡ年地生ノ見込アッ ト認メラル、 モ旣三 材秋生長成ハ位値生長甚 シ 

ク衰へタルモノ

(3) 位会木 ・

(B) 押ﾡ木ノ冠定ノ順序へA=依ルベキモﾡ下記ノ動フ注意スルコ ト

(1) 不良木へ代探後 ノ 殘存林分ガ多少越開 ト ナル朴地 ノ 林分構成狀況,地況 

ノ他ヲ考堪ノ上残 ボ ノ 枯ヲ 招 カザ ル樣留意 シテ 之ヲ 選定 スペ ク此ノ 場合.

=於ケルノ政開へルツ樹高ノ牛分ョ リ樹高ノ純ﾡヲゼトスルコ ト

(2) 採伐木ノ 伐採= 當リ被懸木,被例木或ハ採伐木ヲ 不例 = 至 ラシムペキからみ 

木,4回リ=アル立木等=シナ1明ノ他J新上支際ナ トほムル場合ハ之ヲ 

同時 = 選木シ支陣アリ ト認ムル場合=へ所が共=ﾡ木セザルコ ト

(3) 道付,小屋掛,土場, 築場 流送等ノ爲二生ズベキ支障木工 シデ強見シ得ル埸 

合ハ買受人ヲシテ之コ標識ヲ附セシムルコト " →

此ノ支麻木= シテ適當 ト認メタル トキハ之ヲ同時=週スルコ ト

北方にポける ト ドツ・ェゾツ漫清然株の撃革に生Y

(4) (2)(3) =ゲタル支障木ハ胸Si［径8cm以上ヲ調スルコト

三・ ﾡ木=付テハ必ズ施米特ノ定ムル代探ノ範出ヲ超エザルコ ト

ホ・ 遭木シタル立木=ハノ目ﾡトシテ継テ赤木ﾡスハ赤て一ぶプ以テ鉢公ヲ施スコ ト

5. 割団ヌへ調夫

イ. 調在日八1細2名トジ通木=ハ技手又八森林主事ヲシテ之=ﾡラシムルコ ト

ロ. 調夫ハ1細5名ヲ校準トシ下記ノ通分拾セシムルコト, 但シ必要 ニ 應ジ適當按配

スルハ支ナヤモノ ト ス

鉢谷附 1 人

ﾡリ方 1人

番ﾡ打 1 人

偽尺神 , 1人

極印持 1人

6. ノ他

ﾡ官行研に於ける押木の選定項は 1940年9月元ﾡ太施殖西部長通験の「T行研代 

資材調ノ」にﾡく ものでto「ﾡ代法=供ル慮分立木調要項=開スル件」と略同一 

である。ﾡ北化海道の ト ドマッ ・=ソマッ#に討する押代木調査の運木上産意ナべせ事項とし 

て北海道ﾡ料林の札幌女局定山渓出張所 c於て官行原木調要項中に示されたﾡに依れば, 

従求選木にﾡつては材積探率をJ諏し, ﾡ林分の構成状館に就きﾡするな薄せ設があ 

つたが, 部内現賞林に登する押代はﾡ瑠伐の域を設しないから朴相改よを多分に考せロば 

ならもので, 従つて林木の利用よりもﾡ育ﾡ新を主ﾡとする場合多いが, 一方僅少なる利 

用材のﾡめに多額の搬出路築設を要すナるが如き運木は可及的に之を違くべきであるとさ 

れてみる (74)。

商して神太に於ける施業冬本來の伐探種は〔せるﾡに依り採伐作が大部分であつた 

が, 近年氏書木, 温害木の整理,公用材,ﾡ太開ﾡ合ﾡ慮分"がど代作業に依り賞行さ 

れ,押伐作業は王子的ﾡ分の一部及特殊林分の伐探に登してのみ施行されたものであり,音 

行研伐に於ても約4割は当闘係のﾡめ怖代作果を探刑し, 純局ﾡ太と して全般の伐採種の 

K分は大約採伐作業よ りﾡ代作業の致量が大であつて, 前t者の1に到する後者約3の割合と 

なつてゐたのである。然しながら呼三べたるが如く風書木の整頭救了し当害変延赤終地を 

告げんと してみた際に於て,営局の努力に依り面的に本楽來の採伐作業に還る機に際合し
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てみたものであり, 一面北方林発を営の全般から見ても押代施行方針の緊持に氷も中的に 

努カナべき大切なる時機であり, 従つてヌ押伐木型の如きを明示し技術の行動に空 

かでも 科學的根城 を 奥へ るのﾡあること日より切なるものはないとするものである。

第三章 伐探木選定基準と してのﾡ木級類別の必要性

当木級のぷ別は区止の如く多く間俊の合を定めるﾡめに必襲なるものとなられ, 我図に 

於て も 寺崎博土の類別法を始め として,二,三,2を散見し, 諸外国に於て も各硕各様の類別 

法がある。 脚ちﾡ迎に於け る v. SEEnACH,BrnrHAnpT, Koenkj, CorTA, PnEssLEi, 

KnAPr;Heaに氏", 獨逸林業試驗場聯合會議,為園林業試腺場跡合會議議決のもの等あり, 

丁妹にかける Scrnoprrt氏, 諾成に於ける Krrn氏, ﾡ典にぬける G.ScnorrE氏, Finland 

に於ける L.ILvPsSAro氏, ﾡ西に於ける BucHr.rr,EsGrEn氏"のものがあり (77), 

の他 CntAr 氏 (10) 或は亞米 利加に 於け ろ D. DuNSING(15), R.F. Taylor (72),(73), 

KPrs (24) E. M. Honsmnook (24),H. KnAtou (36 氏等のものがある。地等は執も 

最初一同諭林に於て樹畑の○大いさのみに依り樹木級題を行つたが, 藩大樹の秘, 樹 

幹の狀況等をも切別の普弗と したものであり,新る頬別法を天然朴の天然山新作発に於て底 

用せんとする場合に, 特に夫々共の森林状他の如何に依り適用を巧にし實態に即する様にせ 

ばならこと は益レ営然の ととである (27)(77)。

即ち採伐木ハ選定に關 し,如何なる樹おを伐り如何なるものを残すべさかと調よ.に, 之も 

一般にﾡするものは別と しても, ﾡ太の トドマッ・= ゾッ天然林が採伐林型的であり, 

老齢林分と して之に整町伐的採伐的業を施ナと請よ建iからすれば, 従米の間のMに如 

何なる樹木を伐り如何なるものを陸すべさかと調よ協準に, 老齢木生除外すること, 東新の 

部から被整木と在做されてゐるが,開政参証座なる生長を叩始するものと不似さる、ものc 

到し障ﾡとなれる不良木を除くとと, 時局に応じて將來り優我公用材" を方•成する こと,伐 

探にﾡ り てば勿踰旣に當局の示された様に 史新を充分考慮する こ と吋の淵條件を加味すれば 
______ ____ . -

t W!下R盤加川材故に一般A川ﾡ川材にﾡナる其大材のﾡ区はは州の一並をりつ〜あつたが, 口有林 

にポて主と してﾡﾡ材を薩保 しにﾡて海ﾡ院にﾡる一般遣船州材を携高 してたたが終歌後 

のロに於ても者の電ﾡはﾡがなものがあら2。梓太に於て も公川吋の從次が行はれてゐたが, 之は 

主と してM生林にかて退木押以し, の外にﾡ時大征優材の伐探が変求せられるととがあつた。 太 

にﾡらア北方の林飛に於て, 皿にバ～供川村と してのみのﾡ休と経なナるととが必ずしも部のﾡ 
でなく, ﾡに米バプ原料に闘ナる例の袋展ナるﾡ然りであて, 少く もﾡ生に恐する施繁方r 

の中 にﾡる大ﾡ優材の生命ﾡ保 と5ことを 色☆ しめ るべさであ ら う。
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・
よいのである。

村博士 (1937) に依れば,間伐木の選定に於ては

1 ﾡ損木

2 病木, 仙書木, 瀕死木

3 材質劣等なる もの(劣等樹種,不良品種又は後天的の不良木)

4 生長不良なるものiに生民淡退の兆候あるもの

5 優良なる 隣接木の 生育 を妨げるもの又は 多数の 優良なる 後神川 の發育 をﾡだしくす 

るもの

等を伐採すべしと されてゐる (57:298)。ﾡ保践すべきものとじても数項にり遊べられて 

るが, 今前の如せ見地から神太の ト ドッ ・エソーッツ清天然林にぬける押代木の遭定 

に開 し最 も 簡mc の主m とする噂を掲 ぐれば

1 病木,他書木, 瀬死木の除去清掃

2過熟羽齡木の整理城に降番不良木の除去

3優良材の育成保茂

4 東新の安金確保ﾡに茂(木の生区促進

であるo

中村博士 (1937) は押伐朴に於ける代探木の遭定に開してはﾡ想の朴型へ近づけるととを 

前提とすべき理であるが,實際問密としては個々の樹木を健全優良ならしめるととが最も肝 

要であり, 斜局つtは間役の伐採木迅定と殆ど同一であり, 採伐木の選定は森林撫育を 

主眼 と して行ふと 請よ. も女ないとされ大の如く の標消 を示されてろる。

1 ﾡ木, 材損木,湖死木,傷害木等森林指育上冇害なる樹木証に之を残存すれば却て共の 

價値が低くなる樹木を除く

2 (に相省の大いさに述して利刑価価の高い放熟木を代探ナる。但し尙他全にして旺盛 

に坐長しつ、あるときは 隣接木又は多数の確幼出を著しくﾡﾡしなW肌り 引I 

ﾡぎ之 をﾡ育 して特殊の大ﾡ木を生確すると と は揮伐作業の特徴である。

3 生長が蛮へて存砂する債値のない もの,優良なる因接木の我育を坊げるもの, ﾡ樹の 

級生 ・ 生前スは幼川樹ﾡ育の公めに伐押を繋するもの, #地の指育若は朴木の保護に 

開して有ﾡ無をであるもの等を伐る。

4 価価の低い樹種を比終的ﾡく役探する。但し樹種の混ﾡは採伐林 としても ﾡるI要
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で, 劣等樹種を恐く代探して優良樹種の爪純林とすることを避け, 理想の混ﾡ状態を 

想定 して夫に近づ く 樣に伐採木 を選定する ことが肝ﾡであ る (57:333)。
而 して中村博士は更に樹型級別に関し大の如 く 請はれてゐる。夫は樹型級別は先づ林冠り 

細広に略じて,上ﾡ木及下ﾡ木スは上ﾡ木,中ﾡ木及下ﾡ木に分けるか, 或は超侵勢木,優 

勢木,準優勢木,被ﾡ木, 下ﾡ木の如く細別するのがﾡであるが, 之を適加除するととを 

坊げない。而して斷る樹型級別としては簡易な方法が實行に便であるが,實用に偏すれば客 

软 性を失ふ危険がある (57:305-306) と請よのである。 '

奴以上の樹型級別政は之に関係ある論重は大ﾡ一斉林型の森ﾡ特に同齢ﾡ求軍純林に適用 

すべきもので, 多段林, 泥店林等に対しては自ら別の樹型級別を必要とする £ と勿論である 

が(57 : 309), 今日迄の處所る一行同齢林に竅達した樹型級別を修正したものが多段林, 府 

林載はﾡ府林に於て用ひられる 可能性あ るのみであつて, 南裕全 く 別側な出ﾡ動か ら樹型 

級別を決定せ以上, 賞上のﾡ地から大ﾡ同似の樹型級別となるととはﾡ然であつて, 之 

を以て必ナしも不済とナべきでなく,唯之をﾡ用する立場に於てMる樹型級別を不済朴な り 

天然林なりに無理のない株に顕使すべせである。

異齢林が同齡林と異る書から刚捽全く 同一の樹型級に據るべきでない こ との設明と して, 

中H博士(1937)は,県齢林には幼齢であるﾡめに樹高が低くﾡて樹紙の弦育(ﾡ張状館) o 
悪い林木も多いが, 之 を劣勢木(被曜木)として攻扱ふことはしくなく, 是等の幼齢樹(下 

ﾡ木) も赤健否, ﾡ可状態等に歩いて分類することはﾡ林上ﾡる必囚であるが, 商高齢なる上 

居木と 同一の規準に依って樹型級別を定める こ と は必ナしも適高でないと請はれ, 更に下 

木の優先は今後技ﾡから解放されるとせ, 証盤なる生長を開始して狩米優良なる大ﾡ木とな 

り間るや否やに依つて定めるを可とナるものであつて,即ち外形ていて考楽するのは勿論 

である が年齢を 金酌す ることを忘れてはならないとも間はれてかる(57: 309。而 して 同博 

士は県齢林に於け る 樹型級別 と して本邦に於ては (ci2 津村昌一氏の 採伐作業林幹級別 を, 

又図外に於けるものとしてはSCIrAEDPLバぶ 氏の樹型級別を 推疑せ られてわる如くである。

中 村博士 の笑せ られてる ScrrAHDF L N 氏の樹型級別 は, 林分に 於ける 林木の 態学的 

開係位置を4級に分ち, 之を100位数に依り示ナもので 100, 200, 300, 400 と し,樹粋の良否 

を:,級に分ち之 を 10 位数ド依り示し 10, 20, 30 と L, 城後に樹ﾡ関係を3級に分ち 1 位数 

に依り示L 1, 2. 3 としてろる。例へ111なる救すの示す意味は幹ﾡに樹冠の良好なる優 

勢木であり,123は幹は良好であるが樹冠の不良なる優勢木を示ナものであり, 新くぞ36節
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の階級の林木を隨用に且明険に記載する こと が出ポるのである(08)。
然 し数に考へねばならぬことは外ﾡ上から別 Lた光等の陥級の林木が内部的に如何ﾡの

興を行するか, 又實用上如何程の差異を見出す ことか出來るか,と請ふととであつて, 給 

局は賞新にﾡ木伐探する場合に, 切角丁寧に分類せる甲斐がなくなる様では意義渺しとせざ 

るを間す, 伐探後つ更新と調ふことも大に考へて選木をせねばならのに比し, 徒に現賞 

にm目iに 映ナるからと て夫に就さ 多製の階級 を設け て も, それがﾡ令簡皿にﾡ核のﾡ別が 

山來たとしても, 此の場合JR要な意たを持たYであらう。

扱木論文にかては各種各校の樹木級規別をﾡと し實際の観察或は實験結果を緯として,様 

太の ト ドッ •エゾマツ混淆天然林の實相竝に共の林業の現況に相應して適當なる且又夫だ 

けに楽前明なる樹木ﾡのﾡ別を情ﾡし, 府求之にの内部的及外部的性質のﾡ代をﾡへ 

んとしたもので, 共には該樹木級を5附級に分類し,共夫々 1,2,3,4,5級木として之を示さ 

んと したのである。

而 して此の知別の消をにNiuc文を以てﾡ確に示 すとと はの性氏上そ田難のと 

とに屈すると共に,多分に設的設楽項を基礎とする貼あるを以て, 各人各様の見解に依 

り必ナしも先全なる意見の一致を見ることの米ないのは己むをことであ。(15:757)。 
北も HANzLnに氏(1924) に依る も,亞米利加に於ける當時の一般慣用の樹木級分類が m に 

優勢木或は被里木と謂ふが如をであつて,時 を 異に し人を興にナるに従ひ必すしも意見の- 

致を見ぬ爲めに,試協途行の見地から多分に一ﾡ確四不動の進礎と しての分類法が希望せら 

れてあつたが,i記EScuort氏の主と して関樹の樹高及周圍の林木との関係的位 火 と,従と 

して樹やの形員を加味した樹木級肌別法の考案せらる ・c及び, とはの位証米利加にかて 

探用すナべさものであることが認められたとあるが(20),何に してL樹木級題別の機木には 

主観性があ り,依然各人に依り意見の一致せぬ場合なきも保し難く,例へ之を各種の略 

地に於ける長期記ﾡの野業に開係せしめる場合の不優は政る秘度発れ題いとと を承知ナべ 

きである。

然し TAYron氏(1939) もふが如く, 樹木級ﾡ別の外部緊米は清以ﾡであるが, 生長 

能力の基礎にかて正常に類別せられるものであるから(73 : 777), 一方ﾡにス深刻に森林 

の質値特に生長ﾡ係事項をﾡ祭 L研究する機合にも 自 ら恵れるのである。

それはﾡ もと して上記樹木級類別の礎を掲ぐれば次の通である。

樹木級ﾡ別の礎はUの選木の主ﾡに副ふて賞行を容易ならしめるﾡからﾡめて簡軍な
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ものとする必要がある。 '

1 樹勢つ優先 之は天然林に於ても矢張り求大なる類別の塞礎とせねばならぬ。之を 

優勢,準優勢,側壓劣勢,全被/劣勢に分つ。

2 樹ﾡのﾡ述 之は樹の幅のﾡ張と共に樹砕にﾡよての拡張と併せて考遊する。後 

者に就ては数字を以て示す場合は樹能長率ともなる。樹冠の幅の抜張に就ては大,中, 

小及不規則に,樹冠区率にあては 50-60% を映界に して分ち不規則な るもの を加 

へる。

3 年齢 之は勿踰見掛けの年齢であつて,多数の要素から判茹せわ隆ならぬが,過熱 

老齢, 老齢 (以上は熟期政は利用刑期を過ぎたるものス之に逆せそもの), ﾡ齢, 幼齢 

に分ち夫々 200年以上,200-150年, 150-100年, 100年以下と請ふ栃準を狙つて

ゐる。

所る 基礎に依 り (5歯の樹木級を次か如 く 一ﾡ記載 して見る こ とが必要である。

1 ﾡ木 優勢ボ c, 樹元の幅のﾡ張大であ り 樹幹岛5 ふての振張 も 最大であ る。ﾡ樹 

はﾡ不担, 胸5直紙, 樹高に投群の場合多く年齢としてはﾡﾡ老齢である。

2 級木 一般に優勢木であるが「に消区勢木のこともあり, 樹冠幅は小前政は朴木 

の大いさのﾡ合に拡張大であり, 樹死長も樹幹の過半部を蔽ひたる樣に見え,老齢木 

が多いが壯齢木の場合もある。老齢木の場合は樹冠レ發述は隣接木に多少妨げらる ・

ものがある。

3 級木 一般に消優勢木であるが,稀に区勢木○こともある。樹冠の価は中川の場合 

も樹冠が樹砕の過牛部造はﾡよてつなyととから2級木とﾡ別が付く。感じと しては 

2級木よ り刷々 しv。 年齢から請よとﾡ齢木政は老齢木の場合略山現相ばする様で 

ある。 .

4 級木 側先勢木がﾡ皿で樹紙のﾡ張のル況にネしい特脳があるが, 必ナしも側脈 

先勢木のみが4ﾡ木でなくﾡに消優勢木もある。此の場合樹幹に添ふての樹能の扱狼 

烈述にﾡしては3怒木とﾡ別し難いが,樹ﾡの幅の撤張が賞明なのでﾡ別卒易である。 

幼齢木の場合もあり, 川 船木の場合 も あるが,老齢木の場合はﾡめてﾡである。

5 級木 上方に側方から被を受けたもので,下脈イと調ふより全被歴木と謂ひ慶 

- いのである。樹のﾡは狭いものが多いが, 例外的にはﾡ型的に不規則に大きいもの 

もある。樹冠の長さは種々校々である。活力の話から被軍よ り開放後の將來,上級に

北方に及ける上ドツ・ンーツL然排のば空に生Y状況二例 14ラ
移る可能性のある校に定せられるものは, 樹茂が樹幹;に添ふて比校的に密度を以て 

彼述してゐるものである。勿論4齢も処掛上は幼的のものﾡ然りである。ﾡ齢と認め 

られるもの, 極めて稀に老酢のもの等がある。

今以上の紀載小項に,樹葉の活力開係や樹皮の状況をﾡ楽せるものを附加して, 地等を一 

に 取線め樹木級 制 別の參考に 供ナ るに第59 炎の通であ る。.

第59 樹木級類別記載
t 木の占する 4 ・ 出地の

級 位 m さの創合 s 力 ト ドツ エ ゾッツ

I 優ラ* 大 6%以上 過始老動 分低に中 ﾡﾡに 部 、

2 優効木ﾡにポ優勢* 攻xは大
50-60g秘 
に60%以 上 老動は仕島 催は中町 ﾡは 和和に

準優勢木印に優势木 "政は小 502%以下 吐動政は老部 中 ・ 滞政は粗 和政は

4 側j延お勢木に 
消優今木 4サ に 小 505以下 吐齢及幼動 

稲 に老 商 "yは力 tﾡにﾡ ﾡにﾡ

5 金ﾡ証勢木 協めて小 不規則 不 拠 川 協めてお

ﾡ進せろが如く光等の記載は他主設的なるを発れ代なV。殊に各樹木級の中間的の も向に 

就いては個人的取求の相違に依りﾡ別の相述するのを避くること不可能である。衛地位, 地 

況の極端に異る もの相川の比教は無ﾡであつて, 此の引合は立地に應ずる樹能形の變化等 

を 速め把握し充分考血: の中に入れなくてはならない。泥炭地にかける樹木の樹冠, 樹枝等 

から受ける感じは特異の もので,ﾡる場合よく比核的な唄識を以て役楽しなければ, 泥炭過 

地の林木は悉 く之を1 級木に頬別 し必い危のあるこ と に注意すべきである。

ﾡる記載にかて樹冠の映況が主ﾡなる役目 を してわるが, 此の樹紙級のみにﾡり樹木級期 

別を行ふは, 抑々樹木病類別の初ルと認められ,例へば D. DusNrNG氏(1922) のり用せる 

に伏るも最初の樹木級崩別は樹冠級切別のみに伏つたが, 後に補助能分切要素と して樹幹 

級が之に添へられる ことが HEor 氏に依り提されたとあるが(14:380),之に開しては適 

用ナべせ樹団政は利川上の地に伏りﾡだ行めともなり,政は反登に加はしきのみにて数 

果にこしきことになる様に考へられ, ﾡ太ル至北方林業の現況から暫く樹幹の状況を樹木級 

類別の要素と して取り上げタ とも 差支な tもo、如く 思料せ られる。更に樹冠の長さの割合 

即ち樹ﾡ長てﾡいては上抑の如く特に大なるものは00%以上,大なるものは50%以上と 

し大50%を以て樹長大小のつ限界とせんと試みたの であるが, 賞際に林内に汝入して樹
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冠を攻る程度見上げながらの樹長を判町ナる ことには相ﾡのﾡ材を要すナろ。然し樹冠 

長率 50% と謂ふ程度は俺?K に判断出來る し,60%以上の樹冠民率のものはの樹にかて 

(に特興。 boであ り 共の何新亦案外に容易である。

D. D じNヽ I NG 氏 の樹木級の場合は各樹木級を通じて 055 を以て夫々の限界としてゐる 

(15:760)。R TAYron 氏 (1937) が A. B.C.Dの4 樹級にﾡ別 L た場合に はAは 60%以 

上, Bは50-60%, Cは40-50%, Dは明木となつてゐる(72:871)。值し同氏は後に之 

を修正して A.B.C. の範团を史生し,然る後Aは60%以上, Bは50-60%, Cは40-50%, 

Dはﾡ弱木と してろる (78:777)。

ﾡ E.M. HoRNrnooK氏 (1939) が KEEN'。systcm ど補ったに依れば, 樹級を1乃 
\

至4ﾡの年齢級に分ﾡし, 之に就き枝係の状況を良く表現してろが, 関に此の階級を A 乃 

至Dの活力級に分類したものに依Aは樹冠反率55%以上であり, Bは樹ﾡ長率55%以 

下となつてるる(24)。

扱博太のト ドーッ ・エゾマッ況清天然林にかて上つ樹木級ﾡ別法に依り樹木級の類別を 

行ひたる場合, 各樹級木は如何なる割合を以て現するかを(進い準地に於て試みたる一例 

を表示すれば次の通である。

第60ﾡ 樹ﾡ木の現 山 状 況 (%)

｛マ*マxここ

掛 級
■

ママママママママ。マ--マママ

敷 開 高 ロ u ・ #
ニニニェ ーミニニ

ト ド-ッ / ツ ツ エゾ ツ 卜 ドマツ エゾマッ

1 7.1 33.8 23.1 37.4 26.0

2 27.3 339 , 33.4 47.6 33.4 49.3

3 30.0 27.4 226 19.0 21.1 17.2

4 2.1 • 278 8.0 9.2 6.3 67

5 5.5 ‘ 38 2.2 I」 ■ 1.8 0.8

tt 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
.... ...」 -..... !__ ......い....

斯くて樹木級別の本數,脚為例面積,材械の現出刑合は夫々樹段に依り趣を異にする處も 

あるが, 各異株相に於ける此の羽合を深め考慮の中に入れて樹木級類別後の伐採木を選定す・ 

る場合に於ては,跡地の新的地よりは樹木怒別本数割合に,1敗を置せ, 叉收模 •利用の 

見地よ りは樹木級別材積ﾡ合に加Mを置かねばならいこと請ふﾡもないことである。而して

北方がけろ ｝ドツ・ / マッ—―林の海成枝に生け状況一例 I7

等の割合は常に必ナ し ・ 固定的の もので もなく, 林相の推移に 從て當然變化する もoであ 

らうこと人工ﾡ校朴の例(77:59) を以てしても想像しることである。而して保呂地方の 

如を採伐林的林型を賃する天然林に於ては,之は植裁林に於けるが如く年數の經退に伴ひ然 

く 急派に改化する ものとは思はれな ア。従てル○開係談位は前太保目地ル波は之にﾡ収 

の林和の地方に於ては當分の間樹木級類別竝に採伐木選定の參考と な り fる ものである。

次に林木の生長に開し之を樹木教別にM味するととの必要性に就てﾡか考業して見度い。

一資同ル林に於てﾡ別られたる樹型ﾡに就いては寺崎博士(1931)の請はる ・が如く,掛 

ﾡ級別に樹木の担夫の生長を調在サる劇に依れに, ﾡ局健全にして整正なる樹死氏樹粋を示 

す樹木は蟻も生長旺盛であり (78:6), 又 IL Weck 氏 (1930)の他多くの研究に於ても 

同様の小實が認め eれ (91 : 329)(14 : 380-383), 又伐採後/) 残今 木の生長増加に関して も 

同係である(38)。而して断る單純なる草麻林に開伐を繰り返す こ と に 依り之は所印次麻林 

更に混淆多肝林に迄到着する ものと請はれてろるが(78 : 8, 斯る混済多段的林相に近似の 

形を行する押代林的天然朴に於て頬別せられたる樹怒木にかて も同様なる昭係あ り ・ヌ如何 

なる程度にﾡ係ありやは一噛協討の要はある。それは前記の崎ﾡに到歴的に J. Bresp氏 

は樹冠の大いさ,政は針業量と樹砕直極生長量との開係に於て一般的に"へらる ・が如く樹

・ 冠の大なる もの必ず しも生長量大ならさるの例な外に多 く , 兄等は 敦 も 樹木の個性の强 く 現 

はれたるに因る ものと して, Mる樹木の側性を等即成ナべか、らざるを示ﾡされてみる(8)か 

らであつて, 又別に寺崎博士の用はる、が如く林分の取扱方を計鎌し之を實施する際に準據

すべきものは固より細験と之に立脚する觀察とに依るものであるが,此の経験と視察との客 

ﾡ性をﾡﾡせるものは一に林の構ﾡと之が礎となる軍木の生長法則である (80 : 87-88)

. が,林の帰地に開しては区遊せるた輩きるを以て,唯ﾡ木のM性を色括せる生長法町はと 

を樹級木に就て究明分析するを至當とする。

次に樹級木の結實関係成は種子の生産状況は共の生長関係と共 に,樹木級頼別後の運木上 

cm大参考資料を興へるものなることは今更益旨をﾡせいであるが, 此の出に関 し毋察を 

Iねて見度い。

林木の般子生産に關しては,一青同M朴にぬける区勢*が他の幽冠級の林木にし最多の 

精賞量を示すが, 之は所る冠ﾡのものが北の大いさ故にル熟の融度にかて任にﾡ子生の一 

定條件を 充 してゐ る外に,機知つもの、価前も大であつて, 更に亦単位樹結面精に 於け る書 

果量も多量であることに因るのであるが, 所る岡子生産の豊富なる內因として,優勢木は最
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越てに於て優位を占行し, の同化生産物を他級の林木との鼓合に費すの要もないとと 

が抽象的に舉けられてゐる が (4 : 299), M く て一斉同船林に於て火な る林木程. 即ち侵勢木な 

る和種子生の多いことはﾡに明かであり, 最平研究の要もなき様であるが, 不押伐林 

的天然林に於ては自 ら別途に研究の要かある。 ちじにﾡ別されたﾡ級木に於ては夫々攻る 

程度火小の林木參差してゐて,自ら樹級木の種子生商関係に特県なる ものがあるとど迎料* 

られる。

而して所る研究に際しては, 林木のﾡ質に影Tを及すべき因子はに多々あることを考慮 

するを要する。即ち斬る因子と して或は環境の外的囚子あ り政は林木自體のﾡ的性Iの如 

さ内的因子のあるあり, 特に後者の樹級木に特徹となりて現はる ゝ際に共の固冇の結實状況 

あるを知ること必でありﾡ前ﾡの環城因子も永年にる統計調布にﾡり研究の先戦を期ナ 

べきである。更にﾡ太の ト ドッ ・ニーッ清天然林に於ては清樹ﾡの特性が叙上の闘 

係に復領性を招來する。今mに 1 簡年の詞布に係る樹木級別に供る種子生産の一例を9げて 

見るも一般にエソマツに於ては ト ドマツよ 3 も結實最大であり,即ち単木の煥大結實量は強 

ﾡに於てエソマッ約504, ト ドマッ約15』である。mして14 の毬果致は ト ドマッに 

於ては25一40崎であり, エソツに於ては 55一80簡であり, 東に1ﾡﾡ内の種了粒数か 

ら見るに1 果内の種子数は ト ドマッ 200 内外, ェソマッ190 内外で ある ことに依り 一般に エ 

ゾマツの方結實駅大である を知る。而 して樹母.別,こ樹木級の結實ム數割合を見れば第 G1 表 
・

の通であろ。 ・

第61表 樹木級別 ﾡ 實 本敷制合

ﾡくの如く 結賞本数割合は樹木ﾡに依り 々相違あ る と 共に,樹ﾡに依 り 共の相違の傾向

卜 ド - ツ 工 ゾ マ ツ " .

ネ*& ・r4 触賞割令 全木数 T*叱 t 賞W合

I 153 127
てる) 

801 • 53 56 [ てる) 
96.55

2 319 271 8t.95 276 243 88.04

3 350 .215 61.43 223 134 60.09

4 281 55 19.57 226 25 11.06

5 4
•

6.25 31 2 , 6.15
. .........こ 一* *

も央ろのであろoDUNNING 氏 (1928) の western yellow pine の例にkては超優勢木に於て

北方に於ける ト ドツ ・エゾマツ然林の情成に生状況一例 149

100% の結實本数を示し,ﾡして老陥木にして樹区事の大なる樹殺木に於て結賞良好であ 

り, 被ﾡ木に於てﾡﾡに不良である(15:709)が, トドマッとソッとを比設すれば一般 

にエゾッに於てﾡるﾡ向を認めることを得る。

ﾡ書果の品質延てはﾡ子の品質に就ても樹木級に依り 夫々益興のあることが想像される。 

それは樹木級は樹冠の發達程度を一のリX準として類別せられ,毬町の品質は樹冠の發達乃至 

樹近の環境に依り 差異があるからである。今の頃準調布に依れる樹木級別生産書果の品H 

を一覧すれば第62表の通である。

第 62 表 樹木ﾡ別生産ﾡ采の品質調一例

-
卜 ド マ ツ ェ• ゾ マ ッ

樹 級 木败1 品 面
士 •

品 ・

ニコ
中 不 A 矣 不 k

1 10 66 56 16 27 131 1*( ( 7.87) (10.16) 1 (51.97) (28.ラ7) (18.21) (23.22)

60. i25 86 243 42 142 59と (22.1わ) (46.13) , (31.73) (I7.28) (58.4) (24.28)

・ 3 215 47
(21.86) ;

10 
(50.70) 1

59
(27.44)

16
(1 1.9わ)

56
(4l.79) i

62
(46.27)

4 55 6 20 
(36.36)

・ 29 
(52.73) 2 0

\、

8 
(32.00) ;

(686o

r A 0 2 2
\ 

0 0 2
フ 4 (50.00) (50.00) < (10000)

備 考 括弧内 の毗字は耳,中,不真の百分を示すo

数に於て も結賞木数制合の場合に於けるが如く 品質の如何は樹木級に依り夫々相違すると 

共に,共の相違の傾向は樹威に依り 異り,之はトドツの1級木とェゾマッの1級木とを比 

教すれば如賞に制明する ことである。

扱(せるが如く, 最後の實用問題は單に樹木級の 知 別に在る のでなく,如何なる林木を 

伐採し,如何なる林木をﾡせしめるかと調よととに在るのである。

断る場合或る意味で伐採即ち造林の見地から場瓚的排列が大切であって,伐採に依り共の 

開係位置を再適Eに配置ナるととになるのが週想であるが(1:636), 此の際勿論ﾡき設金 

の創一主装を増止せねばならぬ。伐採後林木が如何なる程度に,又如何なる風に反應を呈す 

るかは主と して共の林木り年齡,被ﾡ係に因ることはﾡ易にﾡ像し得らる ・嶋であり(14: 

368), D. DuNNro氏 (1022) も請ふ様に, 林木に就き等の内部的性ﾡを簡ﾡに, 明Mに
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判別決定するととは客易でないから, ﾡ局外鋭に依り代探後のﾡ況を判断するよ り外ないo 
M く て侵杯後の林分を最良の映態に量 く ゐめには, 良 く 樹木ﾡﾡ別を心間て置かねばならぬ 

こと (72:868) (に明かでありﾡ調せる所以である。 ・

更に茂行林木の諸種の被害に対する抵抗性の問他があるが, 等つ間題も合み, するに 

長明にIる役探の貨略が必であり, 樺太共の他の北方林業他帯に於て も押代的作衆を賞行 

する際に, C6並の樹木級ﾡ別に基き適置木をなし,共の後の経ﾡを製楽載は調定した精果 

の姉何に快たば木"題の眞の解に はならのである。

一段に單木共りものに就ては生長停止せるもの即ち光線や榮養物質や土壌水分の變化に反 

ﾡナる能力をへせるものは伐探木と してﾡ定さるべさであり, 勿論此の際各和被宙木の伐 

探が先行すべさで, 樹体にﾡだしさ側のあるもつ、如きは歯衛の危ﾡあろに依り特に然りで 

あって, 又建存: せしむべき ものは伐採後反意も あり,両かも長年に正りの生産力を縦持す 

る林木でなければならととの論であろ。而かも尙本為文に於て提唱せる樹木級類別に依り 

林木各ﾡの生長開係を知恐し, 生戻不良なる樹級木が利用直役に達したる場合には跡地の更 

新にめいて考ふの上之を依探すべさであり, 又年齢ﾡ係と考広して着米被ﾡﾡ復の見込ある 

ものは當然之を除外し保法せねばならぬ。而 して伐採に 當つては軍木的に,時にﾡ状的に質 

施するをﾡ依なくせられる場合あるととの論である。

天然林の林木が假令年齡が若 く ないにせよ比校的小さ く て枯死する c と は明かで, 必ナし 

も大經木より順次枯死するものでないことは,伐採特に天然林の整理伐に際して伐採木選定 

上深の注意を要する監でもある (55:9。

更に本湍文に於て樹級木の地子生産に就て考察せる處に依れは種子生産の母樹を保預する 

見地からﾡ木を決定する場合ト ドマツの中彳腌木,エソマツの大便級木が之に該當する如 

くであるが, ﾡるﾡ子生の冊樹保ﾡい前並生長叫係に雄く伐探木迅定と脱み合はして, 總 

ては賞項的に伐採を實行 してからの各樹木級の生係やﾡ賞開係を繰り返し除味在定する 

要があるので,新る意味合にかても樹木級ﾡ訓にﾡし仰ﾡ多の研究ナべさ事mがあるが, 木 

論文に於ては樹木級期別の必要性を提必するに止め度いのである。

要 満. 

* ・
木陽文は南梓太保呂地方に於ける ト ドツ ・エゾツ清天然林の構成ﾡに生可状況及 

の施業法に関する考察と題し,とを3組に分ちて論造せるものであり,即ち第一iにかて前 

ﾡ太中施地方森林の代表的林ﾡを量する保回地方 (元保呂試験林)の概況を述べ,第三細に 

かて該地方。 ト ドマッ ・ エゾマツ天然朴のつ構成地に生育状を統計的に記載して之を問 

明な ら しめ,而 して共の結果と して ト ドッ ・ = ソベッれ天然朴の特性は所ﾡﾡ伐林 

の4性に向似のものあ り と認むる を得,従つてﾡる森林に於て採用すべき森朴作業法の一と 

して採伐的塩前的作業法が帽部座に適命性を行するものなるを指摘し, 同時に夫々 の樹種 

が犬々の立に地に富る生育映滅の製化をよめ, 以て集約協断なる採代的作業法賞施上一般的 

の資に供すると共に,第三編に於ては ト ドマッ •エゾマツ混淆天然林の施業法特に伐採木の 

選定に就いてﾡ太の現状は勿論内外各川の都験をM味協討せる もoに諸単の所論を引刑附 

加 し考楽を加へたるﾡ果と して, 從來唱へられた る 各種各法の樹木級期別 を經 と し該試験# 

c於ける賞際の設染事/項は多少の賞験ﾡ果をﾡとして,ﾡ太に北方林柔回一般のト ドマ 

ッ ・ エソマツ混淆犬然林の實相姓に共り林業の現況に相座すり樹木級類別法を考案し,叙上 

の押代的作求法の合理的1賞施にたづ必ﾡなるものとして之が』急手の必ﾡ性を提せる も ・
のであり, 今の要肪を各組毎にﾡﾡしてﾡ言に代ふるに大の通である。

第一編 保目地方 (元保呂試験林)の複況

1) 本崎文の責料を得たる元傑日伏ﾡ林は元ﾡ太路中央訳験所林業部に附鳳 し,営時邦例 

神太の中部に位置し, 北枠 47°42ル至 47°51, 東極 142°23至 142°39 の間に介在し, 

保呂川流域廣友 7,655ha の地を占める。

2) 談心協林のﾡ高げ高は 037 m であ り , 林のﾡ科は一般に優斜でとるが局所的には 

斷屋急斜の®i 所もある。#内を1すナる川に保回川の他 5-。 の小沈あり, 吹も東して 

オホック海に注ぎ, Mくて該試林は是話川の域に於て一般に丘傾料,平地不当株 

或は i砲？ 低地低温林 を形成する。

3) 該試験林の地質系統は丘陵所斜林地帯に於て中生層,平地不ﾡ#地荷に於て第3紀店, 

海岸低城低温林地帯に於て第 4 紀古府政は第 紀新1の海成ﾡに夫々属するも のである。

4) 該試験林に 於ける氣候狀態に就いて見れば,初ﾡは 9月26日に して総ﾡは 5月24日
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であり,114日の無ﾡﾡ間を行する。 とに開税して該ぶ監林の主延樹ﾡなたるトドマツ, エソ 

マツに就き北の生育に関する請現祭を見るに, 一般に ト ドマツ幼樹は6月20日前後に上長生 

長を開始し=ソマッ幼樹は之上 りWく6月13日前後に上長生長を開始する。又上長生長の最 

姿期は ト ドマツに於て7月初仰でありエゾマツに於て6月下何である。町に ト ドマッはェゾ 

マツに比しﾡかにれて上長生長を休止ナ る。ﾡ大極木の肥大生長に就ても同係の傾向に 

在る。 ,

第=綱 ト ドマ ・ エリマ混ﾡ天然林の林木構成 - 

地に生育況 .

1) トドマツ,エゾマツの混淆步合に於て,胸高直極級Wに見ればエゾマッは胸高山拒級 

の小なる林木に於かる程共の混淆步合大であり,胸高5直御級の大なるﾡト ドマッの合 

をナものであつて, 該式監林の胸高直極40cm 以下の林木にぬては胸高山極級の大となる 

c従ひ=ソマッ の提沙合 を増大ナると 請 ふ事r賞は 認め ら れ ぬ。

然 樹越の福級別は見たる ト ドマッ, エゾマツの混淆步合に於ては,樹箱の幅の階級が大 

となるに従ひェゾマッの況ﾡ沙合を増大する傾向が認められる。

池数商の低き所調頃祉林に於てト ドマツの混淆ル合地も大であり, ﾡ大海投高の高き所m 

平坦林及丘陵傾斜林に於て其の混ま步令•を減じてゐる。然し更に海扱高をせば, 却て丘欧 

傾斜林に於けるよ りもト ドマッのﾡ歩合を増大するやにﾡはれる。

2) 治扱高の低せ低朴に於ては トドマツ, エソマッ共にの脚高山極路別本製配分山級 

は明かなJ型を品し, 海拔高の高 き傾斜林に於て漸次 cocked hat 型にづく こ と が寝は

れる。

トドマツ,エゾマツ共にの胸高直ﾡﾡ別木救配分曲線に於て木数現山の胸高直極の範u 

に就て見るに, 共の最大堂林は海扱為の大とな るに從ひ大となり,低林にかて最小で傾 

親林に於て最大である。

胸高直極級切本致配分状況に開し ト ドマツとエゾマツとを比較するに,木數現出のレ援防 

致が ト ドマッの多い場合は ト ドマツに於て多い。即ち足等樹風の混淆步合の美小は必す 

胸高優際別本数配分映況に於ける水ﾡ現山の直極陥ﾡの大小とﾡ勝を持つものである。 

3)トドマツ,エゾマツ共に共の樹志階1別本數型分曲線は胸高直徑階別本數状分曲線に比

し一般にJ型を呈するもの少く, 寧ろ cockedhat型のものが多い。
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然 し到ﾡ形に 近 を もの はな く,即 ち本論文資朴の範Wでは樹高の一青林 と認tべきもo 

はない。

トドマツ,ーゾマツ共にの樹高砕別本数配分曲Wに於て木鉱現山出の出高の範園にあいて 

見るに, 共の最大樹為は海抜窩の火となるに從ひ大となり,低温林に於て最小で傾科林に於 

て以大である。

本数現出の樹高階数に 就いてもﾡ之と 同様の傾向 を示して ゐる。

4) 胸商山［何附別木数品分地に樹高除別木数品分状況に就せ見れば, トドエッ・エ ソャッ 

の混淆林分は各樹班を選別して吟味しても,樹冠層は執も連殺層林或は多層林であって,況 

や兩樹域混泊ハ現實林況に於てル 極めて故雜なる林封層を示し, 之を一資#と認しるを骨す 

一般に 外見上採代林型 を品するものとして可なる如くである。

5) 胸高山［概と樹高との相I間には桜めて高次の相ﾡﾡ係の年在が認められ, ト ドマッと 

エ ソマッとの樹種の比散に於ての和度の流県は見出しﾡい。商して低ﾡ林にかては不朴 

にかける」り,又平坦林に於ては傾斜林; に於ける よ り も此の相關關係 が密接な る如く である。 

・向ト ドマッ, エソマッ朴木の腕商高山倒に到する樹高の曲ﾡ式として一般に y=dc"「+m 

式を探用することを得る。

6か 樹高5とﾡ下尚との相面間にも相営高大の相ﾡ別係の存在が記められるが, 之は胸高山 

偉と樹高との相耳間の相關關係よりも密接ではなく又トドマッとエゾマッとでは其の相關線 

度に 興が認め られ 。ﾡ価沿林に於ては不ﾡ林に於け るより,不出林に於ては傾斜林に於 

ける上 り 此の相関關係の程度が低い。

ﾡト ドマッ, エソマッ#木の樹高に討する枚下高の曲機式とじてy= 5 式を採用す 

ることを得る。

7) B流山優と樹ﾡの○幅とのﾡ重間のﾡ側係は脚高u優ど樹密との相重間のﾡ側係よ 

り も薄期であるが, 樹高と枚下との相重間の相側脚係よ り も密接であり,ト ドマツとェソ 

マッとを比桜すると後裕の方にかて厳して開係ﾡ接なるかの如くである。低当林に於ては不 

母林に於ける よ り も,又平坦林に於て は 傾斜林に於ける よ り も此の相開係のﾡ度が低い。

仙 トドマツ, ソマツ木の胸高山優に別ナる機延の幅の曲ﾡ式と して一般に y =。 

式を探用するととを問る。

8) 胸高u価 と 樹高, 樹高 と 枝下高,脚高山優と樹の幅と の夫 々 相直間の相関關係が 

低源林, 不担林及傾斜に於て一の傾向の下に援してろることは朴木の大小との開係に
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逃くものであつて, 一般に低過林では不担林に於けるよりも, 又平坦林に於ては傾斜林に於 

ける上 り も网為直俛及樹為等ハ大なる ものが少のである。

9) 本給文責の範M内に於て, 改試験ﾡの林木を般にIる胸常山ﾡの不均ﾡはト ドマッ 

とェソマッとの間に於て大なせが如くであ り, 円樹証共低退朴にかて○不均M小であ 

り 平坦林或は傾斜林 こ於て最大 である。メのク愛化係数は トドマツ より も エゾマツの方に於 

て稍大なるが如くである。

尙ト ドマツに在りては傾斜林に於て,エソマッに在 り ては不ﾡ林に於て變化係数最大を 

示す。 ・

樹高5の不均も ト ド〜ッとエソーッとのMに於て大遊なきが如く, 用出団共価過朴に於て 

共の平均位は小であり,不壇林4はﾡ斜林に於てﾡ大である。安の契化係数は矢張りェン 

マツの方にぬて冊大なるが如くである。

製化係数と扱高と の關係は 胸商成便の毋合と全 く 同様である。

光等のトドーッ, 王ゾーッの胸高直便及樹の製化係数をグイマッの夫と牧ナるに, 所 

調一林と して認めらる、グイマッ林木と光等の ト ドマッ, エゾマッ村木との川に著大なる 

運庭りあることを首庁し得て,トドマツ, エソマッ林木が一林と距ﾡの遠さに在みを如賞 

に示したものと湄ふべきである。

10) 樹高 と 胸商山径 と の比 の 平均値は トドマツに於てエゾツに於けるより 大であ り, 兩 

掛国共に低当に於て城小, 傾為林に於て最大を示す。※の拠化係数は トドマツ より もエ 

シマツに於て稍小である。兩樹袱共に低温林に於てれ小,傾斜林に於て展太を示す。

11) 桜下5の不均値は ト ドマッの方に於てエソマッ」り も大であり, 南樹団共に低朴に 

於て最小を示し,ﾡエゾマツは下ﾡ林に於てト ドツは傾行林に於て最大を示ナ。製化係数 

は一般に ト ドマッ上 りもエゾマツに於て大であ り,向兩樹樹共! て 平坦林に於て最大 を示す。

12) 樹○編つ不均価はト ドマッとエソマッとに於で大益なきが如くである。共の不均血 

は附世種共に低林に於て最小, 傾斜に於て最大を示ナ。ﾡ化係放は商樹部川に遊県なさ 

ものと認められる。険化係政の海抜高に依る關係 を 見るにﾡ樹部共に低過林に於て最小で, 

/ 
エソマツは不却林に於て, ヌトドツは傾斜林にかて最大を示す。,

18) 樹冠の長さの平均値は ト ドマッと=マッとの間には格別の迷なせが如くである。ﾡ 

此の平均値は兩樹紙共に低温林に於て最小で,エゾマツは平坦林に於て又トドマツは傾斜林 

に於て最大を示す. 製化係数は ト ドマッの方に於てエゾマッ り も例大なるかの如く認めら
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れる。ヌ之はﾡ機ﾡ共に不ﾡ林に於てﾡ小であり, ェゾッでは低過林, トドマツでは傾斜 

林に於て域大を示す。

14) 樹冠の長さと幅との比の不均位は ト ドツにかてはエソマッ に於けるより も小であ 

り, 即ち ト ドマツよ り もエゾマツの方に於て細長なる地f 彫を呈す。此の樹冠の憂さと幅と 

の比はトドッ, エゾマツ共に平坦林に於て最大を示し,トドツは低過林に於て, =y 

ツは傾行林にかて最小を示す。ﾡﾡ化係数は ト ドマツよ りもエゾッの方に於て小であつ 

て, 向 ト ドマッに在 り ては傾斜朴に於てﾡ小で不ﾡ林に於て最大, エ ゾッに在 り <は不 

朴にかて最小, 低濕林に於て最大 を示す。

15) 樹冠長率の平均値はトドツよりもゾッ の方に於て遙に大であ り ・ 雨樹ﾡ共に不 

川麻に於て次の平均値出:大 を示し,變化係数は ト ドッの力にかてエソマッム り も大である。 

尙ト ドマッ; エゾツ共にitの變化係救は価過林にかて最大で不ﾡ朴に於て最小を示すもの 

・如くである。

1の) 樹冠の幅 と 胸高直律 との比の平均値は トドマッ と ェ ゾマッとのIにはﾡ別のなさが 

如く,商樹団共にﾡの不均航は不林に於てﾡ小であり傾行林に於てﾡ大を示ナもの、如く 

・ﾡはれる。ﾡ化係数は トドッょ うもエジマッの方に於て大を示す如くである。ヌ海扱高と 

の關係は トドマツ, ェソツ共に低過朴にかてﾡ化係数其小であるが, エソツでは不ﾡ林 

にかて, ト ドマツでは傾斜林に於て最大を示す。

17) 樹齢材便の平均値法 ト ドマツの方に於てェゾマッよ り も大なるが如くﾡはれる。向 

の平均値は兩樹師共低泌林; こ於て最小を示し,トドマツ は傾斜林; こ於て,エソッは不林 

に於てﾡ大を示す。ﾡ化係数は ト ドマツ よ り もエゾマツの方に於て 大であ り, 海扱商との開 

係に就ては格別の傾向を留め得ない。

18) ・ 樹儲胸高形敷の平均値は ト ドマツ,•エゾマツに於て大差なきが如く無はれる。變化係 

数は トドマッ の方に於て大なるが如く 認め られるが, 雨樹種共平均値鍵に 開化係數 と 海找高 

との關係に於て一定の傾向は認められぬ。

19) 要するに木1*資料の範岡内に於ては胸商高山ﾡ, 樹高等の耍素に關しては ト ドッ と 

エゾッと のlて大小の県は認め られぬ し, 機ﾡの幅に関して も 大W 然りである。又枝下 

商高, 樹冠の長さ"に隅してはト ドツとエソマッとの川に明かに大小の迷興が認められ, 樹 

高と胸髙直那との比,樹冠の長さ と幅との比,樹冠長率,樹体材積の間調定要業に於て 

も 同賺である。ﾡ局ト ドマツ はエゾマツ より も枚下高が大であり, 同時に樹冠 >さが小で
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樹高5 と 胸高直何 と の比が大,樹冠 ○長さと幅と の比及樹冠長率は 共に 小 を 示す。

胸高5直任. 樹高, 樹高 と 胸高直桜 との比,桜下高, 樹冠の紙及樹冠の長さ, 樹餘材林等の平 

均値はトドマツに在りては低温林に於て最小で,傾斜林に於て最大を示し,エゾマツに在り 

ては低迎林に於て最小で, の最大は不堀林に於て示さるゝが, 光等は主として地位の叩係 

に因る ものと思料せられる。 ・ ・

20) 胸高直铎に药感せしめたる直得率に於て,同大の林木を比校すると を,一般に胸商高u 

役の小な る 場合即ち 胸爲也保約 23cm 以下のものに於ては ト ドマツの方がェゾマッよ り も 

直何ポ大であり, 胸高山優の大なる場合聞ち胸商山優23cm 以上のものに於ては ト ドッ 

・ よ りはエソツの方が山ﾡ率大なる場合がある。

而して ト ドマツ, ェソマツ共に山ﾡ率は低過林に於て最大で傾斜林に於て最小を示す。又 

所折根張りの大いさに關しては,胸高出以下の樹龄部に就いて比較 チれば,・ドマッよりも

エソマツにぬて大なるととを確質に認め得る。

21) 掛粋上各興地上高に於ける樹皮は同大の林木にりては ト ドマッの方に於てェソマ 

ッよ り も大である。各異地上高に於ける樹皮率の關係は ト ドマツ, ェゾーッ共に地上商5の大 

なる程樹皮率も大とな2,傾向あるが如くである。

29) 樹皮求が低林, 不壇林, 傾斜林に於て夫々相を示ナ髪化つ状況は最も特徴がある。 

即ち トドマツ, エソマッ 共に低過林に ﾡて樹事ﾡ大で あり, 次にェソーヴに在りて は平坦 

林, 」ドーッに在りては傾斜林に於てﾡ小を示すのであるが, 観宛 に 依れば樹皮率或は樹皮 

厚 と 共樹度の形ﾡ も夫々 變化を示すことを知る。

23) 同一朴分に於けるト ドマツ と エゾマツ との年齢を比校すれば,エゾマツはトドマッょ

り も 商lに共え 300 年以上の所弭:;命 ある もの、如く, 全林木の 年齢の算術平均値に 就いて 

見るも, 之はエゾーツに於て大でト ドッにかて小である。

トドマッ, ェソマツ共に胸高直ﾡ別木敷配分山報に樹高附別本ﾡ配分曲ﾡがJ型曲線 

を品する場合にも, 齢衛別本數配分曲線は寧ろ管構形に近きを示すもの、如く®lはれる。

2t) 全林木の年齢の撒布度は トドマツ より も エ ソマシの力に ぬて大で, ﾡ一般に年齢2撤 

布度は胸高山【ﾡの撤布産』り も小であり, 林木の年齢の大小不揃は胸高心復不風の程度から 

受ける感じﾡでないと調ととになる。

25) 船級別トドマツ, エソマツ加映態を見るに, 齢級の大となるに従ひﾡ次トボッの 

混泊步合を増加し,ェソーマッの混ル合を滅じ, 亜いで130-150年の齢ﾡに於てト ドマツの
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混淆步合最大を示し,齢級更に大となればトドマツは共の清歩合を遥淡し, エゾマッの混 

ﾡ合が大となる。

2の) 年齡と网高直径,年齢と樹高との相I間に或る程度の和闘開係の在が認められ, 権 

してト ドマツよ りもエゾッの力にかてﾡ係商接なるが如くである。

mして胸高直極の同大なるものに於ては, ト ドマツの方がエゾマツよ り も高心であり, 一 

般にエゾツは トドマツ よ りも証盛なる生長をすると請ふことは不均生長が大であると調 

ふ意味に かて も 賞で あらう。

27) 胸為部材部の外部よ り半林方向に於ける 1cm間つ年倫徴は ト ドッ では不均約10- 

22. エゾマツでは不均 6-20 で, 胸高直促の同大なるものに於ては ト ドツに在りてはエゾ 

マッ よ り も此の年临数が大であり,一般にエゾマツは ト ドマツ よ り も旺盛なる生長をすると 

mふと と は胸高直徑の連年生長量がみである と 布ふ意味に於て もwr賞 であらう。

仙t ドッ, エゾツ共に此の年偽数は低過林に於て堪大で傾斜林に於て最小である。

28) 胸高直便と胸高部に於ける外部よ り 半径方向に 1cm 開○年総放との相I間の相開唱 

係は相ﾡに高炎で, トドマツェ り も エゾマツに於て此の關係が密接である。

年齢と此の4倫数よ り求めたる年輪幅との關袋を見るに,各齢行に於て年給幅は ト ドマッ 

よ りも=ソツにかて大であり,4船の増大と共に年崎怖小となろもの、如くである。

29) 材族生長率は胸高直彼の同大のものに 於て は トドマツ よ り もエソマツの方大であり, 

の大なる制合は胸高山何の犬なるもの程大である。所 く て胸高直保の平均生民R•と消ひ, 

連年生長赞と m ひ,ﾡも ト ドマツよ り もエゾマツに於て大なると共に,材拓生長率も亦トド 

マッム o エゾマツ に於て大であつて,一般にエソマツは ト ドマッよ少も町盤なる生長をする 

と請ふと と を得る。

30) SdHNxErER の常敷 A の価は, 胸髙直徑 り大小に依り舞り,トドマツに於ては 390- 

671. エゾマツに於ては 380-726 で, 概して胸窩 直 後の小なる ものに於て大,胸高直徑の大 

なる ものに於て小を示す傾向ある もの、如くである。尚全胸高直径苗を通じての平均値に近 

さ概放を求めて賞用上の便に供ナれば, トドマツに於て 520, エゾツに於て 530 となる。 

31 満3一4簡年間の調権に依れば, 格別著しい被許のない健全なる林分に於て, 共の枯投 

状況を見るに,小標木には小風明ﾡ等の機ﾡ的W密に因る被害木あり, 大種木には数許歯 

害に因る枯損木を認める。地○被書木, ﾡ山水の救を叶せて特慣数量とし, 生*iiに 

對する割合を以て枯損率とすれば,1 箇年間の林木材ﾡ材損率はト ドーッ 1.61%, ェソッ
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0.599% ボ均1.22% を示す。両して比の林木材積げ損卒に討し林木材積生長卒は ト ドマツ 

1.47%, エソマッ 2.06%, 不均1.70% であり, ト ドマツは生長減してろるがエゾーツは生 

長を試け, 両かも塗級的にトドマツの生区選をﾡつて彼りあり, 林分として涌かながらも 

生長が増加しつゝあるものと看取される。

92) 済3協年間2調術に依れば, ャッキクヒ ム シの被書に依る通常型徹蟲科林分に於け 

る r協年間の林木材ﾡﾡ損準は ト ドッ 408%, ェソマッ G.44%, 平均 4.99% である。通 

常型微皓宙林分に於ては最早 トドマツ,=ソマッ共に枯損平は生長率を超ﾡして公激にﾡ税 

の少を來すとと、な り,特にエソツにかて渋だしい。即ち前述の通常型微恩害林分に於 

ける林木材ﾡ祐損にﾡし材積生長求は トドッ 1.46%, エゾッ 2.17%, 不均1.73% を 

示したに過ぎV。

39) 該以路#。 ト ドマッ ・ = ソマッ逃天然林は大Mに於て外認, 內部共に不行掷伐林的 

林型を呈する林相の箇所多く,全般的の族業的見地からすれば,多分に異齢性をﾡびたる採 

伐林的天然林と Lて取投を可とするもの、如きであり, にの林木の生育状況にあき所 

明揮伐林の 機 弟的なる ものと具間的に比校せる細果忙依る も, 商が1c希しくﾡ似の特性を

行し, 従つて新る ト ドマツ ・エソマッi天艦林を杯林的天然朴と柄することに於てﾡ 

不可なさが如くである。 _

第三編 ト ドマ・・ エアマ・混ﾡ天然林の施桑法に開する考察 

特に伐採木の選定に就いて

1) 元ﾡ太lにかて探用せる森枠作業にはﾡ時押代, ﾡ伐,iy作業iに2段ﾡ林作業 

があり, 過去に於ては皆伐が多く 將來に於ては採伐猿に前史作業が多 く 採 り 入れられるべき 

ものであつたが,何れかと 消へは採伐作業法を森林作業法の居別と してたと される。

2) 元東大梓太演習林 V 於ける見解に 依れば,処新には多少の難場の差はあるが, 合理的 

技術を適用すれば採伐,前更共の他の森林作業法の何れ に於て も地成の見込はあるものと考 

へられるが, 各団の要件よ り採作乗が営時の般況に於て最も地切なる飛法であると思料 

せられ, ﾡ東大流習林にかて も従米探用し來る押代作業を他のものにﾡ叫する意途はな さ 

ものと常時炎明せられてみる。

3) 神太に於け る探伐作業賞施の成績に鑑み改善登盘せ ら るべt事項の 相に 多製あ る c 

と想像に難 く ないが, 採伐賞施上減もﾡ本的な採伐木の選定に就いて一ﾡ技的にﾡあ る 
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方法を確立する こ と も共の一つに同する。

4) 円外一般○天然生林に 於ける伐採木の選定に硼する柒說に就いては,人工植栽林の川］ 

伐雄行の欧に指示せられたるﾡ級別の方法に準撮してﾡ木するとﾡふ簡明なるものから, 選 

木上のﾡﾡは立地の生態ﾡ的究明と環境因子のﾡ化比に他因子の補状況の同明補果に映つ 

べしとし, 更に稚樹にﾡいては林床の乾媒状態をお して共の選木におつて も 刪一的甲木的 

ﾡ木方法を排し小商積ﾡ状部構成の迅金を以て運木すべしとする設に至るﾡ, 定に多団多様 

である。

5) I木的に押伐するにせよT状的に押伐するにせよ, ー應林木 を共の構成群なり 即なる 

集合砕な り に従ひ解析す ること が順庁であ り, 夫に はづ一つの方法としてﾡに樹木ﾡの 

ﾡ別を適川することが肝奨であり, ヌー方情太○森朴に於ける高ﾡに1る現ょりして, 深 

き根低らある而かも方退i しては 具的 的に して直心簡明なる樹木級爼別法に依るべき もoと 

思料せられる。

の) 多 く の人工ﾡ林に見 ら る ・ 同齢一済林に於て我述せる間代の方法はの秘度を 

ﾡする逃と して用ひられたる幹級或は樹木級は,林分を構ぬする各N樹を一定のい準に依 

って分類せ る 睹級であつて,林分の広立映館の大別的ﾡ分た る 優勢木 と 劣勢木 とのuiを怒 

針的に樹為に のみ求めてゐ るので, 採伐林等の異齢混 府 の林分に於 て投世木賞定 の 基準 を 

定rる際に之を共の候適用し難い と 謂ふ意見は至常である。

7) 元科太廳施行の投伐木選定指針を見るに,探伐木は森林構成群版に共の移相を利睹し 

つ ・ 後ﾡ樹の現状況にﾡじ選定すべさ ものであるとされてろるが, 共の採伐木の選定殯序 

ば主として利用的見地から定められてゐる。

8) 南樺太中部地方の ト ドッ ・ エゾマッ泥沿天然林に於ける採伐木の逆定に關し最も価 

mcの主間 とするぬをぐれば

i 病木,傷害木及激死木の除去

ii 過必老齡木の整理過に障害不良木の除去

iii 優良材の優成

iv 更新の 安全 確保鉱に残 f本の 生長 促地

絡であらう。 ・

の 上の押代木型定の主ﾡにt, (にﾡ炎せらたる各種各係の樹木ﾡ期別を経と し, 

實際の観察或は賞驗結果を境と して, ﾡ等の ト ドマッ ・エソマッ型治天然林の質相ﾡに林業
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経営の尖約度にﾡじて比ﾡ的簡爪な る樹木級の知別 を行つた。 ち樹木級別別の 基礎を i) 
樹分の優劣一優勢一準侵秀ー側般劣勢一全被噴劣勢 i) 樹のﾡ一樹冠の幅の大,中,小 
一樹長56-60%以上及以下 ii) 見出けの年齢一ﾡ熟老齢一老齢一齢一幼齢 の3項 
にut, 改樹太扱を 1-5 級の 5 階級に介類を試みた。
10) 是の樹木級つ類別に於て, 樹の状況をI震 し - 方樹幹級の判定 を 加味す るﾡない 
み,型況に於てはﾡろﾡ別が蘭軍なだけ行利であるとしても, 静米は市大ﾡるﾡ楽も樹木級 
類別の吸楽と ヒて盆然取 り 上げ らるべさである。
11) 新る樹木級期別に優り期別せられたる各樹設木がび試ﾡ#の ・ドマッ ・エソマッu 
天然林に於て示せる出現力: 合は,*数にかて ト ドマツに就いては 1 級木 1$.1%, 2級木 
27.3%, 3 級木 30.0%, 4怒木 24.1%% 及 5級木 5.5%であり, エメマツ に就いては 1級木 
7.1%, 2 級木 33.9%,3級木 27.4%, 4扱木 27.8% 及5怒木 3.834 であり, メ材積に於て 
ト ドマツに就いては 1 級木 37.4%, 2級木 83.4%, 3級木 21.1%, 4級木 0.3% 及 5級木 
1.8%であり, エソマンに就いては 1級木26.0%, 2 級木 49.3%, 3 絞木 17.2%, 4 級木 6.7% 
及 5級木 2.8% である。
12) 新る樹裂木○生長脚係はﾡ資開係を柄在ナると と は樹木級曲別後の選木上に朮大な 
る 参お資材 を提示 ナるものなる を考楽論証 した。
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RESUME

COMPOSITION OF THE SPRUCE-ドIR NATURAL.

FOREST STANDS, SOME INFORMATION ON THEIR GROWTH 

PHASE, AND PRELIMINARY NOTESREIATING

TO THETREATMENT OF 1HESE STANDS 

IN NORTHERN DISTRICT

. Tutomu Misima

The paper contains some reports of investigations upon the composition of the spruce-fir 

natural forest stands, some information on their growth phase and preliminaiy notes relating 

to the treatment of them especially the selection of trees to be cut in the stands------at 

the Hor。 Experimental Forest (47045/ N., I42。3O' E>in Southern Saghalien.

Ten or more snmple plots were established in 1932 and after.

The results may be summarized as follows :

1) In the spruce-fir forest stands, the percentage of spruce is larger than that of fir in 

small d.b.... classes and vice versa in large classes. And the percentage of fir is larger 

in the low land-stand and smaller in the plain or in the slope-stand. Both the plain and 

the slope-stands arc respectively higher above sca-level than the low-land stand. But it 

may be that the percentage of fir is far higher in the mountain-stand whose height above 

sea-level is highest in this district.

2) The diameter distribution series of spruce and fir follow the so-called J type in the low 

Iand-stand and the cocked-hat type in the slope-stand. 。

The height distribution series arc rarely found t。 be represented bythe J type and most 

of them follow the cocked-hattype, and the normal curve is not t。 be found, therefore this 

stand type is not to be recognized as the same reproductive and regular one.

3) It appears, from these diameter and height distribution series, that the crown canopies 

of these spruce-fir forest stands arc made of many strata or continuous ones, and it is con- 

cluded that the stand type probably belongs t。 a sclection forest.
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4) Close positive correlations are found between the diameter and the total height, and 
their dose relations are almost the same in the tw。 species, in the low land-stand this 
corrclation is higher than in the slope-stand, and in the slope-stand lower than in the plain-stand.
5) Between the total height and the distance from the crown base to the ground, some 
strong positive correlation is als。 found to exist, and the higher above the sea-level, the 
stronger such a corrclation is to be found.
6) The highest correlation obtained was a positive one between the diameter and the total 
height, and a less marked one was observed between the diameter and the crown width and 
als。 between the total height and the distance from the crown base to the.ground.

These correlations are found generally closer in the spruce than in the fir. In the slope- 
stand the correlation is closer than that in the pla'n stand and in the plain-stand than in 
the low land-stand.
7) The relations between the diameter and the total height, the total height and the dis- 
tance from the crown base t。 the ground, and the diameter and the crown width, are cx- 
preSScd by the next empirical formulae respectively;

3 =dぴc 十 m
in which the variable x represents the diameter,the variable y the total hcght, a.b. c. con- 
stant and m=ムル.(1.3m), ・

x
y a +

in which 2 is the total height, y the distance from the crown base to the ground and a.b. 
const., and

x+c

in which x is the diameter, y thcs crown width a. b. c. const.
Calculations were then made of the mean values of the diameter, the total height, the 

fati。 of total height to diameter, the distance from the base of the crown to the ground, the 
Crown width, the crown length, the ratio of crown length to crown width, the proportion 
of crown length to total height, and the ratio of crown width to diameter, volume, form- 
factor and also the deviations from the respective mrans by the two species and the three 
sites・ So far as the present materials are concerned the results range as follows;

Table 1 The mean values and the deviations

Element
Nlean Value Ieviation (coeficient of variation)(2る)

Species Sites Species Sites
Fir Spruce 1.ow land Iain| Slope 聖 1 Spruce LOw land Plain Slope

Diameter
て cmう8.65-25.25 ,

てcm)10.37- 24.86
(cm)8.65-13.24

てcm)12.30- 24.86
てcm)14.42-25.25 525- 1 

: 87.26 52.27-9.7 52.27-78.59 55.11-94.47 52.59-87.26(m) (m) (m) (m) (m
Total height 5.4う-15.51 7.12- :15.67 5.45-8.06 8.18-15.67 9.25-15.51 41.66-61.98 41.01-71.52 41.01--60.8l 41.66-71.52 42.75-65.04
Rati。 of total 69.97- 63.01-' 63.01- 71.52- 69.97- 19.95- 17.32- 19.32- 17.32- 19.49-height to dianieter 89.01 85.65 76.60 84.50 89.01 35.41 28.10 20.74 28.10 35.41
Distance from the lase of crown to the ground

(m)2.37- 16.42 ,
(m)3.03-7.57

(m)2.37-
1.13

(m)3.207.57
(m)4.00-6.42 37.97-58.95 135.39-64.69 35.39-64.18 +2.54-64.69 39.90-$4.50

Crown width
(m)2.00-1.56

Cm) 216-4.09
(m)2.00-2.57,

(m)2.16- 13.95
(m)3.05-4.56 35.41-52.76 33.48-5185 33.48-37.45 36.39-5185 37.28-52.76

Crown length
(m) 13.30-9.70

(m (m3.98- 3.30-9.15 4.73
(m)5.23-9.15

(m)5.11-9.70 152.37-75.68 51.94-80.50 53.28-73.37 51.9+-80.50 52.37-75.68
Rati。 of crown lengtl to crown width

1.33-2.56 1.52-2.40 2.07 ； 1.39-2.56 1.33-1.96 43.95-72.27 41.92-61.79 50.20-61.33 41.92-72.27 42.71-61.23
Proportion o「 crown length to total height

(%)48.97-59.57
(g)50.67-61.69

(s)19.42-57.81
(%) 49.73-61.30

(%) 48.97- 61.63 31.21 22.57-33.75 26.41-31.44 23.56-31.21 22.57-33.75
Ratio of crown 22.27- 21.22- 21.22. 22.27- 24.31- 31.30- 32.90- 34.33- 31.30- 34.19-width to diameter 43.72(1) 0,052-0.631 ；

33.32(m?) 0.117-
31.92(E2) 0.062-

23.96(m?)0.146-
34.72(m3) 0.174-

52.09
96.58-

56.04
100.13-

42.01
122.83-

56.04
00.13-

52.31
96.58-Volume 0.603 0.145 0.603 0.631 j 18597 229.6う 190.51 229.63 177.34

Form.factor 0.588-0.792 0.6150.731 0.666-0.792 0.615-0.702 0.588-I0.717
さ-----=

17.88-24.941 _
1l.66-23.06 17.88-21.48 12.57-23.17 11.66-24.94

8) In comparison with the mean values of these factors of the fir and the spruce, the 
former generally show the long distance from the base of crown to the ground, the small 
crown lensth, the large ratio of total height to diameter, small ratio of crown length to 
crown width, and also small proportion of crown length to total height.
9) According t。 the measurements on some sample trecs, in the trees of 23 cm d. と. or 
more, the ratio of diameter at thepoints on the bole above the d.し.. point to the diamcter 
し.ん. is seen to be larger in the spruce than in the fir and the ratio of diameter at the ground 
to the diameter b.ん. is also larger in the spruce than in the fir, namcly there is more con- 
siderable of a flare at the butt in the spruce than in the fir. Above mehtioned diameter 
ratio is largest in the low Iand-stand and smallest in the slope-stand.
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10) The percentage of bark thickness relative t。 the diameter 0.0 m 0.3m, 1.3m or 

(H-1.3)/2 m----  H means total height—— above the ground, is larger in the fir than in the 

spruce and also larger in the low land- stand, and smaller in the plain-stand or the slope-stand.

11) In comparison with the age of the fir and the spruce in the same stand, the former 

is young, and the latter old and some of which amount to 300 years of age.

12) Even though the diamctcr-and the height distribution series follow the J curve, the 

age distribution does not show the J curve in the tw。 species.

13) Deviations (coefficient of variation) from the mean values of age are smaller than 

those from the means of the diameter and in comparison with the fir and the surucc these 

deviations arc larger in the former.

14) Some close correlation is found between the age and the diameter し. h., the age and 

the height, and the correlations arc generally closer in the spruce than in the fir.

15) When we take up the fir and the spruce of the same dimension int。 comparison, there 

found t。 be older of age in the former, and als。 number of rings in the last 1 cm of radius 

is 10—22 in the fir and 6—20 in the spruce. So the average increment together with the 

current annual one is found to be larger in the spruce than in the fir.

16) A close correlation is found to exist between the diameter し.ん. and the above men- 

tioned number of rings and such closeness is higher in the spruce than in the fir.

17) The larger the d.b,ん. is, the smaller is the volumegrowth percent, and • it is also found 

that in the spruce the volume grOwth per cent is larger than P the fir.

So far as the present materials are concerned it is concluded that all the growth relations 

are better in the spruce than in the fir.

18) Schncider's formula P= - ヶ was adapted to growth relations of the fir and 

the spruce and it is found that the constant k ranges 390—671 in the fir, 386—726 in 

the spruce and the mean averaged througn all the diameter classes is 520, 530 respectively.

19) In these spruce-fir natural forests it is found that most of trees beldnging to the small 

diameter classes arc decayed by snow- or windfall damage and those of the large diameter 

classes by inscct-or fungus damage. Such decayed tree volume amounts to 1.61-4.08 % of 

the living tree volume in the fir and 0.59-6.44% in the spruce, averaging 1.22—4.99% in 

the tw。 Species.

Then the growth percent of the living trees is 1.46—1.47% in the fir and 2.06—2.17% 

in the spruce averaging 1.70-1.73% on'y.

20) In these natural forests the uneven-aged irregular stands are found here and there, 

and according to the investigations on the growth of the spruce-fir forest trees in this district, 

there is much comparison between their growth relations----- tree form- factor, annual ring 

width, volume growth percent, age relation, crown arca on the ground-----and those of the 

Balsiger's""Plenterwald".

Therefore from the standpoint of the forest management, it is probably due to dealing 

with these forest-stands as the selection forest.

21) Among the important problems to be solved by applying the selection system to these 

stands, the matter of selective tallying claims prior attention. And the tree classification 

will meet the above mentioned requirement.

22) According to thc several years' observations of the trees in more than 10 permancnt 

sample plots, these arc classified into 5 classes mainly from the sitandpoint of simplifying 

operations. Dead trees need not to be classified because they are always neglected by thc 

operation of felling. Practice demands that the number of classes be small and that thc 

factors on which they arc based be readily distinguishablc,s。 some efforts were made to 

endow them with objective elements of tree classification.

Basis for classifications arc as follows;

1 Degree of dominance------ dominant, codominant, intermediate, suppressed

2 Crown development - — crown length, crown width

3 Age groups------ overmature, young or thrifty

23 ) Thc description of classes is as follows;
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Table 2 Description of classes

Tree class Position
Crown development

Vigor
Texture of the bark

Crown
width Crown length

Age groups
Fir Spruce

Class 1 dominant wider 60% ormore of 
thetotal height overmature poor (rarely 

moderatc)
crude(rare- 
ly fine) crude

Class 2
usunlly dminant 
(rarely codomni- 
nant)

average
wider

es than 602る and
50 % more of the 
otalhcight (rarely 

602% ormore)_」

mature or 
thrifty

good or 
moderate crude crude

Class 3
usually codomi- 
mnt (rarely do- 
minant)

average or 
narrower

less than 50% 
of the total 
height

thrifty or 
inature moderate usunlly 

fine
fine or 
crude

Class 4
usually inter- 
mnedlia'e (rerely 
codominant)

narrow
young or 

lessthan50%of thrifty 
the total height (rarely ma- 

ture)

moderate 
or poor fine usually 

fine

Clas* 5 suppressed narrow all all very, poor fine fiine or 
crude

24) The basis of selective marking in this district was partially decided, and the growth
and seed bearing relations in these class-trees arc to be studied but at present it is impos-
sible to g。 further. Also comparisons of losses or the growth relation after cutting have
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not yet been made, therefore the satisfactory results must be left for future study.
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